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「……っと、さすがにすごい人だな」

　とある冬の日。
士
 し
 道
 どう

 は一人、市内の百貨店にやってきていた。

　士道がいる一一階
催
 さい
 事
 じ
 場
 じよう

 では、期間限定で北海道物産展が
催
 もよお

 されているらしく、
普
 ふ
 段
 だん

 はあまり見かけない食材や、
美味
 おい

 しそうなご当地スイーツなどが
所
 ところ
 狭
 せま

 しと並んでいた。無論、それを目当てにやってきた人も多く、フロアは買い物客でごった返している。

　かくいう士道の目的も、まさにそれである。新聞の折り込みチラシで物産展を知った士道は、用足しがてら夕飯の食材を
揃
 そろ

 えに、百貨店に足を運んでいたのだった。

「せっかく
新
 しん
 鮮
 せん

 な
魚
 ぎよ
 介
 かい

 系が揃ってるし……
海
 かい
 鮮
 せん
 丼
 どん

 ってのも悪くないな。今日はみんなうちにいるしな」

　
呟
 つぶや

 きながら頭の中で人数を数え、指を折っていく。

　そう。今日は休日であるため、
精
 せい
 霊
 れい

 たちは
皆
 みな

 、
五
 いつ
 河
 か

 家で留守番をしていたのだった。

　今家にいるのは、
十
 とお
 香
 か

 、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、
折
 おり
 紙
 がみ

 の七人。それに仕事のため〈フラクシナス〉に出向いている
琴
 こと
 里
 り

 も、夕飯前には帰ってくるはずだ。

「となると、結構分量がいるな。九人前……いや、十香が最低三人前は食べるから一一人前……」

　いつものことながら結構な重量になりそうである。
誰
 だれ

 か一人くらい手伝いに連れてきてもよかったかもしれない。……まあ、一人連れてこようと思うと、きびだんごも
撒
 ま

 いていないのに一人また一人とお供が増えるため、仕方ないといえば仕方ないのだが。

　士道は小さく
苦
 く
 笑
 しよう

 すると、買い物カゴを持って生鮮食品が並んでいるコーナーへと歩いていった。

　と。

「ん……？」

　士道は不意に足を止めた。ポケットの中で、
携
 けい
 帯
 たい

 電話が鳴り始めたのである。

　家にいる精霊たちの誰かからの電話かと思って見てみるが……どうやら
違
 ちが

 うようだった。画面には、『非通知設定』の文字が表示されている。

「……誰だ、一体」

　
不
 ふ
 審
 しん

 に思いながらも、通話ボタンを押して電話に出る。

「はい、もしもし？」

　すると電話の向こうから、何やらくぐもった声が聞こえてきた。

『──
娘
 むすめ

 は預かった。返して欲しくば明日までに一億用意しろ』

「……へ？」

　予想外の言葉に、士道は目を丸くした。

「あ、あの？」

『
冗
 じよう
 談
 だん

 ではないぞ。今声を聞かせてやろう』

『キャーたすけてパパー！』

　遠くから、何やら裏声のような悲鳴が聞こえてくる。

「…………
 」

　その声に、士道は額に手を当て、深くため息を
吐
 つ

 いた。

「……わざわざ非通知にしてまで何やってんだよ、父さん、母さん」

『あら、もうバレちゃったの？』

　士道が言うと、先ほどよりも鮮明な音声が聞こえてきた。

　そう。電話の相手は、海外出張中の両親、五河
竜
 たつ
 雄
 お

 と五河
遥
 はる
 子
 こ

 だったのである。ちなみに、
誘
 ゆう
 拐
 かい
 犯
 はん

 役が遥子で、娘役が竜雄だった。どう考えても無理のある配役である。

「
随
 ずい
 分
 ぶん

 久々に電話かけてきたと思ったらそれかよ……」

『ごめんごめん。仕事が
忙
 いそが

 しくってさ。いやー、しかしさすがねしーくん。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で見破るなんて』

「しーくんは
止
 や

 めてくれって。……で、一体どうしたんだ？」

『何よう、
息子
 むすこ

 に電話するのに理由がなきゃいけないの？』

『悲しいなあ。悲しくて父さん泣いちゃうなあ。うええん』

『あー、しーくんたっくん泣かせたー。いーけないんだー』

「……切るぞ」

『あーもうちょっと待ってってば。相変わらず冗談通じないんだから』

『そうだよ。琴里だったら
素
 す
 直
 なお

 に
驚
 おどろ

 いてくれたのに』

　言って、『ねー』と電話口の前で言い合う。相変わらず、テンションの高い
夫
 ふう
 婦
 ふ

 だった。

「それで……」

『ああ、そうそう。忘れてた忘れてた。今お母さんたちどこにいると思う？』

「どこって、アメリカだろ？　本社に出張とかで……」

『ブブー！　不正解！　回答権が移ります！　はいたっくん！』

『東京都
天
 てん
 宮
 ぐう

 市は東天宮、
愛
 いと

 し
懐
 なつ

 かしの我が家の前であります！』

『はいピンポン大正解！　たっくんに一億点入ります！』

『やった！　一億点あったら、新しいパソコン買うの許して
貰
 もら

 えますか！』

『それには一〇〇億点必要です』

『チクショウ！』

「は……？」

　
怒
 ど
 濤
 とう

 の
如
 ごと

 く流された情報に、士道は目を点にした。が、電話口の相手はさして気にすることもなく話を続ける。

『というわけで、帰って来ちゃいました！　まあ臨時
休
 きゆう
 暇
 か

 なんで、またすぐ
戻
 もど

 らないといけないんだけどね』

『いやー、士道と琴里に会うのも久々だなあ。元気にしてたかい？』

「ちょ……ちょっと待った！」

　士道が悲鳴じみた声を上げると、周りを歩いていた買い物客が
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔をして
振
 ふ

 り向いてくる。が、今の士道に、そんなものを気にしている
余
 よ
 裕
 ゆう

 などはなかった。

　それはそうだ。今、父と母は言った。五河家の前にいると。

　──精霊たちが留守番をしている
 五河家の前に、いると。

『ん？　どうかした？』

「い、いや……実は俺、今買い物に出てて家にいないんだ！　琴里も外出中で……！」

『あらそうなの？　じゃあちょうどいいから、夕飯の材料お母さんたちの分も追加しておいてくれる？　久々にしーくんのご飯食べたーい』

「そ、そうじゃなくて！　だから、俺たちが帰るまで、ちょっと外で時間
潰
 つぶ

 しててくれないか!?
 」
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『えぇー、なんで？　家で待ってればいいじゃない』

「ぐ……っ、な、なんでもだ！　
頼
 たの

 むから……！」

　士道が
訴
 うつた

 えかけるように言うと、遥子が『ははぁん』と悪そうな笑い声を
響
 ひび

 かせてきた。

『たっくーん、しーくんが、私たちがいないのをいいことに家に何か
隠
 かく

 してるみたいだから、帰ってくるまで
家
 や
 捜
 さが

 ししてよー』

『よしきた』

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?

 」

　
状
 じよう
 況
 きよう

 が悪化した。士道は金切り声を上げた。

『うんじゃ、夕飯よろしく。メニューによっては、しーくんのお宝を発見したときの反応が
軟
 なん
 化
 か

 するやもよ。ちなみにお母さんは今むしょうにカニが食べたい気分です』

『あ、父さんはウニが』

　まるで士道が北海道物産展にいるのを知っているかのようなリクエストを残し、電話は切られた。

　士道は顔を青ざめさせながら
慌
 あわ

 てて携帯電話を操作すると、家にいるであろう十香たちに電話をかけようとした。

　が、昨日の夜
充
 じゆう
 電
 でん

 を忘れたのが
祟
 たた

 ったのか、なんともタイミングの悪いことに、通話ボタンを押そうとした瞬間、電池が切れて画面が暗転してしまう。

「なんでこんなときに!?
 」

　このままではまずい。非常にまずい。信じて家に残していた息子が知らぬ間にハーレムにドハマリして見知らぬ女の子を連れ込んでいただなんて、家族会議どころの話ではない。
如何
 いか

 に陽気な両親とはいえ、好物を買っていったくらいで許してはくれないだろう。カニとウニの利用法など、
殻
 から

 ごと口に
詰
 つ

 め込んで口を
封
 ふう

 じるくらいしか思いつかなかった。

「とにかく、急いで戻らないと……！」

　時間を置けば置くほど、状況は悪化する一方である。両親と精霊のコンタクトは
避
 さ

 けられないかもしれないが、両者の間で何か
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な会話が
交
 か

 わされる前に、一刻も早く家に戻らねばならない。士道は、買い物客をかき分けて走り出した。

　役に立たないとわかっていながらも、念のため、カニとウニを買い物カゴに詰め込んで。





　　　　◇





「ぬう……もう一回だ、折紙！」

　五河家のリビングでゲームのコントローラーを
握
 にぎ

 りながら、十香は声を上げた。

　長い夜色の
髪
 かみ

 に
水
 すい
 晶
 しよう

 の
瞳
 ひとみ

 が
特
 とく
 徴
 ちよう
 的
 てき

 な少女である。その
端
 たん
 整
 せい

 な顔は、しかし今
悔
 くや

 しげに
歪
 ゆが

 んでいた。

　理由は単純。十香の目の前の画面には今、
倒
 たお

 れ
伏
 ふ

 したキャラクターと『ＫＯ！』の文字が
躍
 おど

 っていたのである。

「何度やっても同じこと」

　答えたのは、十香の
隣
 となり

 に座った少女、
鳶
 とび
 一
 いち

 折紙だった。十香とは正反対に
涼
 すず

 しげな顔をして、画面を見つめている。

　通算成績、五戦五敗。
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 がやっていたゲームが
面
 おも
 白
 しろ

 そうだったので
替
 か

 わってもらった十香だったが、先ほどから折紙の
超
 ちよう
 絶
 ぜつ

 テクニックに
翻
 ほん
 弄
 ろう

 され、一勝もできていなかったのである。

　そんな様子を見てか、十香と折紙の背後から、耶俱矢の声が響いてくる。

「かか、
流石
 さすが

 と言っておこうか、折紙。だが、我が
眷
 けん
 属
 ぞく

 を痛めつけられて
黙
 だま

 っているわけにはいかぬ。どれ、そろそろ我が
直
 じか

 に相手をしてやろう」

「
指
 し
 摘
 てき

 。耶俱矢はまず、夕弦に勝ち
越
 こ

 してからです」

　耶俱矢の隣に座っていた夕弦が、フスー、と息を
吐
 は

 きながら言う。耶俱矢が気まずげに声を詰まらせた。

「あ、あんなコスい勝ち方認めないし！　美しくないし！」

「否定。勝ちは勝ちです。耶俱矢は超必殺
技
 わざ

 ばかり
狙
 ねら

 って画面
端
 はし

 でぴょんこぴょんこしているのでいい
的
 まと

 です」

「う、うぐぅぅぅ……！
 」

　耶俱矢が悔しげに
唸
 うな

 る。実際、耶俱矢は自分が優勢な試合でも、派手な必殺技でのＫＯを狙って逆転負けすることが多々あった。

「み、
皆
 みな

 さん、仲良く……」

『そうだよー。ゲームは楽しくやらないとー』

　と、そのさらに後ろから、四糸乃とその手に装着されたウサギのパペット『よしのん』の声が聞こえてくる。リビングの後方では、四糸乃、七罪、美九の三人が、ゲーム組の白熱した試合を観戦しながら、
優
 ゆう
 雅
 が

 に紅茶を飲んでいたのである。

「そうですよぉ、仲良くしないと。私と七罪さんみたいにー」

「……いや別に仲良くないし。ていうかあの、なんでじりじり
距
 きよ
 離
 り

 詰めてきてんの？　
怖
 こわ

 いんだけど」

「え？　別に距離なんて詰めてませんよ？　もしそう見えるならそれは
錯
 さつ
 覚
 かく

 ですねー。七罪さんの中で私の存在が大きくなってるんですねー」

「……うん、あの、とりあえず、
膝
 ひざ

 に手置くのやめてくれる？　その上小刻みに指先動かすのやめてくれる？」

　美九と七罪が、何やら
攻
 こう
 防
 ぼう

 を始める。

　そちらはそちらで気になったが、今優先すべきは
己
 おのれ

 の戦いである。十香はブンブンと首を振り、声を上げた。

「とにかくだ！　負けたままでは気が収まらん！　勝負だ、折──」

　が。十香は
途
 と
 中
 ちゆう

 で言葉を止めた。

　耳が、
不
 ふ
 審
 しん

 な物音を
捉
 とら

 えたのである。

「──？」

　すぐに折紙をはじめ、
他
 ほか

 の面々も気づいたらしい。皆一様に会話を止め、耳を
欹
 そばだ

 てる。

「……この音は……」

「
玄
 げん
 関
 かん

 の方……ですよね。士道さんか琴里さんが戻ってきたんでしょうか……？」

「いや、士道や琴里とは足音の感じが
違
 ちが

 う気がするぞ」

「うーん、じゃあ、お客さんですかねー？」

「や、それなら
普
 ふ
 通
 つう

 チャイム鳴らすんじゃないの？」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。その通りです。ということは──」

「──空き巣」

　折紙が発した言葉に、
精
 せい
 霊
 れい

 たちはハッと息を詰まらせた。

「ま、まさか、こんな白昼堂々と……」

「では、
強
 ごう
 盗
 とう

 かもしれない。とにかく、この家に、士道と琴里以外の
誰
 だれ

 かが、チャイムも鳴らさずに
侵
 しん
 入
 にゆう

 してきた。それは
紛
 まぎ

 れもない事実」

「ど、どうすればいいんでしょうか……」

　四糸乃が、あたふたとしながら小さな声を上げる。

　すると折紙は、無言のまま、玄関に
繫
 つな

 がる
扉
 とびら

 を見やった。









「なんか、自分の家だっていうのに懐かしいわね」

「あー、そうだねえ」

　五河家の前に並んで立ちながら、遥子と竜雄は
感
 かん
 慨
 がい

 深げに
呟
 つぶや

 いた。

　ショートカットの髪に、気の強そうな
吊
 つ

 り目がちの
双
 そう
 眸
 ぼう

 。常に胸を反らしているかのような堂々とした立ち姿の妻・遥子に対し、
黒
 くろ
 縁
 ぶち

 の眼鏡の奥で常にニコニコと
微笑
 ほほえ

 んでいる目と、
猫
 ねこ
 背
 ぜ

 気味の姿勢が特徴的な夫・竜雄。

　長く
一
 いつ
 緒
 しよ

 に過ごしている夫婦は、段々と
容
 よう
 貌
 ぼう

 が似てくる……という話があるが、それはこの五河夫妻にはあまり当てはまらなかった。二人並んだ姿は、夫婦というより
女
 じよ
 傑
 けつ

 と文官、さもなくば
我
 わ

 が
儘
 まま

 なお
嬢
 じよう
 様
 さま

 と老
執
 しつ
 事
 じ

 のようだとは、
結
 けつ
 婚
 こん

 式に招いた友人の弁である。

「さ、じゃあ入りましょっか」

「うん、そうだね……っと、わわっ！」

　と、そこで、竜雄が段差に足を引っかけ、遥子の方に倒れ込んできた。

「ちょ……きゃっ！」

　そしてそのまま、
驚
 おどろ

 いて振り返った遥子の
胸
 むな
 元
 もと

 に顔を
埋
 うず

 めてくる。

　まるで
漫
 まん
 画
 が

 のような動きである。遥子はため息を
吐
 つ

 きながら
肩
 かた

 をすくめた。

「……ったく、相変わらずねー」

「ご、ごめん……」

「いいわよ、慣れてるし。昔だったら
殴
 なぐ

 ってたけど」

「うん……
随
 ずい
 分
 ぶん

 殴られた
記
 き
 憶
 おく

 がある」

　申し訳なさそうに言いながら、竜雄が姿勢を正す。……竜雄はどうも昔からこういうところがあるのだった。
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら、玄関のドアノブに手を
伸
 の

 ばす。

「ほら、早く……っと、あら？」

　そこで遥子は、不意に首を
捻
 ひね

 った。

「どうかした？」

「確か家には誰もいないって言ってたわよね。玄関に
鍵
 かぎ

 がかかってなかったのよ」

「へえ……用心深い士道にしては
珍
 めずら

 しいな」

「うーん、いくら日本の治安がいいからって、気を
抜
 ぬ

 きすぎね。注意しとかないと」

　言いながら、玄関に入っていく。

　だがそこで、遥子は再び不審そうに
眉
 まゆ

 をひそめることとなった。──玄関に、女性ものの
靴
 くつ

 がたくさん並んでいたのである。

「まったく、ことちゃんね？　私たちがいないからって
脱
 ぬ

 ぎっぱなしにして……あ、しかも見たことないデザインばっかりじゃないの」

「あはは、もしかして、士道が僕らを家に入れたくなかった理由って、これかな？」

「あー、そうかもね。まったく、しーくんたら相変わらず妹に甘いんだから」

　やれやれと肩をすくめ、靴を脱いで家に上がる。すると、隣で竜雄がぐぐっと背伸びをするような仕草をした。

「うーん……やっぱりここは落ち着くね。向こうの社宅も悪くはないんだけど、こう、空気が違うというか」

「わかるわかる。何だかんだで日本人よね、私たちも」

　あはは、と軽く笑いながら
廊
 ろう
 下
 か

 を歩き、リビングの扉を開ける。

　──と、その瞬間。

「へっ？」

「えっ？」

　遥子と竜雄は、同時に間の抜けた声を発した。

　だが、それも無理からぬことであろう。二人がリビングに入った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、左右からバッと
人
 ひと
 影
 かげ

 が躍り出てきたかと思うと、一瞬のうちに組み伏せられ、
床
 ゆか

 に押しつけられてしまったのである。

「な、何!?
 　一体何!?
 」

「は、はるちゃん！　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 かい!?
 」

　ジタバタと
藻
 も
 搔
 が

 くも、両手はがっしりと
拘
 こう
 束
 そく

 されており、身動きは取れそうになかった。
辛
 かろ

 うじて動く首を回して犯人の顔を見やる。そこで遥子はまたも驚いた。遥子と竜雄を拘束していたのは、二人の年若い少女──しかも、
瓜
 うり
 二
 ふた

 つの顔をした
双
 ふた
 子
 ご

 だったのである。

「ふん、
抵
 てい
 抗
 こう

 は
勧
 すす

 めぬぞ」

「警告。大人しくしてください」

「な、な……」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに遥子が目を白黒させていると、ソファの
陰
 かげ

 からさらに数名の少女たちがぞろぞろと現れた。そして、遥子たちを不審そうな顔で見てくる。

「む……こやつらがか？」

「そ、そうは見えない気がしますけど……」

「……甘いわね四糸乃。本当の悪党は悪党の顔をしていないものなのよ」

　などと、少女たちが意味のわからない会話を
交
 か

 わす。

　遥子の頭には一瞬『強盗』の二文字が
浮
 う

 かんだが、現れた少女たちの姿を見るに、そうとも思えなかった。まあ、向かって左に立っている目つきの悪い少女
曰
 いわ

 く本当の悪党は悪党に見えないものらしいので、そういうこともあるのかもしれなかったが。

　と。

「──ぐえっ！」

　遥子が混乱していると、不意に竜雄の苦しげな声が
響
 ひび

 いてきた。

　見やると、物陰から新たな少女が現れ、竜雄の
襟
 えり
 首
 くび

 を後方から
摑
 つか

 むようにしながら、手にしたナイフを首に押し当てていることがわかった。

「た、たっくん！」

「──あなたたちは何者？」

　人形のように
端
 たん
 整
 せい

 な顔をした少女が、無表情のまま
淡
 たん
 々
 たん

 と言葉を発する。その無機的な様に、遥子は思わず息を
詰
 つ

 まらせた。本能的な
恐
 きよう
 怖
 ふ

 。彼女の手つきは、ナイフを『
脅
 おど

 し』以外の目的で使うことに慣れた者のそれであったのだ。

「答えないのなら、この男の指を一本ずつ切り落としていく」

「ひ……ッ!?

 」

「お、おい、折紙……」

　少女の仲間が、眉をひそめながら言う。

「大丈夫。
陳
 ちん
 腐
 ぷ

 な方法ではあるけれど、効果は絶大。単純な痛みもさることながら、指という重要な器官を失うかもしれないという恐怖は、人の心を折るのにとても有効」

「お、折紙……？」

「さらに、二人いるというのがいい。彼らが深い関係であった場合、相手の痛みに
耐
 た

 えかねてもう一人がしゃべり出す可能性もある。もしも二人の間に
信
 しん
 頼
 らい

 関係がないとしても、仲間の悲鳴を十分聞かせたあと同じ脅しをかければその効果は」

「ひ、ひぃぃっ」

　淡々とした少女の言葉だけで、効果は十分のようだった。竜雄が
怯
 おび

 えた声を響かせる。

「そ、そういう意味ではない！　やり過ぎではないかと言っているのだ！」

　
黒
 くろ
 髪
 かみ

 の少女が言うと、ナイフを持った少女がふむ……と考えを
巡
 めぐ

 らせた。

「あなたの言うことも一理ある」

「わ、わかってくれたか」

「確かに、最初から指にいくよりも、まずは
生
 なま
 爪
 づめ

 を
剝
 は

 がすべきだった。折紙うっかり」

「わかっていない!?
 」

　黒髪の少女が
叫
 さけ

 ぶと、ナイフの少女が不思議そうに首を
傾
 かし

 げた。

「……では、自白
剤
 ざい

 ？」

　他の少女たちが、
一
 いつ
 斉
 せい

 に首をブンブンと横に
振
 ふ

 る。

　どうやらまだ他の少女たちにはことを
穏
 おん
 便
 びん

 に済ませようという意思があるらしい。少なくとも、問答無用で遥子たちを殺そうとか、通帳の場所を聞き出そうというわけではないようだ。遥子は
身体
 からだ

 を
捩
 よじ

 りながらのどを
震
 ふる

 わせた。

「あ、あなたたちこそ何者なのよ……！　一体ここで何をしているの!?
 」

「何を……？　留守番だが」

　黒髪の少女が、何を当然のことを、というように首を傾げる。

　一瞬こちらをからかっているのかとも思ったが……
恐
 おそ

 らく、違う。彼女の表情からは、
噓
 うそ

 を言っているような調子は見受けられなかった。

　だとすると、一体どういうことだろうか。まさか、遥子たちが入る家を
間
 ま
 違
 ちが

 えた……？　そんな考えが頭を
掠
 かす

 めるが、すぐに否定する。視界に広がるリビングは、間違いなく我が家のそれだ。竜雄と遥子が三〇年ローンで買った
愛
 いと

 しのマイホームだ。

　無論、五河家の
隣
 となり

 に、内装をそっくりそのままコピーした家でも建っていたというのなら話は別だが……ゲームでもあるまいし、そんなことが可能なはずはない。

「留守番って……そんなの
頼
 たの

 んだ覚えないわよ」

「うぬ？　何を申しておる」

「
怪
 け
 訝
 げん

 。夕弦たちも、あなたに頼まれた覚えはありません」

　遥子と竜雄を取り押さえていた双子が言ってくる。その勝手な言い分に、遥子は金切り声を上げた。

「さっきから何を言ってるのよ!?
 　人の家に勝手に上がり込んで……！」

　と、遥子がそう言った瞬間、竜雄にナイフを
突
 つ

 きつけていた少女が、何かに気づいたようにハッと目を見開いた。

「む……？　どうした、折紙」

「……まさか」

　折紙と呼ばれた少女は、ナイフをしまい込むと、ポケットから
携
 けい
 帯
 たい

 電話を取り出して何やら操作をし始めた。

　そして、遥子と竜雄の正面に回り込み、携帯電話の画面と二人の顔を
交
 こう
 互
 ご

 に見たかと思うと、そのまますっくと立ち上がり、竜雄と遥子を拘束していた双子の手を
解
 ほど

 いた。

「な、何をする？」

「疑念。どうしたのですか、マスター折紙」

　双子が怪訝そうに言うが、折紙は気に留めず、竜雄と遥子に
優
 やさ

 しく話しかけてきた。

「大丈夫ですか。もう安心です。──お
義父
 とう

 さん、お
義母
 かあ

 さん」

「は……？」

「今、なんて……？」

　遥子と竜雄は目を点にした。少なくとも、初対面の人間に指を落とすとか生爪を剝がすとか
物
 ぶつ
 騒
 そう

 なことを言うような
娘
 むすめ

 は持った覚えがなかった。

　しかも、
困
 こん
 惑
 わく

 しているのは遥子だけではなかったらしい。居並んだ少女たちも二人と同様に、何が何だかわからないといった顔をしている。

「む？　折紙の両親だったのか……？」

「あれ？　でも、折紙さんのご両親って確か……」

「違う」

　折紙が、ゆっくりと首を振る。

「こちらは、五河竜雄、遥子夫妻。──士道と、琴里のご両親」

『…………ッ!?

 』

　折紙の言葉に。少女たちが一斉に顔を
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染めた。
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「ああもうちくしょうなんでこんなときに限って
渋
 じゆう
 滞
 たい

 なんだよぉぉぉぉ！
 」

　ずっしりと重い買い物
袋
 ぶくろ

 を
揺
 ゆ

 らしながら、士道は道を走っていた。

　最初はバスを利用して帰ろうとしていたのだが、運悪くどこかで事故が起きたらしく、バスが全く進まなくなってしまったのである。このままでは、家に着くのにどれだけかかるかわからない。士道は仕方なく
途
 と
 中
 ちゆう

 でバスを降り、自分の足に
頼
 たよ

 っていたのである。

　恐らくもう、
精
 せい
 霊
 れい

 たちと両親との
遭
 そう
 遇
 ぐう

 は
避
 さ

 けられまい。だが、今五河家にいる精霊たちは、
皆
 みな

 心優しい少女たちばかりである。きっと、すぐに打ち解けて
談
 だん
 笑
 しよう

 でもしているに違いなかった。まさか、士道の両親を押さえつけたり脅したりなどはしないだろう。

　理想は、両親が精霊たちを琴里の友だちだと思ってくれることだが……こればかりはどうなるかわからなかった。

　今の士道にできることは、一刻も早く自宅に
戻
 もど

 り、精霊たちと両親を
監
 かん
 視
 し

 下に置くことである。最悪、精霊たちから、
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な一言が出る前であれば、どうにか
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すことができる。とにかく、急がねば──

「…………ッ!?

 」

　と、士道はそこで急に足を止めた。

　とはいえそれも仕方あるまい。前方に
倒
 たお

 れている女性を発見したなら、士道でなくともそうするだろう。

「だ、大丈夫ですか!?
 」

「う、うぅぅ、すいません、足をくじいてしまって……って、五河くん？」

「タマちゃん……じゃなくて先生！」

　女性の顔を見て、士道は目を見開いた。倒れていたのは、士道の担任
岡
 おか
 峰
 みね
 珠
 たま
 恵
 え

 ・
通
 つう
 称
 しよう

 タマちゃんだったのだ。しかも何やら
妙
 みよう

 にめかし込んでおり、
普
 ふ
 段
 だん

 より少し
化
 け
 粧
 しよう

 も厚い。足をくじいてしまったというのも、不自然に高いヒールのせいに思えてならなかった。

「何してるんですか、こんなところで。ていうかその格好……」

「五河くん！」

　士道が言いかけたところで、タマちゃんがガッと士道の手を摑んできた。

「わっ！　な、なんですか？」

「おッ、お願いします、私を二丁目のユニオンビルまで連れて行ってください！」

「へっ？」

　突然の
要
 よう
 請
 せい

 に、士道は裏返った声を発した。

「な、何があるんですか、そこで」

「
婚
 こん
 活
 かつ

 パーティーです！」

「そ、そうですか……」

　
怒
 ど
 濤
 とう

 の勢いに押され、士道は後ずさった。が、タマちゃんは手を
離
 はな

 そうとしない。

「今回は、男性年収八〇〇万以上限定のハイクラスパーティーで、倍率
超
 ちよう

 高かったんですよ！　二十代女性限定の
企
 き
 画
 かく

 に参加できるのは次の誕生日までなんです！　ここで私が倒れては！　散っていった
輩
 ともがら

 たちに申し訳が立ちません……！」

　タマちゃんが目に
涙
 なみだ

 を浮かべながら言う。士道は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らした。

「すいません、俺今急いで……」

「……連れてってくれなかったら五河くんのお
嫁
 よめ

 さんにしてもらいますからね……」

「う……っ」

　
幽
 ゆう
 鬼
 き

 の
如
 ごと

 き
声
 こわ
 音
 ね

 で言われ、士道は背筋に冷たいものを感じた。

　ここからユニオンビルまでは、五河家とは逆方向に歩いておよそ一〇分。今まさに家で精霊たちと両親がコンタクトしていることを思えば、
馬
 ば
 鹿
 か

 にならないロスである。

　だが、彼女をここに放置していくこともできなかった。士道は「ええい……！」と叫ぶと、タマちゃんを背負い上げた。





　　　　◇





「……
煉
 れん
 獄
 ごく

 より
亡
 もう
 者
 じや

 の呼び声が聞こえる」

　頰に汗を垂らしながら、耶俱矢が
呟
 つぶや

 く。言葉の意味はよくわからなかったが、どうやら「まずいことをしてしまった」と言いたいらしいことは何となく知れた。

　とはいえそれは、今ここにいる精霊たち皆が思っていることであった。

　十香たちは今、カウンターテーブルの
陰
 かげ

 に
隠
 かく

 れるようにしながら円状に集まり、ひそひそと会議をしていたのだが、その表情は一様に、明るいものとは言えなかったのである。

　しかしそれも当然だ。何しろ知らなかったこととはいえ、士道と琴里の両親にとんでもない
狼
 ろう
 藉
 ぜき

 を働いてしまったのだ。

「まさか、シドーの両親が帰ってくるとは……」

「確か……海外に出張されてたん……ですよね？」

『そうそう。なんか二人してエレクトロニクス会社？　に勤めてるとか言ってたよねー』

　十香の言葉に応ずるように、四糸乃と『よしのん』がうなずいてくる。

「うーん、いきなり取り押さえたのはまずかったですよねー」

　美九があごに指を一本当てながら言う。すると、直接二人を取り押さえた八舞
姉
 し
 妹
 まい

 が不安そうな顔をした。

「や、やっぱりヤバいよね……どうしよう。せっかくの機会だと思って覚えたてのＣＱＣかましちゃったよ……」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を持っている相手にも対応できるやり方で組み
伏
 ふ

 せてしまいました」

　言って、耶俱矢と夕弦がしゅんとする。やたらと
鮮
 あざ

 やかな手つきだとは思ったが、そんなものまで練習していたらしい。……今度は
捕
 ほ
 縛
 ばく

 術の勝負でもするつもりなのだろうか。

　と、そんな二人の言葉を聞いていた折紙が、目を伏せて首を振った。

「耶俱矢と夕弦は大変なことをした。五河夫妻の心に刻まれた傷は深い」

「そ、そんなぁ……」

「
沈
 ちん
 鬱
 うつ

 。どうしたらよいのでしょうか……」

「……いや、一番深々とトラウマ刻んだのはあんただと思うけど……」

　七罪が折紙に向けて半眼をしながら言う。精霊たちが皆うんうんとうなずいた。

「今は責任を押しつけ合っている場合ではない」

「いや、押しつけ合って……？」

　七罪はまだ何か言いたいことがあったようだが、確かにそんなことをしている場合ではないと思ったのだろう。それ以上は何も言わなかった。

「だ、だが……本当に、私たちはどうなってしまうのだ……？」

　十香が不安そうに言うと、七罪が難しげな顔をしながら答えてきた。

「……そりゃあ、士道たちの両親っていったら、この家の家主なわけでしょ。その二人に
嫌
 きら

 われるってことは、もう今までみたいにこの家に入れはしないでしょうね……」

「そ、そんな！」

「……いや、それだけで済むならまだいいわよ。あの両親がもし、士道と琴里に『あんな乱暴な子たちと付き合うのは
止
 や

 めなさい！』って言ったら……」

「…………！
 」

「『ごめんなみんな……俺、父さんや母さんに暴力を
振
 ふ

 るうような子たちとは仲良くできないんだ』」

「あ……ああ……」

　あまりに後ろ向きすぎる七罪の言葉に、しかし十香たちは
悲
 ひ
 愴
 そう

 な表情を作った。

「そ、そんなのは
嫌
 いや

 だぞ！　どうすればいいのだ!?
 」

　十香が言うと、美九がどこか得意げに
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしてきた。

「──私に考えがありますー」

「な、何かあるのか!?
 」

　こくり、と美九がうなずく。

「だーりんのお父様とお母様の私たちへの第一印象は、残念ながら最悪です。でもそれなら、それを
凌
 りよう
 駕
 が

 するくらいの好印象を
与
 あた

 えればいいと思うんですよー」

「好印象……ですか」

『具体的にはどうするのー？』

　四糸乃と『よしのん』が首を
傾
 かし

 げながら問うと、美九はビッと指を一本立てた。

「ずばり、ジャパニーズ・おもてなしです！」

「お、おもてなし!?
 」

「そう。二人は長旅で
疲
 つか

 れているはずです。私たちが心のこもったおもてなしをしてみせることで、なんて
素
 す
 晴
 ば

 らしい子たちなの、となるはずですー！」

　美九の言葉に、精霊たちが目を
輝
 かがや

 かせた。

「よし……私はやる、やるぞ！」

「わ、私も……！」

『よしのんもー！』

「くく……よいだろう。
地
 じ
 獄
 ごく

 のコンシェルジュと
謳
 うた

 われた我の
手
 て
 管
 くだ

 を見せてくれよう」

「首肯。夕弦にお任せです」

「……まあ、私はどっちでもいいけど……みんながそう言うなら」

「異存はない」

　皆の返答を聞いて、美九がこくりとうなずいた。

「決まりですねー。──では、作戦開始ですー！」









「……た、たっくん、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ……？」

「はるちゃんこそ大丈夫かい？　腕は痛くなかった？」

　遥子と竜雄は、
互
 たが

 いの耳元で
囁
 ささや

 き合うような小声で言葉を
交
 か

 わしていた。

　解放された二人は今、リビングのソファに並んで座っていたのだが……まったく気は休まらないままだった。

　しかしそれも当然だ。我が家を
占
 せん
 拠
 きよ

 していた
謎
 なぞ

 の少女たちが、カウンターテーブルの裏で何やら話し合いをしていたのである。

「あの子たち……一体何なんだろうね」

　竜雄が不思議そうに言ってくる。遥子は「ええ……」と小さな声で答えた。

「士道と琴里のことを知ってたみたいだけど……どういう関係かしら」

「普通に友だちなんじゃないかい？　士道たちに留守を任されてたところに僕らがやってきたものだから、
泥
 どろ
 棒
 ぼう

 と
間
 ま
 違
 ちが

 えて
捕
 つか

 まえちゃったとか……」

「……最近の女の子っていうのは、軍隊
格
 かく
 闘
 とう

 を
修
 おさ

 めてたり、ナイフの
扱
 あつか

 いに
長
 た

 けてたり、
拷
 ごう
 問
 もん

 術の心得があったりするものなの？　明らかに普通じゃないわよ、あの子たち」

「そうかなあ……そんなに悪い子たちには見えないけど」

　
吞
 のん
 気
 き

 なことを言う竜雄に、遥子は無言で首を振った。

　相変わらず危機感がない。彼は非常に
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 なエンジニアであるのだが、その分あまり社会に慣れていないというか、人の悪意に
疎
 うと

 いというか……一言で言うと、善人過ぎるのだ。実際、遥子が止めねば
詐
 さ
 欺
 ぎ
 被
 ひ
 害
 がい

 に
遭
 あ

 っていたであろう事例は、一度や二度ではない。まあ遥子的には竜雄のそういうところも
含
 ふく

 めて超キュートだと思うのだが。

「……とにかく、ここにいちゃ危険よ。
隙
 すき

 を見て
逃
 に

 げましょ」

「うーん……まあ、はるちゃんがそう言うなら」

　竜雄が、
腑
 ふ

 に落ちないといった顔をしながらもうなずいてくる。

「よし、じゃあできるだけ物音を立てないように行きましょう」

　遥子と竜雄は、ゆっくりと
腰
 こし

 を
浮
 う

 かすと、そのまま足音を殺しながら
廊
 ろう
 下
 か

 に向かって歩いていった。

　だが、そのとき。

「──できたっ！」

　カウンターテーブルの向こう側──キッチンの方からそんな声が聞こえてきたかと思うと、一人の少女が大きな皿を持ってリビングの方に歩いてきた。

　そして、
扉
 とびら

 に手をかけようとしていた遥子たちを見て、不思議そうに首を傾げる。

「ぬ？　どうしたのだシドーの両親よ。どこかへ行くのか？」

「ああ、うん。隙を見て逃げようと……」

「！　い、いえ、何でもないわ！　ちょっと運動してただけよ！」

　正直に答えようとした竜雄の言葉を
遮
 さえぎ

 って、遥子は
叫
 さけ

 びを上げた。素直なところは竜雄のフェイバリットポイントなのだが、今はさすがにタイミングが悪すぎた。逃げようとしていたことを
悟
 さと

 られたなら、どんな仕打ちを受けるかわからない。

「む、そうなのか？」

　だが、相手も竜雄同様
純
 じゆん
 朴
 ぼく

 だったようである。遥子の苦しい言い訳を素直に信じてくれたらしい。

「それで……ええと」

「十香だ。
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ

 十香」

「十香ちゃん。何か用かしら？」

　遥子が言うと、十香は「うむ！」と
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずいて、手にしていた大きな皿をテーブルの上に置いた。

「おもてなしの心とは、自分がしてもらって
嬉
 うれ

 しいことだと聞いた。二人とも、長旅でお
腹
 なか

 が
空
 す

 いただろう！　
遠
 えん
 慮
 りよ

 せずに食べてくれ！」

　言って、皿の上に
載
 の

 っていたものを示してみせる。遥子と竜雄は
怪
 け
 訝
 げん

 そうにそれを
覗
 のぞ

 き込んだ。

「これは……おにぎり？」

　そう。多少形は
歪
 いびつ

 であったけれど、それは
紛
 まぎ

 れもなくおにぎりであった。ほかほかのご飯が三角形（と言えなくもない形）に固められ、
海苔
 のり

 が巻き付けてある。

　だが。遥子は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 をひとすじ垂らした。理由は単純。そのおにぎりの一つ一つが、手のひらをいっぱいに広げても収まらないくらいの
超
 ちよう
 巨
 きよ
 大
 だい

 サイズだったのだ。

「さあ、
召
 め

 し上がれだ！」

　十香が、満面の
笑
 え

 みを浮かべながら言ってくる。遥子は頰を
痙
 けい
 攣
 れん

 させるように
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

　が、そんな遥子に対して竜雄は、
朗
 ほが

 らかな調子で手を合わせる。

「ああ、これはどうもご
丁
 てい
 寧
 ねい

 に。いただきま──」

「ちょっと、たっくん」

「え？　どうしたんだいはるちゃん」

　竜雄がキョトンとした顔で問うてくる。なんだよこいつ
可愛
 かわい

 いなあ。と思ってしまった遥子だが、今はそんな場合ではない。十香に聞こえないよう竜雄の耳に顔を近づける。

「まだこの子たちが何者なのかわかってないのよ？　このおにぎりだって、何が入ってるかわからないわ。不用意に口にするのは危険よ」

「いやあ……さすがに考えすぎじゃないかな？　悪い子たちには見えないよ。それに、出されたものを食べないなんて失礼じゃないか」

「いや、あの……ううん、そうね」

　言い返そうとした遥子だったが、すぐに折れた。仮にも長年連れ
添
 そ

 っている
夫
 ふう
 婦
 ふ

 なのだ。こういうときの竜雄が意外と
頑
 がん
 固
 こ

 なのはよく知っている。

「わかったわ。でも、食べるのは私から。それでいい？」

　遥子は
真
 しん
 剣
 けん

 な顔をしながらそう言った。毒味というわけではないが、竜雄の場合食べている最中に何か
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 を覚えても、そのまま食べ進めてしまいそうな気がしたのである。

　だが、竜雄はそんな遥子の考えに気づいていない様子でにこやかに笑った。

「なんだ、先に選びたかったのかい？　はるちゃんも可愛いところあるなあ。もちろんいいよ」

「……うん、ありがとうたっくん」

　多少の
脱
 だつ
 力
 りよく
 感
 かん

 と、それを
遥
 はる

 かに上回る『可愛い』と言われたことへの嬉しさがない交ぜになり、遥子は複雑な笑みを浮かべた。

　気を取り直すように
咳
 せき
 払
 ばら

 いをしてから、十香の方に向き直る。

「じゃあ、いただくわよ、十香ちゃん」

「うむ！　お好きなのをどうぞだ！」

　十香が元気よく言ってくる。遥子は
食
 しよく
 欲
 よく

 ではなく
緊
 きん
 張
 ちよう

 からごくりとのどを鳴らし、手前にあったおにぎりを手に取った。そして、中身を確かめるように縦に割ってみる。

「具は……おかかに、たらこに、ツナマヨに……って、
随
 ずい
 分
 ぶん

 いっぱい入ってるのね」

「うむ！　迷ってしまったので全部入れることにした！　あ、だが安心しろ。梅干しは入っていないからな。あれは、その、なんだ、すっぱい」

　言って、十香が
酸
 す

 っぱそうな顔をする。……なんというか、確かに竜雄の言うとおり、あまり悪い子には見えなかった。

　とはいえ、
警
 けい
 戒
 かい

 は
怠
 おこた

 らない。遥子は鼻をひくつかせて
異
 い
 臭
 しゆう

 がしないことを確かめてから、おにぎりを一口食べた。

「……普通のおにぎり……みたいね」

「どうだ!?
 」

「ん、お、
美味
 おい

 しいわよ」

　遥子が言うと、十香はパアッと表情を明るくした。

「そうか！　まだたくさんあるからな！　どんどん食べてくれ！」

「ありがとう。じゃあ、僕もいただこうかな」

　竜雄が、皿に残っていたおにぎりを手に取り、大きな口を開けてかぶりつく。

「ん、美味しい。料理上手だね、十香ちゃん」

　言いながら、竜雄がおにぎりをぱくぱくと食べていく。

　実際、今日はまだ昼食を
摂
 と

 っていなかったので、お腹が空いているのは本当だったのだ。遥子も、竜雄に
倣
 なら

 うように二口目、三口目とおにぎりを食べ進めていった。

　……だが、いくらお腹が空いていたとはいえ、限度というものがある。十香が用意してくれた巨大おにぎりの数、実に六つ。顔が
隠
 かく

 れそうなサイズのご飯の
塊
 かたまり

 が、一人あたり三つである。さすがに全部を食べきることはできなかった。竜雄は一つ、遥子は半分を食べきったところでお腹をさする。

「ふう……ありがとう。もうお腹いっぱいよ」

「……!?
 」

　が、遥子がそう言うと、十香は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 目を見開き、次いでしゅんとした表情になった。

「そ、そうか……いっぱいか……うむ、いっぱいなら仕方ないな……」

『う……』

　それを見て、遥子と竜雄は同時に息を
詰
 つ

 まらせた。なぜだろうか、その顔を見ると、遥子たちが悪いことをしているような気分になってくるのだった。

「い、いや、ええと……もうちょっとだけもらおうかしら？」

「あはは……そうだね。実はもう少し食べたかったんだ」

「……！」

　二人が言うと、十香は先ほどとは打って変わって嬉しそうな顔をした。彼女に
尻
 しつ
 尾
 ぽ

 がついていたなら、きっと千切れんばかりにブンブンと
振
 ふ

 っていただろう。

「そうか！　うむ！　それは、その、なんだ、いいと思うぞ！」

「…………
 」

　そう言われては、やっぱりちょっと……とは言い出せなかった。遥子と竜雄は苦笑しあったあと、皿に残ったおにぎりを再度食べ始めた。

　──が、十数分後。

「うっぷ……」

「ふう……」

　いくら無理をして食べようと思ったところで、物理的な胃の容量ばかりはどうしようもない。結局遥子と竜雄は、二人合わせて二つ半のおにぎりを食べたところで限界を
迎
 むか

 え、ソファに
仰
 あお
 向
 む

 けに
倒
 たお

 れ込んでしまった。

「！　だ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か、シドーの両親よ！」

　十香が、心配そうに顔を覗き込んでくる。だが遥子と竜雄は、弱々しく手を振ることしかできなかった。
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「間に合いました……本当にありがとうございます、五河くん。高収入の
旦
 だん
 那
 な

 さんを見つけたら、家に招待してあげますからね」

「い、いえ、お気になさらず……」

　士道は、パーティー会場に送り届けたタマちゃんからのお礼を丁重に断ると、ぺこりと頭を下げて、再び道を走っていった。

　思ったよりも時間を使ってしまった。これは急がねばなるまい。

「
頼
 たの

 むから、大人しくしててくれよ、みんな……！」

　
懇
 こん
 願
 がん

 するように声を
漏
 も

 らしながら、地面を
蹴
 け

 るようにして前へ、前へと進む。

　が、そこで、ちょうど進行方向にあった信号が赤になってしまう。士道は
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに
足
 あし
 踏
 ぶ

 みしながら、信号が変わるのを待った。

　と。

「おう、五河。どうしたんだこんなところで」

　不意にそんな声がかけられ、士道は後方に振り向いた。するとそこに、クラスメートの
殿
 との
 町
 まち
 宏
 ひろ
 人
 と

 が、小さく手を上げながら立っていることがわかる。

「げっ」

「おいこら何だそのリアクション」

「……ああ、すまん。思わず本心が出てしまった」

「少しは
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すとか取り
繕
 つくろ

 うとかしてもいいんじゃないかな!?
 」

　殿町が裏返った声を上げる。だが、そんなやりとりもいつものことである。殿町は
肩
 かた

 をすくめると、くい、とあごをしゃくってきた。

「まあいいや。ちょうどいいところにいた。
暇
 ひま

 ならちょっと付き合えよ。すぐそこに新しいゲーセンができたんで行ってみようと思ってたんだ」

「悪いが、今日は
駄
 だ
 目
 め

 だ。用事がある」

「なぬっ」

　信号が変わると同時に士道がその場から走り去ろうとする。だがその瞬間、殿町が
腕
 うで

 をむんずと
摑
 つか

 んできて、強制的に足を止められてしまった。

「お、おい、何すんだよ。急いでるんだって」

「用事ってのはあれか？　女の子
絡
 がら

 みか？」

「……チガウヨ」

「
噓
 うそ

 をつけえ！　なんでいきなりカタコトになってんだよ！　っざっけんなコンチクショウ、なんでおまえばっかりそんなイベントが豊富なんだよ！」

「し、知るかそんなことっ！　いいから
離
 はな

 せ！　急がないと大変なことになるんだよ！」

「いーや離さないっ！　おまえは今日、俺と女っ気のない休日を過ごすのだぁ！」

「ああもうなんなんだよ今日はぁぁぁぁぁぁッ！
 」

　当社比三倍くらい
面
 めん
 倒
 どう

 くさい
絡
 から

 み方をしてくる殿町に、士道は
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げた。
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「うっく……ちょっと無理しすぎたわね」

「はは……昔はもっといけたんだけどなあ」

　食べ過ぎでダウンしてしまった遥子と竜雄は、
寝
 しん
 室
 しつ

 のベッドに並んで横になっていた。

　ちなみに、二人が食べきれなかったおにぎりの残りは、十香がぺろりと平らげてしまっていた。……なるほど、十香がしゅんとした顔をした理由ももっともである。彼女の基準から考えれば、遥子と竜雄がちょっとだけ食べておにぎりを残したように見えてしまったのだろう。

「だ、大丈夫ですか、えと、士道さんのお父さんと、お母さん」

「……無理はよくないわよ」

　と、ベッドで休む二人に、そんな声がかけられる。目をやると、そこに
小
 こ
 柄
 がら

 な少女が二人、立っていることがわかった。一人は、左手にウサギのパペットを着けた
優
 やさ

 しそうな少女、もう一人は、何か気に入らないことでもあるのか、
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな視線で遥子たちを
睨
 にら

 んでくる少女である。

　確か名前は──四糸乃と七罪。二人は先ほどの十香と入れ
替
 か

 わりで現れ、遥子と竜雄を
介
 かい
 抱
 ほう

 してくれていたのだ。

「……ああ、大丈夫よ」

「うん、ちょっと食べ過ぎただけだから……」

　遥子と竜雄が答えると、二人はホッとしたように息を
吐
 は

 いた。

　そんな様子を見て、遥子も少し気を
緩
 ゆる

 める。先ほどの十香にしてもそうだが、確かに竜雄の言うとおり、悪人には見えなかった。

「四糸乃ちゃんと七罪ちゃん……だったかしら。あなたたちって、ことちゃん……じゃなくて、琴里の友だちってことでいいの？」

　遥子が問うと、四糸乃と七罪は少し
曖
 あい
 昧
 まい

 な調子でうなずいてきた。

「はい……琴里さんにはお世話になっています」

「ふうん……そっか。で、今あの子はどこに行ってるの？　いくら仲が良くっても、友だちに留守番をさせるなんて……」

「え、えっと、それは、そうじゃなくて……」

　遥子の問いに、四糸乃がしどろもどろになる。何か、弁明をしたいのだが言えないことがある、といった様子だった。

　すると七罪が、そんな四糸乃を落ち着かせるように、その肩に優しく手を置いた。

「七罪さん……？」

「……大丈夫。ちょっと待ってて」

　七罪はそう言うと、四糸乃を残して寝室を出ていった。

　そして、それから数十秒後。今し方七罪が消えた
扉
 とびら

 から、一人の少女が入ってくる。

　一瞬、七罪が
戻
 もど

 ってきたのかと思ったが──
違
 ちが

 う。

「おー！　おとーさん、おかーさん、おかえりー！」

「……！　ことちゃん!?
 」

「琴里!?
 」

　遥子と竜雄は思わず声を上げた。しかしそれも当然だ。白いリボンで二つに
括
 くく

 られた
髪
 かみ

 に、まん丸の目。そこに現れたのは
紛
 まぎ

 れもなく、遥子と竜雄の
娘
 むすめ

 ・五河琴里だったのである。

「なんだ……家にいたの？　それなら早く出てきてくれればよかったのに」

「ごめんねー。ちょっと用事があったんだ。でも、ほら、友だちだけに留守番させてたわけじゃないよ？」

　言って、琴里がにっこりと笑ってくる。

　先ほどからわけのわからない
状
 じよう
 況
 きよう

 が続いていたが、とりあえず見知った娘の登場に
安
 あん
 堵
 ど

 する遥子と竜雄だった。

「ん……ただいま、ことちゃん」

「ああ……久しぶりだね、琴里。誕生日に帰って来れなくて本当にごめんよ」

　言って、竜雄が苦しげにゆっくりと身を起こし、琴里を
抱
 だ

 き寄せるように手を広げる。

　見慣れた光景に、遥子は
頰
 ほお

 を緩ませた。帰国時には毎回「琴里ー！」「おとーさーん！」とがっしりハグをするのが、二人の決まりごとなのである。

　だが。

「な……ッ、なにするかー！」

　竜雄がハグをしようとした瞬間、琴里が頰を真っ赤に染め、竜雄のお
腹
 なか

 を蹴り上げた。

　先ほどの
超
 ちよう
 巨
 きよ
 大
 だい

 おにぎりで胃をパンパンにされていた竜雄は、
突
 とつ
 然
 ぜん

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 に「うごッ!?
 」と
苦
 く
 悶
 もん

 の声を漏らす。

「た、たっくん!?
 　ことちゃん！　お父さんに何するのよ！　ハグくらい毎回してるじゃない！」

「……！　あ、いや、これは、その……」

　遥子に言われ、琴里がしどろもどろになる。どうも、反射的に足が出てしまったという様子だった。

「ぐ、ぐう……」

　と、竜雄がせり上がってきた吐き気を
抑
 おさ

 えるように口に手を当てると、琴里と竜雄の横であたふたと
慌
 あわ

 てていた四糸乃が声を上げた。

「ま、待っててください、お薬を持ってきます……！」

　言って、パタパタと足音を
響
 ひび

 かせながら部屋をあとにする。

「え、ええと……」

　一人その場に残された琴里は、気まずそうに頰をかきながら、竜雄の方を見た。

「ごめんなさい、おとーさん、いきなりだったから
驚
 おどろ

 いちゃって……」

「いや……いいんだよ……」

　竜雄は、
嘔
 おう
 吐
 と

 感を
吞
 の

 み込むような仕草を見せてから、弱々しい
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべた。

「琴里ももう一四歳だもんね……いつまでも子供じゃないさ。うん……うん……そうだよね。いつかはこんな日が来るとは思ってたんだ。お父さんは大丈夫だよ」

「た、たっくん……」

「ただ、なんでかな。ちょっとだけ景色が
滲
 にじ

 んで見えるんだ……」

　言って、竜雄が顔を
天
 てん
 井
 じよう

 に向ける。きっと、
涙
 なみだ

 がこぼれないように。

　こんな竜雄を見るのは、琴里が
一
 いつ
 緒
 しよ

 にお
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入ってくれなくなったときと、数年前のクリスマス、サンタクロースの正体に気づかれていたと知ったとき以来だった。

「いや、あの、そうじゃなくて……」

　琴里が、何やら困ったように頰をかく。

　と、それに合わせるように、
廊
 ろう
 下
 か

 から足音が響いてきた。すぐに、水の入ったコップと薬をお
盆
 ぼん

 に
載
 の

 せた四糸乃が部屋に入ってくる。

「お、お待たせしました……！」

『よひのん便らよー』

　ウサギのパペットが、四糸乃の言葉に合わせるように言う。口でお盆を支えているからか、声が少しくぐもっていた。なんとも芸の細かいことである。

「きゃっ！」

　が、よほど慌てていたのか、四糸乃は
途
 と
 中
 ちゆう

 で足を
滑
 すべ

 らせてしまった。手にしていたお盆が宙を
舞
 ま

 い、薬が散乱し──

「うわきゃっ!?
 」

　コップに入っていた水が、遥子に降り注いだ。





　　　　◇





「はぁ……っ
 、はぁ……っ
 、まったく、手間取らせやがって……」

　息を
荒
 あら

 くしながら、士道は道を走っていた。

　しつこく絡んでくる殿町をどうにか説得した（具体的には、買い物
袋
 ぶくろ

 の中にあったカニの足ひとパックで買収した）はいいのだが、追いかけっこをしているうちにさらに自宅から離れてしまっていたのだ。

　なぜこんなときに限って
狙
 ねら

 ったように不幸が重なるのか。もしも運命の神様とやらがいるのなら、
今
 いま
 頃
 ごろ

 雲の上で士道を指さしながら腹を
抱
 かか

 えて大笑いしているに違いなかった。

　とはいえ、ここで
諦
 あきら

 めるわけにはいかない。もしここで足を止めてしまったなら、
精
 せい
 霊
 れい

 たちの口から悪意のない悪評（
矛
 む
 盾
 じゆん

 ）が、止めどなく両親に
振
 ふ

 る舞われることになってしまう可能性があるのである。

〈ラタトスク〉の作戦に協力するようになってから、クラスメートにもご近所の
皆
 みな
 様
 さま

 にも、あらぬ誤解を受けがちになってしまっている士道であるが……両親だけには、両親だけには誤解をされたくなかった。

　士道は、養子である自分をここまで育ててくれた両親を心から尊敬し、
信
 しん
 頼
 らい

 しているのだ。そんな両親に、年上から年下まで
幅
 はば
 広
 ひろ

 い女の子に手を出した性犯罪者予備軍を見るような目で見られることだけはどうしても
避
 さ

 けたかった。

　
否
 いな

 、優しく理解のある両親のことだ。きっと
息子
 むすこ

 の女性
遍
 へん
 歴
 れき

 （誤解）を聞いても、むやみに非難したり
罵
 ば
 倒
 とう

 したりはするまい。ただどこか困ったような顔で、「はは……そ、そっか。士道も男の子だもんね。でも、女の子は大事にしないと駄目だよ」みたいなことを言われてしまうのだ。

　しかも、精霊は
秘
 ひ
 匿
 とく

 存在である以上、事情の説明もできない。竜雄と遥子は、息子が突然プレイボーイ化してしまったという心のしこりを抱えたまま、アメリカに戻ることになるのである。最悪だ。次からどんな顔をして二人に会えばいいのかわからなかった。

「急がないと……！」

　
絞
 しぼ

 り出すように声を発し、さらに速度を上げる。

　が。

「……！」

　そこで士道は、急ブレーキをかけた。

　前方に、見知った三人組の後ろ姿を見つけてしまったからだ。

　左から身長順に並んだ、同年代の少女たちである。──
山
 やま
 吹
 ぶき
 亜
 あ
 衣
 い

 、
葉
 は
 桜
 ざくら
 麻
 ま
 衣
 い

 、
藤
 ふじ
 袴
 ばか
 美
 まみ
 衣
 い

 。士道のクラスのかしまし三人娘だ。

　別に、クラスメートが前方を歩いていただけである。ただ走って
脇
 わき

 を通り
抜
 ぬ

 ければいいだけの話だった。

　しかし……なぜだろうか。あの三人に見つかってはいけないような気がしてならなかったのである。

「…………
 」

　士道は無言で方向
転
 てん
 換
 かん

 すると、足音を殺して脇道の方へと歩いていった。多少のロスにはなるが、ここから回り込めば、そのうち同じ道に出られるはずである。

　しかし。

「むむっ！　父さん、
凄
 すご

 い
妖
 よう
 気
 き

 です！」

「どうした、キタロー！」

「あっ！　後ろ！　五河くんが何かやましいことがありそうな顔で歩いてる！」

『なぬっ！』

　バババッ！　と三人が連続して振り返る。士道はビクッと
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせた。

「く……っ！
 」

「あ！　
逃
 に

 げた！」

「やっぱりやましいことがあるのね！」

「者ども、出合え、出合えーっ！」

　亜衣麻衣美衣が、
素
 す
 晴
 ば

 らしい反応速度で身を
翻
 ひるがえ

 し、走ってくる。士道は背後に響く足音を聞きながら
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げた。

「なんで追ってくるんだよおまえらはぁぁぁぁぁっ!?

 」
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「……あー……」

　
壁
 かべ

 に
反
 はん
 響
 きよう

 する自分の声を聞きながら、遥子は湯船に身を
沈
 しず

 み込ませた。

　先ほど四糸乃に水をかけられてしまった遥子は、
身体
 からだ

 を冷やしてはいけない、とお風呂に案内されていたのである。

　とはいえまあ、ちょうど
汗
 あせ

 を流したかったところではあるし、それ自体はありがたい申し出であった。どちらかというと、涙を滲ませながらごめんなさいごめんなさいと謝る四糸乃を
宥
 なだ

 める方が大変だったくらいである。

「にしても……」

　あの子たちは、一体何なのだろうか。

　遥子は
水
 すい
 滴
 てき

 の
溜
 た

 まった天井を
眺
 なが

 めながらそんなことを考えた。

　確かに四糸乃と七罪は琴里の友だちといった
年
 ねん
 齢
 れい

 だったが、
他
 ほか

 の少女たちは、どう見ても高校生──士道と同年代くらいに見えた。

　もちろん、彼女はおろか女友だちさえ家に連れてきたことのない士道が、あんな人数の少女たち（しかも、皆びっくりするほどの美人である）を家に囲い込んでいるなどとは思えない。

　しかし、電話口での士道の慌てぶりは、もしかしたらあの子たちと遥子たちを会わせたくなかったからではないか……だなんて
邪
 じや
 推
 すい

 が、遥子の頭の中に浮かんでは消えるのだった。

「……よし」

　別に、問い
質
 ただ

 そうなんてつもりはない。シャイな士道に女友だちができたというのであれば、遥子としても
嬉
 うれ

 しいのだ。

　ただ、気になることを
曖
 あい
 昧
 まい

 なままにしておくなんて、遥子の
性
 しよう
 分
 ぶん

 が許さなかった。あの子たちと士道、琴里の関係をきちんと聞いてみよう。

　遥子は決意するように小さくうなずくと、身体を洗うために湯船から上がった。

　と、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　風呂場の
扉
 とびら

 がガラッと開いたかと思うと、先ほど遥子と竜雄の二人を押さえつけていた
双
 ふた
 子
 ご

 が、
裸
 ら
 身
 しん

 にバスタオル一枚のみを巻き付けた状態で入ってきた。

「八舞推参！」

「登場。とうっ」

「な、何!?
 」

　いくら同性とはいえ、入浴中に突然入ってこられたら驚いてしまう。遥子は身を
強
 こわ

 ばらせた。

　すると双子──確か名は耶俱矢と夕弦だったか──が、なぜか
無
 む
 駄
 だ

 に格好いいポーズを取りながら声を発してきた。

「くくく、
那
 な
 由
 ゆ
 多
 た

 に
及
 およ

 ぶ道程により
蓄
 ちく
 積
 せき

 した
穢
 けが

 れ、我が
浄
 じよう
 化
 か

 してくれよう！」

「通訳。夕弦たちがお背中を流させていただきます」

「は、はあ……」

　
納
 なつ
 得
 とく

 したというよりも、勢いに押されるようにうなずく。すると八舞
姉
 し
 妹
 まい

 は遥子をバスチェアに座らせ、ボディソープをボディスポンジで
泡
 あわ
 立
 だ

 て始めた。

　そして、二人並んで遥子の背後に座り、二人
交
 こう
 互
 ご

 に背中を
擦
 こす

 ってくる。

「かか、どうだ。我ら八舞の合体
技
 わざ

 、
旋天水龍波
 ウイゲツダー・ドラツヘ

 。至福のときに
酔
 よ

 いしれるがよい！」

「
確
 かく
 認
 にん

 。お
痒
 かゆ

 いところはありませんか」

「ああ……うん、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だけど」

　確かに背中を洗われること自体は
心
 ここ
 地
 ち

 よいのだが、そもそも前提として、彼女らが遥子の背中を流しにくるということ自体がよく理解できていなかった。
困
 こん
 惑
 わく

 した表情のまま、ぽりぽりと
頰
 ほお

 をかく。

　すると、そんな遥子の様子を察したのか、背後で耶俱矢と夕弦がひそひそと会話を
交
 か

 わし始めた。

「……あれ、なんか、あんま喜んでない？　おもてなしっていったらこれが最強だと思ったんだけど……」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。そのようですね。どちらかというと
戸
 と
 惑
 まど

 っているように見えます」

「おっかしいなあ……士道は
恥
 は

 ずかしがったけどなんだかんだで興奮してたのに」

「思案。やはり男女の
違
 ちが

 いでしょうか。父君の方であれば効果があったかもしれません」

「うーん……でも、なんか士道以外の男の人にやるのは
抵
 てい
 抗
 こう

 あるのよね……」

「同意。それは確かに」

「それに、美九なんか見てると女にも効果ありそうな気がしたんだけど」

「熟考。もしかしたら、方法が違うのかもしれません」

「そっか。あ、じゃああれやってみようよ。背中からこう」

「理解。当ててんのよスタイルですね。耶俱矢では難しそうなので夕弦が……」

「ど、どういう意味よ」

「説明。耶俱矢では胸が当たる前にあごがつっかえてしまいます」

「ば、
馬
 ば
 鹿
 か

 にすんなし！　ちっとはあるし！」

「提案。ならば、左右同時にいきましょう」

「望むところよ。せーの……」

「ちょ、ちょっと待った！」

　このまま
黙
 だま

 っていては、新しい世界に足を
突
 つ

 っ込んでしまいそうだった。
慌
 あわ

 てて振り向き、二人を止める。

　だが、それよりももっと気になる語句が、彼女らの会話の中に登場していた。頰にひとすじ汗を垂らしながら、二人の目を交互に見る。

「ねえ……今、しーくん……士道のこと話してなかった？」

　言うと、耶俱矢と夕弦は顔を見合わせてからこくりとうなずいてきた。

「うむ。言ったが」

「確認。それがどうかしましたか？」

「え、いや、どうかって……あなたたち、しーくんとお
風
 ふ
 呂
 ろ

 入ったことあるの？」

　
恐
 おそ

 る恐る遥子が問う。すると二人は遥子の反応を見てか、「あれ？　もしかしてこれって言ったらまずいやつだった？」といった顔をした。

「さ、さて、十分穢れは
雪
 そそ

 がれたようであるな」

「賛同。夕弦たちはそろそろ失礼します」

「あ、ちょ、ちょっと！」

　遥子が
叫
 さけ

 ぶも、八舞姉妹は素早い身のこなしで風呂場から出ていってしまった。









「さて……と」

　遥子がお風呂に行ってからおよそ三〇分。しばらく横になったことで多少お
腹
 なか

 が楽になった竜雄は、ゆっくりとベッドから起き上がった。

「あ……もう大丈夫なんですか？」

『無理は禁物だよー』

　ベッドの
側
 そば

 に
控
 ひか

 えていろいろと世話を焼いてくれていた四糸乃と、左手のパペット（『よしのん』というらしい）が言ってくる。

「うん。四糸乃ちゃんたちが持ってきてくれたお薬のお
陰
 かげ

 かな」

「あ、あうぅ……」

　竜雄が言うと、四糸乃は申し訳なさそうに肩をすぼませた。竜雄の言葉に他意はなかったのだが、どうやら先ほどの失敗のことを思い出してしまったようである。きっと心
優
 やさ

 しい子なのだろう。

　竜雄は大丈夫、というように
微笑
 ほほえ

 むと、そのまま立ち上がり、
廊
 ろう
 下
 か

 に向かって歩いていった。

「……どこ行くの？　……ですか」

　思い出したように敬語を付け加えてきたのは、四糸乃の
隣
 となり

 に立った七罪だった。琴里が「用事を思い出した」と立ち去ってから、入れ
替
 か

 わりでまた
寝
 しん
 室
 しつ

 にやってきていたのである。

「ああ、そろそろはるちゃんがお風呂から上がる
頃
 ころ

 だから、着替えを用意しておこうかと思って」

「！　あ……そうですね。私、やっておきます」

　四糸乃が言ってくる。竜雄はヒラヒラと手を
振
 ふ

 った。

「ありがとう。でも大丈夫だよ。それに、はるちゃんは大荷物を持って歩くのが
嫌
 きら

 いでさ。今日も必要最低限のものしか持ってきてないんだ。もちろんパジャマくらいは家に残ってるけど、まだ時間も早いから、士道の部屋着でも借りようかと思って」

「あ……なるほど」

『じゃあ、よしのんたちが士道くんのお部屋に案内したげるよー！』

『よしのん』が、元気よく手を振りながら言ってくる。

「そうかい？　じゃあお願いしようかな」

　ここは五河家。当然士道の部屋がどこにあるのかくらいは知っているのだが……竜雄は微笑みながらうなずいた。せっかくの厚意である。お言葉に甘えても
罰
 ばち

 は当たるまい。

「こっち……です」

「……ん」

　四糸乃と七罪が、竜雄を先導するように廊下に出、階段を上っていく。竜雄はその小さな二つの背を追うようにして二階に上がった。

「ど、どうぞ！」

「……ここよ」

「ん、ありがとう」

　そして二人に
促
 うなが

 されるように士道の部屋の扉を開ける。

　久々に入る
息子
 むすこ

 の部屋であったが、その景色は、竜雄の
記
 き
 憶
 おく

 にあるそれとほとんど変わっていなかった。
几
 き
 帳
 ちよう
 面
 めん

 な士道の性格を表すように
整
 せい
 頓
 とん

 され、
掃
 そう
 除
 じ

 も行き届いている。

　正直、竜雄と遥子が今住んでいるアメリカの社宅よりも
綺
 き
 麗
 れい

 なくらいだ。竜雄は
苦
 く
 笑
 しよう

 しながらクローゼットを開けた。

　と。

「ん？　これは……」

　ジャージか何かがないかとクローゼットを
漁
 あさ

 り始めた竜雄は、とあるものを発見し、手の動きを止めた。
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「ああ……っ、もうっ、なんだったんだよあいつらは……」

　特に理由もなく追ってきた亜衣麻衣美衣をなんとか振り切り、士道は上着の
袖
 そで

 で額の
汗
 あせ

 を
拭
 ぬぐ

 った。

　季節はもう冬だというのに、先ほどから街を走り回っているせいで、全身がじっとりと汗ばんでいたのである。

　……
否
 いな

 、正しく言うのなら、この汗は運動のみによるものではなかった。刻一刻と時間が過ぎていくたび、
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 が士道の心にじわじわと
染
 し

 み
渡
 わた

 ってきたのである。

「やべえ……本当にやべえぞ、これ……ていうかここ、街のどの辺だ……？」

　弱々しい声を上げながら、辺りを見回す。三人組から
逃
 に

 げ回っている間に、見覚えのない通りへと迷い込んでしまっていたのだ。

「と、とにかく、大通りに出よう」

　向かう方向が正しいのかどうかはわからなかったが、立ち止まっているわけにはいかなかった。適当に当たりを付けて、その場から
駆
 か

 け出す。

　が、それから数百メートル程度進んだところで、士道は思わず足を止めた。

「…………
 」

　無論、そんな
悠
 ゆう
 長
 ちよう

 なことをしている
暇
 ひま

 がないことくらいは重々わかっていた。

　しかし、左手に延びた路地裏に、とてつもなく気になる光景が広がっていたのである。

　そこにいたのは、士道がよく知る少女だった。
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
髪
 かみ

 に白磁の
肌
 はだ

 。長い前髪は左目を
覆
 おお

 い
隠
 かく

 し、口元に
浮
 う

 かぶ
妖
 あや

 しい笑みを
際
 きわ
 立
 だ

 たせていた。

　──
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 。かつて士道たちの前に現れた、『最悪の
精
 せい
 霊
 れい

 』だ。

　そんな彼女が、何やら構えるように
前
 ぜん
 傾
 けい

 姿勢をとりながら、路地裏の
隅
 すみ

 にいる大きな
虎
 とら
 猫
 ねこ

 と相対していたのである。

「ようやく見つけましたわよ。この
界
 かい
 隈
 わい

 のボス──
通
 つう
 称
 しよう

 、トラ丸さん？」

　狂三が不敵に微笑みながら手を
伸
 の

 ばすと、トラ丸と呼ばれた猫が「むぁーお」と
威
 い
 嚇
 かく

 するような鳴き声を発した。

「ふふ……やはり、
一
 ひと
 筋
 すじ
 縄
 なわ

 ではいかないようですわね。でも、そうでなくては
面
 おも
 白
 しろ

 くありませんわ」

　狂三はそう言うと、手にしていた
袋
 ふくろ

 の口を開け、中に入っていたものを地面に
撒
 ま

 き始めた。──どうやら、キャットフードのようである。

　トラ丸は耳をピクッと動かすと、ゆっくりとした足取りでエサに近づいていき、むしゃむしゃとそれを食べ始めた。

　すると、
数
 すう
 瞬
 しゆん
 後
 ご

 。エサを食べていたトラ丸が急に
酩
 めい
 酊
 てい

 したかのようにふらつき、無防備にお腹を
晒
 さら

 してコロンと
寝
 ね
 転
 ころ

 んでしまった。

「きひひ、ひひひひひひひひッ！　かかりましたわね！　マタタビ入りの特製キャットフードですわ！」

　狂三は
甲
 かん
 高
 だか

 い笑い声を上げると、その場に
膝
 ひざ

 を折り、トラ丸のお腹をわしわしと
撫
 な

 で始めた。トラ丸が、先ほどとは打って変わって気持ちよさそうに「なぁーご」と鳴く。

「きひひひひひ！　これでこの街のめぼしいボスは
全
 すべ

 てわたくしの軍門に
降
 くだ

 りましたわ。この街の猫さんたちは
皆
 みな

 ──」

　と、そこで背後からの視線に気づいたのだろう。ハッと後方を振り返ってきた。

　士道と、目が合う。

「…………
 」

「…………
 」

　数秒の
沈
 ちん
 黙
 もく

 が流れる。

「……士道さん。いつからそこにいましたの？」

「い、いや……今通りかかったばかりだよ。じゃ……」

　なんだか、このままここにいてはいけない気がした。士道は何も見ていなかった風を
装
 よそお

 って、その場から去ろうとした。

　が、次の瞬間、ガッと
肩
 かた

 を
摑
 つか

 まれ、その進行を
阻
 そ
 害
 がい

 される。

「
違
 ちが

 いますのよ」

　狂三が、
妙
 みよう

 に落ち着いた
声
 こわ
 音
 ね

 で言ってくる。落ち着きすぎていて少し不気味なくらいだった。

「
勘
 かん
 違
 ちが

 いされては困りますわ。これは全然そういうのではありませんのよ」

「え？　いや、だから、何が……」

「もしかしたら士道さんは、わたくしが、この特製のマタタビ入りカリカリを使って町内で勢力争いをする
野
 の
 良
 ら

 猫さんたちを平定、ここに地上の楽園・猫の安息地・
時
 トキ
 崎
 サキ
 王
 ング
 国
 ダム

 を建国しようとしているとかそんな風に思っておいでかもしれませんわ」
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「いや、思ってないけど……」

「でも、違うんですのよ。そういうあれではありませんの。いいですの？　わたくしが今この行動をするに至った
経
 けい
 緯
 い

 を一から説明いたしますと──」

「あ、あの、狂三さん？」

　士道は声を上げようとしたが、狂三は何も聞いていないようだった。





　　　　◇





　遥子は、
濡
 ぬ

 れた髪をバスタオルでわしわしと
拭
 ふ

 きながら、廊下を歩いていた。

「……うーん」

　
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せ、首を
捻
 ひね

 る。お
風
 ふ
 呂
 ろ

 のおかげで
身体
 からだ

 は温まり、汗も流せたのだが……心の中には、風呂に入る前よりも
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 や疑問が
蓄
 ちく
 積
 せき

 してしまっていたのである。

「しーくん……私たちがいない間に何があったの……？」

　遥子は
誰
 だれ

 にともなく
呟
 つぶや

 いた。そう。お風呂場での八舞
姉
 し
 妹
 まい

 の発言が気になって仕方なかったのだ。

　無論、士道本人の口から聞いていない以上、本当かどうかはまだわからないのだが……一応、竜雄には相談しておいた方がいいだろうか？

　遥子がそんなことを考えながらリビングに入ると、ソファに竜雄が座っているのが見て取れた。

　だが、そこで違和感を覚える。なんだか竜雄も遥子と同様に、複雑そうな顔をしているように見えたのだ。

「たっくん？」

「ああ、はるちゃん。……お風呂はどうだった？」

「ん、いいお湯だったよ。それより、着替えありがとう。用意してくれたのたっくんでしょ？」

　言いながら、身につけていた士道のジャージの
裾
 すそ

 を
摘
 つ

 まむ。遥子が風呂から上がったとき、替えの下着と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に
脱
 だつ
 衣
 い

 所に置いてあったのである。

「ああ……うん」

　が、なぜだろうか、遥子がそう言った瞬間、竜雄の顔がさらに難しげなものになった。

「どうかしたの？」

「ん……実はね……」

　竜雄が何かを言おうとしてくる。

　しかし、彼の口から次の言葉が発されるより早く、

「まさかの二回目開店、サロン・ド・ミクー！」

　リビングに元気のよい声が
響
 ひび

 き渡り、遥子と竜雄は会話を中断させられた。

「な……何？」

　
戸
 と
 惑
 まど

 いながら声の方向を見やると、そこに長身の少女──美九が立っていることがわかった。初対面であるはずなのに、どこかで顔を見たことがあるような、どこかで声を聞いたことがあるような気がする、不思議な少女である。

　美九は
可愛
 かわい

 らしくにこっと
微笑
 ほほえ

 むと、言葉を続けてきた。

「さあさ、だーりんのお父様にお母様。長旅でお
疲
 つか

 れですよねー」

「だ、だーりん？」

　遥子が裏返った声を上げるも、美九は聞いていなかった。

「でも、私が来たからにはもう
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ！　至福のマッサージで、全身を
揉
 も

 みほぐしてあげますからねー」

　言いながら、パンパン、と手を
叩
 たた

 く。すると美九の背後から、先ほどおにぎりを
振
 ふ

 る
舞
 ま

 ってくれた少女・十香が現れた。やはり、そこはかとなく大型犬っぽかった。

「さあ、では私はお母様の方をやりますので、十香さんはお父様の方をよろしくお願いしますねー」

「うむ、心得た！」

「いいですかー、軽く、軽ぅーく肩をトントン叩くだけですからね？　間違っても力を入れちゃいけませんからね？　十香さんがフルパワーでやったら、お父様の肩がどっかいっちゃいますからね？」

「うむ、わかったぞ！」

「なんか
不
 ふ
 穏
 おん

 なこと言ってるんだけど……」

　遥子が
頰
 ほお

 に汗を垂らしながら言うと、竜雄があははと苦笑した。

「ささっ、お父様はそちらへ！　お母様はソファにうつぶせになってくださいませー」

「え？　は、はあ……」

　本当は竜雄と話したいことがあったのだが、勢いに押されてうつぶせに寝かされる。

　するとすぐに、美九がわきわきと指を
蠢
 うごめ

 かせ、遥子の背中をマッサージしてきた。

「あらー、結構
凝
 こ

 ってますねー」

「ん……」

　遥子は思わず目を細めた。大口を叩くだけあって、美九のマッサージは非常に気持ちよかったのである。

「お加減はいかがですかー？」

「うん……これは……気持ちいい、かも……」

　強すぎず、弱すぎず、
絶
 ぜつ
 妙
 みよう

 な案配で、肩や背中、
腰
 こし

 のツボを的確に
刺
 し
 激
 げき

 される。仕事と長旅で肩が凝っていたのも手伝って、遥子は段々と意識が
微睡
 まどろ

 みに
沈
 しず

 んでいく感覚を覚えた。

　しかし。

「……くふ、くふふふふ……いやぁ、大人の女性っていうのもいいものですねぇー……
 こう、何とも言えない
柔
 やわ

 らかさが……」

「……ッ!?

 」

　美九が頰を染め、息を
荒
 あら

 くしながらそんなことを呟き始めたものだから、遥子は一瞬で目が覚めてしまった。





　　　　◇





「ひ、
酷
 ひど

 い目に……
遭
 あ

 った……」

　あのあと、狂三にさんざ説明というか、弁明を聞かされた士道は、よろよろと道を歩いていた。

　狂三の話はまだまだ続きそうだったのだが、
途
 と
 中
 ちゆう

 、マタタビが切れて
酔
 よ

 いが覚めたらしいトラ丸が
逃
 に

 げてしまったところ、狂三もそれを追っていってくれたのだ。

　その後しばらく道を進んだところ、どうにか見覚えのある大通りに出ることができた。もう両親から電話がかかってきてから軽く一時間以上は経過していたが、まだ間に合うかもしれない。士道はか細い望みを信じて、足に力を入れようとした。

　と。

「ん？」

　そんな士道の前を横切るように、小学生の集団が走っていった。
鬼
 おに

 ごっこでもしているのだろうか、時折後方を見やりながら、きゃーきゃーと
騒
 さわ

 いでいる。

　そして数秒後、その小学生を追うようにして、一人の人物が現れた。目の覚めるような
金
 きん
 髪
 ぱつ

 と
碧
 へき
 眼
 がん

 が
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な、外国人の少女である。住宅街には似つかわしくない、黒のビジネススーツをその身に
纏
 まと

 っていた。

「な……」

　その姿を見て、士道は思わず息を
詰
 つ

 まらせた。

　しかしそれも当然だ。何しろそこにいたのは、〈ラタトスク〉と敵対する組織、ＤＥＭインダストリーの
魔術師
 ウイザード

 、エレン・メイザースその人であったのだから。

「ほらほらー、こっちだよー！」

「お姉さん
遅
 おそ

 ーい！」

「全然最強じゃないじゃーん！」

「こ、この、言わせておけば……！」

　小学生たちに
囃
 はや

 し立てられ、エレンが
悔
 くや

 しげに歯がみする。

「うぐ……ッ」

　と、急にエレンが、胸の辺りを押さえながらその場にうずくまった。

　さすがに気になったのか、小学生たちが心配そうな顔をしながらエレンのもとに寄ってくる。

「だ、大丈夫？」

「どっか痛いの？」

「病院行く？」

「──
隙
 すき

 あり！」

　すると、エレンがバッと顔を上げ、一人の小学生の
肩
 かた

 にタッチした。

　小学生たちが
驚
 おどろ

 いたように目を見開いたあと、不服そうに
唇
 くちびる

 を
尖
 とが

 らせる。

「えー、ずるーい」

「何それー」

「今のナシでしょー」

「ふ……っ、何を言うのですか。最初に説明されたルールは、鬼にタッチされた者が次の鬼となる、それだけのはずです。
騙
 だま

 された自分の
愚
 おろ

 かさを
恨
 うら

 むのですね」

　エレンが得意げに言う。すると、先ほどタッチされた小学生が手を胸の前でクロスさせた。

「でも僕、さっきバリアしてたから効かないもんねー」

「な……っ、バリア!?
 　何ですかそれは！」

「バリアしてるとタッチ防げるんだよ？」

「お姉さん知らないのー？」

「そ、そんなルールは説明されていません。異議を申し立てます。それに、もし仮にそんなシステムが実装されているとしても、あなたたちの
障
 しよう
 壁
 へき

 など私の力の前には──」

　そこで、エレンが士道に気づいた。

「あっ」

「…………
 」

　エレンの顔がかあっと赤くなる。

　士道は
嫌
 いや

 な予感を感じて、その場から
即
 そく
 座
 ざ

 に走って逃げた。

「ま、待ちなさい、五河士道！　あなた何か誤解しているでしょう！　これは──うきゃっ！」

「わっ、お姉さんが転んだ！」

「大丈夫ー？」

　背後から聞こえてくるそんな声を無視し、士道はさらにスピードを上げた。





　　　　◇





「はー……はー……なんだったのよあの子は……」

　どうにか美九を振り
払
 はら

 い、身を起こした遥子は、揉み合う中で乱れた
髪
 かみ

 を手で整えながら息を
吐
 は

 いた。

「たっくんの方は大丈夫だった？」

「ああ、うん。逆に
慎
 しん
 重
 ちよう

 にやられすぎてくすぐったかったくらいだよ」

　言いながら、肩の辺りを押さえて
苦
 く
 笑
 しよう

 してくる。その様子に、遥子はとりあえず
安
 あん
 堵
 ど

 した。

「ならいいけど……それより、さっき言おうとしてたことって何？」

「え？　ああ……」

　遥子が言うと、竜雄が思い出したようにあごに手を置いた。

「正直、僕もあれが何を意味するのか、わかりかねてるところがあるんだ。いくら部屋にああいうものがあったからって、士道がどういう
用
 よう
 途
 と

 のために持っていたのかがはっきりしないから……」

「え？　な、何よ、それ……」

　竜雄の不穏な様子に、遥子は思わず顔を
緊
 きん
 張
 ちよう

 の色に染めた。

「あれって何？　ま、まさか、最近話題の危険ドラッグとかじゃ……」

「ああいや、そういう
類
 たぐい

 のものじゃないんだ。ただ、ね……」

「ただ……？」

「うん……実ははるちゃんの
着
 き
 替
 が

 えを探しにいったとき、士道の部屋のクローゼットの中に──」

　竜雄が、
神
 しん
 妙
 みよう

 な顔をしながら言ってくる。

　だが。

「お
義父
 とう

 さん、お
義母
 かあ

 さん」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 二人の目の前に、ぬっと少女の顔が現れ、その言葉は再び中断された。

「うひゃっ！」

「わわっ！」

　遥子と竜雄はそれぞれ思い思いの悲鳴を上げて後方に
仰
 の

 け反った。

　しかしそれも当然である。何しろそこに現れたのは、先ほど竜雄にナイフを
突
 つ

 きつけていた少女であったのだから。

「ご
挨
 あい
 拶
 さつ

 が
遅
 おく

 れました。
他
 ほか

 の子たち失礼をしませんでしたか」

「い、いや……大丈夫だけど」

　一番失礼を働いたのはあなたでは……という言葉がのどまで出かかるが、どうにか
抑
 おさ

 える。

　すると少女は、先ほどの
狼
 ろう
 藉
 ぜき

 からは考えられないような
礼
 れい
 儀
 ぎ

 正しさでその場に
膝
 ひざ

 を折ると、遥子と竜雄に頭を下げてきた。

「改めまして、お初にお目にかかります。──士道くんとお付き合いをさせていただいております、鳶一折紙と申します」

「はあ、どうも。それはご
丁
 てい
 寧
 ねい

 に……って、ええっ!?
 」

　さらっと告げられた
衝
 しよう
 撃
 げき

 の事実に、遥子は目を
剝
 む

 いた。

「ちょ、ちょっと待って、お付き合いって……しーくんが、あなたと!?
 」

「はい」

　折紙が、無表情のままこくりとうなずく。遥子と竜雄は目を見合わせた。士道はあまりそういった話をしない
息子
 むすこ

 であったため、異性の好みなどは
把
 は
 握
 あく

 していなかったが……まさかこんなタイプの女の子が好きだったとは。

　遥子と竜雄が、にわかには信じられないという顔をしていると、折紙は
懐
 ふところ

 から何枚もの写真を取り出してきた。

「
証
 しよう
 拠
 こ

 はここに」

「こ、これは……」

　遥子と竜雄は、
手
 て
 渡
 わた

 された写真に視線を落とした。

　それらは、二人の息子である士道と、目の前にいる折紙のツーショット写真であった。

「あら？」

　しかし。
妙
 みよう

 な
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 を覚えて、遥子は首を
捻
 ひね

 った。

「ええと、折紙ちゃん？」

「はい」

「この写真……確かに二人が写ってるんだけど、ちょっと位置がおかしくない？　なんかこう、自分でカメラを持って、後ろにいるしーくんを背景に写真を
撮
 と

 ってるような……」

「気のせいです」

「えっと、じゃあこっちの写真なんだけど……なんでしーくんはカメラの方向いてないの？　まるで、あらかじめ
仕
 し
 掛
 か

 けておいた
隠
 かく

 しカメラを、二人並んで歩いたときに作動させたみたいな……」

「気のせいです」

「……そ、そう……」

　きっぱりと言われ、遥子は額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませた。残りの写真を
捲
 めく

 っていくも、なんだかどれも
奇
 き
 妙
 みよう

 な違和感に
溢
 あふ

 れている気がしてならなかった。

「……ん？」

　と、遥子はその中にとある写真を見つけ、思わず
眉
 まゆ

 をひそめた。

「どうかしたかい、はるちゃん」

　そんな遥子の様子に気づいたのか、竜雄が首を
傾
 かし

 げてくる。

「うん、これなんだけど……これってしーくんよね……？」

「え？　どれどれ……」

　が、竜雄が遥子の手元を
覗
 のぞ

 き込もうとしたところで、写真を
覆
 おお

 い隠すように、何やら書類のようなものが広げられた。──犯人は無論、折紙である。

「お、折紙ちゃん？」

「これを」

「これ……って」

　遥子は言われるままにその書類を見やり──「えっ？」と声を発した。

「こ、
婚
 こん
 姻
 いん
 届
 とどけ

 !?
 」

　そう。それは、妻の
欄
 らん

 のみが
完
 かん
 璧
 ぺき

 に
埋
 う

 まった婚姻届だったのである。しかもご丁寧なことに、記入を
促
 うなが

 すように『証人』の欄に赤でマークがしてあった。

「士道くんはまだ、現行の日本の法律では結婚ができません。そこで、士道くんが一八歳になった折には、
是
 ぜ
 非
 ひ

 お義父さんとお義母さんに証人になっていただきたく」

「ちょ、ちょっと待って。いきなり結婚って……士道はなんて言ってるの？」

「プロポーズは彼からされました。俺にはおまえが必要だ……と」

　言って、折紙がポッと
頰
 ほお

 を赤らめる。遥子と竜雄は
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開いた。

「そ、それ本当？」

「あの士道が……自分から？」

「はい。そしてそのあと
荒
 あら
 々
 あら

 しく私の手を引いて、そのまま情熱的な口づけを」

『な……っ！
 』

　あまりに士道らしくない行動に、二人は声を
詰
 つ

 まらせた。だが、折紙の表情は
真面目
 まじめ

 そのもので、
噓
 うそ

 を
吐
 つ

 いているような様子もない。

　遥子と竜雄が
困
 こん
 惑
 わく

 していると、折紙が婚姻届を二人の方に差し出してきた。

「改めてお願いします。──士道くんを、私にください」

「え、ええと……」

「そう言われても……」

　男女逆転したような
台詞
 せりふ

 に、遥子と竜雄は困ったような声を発した。

　と、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「こ、こらーっ！　何を勝手なことをしているのだ折紙！」

　リビングの
扉
 とびら

 が勢いよく開け放たれたかと思うと、十香を先頭にして、他の少女たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 になだれ込んできた。

「話が
違
 ちが

 うぞ！　おもてなしをするのではなかったのか！」

「これが私のおもてなし。息子に最高のお
嫁
 よめ

 さん。これに
勝
 まさ

 る喜びはない」

「な、何だと!?
 」

　折紙の言葉に十香が眉根を寄せる。すると、ウサギのパペット『よしのん』がパタパタと手を
振
 ふ

 った。

『えぇー、じゃあ四糸乃がお嫁さんでもいいじゃなーい』

「……！　よ、よしのん、何を言って……」

「くく、いいことを言うではないか、よしのん。その理論が正しいとするのなら、最高の
伴
 はん
 侶
 りよ

 は折紙、
御
 お
 主
 ぬし

 とは限らぬのではないか？」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。
如何
 いか

 にマスター折紙といえど、そこは
譲
 ゆず

 れません。夕弦ですがゆづれません」

「そーですよー！　ずるいです折紙さん！　だーりんは私が
貰
 もら

 うので、折紙さんは私のお嫁さんで
我
 が
 慢
 まん

 してください！」

「……いや、なんかおかしくないそれ」

　七罪だけが半眼でツッコミを入れるも、他の面々は段々とヒートアップしていった。

「ふざけるな！　シドーは……私が嫁に貰うのだ！」

「あなたなどに士道は任せられない」

「あ、あの……私は……」

『四糸乃だって参戦するよー！』

「かかか！　度胸だけは買おう。しかし士道は
既
 すで

 に！」

「応戦。夕弦と耶俱矢の共有財産です」

「いいこと思いつきましたぁ！　みんな
纏
 まと

 めて私のお嫁さんになればいいんですよぉ！」

「……私は別に、どうでもいいけど……」

「ちょ、ちょっと……」

「みんな落ち着いて──」

　遥子と竜雄が止めようとするも、少女たちは
喧
 けん
 々
 けん
 囂
 ごう
 々
 ごう

 と言い合いを始めてしまった。





　　　　◇





「やっと……着いた……」

　両親からの電話を受けてから何分
経
 た

 ったかわからなかったが、ようやく士道は
懐
 なつ

 かしの我が家へとたどり着いた。

　ずっと走っていたため、
身体
 からだ

 はへとへとである。……まあ、エレンを振り切るのにはさほど苦労しなかったのだが。

　だが、大変なのはここからだ。士道は気持ちを切り
替
 か

 えるように呼吸を整えた。

　
連
 れん
 絡
 らく

 を取る手段がなかったため、
精
 せい
 霊
 れい

 たちと両親の間でどんな会話が
交
 か

 わされているのかはわからない。ゆえに、
素
 す
 早
 ばや

 く現状を理解し、なんとか自分と精霊たちとの関係を
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 さねばならなかった。しかも、『精霊』という言葉を
抜
 ぬ

 きにして。

「……無茶だよなあ」

　士道は頭をかきながら眉根を寄せた。明らかに特別な事情があるのに、その事情を説明できないのである。どうやって誤魔化せばいいのか見当もつかなかった。

　しかし、こうして立ち止まっていては
状
 じよう
 況
 きよう

 は悪化するばかりである。士道は意を決して
玄
 げん
 関
 かん

 を開けた。

「ただい──」

『────────！
 』

　しかし、士道の挨拶は、リビングの方から
響
 ひび

 く声によってかき消された。何やら、多人数が
口
 くち
 喧
 げん
 嘩
 か

 をしている様子である。

「ま、まさか……」

　士道は
嫌
 いや

 な予感を覚えながらも、
慌
 あわ

 てて
靴
 くつ

 を
脱
 ぬ

 ぎ、リビングに走っていった。

　すると、扉を開けるなり、見知った男女二人が、リビングから
逃
 に

 げ出すように
這
 は

 い出てくる。

「と、父さん、母さん！」

　士道は思わず
叫
 さけ

 びを上げた。そう。それは、この家の
主
 あるじ

 ・五河竜雄と五河遥子だったのである。

「し、士道！　おかえり……」

「ちょっと、ねえ！　あの子たちは一体何なの!?
 　結婚とかなんとかってどういうこと!?
 」

　遥子がリビングを指さしながら叫んでくる。

　彼女の指先が示す方を見やると、精霊たちが集まり、激しく口論している光景が見て取れた。今にも取っ組み合いが始まりそうな様相である。

「あ、あいつら……」

　士道は
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながら額を押さえた。何があったかは知らないが、少なくとも両親が彼女らに好印象を持っていないであろうことだけは一瞬で理解できた。

「く……」

『精霊』という言葉は使えないし、もし説明しても、信じてもらえるとは思えない。

　だが。士道はかぶりを振ると、両親の目をジッと見つめた。

「……父さん、母さん、聞いてくれ」

「……？」

「しーくん……？」

　士道の
真
 しん
 剣
 けん

 な様子を感じ取ったのか、竜雄と遥子が目を見つめ返してくる。

　士道は、こくりと小さくうなずくと、言葉を続けた。

「まずは……ごめん。あいつらのことを
黙
 だま

 ってて」

「それはいいけど……あの子たち、しーくんとどういう関係なの？」

　遥子が
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔をして問うてくる。士道は
唇
 くちびる

 をきゅっと
嚙
 か

 みながらかぶりを振った。

「……ごめん。それは……言えないんだ」

「い、言えないって、どういうこと？」

「本当に……ごめん。どうしても言うわけにはいかないんだ。自分でも
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 なことを言ってるってわかってる。ここまで育ててもらって、なんて親不孝をしてるんだってのも自覚してる。でも……お願いだ。あいつらのこと、
嫌
 きら

 いにならないでやってくれ」

「そ、そんなこと言われても……」

「
頼
 たの

 む。何か空回りして二人に
迷
 めい
 惑
 わく

 かけちまったかもしれないけど、あいつら、本当にいい
奴
 やつ

 らばっかりなんだ。みんなみんな……俺の大切な人なんだ！」

「し、しーくん……」

　遥子が、困惑したような表情を見せる。すると、竜雄が
優
 やさ

 しく遥子の
肩
 かた

 に手を回した。

「たっくん……」

「いいじゃないか、はるちゃん。──士道がここまで言うなんて、きっと、よっぽどのことがあるに違いない」

「で、でも……」

　不安そうに
眉
 まゆ

 を八の字にする遥子に、竜雄は
微笑
 ほほえ

 みかけた。

「それにね、僕はちょっと
嬉
 うれ

 しいんだ」

「嬉しい……？」

「うん。士道が、僕らに
我
 わ

 が
儘
 まま

 を言ってくれるなんて、初めてのことだから」

「あ……」

　遥子は目を見開くと、竜雄の顔と士道の顔を
交
 こう
 互
 ご

 に見──
髪
 かみ

 をくしゃくしゃとかいた。

「……はぁ。ったく、事情が説明できないのは仕方ないとして……改めてちゃんと
紹
 しよう
 介
 かい

 しなさいよ？」

「……！　母さん！」

「……そこまで言われて、
息子
 むすこ

 を信じないわけにもいかないでしょ」

　遥子が、少し
恥
 は

 ずかしそうに視線を
逸
 そ

 らしながら言う。その様は、どことなく琴里に似ていた。

「……？」

　そこで、士道は顔を上げた。先ほどまでけたたましく響いていた口喧嘩が、ぴたりと収まっていたのである。

　リビングの方を見やると、精霊たちが
皆
 みな

 、士道たちの方を見ていることがわかる。……どうやら、先ほどの士道の言葉を聞かれてしまったらしい。士道は少し恥ずかしくなって視線を逸らした。

　と。

「……あー、感動的なとこ悪いんだけど」

　そこで不意に、背後から聞き知った声が聞こえてきた。

　視線をやると、いつの間にそこにいたのか、妹の琴里が背を
壁
 かべ

 に預けるようにして立っていることがわかる。

「琴里！　いたのか!?
 」

「いや、今来たところよ。家が
騒
 さわ

 がしいから何かあったのかと思って。──おかえり、おとーさん、おかーさん」

　言って、琴里が竜雄と遥子に手を振る。すると、二人は怪訝そうに首を
捻
 ひね

 った。

「おかえりって……」

「さっきも会ったわよね？」

「え？」

　琴里は二人の言葉に目を丸くしたが、すぐに何かに気づいたのだろう、七罪の方に視線をやった。七罪が、ビクッと肩を
揺
 ゆ

 らして四糸乃の
陰
 かげ

 に
隠
 かく

 れる。

「……まあ、いいわ。それより、先に説明しとこうと思うんだけど……」

　言って、琴里が十香たちを指さす。





「──あの子たち、精霊よ」





　そして、士道がひた隠しにしていた事実を、さらっと二人に告げてしまった。

「な……！　こ、琴里！」

　士道は思わず声を裏返らせた。それはそうだ。精霊は
秘
 ひ
 匿
 とく

 存在。たとえ親兄弟であろうと、関係者以外にはその情報を
漏
 も

 らしてはならないはずだ。

　しかし、その事実を告げられた当の二人は、

「あ……そういうこと？」

「なるほど……」

　と、何やら
納
 なつ
 得
 とく

 している様子だった。

「は……？　えっと、どういうことだ？」

　士道は
困
 こん
 惑
 わく

 し、両親と琴里の顔を交互に見やった。





　それから数分後。

　精霊たちをマンションに帰らせたあとの、五河家の面々のみが残ったリビングで。

「──父さんと母さんが〈ラタトスク〉の機関員!?
 」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 告げられた
衝
 しよう
 撃
 げき

 の事実に、士道は悲鳴じみた声を上げた。

「正しくは、〈ラタトスク〉の母体であるアスガルド・エレクトロニクスの社員。私たちが使ってる
顕現装置
 リアライザ

 の開発に
携
 たずさ

 わってるわ。〈フラクシナス〉を造ったのも二人のチームだから、あの
艦
 かん

 はある意味私たちの妹って言えるかもしれないわね」

　ソファに座った琴里が、口にくわえたチュッパチャプスの棒をピンと立てながら言う。それに合わせるように、竜雄と遥子があははと笑った。

「あれ、言ってなかったっけ？」

「てっきり知ってるものだとばかり思ってたわー」

「知らねえよっ！　ていうか、それならなんで、あいつらが精霊だって気づかなかったんだ!?
 」

「うーん、そう言われても、直接見るのは初めてだったしなあ」

「そうそう。『精霊』なんていうもんだから、もっとこう、ちっちゃい
妖
 よう
 精
 せい

 みたいなのを想像してたのよ」

　言って、二人が
吞
 のん
 気
 き

 に笑う。士道は
身体
 からだ

 から力が抜けていくのを感じた。

「じゃあ俺は……何のためにあんな苦労を……」

　大きなため息と共にテーブルに
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 す。そんな様子を見てか、さらに二人が笑った。

「まあ……それにしても、士道と
精
 せい
 霊
 れい

 たちが
上手
 うま

 くやっているようでよかったよ」

「そうね。いろいろ不安はあるけど……あの様子なら
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 でしょ」

「うん。もちろん喧嘩はよくないけど、それだけあの子たちも士道のことが好きなんだろうね」

「いきなり
婚
 こん
 姻
 いん
 届
 とどけ

 はさすがに
驚
 おどろ

 いたけどね」

　竜雄と遥子がうんうんとうなずきながら言う。

「父さん、母さん……」

　その言葉を聞いて、士道は
脱
 だつ
 力
 りよく

 しながらも
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 いた。

　経過はどうあれ、両親に精霊たちのことを認めてもらうことができた。そのことが、士道は
無
 む
 性
 しよう

 に嬉しかったのである。

　しかし、それもつかの間。

「……で、それとは別の話になるんだけどしーくん」

　遥子が急に声のトーンを落とし、ポケットから一枚の写真を取り出してきた。

「これ、しーくんよね？……一体どういうこと？」

「え？　これって……いッ!?
 」

　写真を
覗
 のぞ

 き込み、士道は引き付けを起こすように息を
詰
 つ

 まらせた。

　しかしそれも当然だ。何しろそこに写っていたのは、ばっちりメイクを
施
 ほどこ

 した、士道の女装モード『
士
 し
 織
 おり

 ちゃん』だったのである。

「ど、どこでそれを……!?
 」

「さっき折紙って子に借りたのよ。……で、何なの、これ」

「い、いやそれは……俺じゃないよ！　そっくりさんが学校に……」

　士道が顔中に
脂
 あぶら
 汗
 あせ

 を垂らしながら弁明しようとすると、竜雄が何かを思い出したように「あ」と声を上げた。

「そういえば、さっきはるちゃんの
着
 き
 替
 が

 えを探しにいったとき、クローゼットの中に女子用の制服が……」

「……ッ!?

 」

　士道は目を見開いた。確かに、置き場所に困ったため仕方なくクローゼットに収納していたのだが……まさかそれが見つかっていたとは。

「しーくん……どういうこと？　いえ、別に
怒
 おこ

 ってるわけじゃないのよ。ただ、説明して欲しいだけなの。ただの
趣
 しゆ
 味
 み

 なの？　それとも……」

「そうだよ士道。別に恥ずかしいことじゃあないんだ。僕の知り合いにも、そういう人はいる。確かにまだ、社会の理解は少ないかもしれない。でも、僕らは親子だ。士道の悩みを分かち合うことはできるんだよ」

「だからそうじゃなくてぇぇぇぇぇぇッ！
 」

　明らかに何かを
勘
 かん
 違
 ちが

 いしている両親に、士道は悲鳴を上げた。















「
磯
 いそ
 野
 の

 ー、デートしようぜー！」

　リビングの扉が開くと同時に
響
 ひび

 いたのは、やたらと元気のよいそんな声だった。

　見やると、眼鏡をかけたショートカットの女性が、片手を
腰
 こし

 に当てながら快活な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべていることがわかる。──
天
 てん
 宮
 ぐう

 市内に住む精霊・
本
 ほん
 条
 じよう
 二
 に
 亜
 あ

 である。動きやすそうなパンツルックにシックな色合いのコートを羽織っており、そのシルエットはどこか少年のようにも見えた。

「…………
 」

　ソファに座りながら雑誌を
眺
 なが

 めていた
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 は、数秒の間そちらに目をやったのち、再び誌面に視線を落とした。

「せめてなんかリアクションしようぜ少年!?
 」

　ダッと
床
 ゆか

 を
蹴
 け

 った二亜が、士道と雑誌の間に顔を
挟
 はさ

 むように
滑
 すべ

 り込んでくる。士道は小さなため息とともに二亜の頭を押し
戻
 もど

 し、雑誌を閉じた。

「だって俺磯野じゃないし……」

「んもー、それは
枕
 まくら
 詞
 ことば

 みたいなもんじゃんかー。ここには少年しかいないんだしそこらへんは流れでわかるじゃーん？」

「いや、てっきり二亜にしか見えないイマジナリー磯野でもいるのかと……」

「おっ、さては少年、あたしのこと相当ヤベーやつだと思ってるな？　久々に会ったっていうのにノリ悪いぞー、えいえい」

　二亜が腰をくねらせながら、つんつんと士道の
腕
 うで

 をつついてくる。士道はくすぐったげにそれを
振
 ふ

 り
払
 はら

 うと、もう一度ふうと息を吐いた。

「久々って、昨日も会ったじゃないか。夕飯のトマト
鍋
 なべ

 、あれだけおかわりしといて忘れたとは言わせないぞ？」

「あれ、そうだっけ？　言われてみればそうだった気もする。やー、なんかかれこれ一〇ヶ月くらいイフストーリーをやってたような気がしたんだけど……なんでだろ」

「…………
 」

　二亜がまたもよくわからないことを言う。が、なんだか深く
追
 つい
 及
 きゆう

 してはいけないような気がして、士道は話題を変えるように
咳
 せき
 払
 ばら

 いをした。

「それより、デートって。どこか行きたいところでもあるのか？」

「あー、そうそう。今からちょーっと出かけようと思うんだけど、一人で行くのも
寂
 さび

 しいし、せっかくだから少年の意見も聞きたいなーと思って。もし
暇
 ひま

 だったら付き合ってよー」

「それは別に構わないけど……俺の意見？　一体どこに行くんだ？」

　士道が不思議そうに問うと、二亜は「んっふっふー」と意味深な笑みを浮かべた。

「それは行ってのお楽しみよん。ほらほら、よく言うじゃん、女は秘密を
着
 き
 飾
 かざ

 って美しくなるって。今年の二亜ちゃんはミステリアスなお姉さん路線を目指していこうと思うんでそこんとこヨロシクぅ。……あ、って言ってもパッドとかじゃないからね？　確かにあれもある意味秘密を着飾ってるけど……って、もしかして今二亜ちゃん上手いこと言った？　っかー！　さすがクリエイター、何気ない会話の
端
 はし
 々
 ばし

 にもセンスが光っちゃうねー！」

　二亜が自画自賛しながら、ぺちこーん！　と自分の額を
叩
 たた

 いてみせる。

「……はいはい」

　ミステリアスとはほど遠い調子に
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら、士道は
支
 し
 度
 たく

 を
調
 ととの

 えるためにソファから立ち上がった。









　そして、それからおよそ三〇分後。

　二亜に連れられた士道は、駅にほど近いビルの前にやってきた。

「んー、じゃあここにしよっかな」

「ここは……」

　
呟
 つぶや

 きながら、士道はそのビル──正確に言うならば、その一階に入ったテナントを見やった。

　ガラス戸や立て看板などに、
所
 ところ
 狭
 せま

 しと物件の情報が
貼
 は

 り出された、小さな
店
 てん
 舗
 ぽ

 である。入り口の上部に
掲
 かか

 げられた看板には、『
天
 てん
 宮
 ぐう

 ハウジング』の文字が記されていた。

　そう。
顧
 こ
 客
 きやく

 に物件の
仲
 ちゆう
 介
 かい

 や
販
 はん
 売
 ばい

 を行う、いわゆる不動産業者だ。

「なんだ、引っ
越
 こ

 しでもするのか？」

　士道は首を
傾
 かし

 げながらそう言った。確か二亜は、市内の高層マンションに居を構えていたはずだ。士道も何度か訪ねたことがあるが、立地も間取りもよく、別段不便があるようには思えなかった。

　とはいえ、不動産屋にやってきたということは、新しい部屋を借りるか、家を買うか、さもなくば売るか、いずれかの用件があるのだろう。何か問題でも起こったのだろうか？

　と、士道がそんなことを考えていると、二亜はわざとらしくしなを作りながら、士道の
肩
 かた

 にしなだれかかってきた。

「うっふん。そうだっちゃダーリン。そろそろ将来を
見
 み
 据
 す

 えて、あたしたちの愛の巣を買おうと思うっちゃ。子供は
本
 ほん
 条
 じよう

 四天王作れるくらい
欲
 ほ

 しいねぇ。産むぜー、
超
 ちよう

 産むぜー？」

「ええと、確か今日はスーパーが特売だったよな」

　士道がすたすたと不動産屋の前から去ろうとすると、二亜が必死に
袖
 そで

 を引っ張ってきた。

「ちょっ、もー！　最近少年冷たくない？　
霊
 れい
 力
 りよく
 封
 ふう
 印
 いん

 前はあんなに積極的だったのにー！　
釣
 つ

 った魚には興味ないってかこの女泣かせー！」

「人聞きの悪い！　おまえが変な
冗
 じよう
 談
 だん

 ばっかり言うからだろうが！」

　士道が言うと、二亜は「んもー、ユーモアが通じないんだからー」と
唇
 くちびる

 を
尖
 とが

 らせてから息を
吐
 は

 いた。

「んまああれだよ、ちょっと本とかグッズ類が増えてきたからさ。もっと広くて立地のいい家があったら買っちゃおうかと思って」

「ああ……なるほどな」

　二亜の言葉に、士道は
納
 なつ
 得
 とく

 を示すようにうなずいた。確かに二亜の部屋には
漫
 まん
 画
 が

 や
玩具
 おもちや

 が
堆
 うずたか

 く積まれており、生活空間を
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 しつつあったのである。

　とはいえ無論、
普
 ふ
 通
 つう

 であればそれだけの理由で家を買おうとは思わないだろう。当然ながら家というのは非常に高価だ。そう気安く手を出せるようなものではない。

　しかし、二亜の場合は少々話が異なった。何しろ彼女は、少年誌に
連
 れん
 載
 さい

 を持つ人気漫画家・本条
蒼
 そう
 二
 じ

 なのである。具体的な数字は知らなかったが、どうやら気軽に家を買おうと言えるくらいの資産はあるようだった。

「んじゃ、いざ
突
 とつ
 撃
 げき

 ー！」

　言って、二亜が不動産屋のドアを開ける。ドアの上部に付けられていたと
思
 おぼ

 しきベルがカランと音を立てた。

「いらっしゃいませ！」

　と、それに応ずるように元気のよい声が響き、士道と二亜を
出
 で
 迎
 むか

 えた。ぱりっとしたスーツを着た女性が、見事な営業スマイルを浮かべながらぺこりと礼をしてくる。士道は反射的にそれに返すように小さく
会
 え
 釈
 しやく

 をした。

「天宮ハウジングの
青
 あお
 木
 き

 と申します。本日はどういった物件をお探しでしょうか？」

「んー、えっとねぇ、東天宮近くで、できるだけ広いところがいいなあ」

　二亜があごに指を当てながら言うと、青木は笑顔のまま
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「なるほど、お二人でお住まいですか？」

「えぇー、やっぱりそう見えますぅ？」

　青木の言葉に、二亜が何やら
可愛
 かわい

 らしい仕草をする。

「やー、参ったね。そんなに
新
 しん
 婚
 こん

 感出ちゃってたとは。これはもう結婚するしかないのでは？」

　士道は、はいはい、と軽くいなしながら、青木に言葉を返した。

「一人用でお願いします」

「ひゅー、ソークール」

　二亜が小さく口笛を
吹
 ふ

 く。そんな二人のやり取りを見てか、青木が苦笑した。

「東天宮の物件ですね。ご予算はどれくらいでしょう？」

「そうねぇ、あんま相場知らないんだけど、これっくらいあれば足りる？」

　言いながら、二亜が指を二本立ててみせる。すると青木がふむ、とあごに手を当てた。

「二〇万円ですか？　であれば──」

「へ？　あっはっは、何言ってるのよ青木ちゃーん。さすがにそれは無理っしょー。
桁
 けた

 が
違
 ちが

 うって桁が」

　二亜がヒラヒラと手を振りながらヘラヘラと笑う。

「ああ……」

　するとその
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、青木の目がキラリと光り、士道と二亜を
値
 ね
 踏
 ぶ

 みするように見回した気がしたが……二亜は特に気づいていないようだった。

「なるほど。……はい、承知しました」

　青木は心なしか先ほどよりも事務的な調子でそう言うと、大きなファイルのようなものを取り出し、パラパラと
捲
 めく

 っていった。

「そうですね、東天宮でそのご予算だと……このあたりでしょうか」

　そしてファイルに
纏
 まと

 められていた紙を一枚、士道と二亜の前に差し出してくる。そこには部屋の間取りや建物の外観、その他各種情報が記されていた。

「ええと……なになに？『
片
 かた
 向
 むき
 荘
 そう

 ・二〇一号室』……って、
随
 ずい
 分
 ぶん

 古くない？　木造アパートだよねこれ？　この辺じゃ逆に
珍
 めずら

 しいような……」

「歴史を感じさせるノスタルジックな造りとなっております」

　資料を見ながら二亜が言うと、青木はにこやかな営業スマイルのまま答えてきた。

「間取りも……ワンルームですよねこれ？」

「余計な仕切りを取り払うことにより、広々とした空間を演出しております」

　士道の疑問にも、青木は間を置かずに返してくる。あまりに堂々たる
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 に、一瞬本当にもの
凄
 すご

 く広いワンルームなのではないかと思いかけたが……間取りの横に書かれた部屋の面積は、どう見ても六
畳
 じよう

 程度の広さだった。

「ていうか……んん？　なんかこの部屋の写真、
微
 び
 妙
 みよう

 にパース
狂
 くる

 ってない？　なんか床が
斜
 なな

 め過ぎるような……」

「世界的に有名な建造物、ピサの
斜
 しや
 塔
 とう

 をモチーフにしたデザイナーズ物件となっております。また、床にビー玉をバラ
撒
 ま

 くと、川の流れのように一方向に
軌
 き
 跡
 せき

 を
描
 えが

 く
幻
 げん
 想
 そう

 的な光景がご覧いただけます」

「なるほど……って
傾
 かたむ

 いてんじゃんそれ!?
 」

　二亜がたまらずといった調子で
叫
 さけ

 びを上げる。しかし青木はさして
動
 どう
 揺
 よう

 した様子も見せず、小さく首を傾げるのみだった。

「お気に
召
 め

 しませんでしたか？」

「そりゃそうでしょ!?
 　何しれっと
欠
 けつ
 陥
 かん

 住宅
紹
 しよう
 介
 かい

 してくれてんのさ!?
 」

「そうですか……ではこちらなどはいかがでしょう」

　青木はそう言って、新たな紙を二人の前に差し出した。

「ふむふむ……『
野
 の
 呂
 ろ
 割
 われ
 荘
 そう

 ・四〇四号室』。見たところ普通のアパートって感じ？」

「ああ、さっきの物件よりは広さもあるみたいだ」

「うん。中も
綺
 き
 麗
 れい

 だし……んん？」

　と、内装の写真を見ていた二亜が、何かを発見したようにぐぐっと顔を近づけた。

「二亜？　どうした？」

「…………
 、いや、なんかここ。押し入れの
隙
 すき
 間
 ま

 」

「え？」

　二亜が写真の一部を示してくる。士道は目を
凝
 こ

 らしてその
箇
 か
 所
 しよ

 を見──

「──ひっ!?
 」

　押し入れの隙間からこちらを見つめる、
髪
 かみ

 の長い女性の顔を発見して、思わず息を
詰
 つ

 まらせた。

「ちょ……っ
 、青木さん!?
 　これ──」

「はい。お一人様でのご入居というお話でしたので、一人の夜も
寂
 さび

 しくないようマスコットキャラクターが付属している物件でございます」

「ま、マスコット……!?
 」

「はい。──あ、ただし深夜二時から四時の間は、絶対に押し入れを開けないようお願いします。それとこの部屋の中で
童
 どう
 謡
 よう

 を歌う
行
 こう
 為
 い

 、および一五年前の事件について調べることもお
勧
 すす

 めしません」

「絶対ヤバいやつじゃんそれ!?
 　事故物件紹介しないでくんない!?
 　つか名前の時点で
嫌
 いや

 な予感してたんだよ！」

　二亜が再び悲鳴じみた声を上げる。すると青木は「これも
駄
 だ
 目
 め

 ですか……」と、またもファイルの中から物件情報を取りだした。

「では……あとはこの辺りでしょうか。『
域
 いき
 月
 がつ
 鞠
 まり
 荘
 そう

 ・二〇一号室』。駅近の好立地となっておりますが」

「いや見た瞬間おかしいでしょ!?
 　なにこの間取り！　お
風
 ふ
 呂
 ろ

 はおろかキッチンもトイレもないよね!?
 　ていうか一人横になったらいっぱいだよねこのスペース!?
 」

「人間、起きて
半
 はん
 畳
 じよう
 寝
 ね

 て一畳と申しまして」

「それは心がけであって物理的な話じゃないと思うんだけど!?
 　こんなの部屋っていうより押し入れじゃん!?
 」

「お目が高い。大人気
猫
 ねこ

 型ロボットの
寝
 しん
 室
 しつ

 をイメージしております。子供の
頃
 ころ

 からの夢が
叶
 かな

 った！　と入居者の
皆
 みな
 様
 さま

 からは大変に好評で……」

「きみはじつにばかだな!?
 」

　二亜はひとしきり叫ぶと、額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら肩で息をした。

「ちょっとぉ……何なのさ、さっきから変な物件ばっか紹介して。あたしの条件聞いてた？」

「もちろんです。とはいえ具体的な
平
 へい
 米
 べい

 数は示されていませんでしたので、『広い』というのは主観的な問題かと判断いたしました。それに、傾いていない、過去に連続殺人犯が押し入れの中に
被
 ひ
 害
 がい
 者
 しや

 のバラバラ死体を
隠
 かく

 していたりしない、という条件はございませんでしたので、あっそういうの気にしない方なのかなと」

「普通そんな条件指定しないっしょ!?
 　ていうかさらっと一五年前の事件の
詳
 しよう
 細
 さい

 語りやがったなコノヤロウ！」

　二亜がバンと机を
叩
 たた

 きながら悲鳴じみた声を上げると、青木はやれやれといった様子で首を横に
振
 ふ

 った。

「と、申されましても。お客様のご予算で東天宮の物件を、となると正直この辺りが限界でございまして……」

　青木が難しげな表情をしながら言う。二亜は意外そうに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら「えっ？」と士道の方を見てきた。

「……マジ？　この辺の地価ってそんな上がってたの？」

「いや、俺もそんなに
詳
 くわ

 しくは……」

　士道が答えると、二亜はむむうと難しげにうなったのち、はあと息を吐いて立ち上がった。

「しゃーない……出直してくるわ。マジか……二億もあれば足りると思ったんだけどにゃあ……」

「ぐぇっふげっふ」

　と、二亜が店を去ろうとしたところで、青木が急に激しく
咳
 せ

 き込んだ。

「え、なに、どったの青木ちゃん。持病の
癪
 しやく

 ？」

「……いえ。それより、今いくらと
仰
 おつしや

 いましたか？」

「へ？　二億だけど……」

「……失礼ですが、単位はなんでしょう。ゴールドですか？　ギルですか？　それともまさかベリーですか？」

「いや
誰
 だれ

 が賞金首よ。円に決まってるっしょ円に。
福
 ふく
 翁
 おう

 さん二万人分よ」

「…………
 」

　青木はしばしの間考えを
巡
 めぐ

 らせるように
黙
 だま

 り込むと、やがて顔を上げて二亜を見た。

「……自首した方が罪は軽く済むらしいですよ？」

「いや別にどっかから
盗
 と

 ったわけじゃないからね!?
 　ていうかあたしのことどんな目で見てたの!?
 」

「いえ、そんな。女慣れしてないのをいいことに
初心
 うぶ

 い年下の彼氏をたらし込んだぐうたらフリーター女だなんて
微
 み
 塵
 じん

 も」

「正直だなアンタ！　明らかにクレーム案件だけど『初心い年下の彼氏』ってとこが気に入ったから不問にしてやるわクソッ！」

　二亜が
吐
 は

 き捨てるように言うと、青木は気を取り直すようにコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをした。

「……とにかく。どうやら誤解があったようです。もしそのご予算が本当ならば、選べる物件はよりどりみどりです。というか、賃貸ではなく戸建てをご
購
 こう
 入
 にゆう

 いただけます」

「いやまあ最初からそのつもりだったんだけど……まあいいや。今さら
他
 ほか

 の不動産屋巡るのも
面
 めん
 倒
 どう

 だし、とりあえずよさそうな物件あったら見せてくれる？」

「かしこまりました。それではこちらなど──」

　青木は折り目正しく一礼すると、先ほどとは別のファイルを取り出し、その中から
幾
 いく

 つもの資料を机に広げていった。





　　　　◇





「──ふふふーん、ふふふーん……」

　軽快な鼻歌（なぜか昔のロボットアニメのオープニングだった）と、トントンとリズミカルにまな板を叩く包丁の音が、キッチンから聞こえてくる。

　士道はそれらに
誘
 さそ

 われるようにキッチンに足を向けた。するとそこで、フリルいっぱいのエプロンで
裸
 ら
 身
 しん

 を
飾
 かざ

 った二亜が、何やら楽しげに調理をしているのが見て取れる。

「二亜？」

「──おっと、起こしちったかにゃ？　もう少しでできるからちょっと待っててね？

　……んっ、やぁっ……
 待っててったらぁ。ガマンできなくなっちゃった？　えっへっへ、さっすが少年、若いねぇ。でもそういうのはご飯のあ・と・で♡　──ほら、冷めないうちに召し上がれ♡」

「……念のため聞きますが、何をしているのですか？」

　と、そこで背後から
怪
 け
 訝
 げん

 そうな声が聞こえてきて、士道は振り返った。そこには、一体何が起こっているのかわからないといった表情をした青木の姿があった。

　とはいえそれも無理からぬことではある。物件の内見に連れてきた客が、
裸
 はだか

 エプロン姿で
戯
 たわむ

 れていたりしたら、彼女でなくともそんな顔になるだろう。

　そう。士道と二亜はあのあと幾つかの物件を紹介されたのだが、やはり実際に見てみないとイメージが
湧
 わ

 かないということで、そのまま家の内見に
繰
 く

 り出していたのだった。

　そして家を見ている最中、二亜の姿が見えなくなったため探していたところ──先ほどの光景に出くわしたのである。

　士道まで共犯と思われてはたまらない。士道はブンブンと首を横に振って否定を示した。

「いや、俺は何もしてませんからね!?
 」

「えぇー、少年ノリ悪ーい。せっかくレアな
新
 にい
 妻
 づま

 二亜ちゃんが見られたのに何か感想ないのー？」

「あるよ！　大いに！　まずなんて格好してるんだよ！　それにトントン音させてたのになんでできた料理がカップラーメンなんだよ!?
 」
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「あっはっは、
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 出すためにお湯入れてからの三分間を包丁トントンでカウントしてみました。どうよ少年、グッときたっしょ？　朝起きたら新妻が裸エプロンで朝食の
支
 し
 度
 たく

 とか全人類の夢っしょ。なんなら今度少年やってくんない？　金なら払う」

「お断りだよ！」

「えー、それってお金じゃなく
身体
 からだ

 で払えってことぉー？」

　などと言いながら、二亜がぺろんとエプロンの
裾
 すそ

 を
捲
 まく

 ってみせる。

「ちょ……っ！
 」

　士道は思わず顔を赤くし、視線を
逸
 そ

 らした。

「あっはっは、だいじょーぶだいじょーぶ。裸エプロンに見せかけて、実はマイクロビキニ着用だから。……おや？　少年顔赤いよ？　照れちゃった？　二亜ちゃんの大人の色気にクラッときちゃった？」

「う、うるさいな。いいから早く服着ろよ！」

　士道が言うと、二亜は「あっ、ふーん……えっへっへ、二亜ちゃんもまだまだ捨てたもんじゃないじゃーん」とニヤニヤしながら、服を着ていった。

「さて、それで、
肝
 かん
 心
 じん

 の物件の方ですが。いかがですか？」

　二亜がノーマルフォームに
戻
 もど

 るのを待って、青木がため息交じりに声を上げてくる。二亜は「んー」と頭をかきながら、改めて家の中を見回した。

　かなり
豪
 ごう
 奢
 しや

 な造りの
一
 いつ
 軒
 けん
 家
 や

 である。広い
廊
 ろう
 下
 か

 に、高い
天
 てん
 井
 じよう

 。家具も
既
 すで

 に
揃
 そろ

 っており、いつでも生活を始められそうであった。少なくとも、最初に
紹
 しよう
 介
 かい

 された三軒とは格が
違
 ちが

 う物件だ。

「いい家だと思うよ。お風呂
豪
 ごう
 華
 か

 だし、ついでに屋上とかついてるし」

「ありがとうございます。では──」

　青木が
鞄
 かばん

 の中から
契
 けい
 約
 やく
 書
 しよ

 らしきものを取り出そうとする。が、二亜は難しげに眉根を寄せた。

「でもなぁ……来る
途
 と
 中
 ちゆう

 ちょっと坂多かったじゃん？　ちょっとかよわい二亜ちゃんにはキツイかなぁって。それにほら、間取り的に作業スペース取りづらいのはちょっとねぇ」

「えっ、あそこまで
満
 まん
 喫
 きつ

 しておいてですか」

「いやほら、あれは新妻二亜ちゃんとしてのシミュレーションじゃん？　
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 蒼二くんとしてはまた別の条件があるわけよ。やっぱせっかく買うなら、広めの作業スペースは
欲
 ほ

 しいし、アニメとか見る用にシアタールームも欲しいし、万一に備えてシェルター
併
 へい
 設
 せつ

 してて欲しいし……あ、あと少年とかなっつんがいつでも
泊
 と

 まり込みの作業できるように部屋数も多くないと……」

　二亜が指折り数えながら要望を挙げていく。士道は半眼を作りながら息を吐いた。

「何さらっとスタッフに組み込んでるんだよ」

「えぇー、いーじゃーん。少年のゴハンがないと力がでーなーいー」

　二亜が甘えるような声を発しながら
肩
 かた

 にもたれかかってくる。士道は、はいはい、と軽くいなした。

　するとそれを見た青木が、「フリーターではないにしろ、やはり年下の彼氏をたらし込んだぐうたら女という点は合っていたのでは……？」といった顔をしてから、気を取り直すようにこほんと咳払いをしてきた。

「ふむ……困りましたね。ここは私どものご紹介できる物件の中でもかなりハイクラスだったのですが。ここで
駄
 だ
 目
 め

 となると、
恐
 おそ

 らく他の物件に行かれても結果は同じかと」

「んー……そっかー……」

「何かしらの条件を
妥
 だ
 協
 きよう

 していただくか、東天宮以外の場所も
考
 こう
 慮
 りよ

 に入れていただくか、さもなくば──希望の家を設計して、一から造るしかありませんね」

「──造る？」

　と、青木の言葉に、二亜がぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。

「はい。少々お時間はかかりますが、土地のみをご購入いただき、そこに自分好みの家を建てていただくのが最も確実かと。もしよろしければ、設計事務所と建築会社もご紹介できますが」

「はー……なるほどねぇ」

　二亜の目がキラリと
輝
 かがや

 く。形は違えど二亜もクリエイター。自分の理想に従って一からものを造るのは、彼女の
気
 き
 性
 しよう

 にも合うのかもしれなかった。

「いいじゃんそれ！　確かに漫画家たるもの、無個性な建て売り住宅で満足してちゃいけないよね！　赤と白の
縞
 しま
 々
 しま

 だったり、トイレにサメの頭があったりしないと！　おっけおっけ、それでいこう。設計事務所と建築会社も、当てがあるわけじゃないしお願いするわ。やー、なんか楽しくなってきちゃったな。よっしゃ少年！　理想の家を考えよーぜ！」

　二亜は元気よくそう言うと、士道の肩にガッと手を置いた。





　　　　◇





「──と、いうわけで！　二亜ちゃんハウスを造ろうと思います！」

　その日の夕方。二亜は五河家のリビングで
仁
 に
 王
 おう
 立
 だ

 ちしながら、高らかにそう宣言した。

　リビングには、家主である士道と、その妹の
琴
 こと
 里
 り

 の他に、幾人もの少女たちの姿があった。

　
折
 おり
 紙
 がみ

 、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、
六
 む
 喰
 くろ

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、そして
十
 とお
 香
 か

 。──そう。二亜と同じく〈ラタトスク〉に保護された
精
 せい
 霊
 れい

 たちが、全員
勢
 せい
 揃
 ぞろ

 いしていたのである。
皆
 みな

 二亜の急な宣言に、
驚
 おどろ

 きを
露
 あら

 わにしたり、興味深そうに目を輝かせたりしている。

「ふうん……また急ねえ。ま、でも
面
 おも
 白
 しろ

 そうじゃない。どんな家を建てるのよ」

　ダイニングチェアに
腰
 こし
 掛
 か

 けた琴里が、口にくわえたチュッパチャプスの棒をピコピコ動かしながら言う。

　すると二亜は「んっふっふ」と
含
 ふく

 み笑いを
漏
 も

 らすと、テーブルの上に大きな紙を広げていった。次いでポケットからペンを取り出し、くるくると回し（たところで一回
床
 ゆか

 に取り落とし）て、ビッとポーズを決めてみせる。

「それは今から考えるのさ。せっかく造るんだからみんなの
知
 ち
 恵
 え

 も借りようかと思って。どうよみんな。何か欲しい設備とか部屋とかない？　完成したら自由に使ってくれちゃっていいよー？」

　二亜がパチリとウインクをしながら言うと、精霊たちは『おおっ！』と色めき立った。

「本当か二亜!?
 　何でもいいのか!?
 」

「んー、もっちろん。何かある、とーかちゃん」

　二亜が
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずくと、十香は興奮した調子で続けた。

「ならばあれだ、大きな冷蔵庫が欲しいぞ！　
美味
 おい

 しいものがいっぱい入るのだ！」

「あー、いいねえ業務用冷蔵庫。ウチの冷蔵庫酒でいっぱいだし。じゃあそれを入れられるようにキッチンは大きめに……っと」

　言いながら、二亜が紙にキッチンの間取りを
描
 か

 いていく。ものすごく適当な調子でペンを走らせているのだが、そこはさすが漫画家というべきか、線は
妙
 みよう

 に
綺
 き
 麗
 れい

 だった。

「ふんふふーん……っと」

　と、そこでキッチンを描き終えた二亜が、
傍
 かたわ

 らに置いてあったビニール
袋
 ぶくろ

 から
缶
 かん

 ビールを取り出したかと思うと、流れるような動作で
蓋
 ふた

 を開け、んく、んく……と飲み始めた。

「ぷっはぁ！　
沁
 し

 みるねぇ！」

「おいおい、夕飯前だぞ？」

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 大丈夫。少年のゴハンは美味しいからいくらでも入っちゃうよー。……あ、少年がウチで料理したくなるように、最新のシステムキッチンにしないとねぇ。コンロも高火力の業務用にして、低温調理器とかも付けちゃうぞー？　がはは、なし
崩
 くず

 しに少年をウチの子にしてやるぜぇー」

「……っ!?

 」

　あははと笑いながら発された二亜の言葉に、士道は思わずピクリと肩を
震
 ふる

 わせた。

「……士道、何ちょっと心揺れてるのよ」

「い、いや……」

　琴里に半眼を向けられ、士道は
曖
 あい
 昧
 まい

 に
苦
 く
 笑
 しよう

 した。……
密
 ひそ

 かに、家が完成したら少しだけ使い
心
 ごこ
 地
 ち

 を
試
 ため

 させてもらおうと心に決めながら。

「よしよし、じゃあついでにみんなが食事できるようにダイニングも広めにして……っと。
他
 ほか

 には何かある？」

　二亜がビールをもう一口
呷
 あお

 ってから言うと、今度は四糸乃と、その左手に装着されたウサギのパペット『よしのん』が同時に手を挙げた。

「あの……前テレビで見た、
天
 てん
 蓋
 がい

 付きのベッドなんて、
素
 す
 敵
 てき

 だと思います……」

『それとほらほら、でっかーいウォークインクローゼット！　いつでもお城の
舞
 ぶ
 踏
 とう
 会
 かい

 行けちゃうぜーなやつ！』

「おっ、いいねぇ！　天蓋付きのベッドってそこはかとないエロさがあるよね。コスプレ
衣
 い
 装
 しよう

 も買うだけ買ってもてあまし気味だし、どうせならマネキンに着せて展示できるスペースとか造っちゃおうかにゃあー？」

　二亜が間取りを描き足していく。すると
堰
 せき

 を切ったように、他の精霊たちも続々と手を挙げ始めた。

「くく……築城か。面白い。であれば聖なる玉を
突
 つ

 き
砕
 くだ

 く
魔
 ま
 槍
 そう

 に、
翼
 つばさ

 を持ちし
嚆
 こう
 矢
 し

 を備えるがよい」

「通訳。耶俱矢はビリヤードとダーツができる場所が欲しいと言っています。せっかくなのでそれと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に、バーカウンターも併設しましょう」

「むん……むくは星が見られる場所が欲しいのじゃ。屋上を展望台にはできぬかの？」

「私は別に何でもいいけど……
強
 し

 いて言うならあれ、部屋の中に置く小さな小屋みたいなやつ。あれ欲しい」

「私は思いっきり歌える防音室ですかねー！　練習もできますし、みんなでカラオケなんて楽しそうですぅ！」

「──モニタルーム。
隠
 かく

 しカメラからの映像を同時に表示するために、複数のディスプレイが置ける場所が欲しかった」

「折紙？　それ何のカメラかだけ教えてくれる？」

　などと、四方八方から思い思いの案が飛ぶ。しかし二亜は別段必要か
否
 いな

 かを精査するでもなく、「いいねぇ！」「もらった！」と、次々と設計図に付け足していった。

　その辺りでさすがに少し心配になったのだろう。琴里が
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら苦言を
呈
 てい

 するように声をかける。

「ちょっと二亜、やり過ぎじゃない？　みんなの案を全部取り入れようとしたら大変なことになるわよ？　建物としてのバランスもそうだけど、予算は
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なんでしょうね？」

　すると二亜は、二本目のビールを開けながらあっはっはと笑った。

「だいじょーぶだいじょーぶ！　二亜ちゃんお金持ちだからね！　人気漫画家なめんなよー？　どれくらいかかるか知らないけどキャッシュでポンよ！　むしろもっとちょーだい！　自由な発想で！　スケールを大きく！　もう家という
概
 がい
 念
 ねん

 に
囚
 とら

 われない感じで！」

　ほろ
酔
 よ

 いになった二亜が、勢いよく
拳
 こぶし

 を
振
 ふ

 り上げる。すると精霊たちがそれに呼応するように『おおー！』と盛り上がった。

　そんな様子を見てか、琴里がやれやれと肩をすくめる。

「まったく、調子のいいこと言って。本当に大丈夫かしらね？」

「うーん……そうだな。まあ、プロの設計士を通すんだし、そんなにひどいことにはならないと思うけど……念のため一応相談しておくか」

　苦笑しながら士道が言うと、琴里が不思議そうに首を
傾
 かし

 げてきた。





　　　　◇





「──一兆八五〇〇億です」

「……………………
 は？」

　数日後。改めて不動産屋を
訪
 おとず

 れた二亜は、青木の発した言葉にポカンと口を開けた。同行してくれた士道もまた、似たような顔をしている。

「……いや、何が？」

「だから、あなたの新居の土地代、
及
 およ

 び建築費用の
概
 がい
 算
 さん

 です。先日お送りいただいた設計図を元に見積もりを出してもらいました。ちなみに
普
 ふ
 通
 つう

 の設計事務所と建築会社では対応しきれなかったため、大手ゼネコンに
依
 い
 頼
 らい

 しました」

「………………………………………………
 は？」

　先ほどよりもたっぷり間をあけて、二亜はもう一度聞き返した。

「……ええと、単位は？　ガルド？　ペリカ？　それともガバス？」

「もちろん日本円です。
福
 ふく
 沢
 ざわ
 諭
 ゆ
 吉
 きち

 一億八五〇〇万人分です」

「いやいやいや……」

　二亜はブンブンと首を横に振ってから、ずいと机に身を乗り出した。

「お──っかしいでしょうがいくらなんでも！　どんな家さそれ!?
 　ぼったくるにしたってもうちょっと
上手
 うま

 くやってくんない!?
 」

　が、青木は二亜の勢いに
怯
 ひる

 むでもなく、一枚の紙を取り出すと、それに視線を落としながら続けてきた。

「恐れながら──
敷
 しき
 地
 ち

 内に遊園地を造ろうとすればそうもなるかと」

「へあッ!?
 」

　青木の言葉に、二亜は
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を発した。

「──それに加え、三つ星レストランクラスの設備とホールが一〇
箇
 か
 所
 しよ

 、中世の城をイメージしたダンスホールに、
巨
 きよ
 大
 だい

 地下
帝
 てい
 国
 こく

 、パニックルーム型シェルター、チュッパチャプス記念博物館、五万人収容のドーム、ＣＩＡクラスの情報設備、巨大マゼラン望遠鏡レベルの天体観測装置……あとこの、『地上一〇階建ての
尖
 せん
 塔
 とう

 。一つのフロアに一〇
傑
 けつ
 衆
 しゆう

 が一人ずつ待ち構えており、
倒
 たお

 さねば上の階に上がれない。三階はダメージ床』というのは、具体的にどういったシステムなのか、と業者から質問がきています」

「ちょ……ちょっちょっちょ……！
 」

　二亜は混乱しながらも、青木の持つ紙をひったくった。

　それは二亜が描いた図面であった。数日前五河家でしたためたものをスキャニングし、青木に送っていたのである。

　そこには確かに二亜の
筆
 ひつ
 跡
 せき

 で、今し方青木が語ったような設備が連ねられていた。小学生の
妄
 もう
 想
 そう

 秘密基地だってもう少し
遠
 えん
 慮
 りよ

 があるであろう、
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 な『新居』である。

「あ、あたしこんなの描いたっけ……？」

　二亜は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながらちらと
隣
 となり

 の士道を見た。すると士道が、目を
伏
 ふ

 せながらこくりとうなずいてくる。

「一応、
止
 や

 めとけって言ったんだけどな」

「ま、マジ……？」

　
記
 き
 憶
 おく

 を
掘
 ほ

 り起こすように思案を
巡
 めぐ

 らせる。酔っていたためよく覚えていないが、そういえば酒の勢いでなんだか大きなことを言っていたような気がしないでもなかった。なーにぃ、みんなスケールが小さいよー。もっとちょうだいもっと。防音室とかケチなこと言わないでドーム造っちゃおうよドーム。え？　だいじょーぶだいじょーぶ、二亜ちゃんお金だけはあるからー……、……うん、言ったような気がしてきた。二亜は顔中に冷や汗を
浮
 う

 かべながら頭を
抱
 かか

 えた。

「さて、では着工時期ですが、まず東天宮の土地を九〇ヘクタールほど買い
占
 し

 めねばなりません。無論住宅地全域に
跨
 また

 がりますので、住民の方と
交
 こう
 渉
 しよう

 して土地代と立ち
退
 の

 き料を──」

「ストォォォッ
 プ！　何平然と話進めようとしてんのさ！　こんなん無理でしょ常識的に考えて！　ていうかゼネコンも何
馬
 ば
 鹿
 か
 真面目
 まじめ

 に取り合ってんの!?
 　一目見て不可能だってわかるでしょ!?
 」

「受けた仕事には責任を負います。プロですので」

「堂々と
欠
 けつ
 陥
 かん

 住宅
紹
 しよう
 介
 かい

 してたくせに！　いくらなんでもそんな額
払
 はら

 えるわけないっしょ！　キャンセルキャンセル！」

「そうですか。となるとキャンセル料と見積もり料、合わせて一五二万八〇〇〇円いただきますが」

「テメー最初っからそれが目的だったな!?
 」

　二亜が声を裏返らせながら青木の
胸
 むな
 倉
 ぐら

 を
摑
 つか

 み上げようとすると、士道が
泡
 あわ

 を食ったようにそれを止めてきた。









　──それからおよそ一時間後。
粘
 ねば

 り強い交渉の末、なんとかキャンセル料と見積もり料を常識的な額まで減額させた二亜と士道は、
疲
 つか

 れ切った様子で五河家への道を歩いていた。

「はぁ……つーかれた。なんかごめんねー少年。
面
 めん
 倒
 どう

 なことに付き合わせちゃって」

「はは……丸く収まってよかったよ。でも、結局家の方はどうするんだ？」

「んー、まあ、自分の理想の家ってのは悪くないし、そのうち適当な土地見つけて建てることにするよ。──あの不動産屋にはぜってー
頼
 たの

 まないけどね！」

　二亜が歩いてきた方向に向かって「イーッ！」と
叫
 さけ

 ぶと、それを見た士道が力なく苦笑してきた。

　と、そうこうしている間に、五河家へと
辿
 たど

 り着く。

　
靴
 くつ

 を
脱
 ぬ

 ぎ、
廊
 ろう
 下
 か

 を通ってリビングに入ると、
既
 すで

 にそこに集まっていた
精
 せい
 霊
 れい

 たちの視線が、二亜と士道を
出
 で
 迎
 むか

 えた。

「おお！　お帰りだシドー、二亜！」

「お帰りなさい……です」

「お帰りなさいだーりん、二亜さん！　私にします？　私にします？　それとも、わ・た・し？」

　などと、口々に精霊たちが言ってくる。仕事のためか琴里の姿は見えなかったが、他の精霊たちは全員
揃
 そろ

 っているようだった。

「やー、ただいまただいま。参っちゃったよもー、あの不動産屋ったら……」

　と、二亜がやれやれと息を
吐
 は

 きながらソファに
腰
 こし
 掛
 か

 けると、その言葉を聞いた精霊たちが、目を
輝
 かがや

 かせながら寄ってきた。

「おお！　ふどうさんやということは……例の家か！　一体いつ
頃
 ごろ

 できるのだ？」

「お城のダンスホール……楽しみです」

『ねー。みんなでドレス着て
踊
 おど

 っちゃおー！』

「なんとか望遠鏡……というやつを使えば、星がよく見えるのじゃろう？　むん……今から胸が
躍
 おど

 るの」

「…………
 」

　精霊たちの
屈
 くつ
 託
 たく

 のない
瞳
 ひとみ

 に
晒
 さら

 され、二亜は頰をぴくりと
痙
 けい
 攣
 れん

 させた。

　いや、正確に言えば全員ではないのだ。折紙や美九、七罪に
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 などは、さすがにあんな設計図が実現するはずがないと理解しているのだろう、二亜の様子を
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら見守っている。

　だが、十香や四糸乃、それに六喰は、心から
酔っ払い
 二亜

 の
戯
 たわ
 言
 ごと

 を信じ、家の完成を心待ちにしている様子だった。あまりに
眩
 まぶ

 し過ぎるその姿に、二亜は思わず目を
覆
 おお

 ってしまった。

「だが本当に
凄
 すご

 いな、二亜は。あんなに大きな家が造れるとは
驚
 おどろ

 いたぞ！」

「はい。凄い……です」

「むん。さすがは人気
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 じゃの。期待しておるのじゃ」

「う、うん……ソウダネ……」

　陽光を浴びる
吸
 きゆう
 血
 けつ
 鬼
 き

 というのはこういう気分なのだろうか。キラキラした精霊たちの視線を浴びて、二亜は
曖
 あい
 昧
 まい

 に苦笑することしかできなかった。





　　　　◇





　天宮市上空一万五〇〇〇メートルに
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する巨大空中
艦
 かん

 〈フラクシナス〉。

　その
艦
 かん
 橋
 きよう

 の中心に位置する艦長席に腰掛けながら、琴里はパーソナルコンソールを
弄
 いじ

 っていた。

　画面には、精霊たちのパラメータが細かく表示されている。無論精神状態を表す数値に異状が現れた場合はすぐに琴里の
端
 たん
 末
 まつ

 に
連
 れん
 絡
 らく

 がくるものの、〈ラタトスク〉の司令官としては、こうして定期的に
皆
 みな

 の状態をチェックしておかねばならなかったのである。

『──精が出ますね、琴里。ですが、無理は禁物ですよ』

　と、そこで琴里にそんな声がかけられた。艦橋に
設
 しつら

 えられたスピーカーから
響
 ひび

 く、
鈴
 すず

 を転がすような少女の声。──〈フラクシナス〉の管理ＡＩ、マリアである。

「ああ、マリア。
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、もう終わるから。士道と二亜も帰ってきてるでしょうし、夕食までには私も家に
戻
 もど

 らせてもらうわ」

『そうですか。ならばよいのですが。と、そういえば──』

「？　どうしたのよ。何か気になることでも？」

　琴里が問うと、マリアはふうと
吐
 と
 息
 いき

 したのち（無論ＡＩは呼吸などしないのだが、マリアのこだわりらしい）、続けてきた。

『いえ、二亜のことなのですが。なんでも家を造ると言っていたとか』

「ああ……あれね」

　言いながら、琴里は思わず笑ってしまった。

　何しろ、
酔
 よ

 った二亜が
描
 か

 いた家の設計図というやつが、あまりに
荒
 こう
 唐
 とう
 無
 む
 稽
 けい

 な
代
 しろ
 物
 もの

 だったのである。

「あんなもの本当に造ろうと思ったら、一体いくらかかることやら。二亜は酔ってて何を描いたか覚えてないみたいだったけど……って、そういえばそんなことよく知ってるわね、マリア」

『はい。先日、士道から相談を受けまして』

「士道から？」

　そういえば、二亜が滅茶苦茶な設計図を描いていたとき、士道は
誰
 だれ

 かに相談をすると言っていた気がする。どうやらマリアのことだったようだ。

「一体何の相談だったの？　まさか、二亜の設計図を実現してくれ、なんて内容じゃないでしょうね？」

『ほう、さすがですね。半分正解といったところです』

　マリアの返答に、琴里は目を丸くした。

「
冗
 じよう
 談
 だん

 でしょう？　いくら〈ラタトスク〉でも、そんな
無
 む
 駄
 だ
 金
 がね

 は使えないわよ。それにいくら二亜だって、酔ってさえいなければあの設計図がどれだけ無茶苦茶か自分でわかるでしょう？」

『甘いですね』

「え？」

　マリアの言葉に、琴里は首を
傾
 かし

 げた。するとマリアが、もう一度吐息するような音を響かせてから続けてくる。

『確かにその点に関しては琴里の言うとおりですが……二亜は琴里が思うより
薄
 うす

 っぺらで、考えなしで、そのくせ
見
 み
 栄
 え

 っ張りで──そして、子供の夢を
壊
 こわ

 すのをよしとしない精霊です。
恐
 おそ

 らく、そろそろかと思いますよ』

「そろそろって……何が？」

　と、琴里が
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ポケットの
携
 けい
 帯
 たい

 電話が軽快な着信音を響かせ始めた。

「はい、もしもし？」

『──助けて琴えもぉぉぉぉ
 んっ！』

　琴里が電話に出ると、悲鳴と
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を足したような二亜の声が、琴里の耳をつんざく。

　それを聞いてか、マリアが『──ね？』と言ってきた。





　　　　◇





「──おおっ！」

　十香は、目の前に広がる光景に、思わず
感
 かん
 嘆
 たん

 の声を発した。

　だがそれも当然だ。何しろ今十香は、あまりに
巨
 きよ
 大
 だい

 な遊園地の中にいたのだから。

　右を見ても左を見ても、その果てさえ
窺
 うかが

 い知ることが出来ない広大な
敷
 しき
 地
 ち

 に、様々なアトラクションが
所
 ところ
 狭
 せま

 しと並んでいる。ジェットコースター、観覧車、メリーゴーラウンド、お化け
屋
 や
 敷
 しき

 ──しかもそれら
全
 すべ

 てが、二亜の描いた漫画のキャラクターをモチーフにしたものとなっており、なんとも楽しげな空間を作り出している。

　
否
 いな

 、それだけではない。その敷地の中には高級そうなレストランや、西洋風のお城、ドーム、巨大な望遠鏡、博物館などが
犇
 ひし

 めき、その中心には一〇階建ての大きな
塔
 とう

 が
聳
 そび

 えていた。なんでも各フロアを強敵が守っており、それを
倒
 たお

 さねば上の階に進めないらしい。ついでに三階は歩くだけで
身体
 からだ

 が
痺
 しび

 れるという話だったが……十香にはよく意味がわからなかった。

　しかも、そんな広大な場所にいるのは、十香をはじめとする精霊たちのみである。

　とはいえそれもそのはず。ここは
一
 いつ
 般
 ぱん
 客
 きやく

 を入れる
普
 ふ
 通
 つう

 の遊園地ではなく──二亜個人の
邸
 てい
 宅
 たく

 だったのだから。

「凄いな！　これが全部二亜の家なのか!?
 」

「え？　あはは、まあそういうことになるねぇ」

　十香が声を
弾
 はず

 ませながら言うと、後方に立っていた二亜が、何やら曖昧な返事を返してきた。見やると、どこか
笑
 え
 顔
 がお

 も引きつっているような気がする。

　が、十香がそれを
指
 し
 摘
 てき

 するより先に、
他
 ほか

 の精霊たちの興奮した声が、辺りの空気を
震
 ふる

 わせた。

「はい……凄いです。あのお城、行ってみてもいいですか……？」

『行っちゃお行っちゃお！　お
姫
 ひめ
 様
 さま

 になっちゃおー！』

「むん……星は夜の方が見やすそうじゃの。むくも暗くなるまで四糸乃に同行するとしよう」

「きゃー！　本当にドームがあるじゃないですかー！　これはもう皆さんだけのために
誘
 いざ
 宵
 よい

 美九オンステージするしかないですねぇぇぇ！
 」

「ほほう……なかなかのものではないか。して、我が求めし設備はどこに？」

「発見。パンフレットによると地下にあるそうです。行ってみましょう」

「情報
施
 し
 設
 せつ

 も地下にあるみたい。私も行ってくる」

「……で、えっと、部屋の中に小屋造ってくれるって言ったやつ、あれどこ？」

「提供。どうやらそれは、あの塔の三階にあるようです」

「えっ、なんでわざわざダメージ
床
 ゆか

 の上に……？」

　などと、精霊は目をキラキラと輝かせると、その視線を
一
 いつ
 斉
 せい

 に二亜に向けた。

「二亜！」

「遊んできてもいいですか……？」

　皆の視線を一身に浴びた二亜は、一瞬小さく口ごもったものの、すぐに気を取り直すように首を前に倒してきた。

「も、もっちろん！　みんな、今日は二亜ちゃんハウス改め二亜ちゃんランドをめいっぱい楽しんでくれたまえ！」

『おおおおおおお────っ！
 』

　家主の号令とともに、精霊たちは元気よく声を上げると、一斉に思い思いの場所へと走っていった。









「どうやら、
上手
 うま

 くいったみたいね」

　空中艦〈フラクシナス〉の一室で、琴里は小さく息を
吐
 は

 いた。

　部屋の中には、機械でできた
棺
 かん
 桶
 おけ

 のような装置が
幾
 いく

 つも並んでおり、その中に、頭部に
端
 たん
 子
 し

 のついたヘルメットのような機械を
被
 かぶ

 った
精
 せい
 霊
 れい

 たちが横たわっている。

　そして部屋に設えられたモニタの中には、
完
 かん
 璧
 ぺき

 に再現された二亜の理想の『家』と、その中で楽しげに遊ぶ精霊たちの姿が映し出されていた。

　そう。今精霊たちは、電脳世界の中に作り出された仮想空間にダイブしている状態なのである。

　いくら〈ラタトスク〉とはいえ、二亜の設計図通りの家を現実に造ることは容易ではない。しかし
顕現装置
 リアライザ

 を用いれば、人間の意識を電脳空間に送ることは十分可能だったのである。

「でも、よく予想できたわね。二亜が私とマリアに泣きついてくるって」

　琴里が言うと、
隣
 となり

 でモニタを見ていた士道は小さく
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

「いや……十香たちが凄く楽しみにしてたみたいだったからさ。二亜のことだから、あそこまで期待されたら引っ込みがつかなくなるだろうと思って。……悪かったなマリア、無理言っちまって」

　と、士道が
労
 ねぎら

 いの言葉を述べるように言う。するとスピーカーから、どこか得意げな声が響いてきた。

『不可能を可能にする美少女ＡＩ、それがわたし。
良
 りよう
 妻
 さい
 賢
 けん
 母
 ぼ

 待ったなしですね。
遠
 えん
 慮
 りよ

 せずに
褒
 ほ

 めてもいいのですよ』

「はは……本当に
凄
 すご

 いよ、マリア。おかげでみんな楽しそうだ」

　と、士道が
素
 す
 直
 なお

 に賛辞を
呈
 てい

 すると、並んだ装置の中の一つから、ピピッという音が鳴った。

　使用者が、電脳空間からこちらに戻ってきたときの信号音である。見やると、横になっていた二亜がむくりと起き上がり、頭部に付けていた機械を外しているのが見て取れた。

「い、いやー……えっへっへ、ホンット助かりましたぜお代官様。
越
 えち
 後
 ご
 屋
 や

 、このご恩は決して忘れやせん……」

　などと、
揉
 も

 み
手
 で

 をしながら
卑
 ひ
 屈
 くつ

 な笑みを
浮
 う

 かべ、時代劇を
勘
 かん
 違
 ちが

 いしたような
台詞
 せりふ

 を言ってくる。

　そんな様子に、琴里と士道、そしてマリアは、一斉にため息を
吐
 つ

 いた。

「まったく、注意してよね二亜。マリアがいてくれたからいいようなものの、そうじゃなかったら十香たちをがっかりさせてたところよ？」

「そうだぞ。今度から酒は
控
 ひか

 えめにな？」

　琴里と士道が言うと、二亜は「はーい……」と申し訳なさそうに返事をした。

「……いやマジで助かったよ。少年が手を回してくれてたんだって？　ホントありがとね……」

　そして、弱々しい様子でそんなことを言ってくる。いつになく
殊
 しゆ
 勝
 しよう

 な様子に、士道は少し
驚
 おどろ

 いてしまった。

「いや、俺は相談しただけだよ。本当の功労者はマリアだ」

「わかってるって。サンキューロボ子ちゃん」

　言って、二亜が投げキッスのような動作をしてみせる。それを受けてか、スピーカーからマリアの不満そうな吐息が聞こえてきた。

『その
呼
 こ
 称
 しよう

 からは感謝の念が
微
 み
 塵
 じん

 も感じられませんね。であればわたしにも考えがあります。今回の件にかかった仮想空間の構築費用
及
 およ

 びわたしへの
慰
 い
 謝
 しや
 料
 りよう

 、六六兆二〇〇〇億円を二亜の口座から強制
徴
 ちよう
 収
 しゆう

 しておきましょう』

「んもうマリアちゃんったら冗談キツいんだからぁ。あっ、ちょっとモニタ
汚
 よご

 れてるから
拭
 ふ

 いとくね。
可愛
 かわい

 いマリアちゃんのボディは
綺
 き
 麗
 れい

 にしとかないとね！」

　わざとらしくウインクしながら、二亜が
掃
 そう
 除
 じ

 を始める。その変わり身の早さに、琴里と士道は思わず苦笑してしまった。

　と、琴里たちがそんなことを話していると、辺りの装置から、幾つもピピッという音が鳴り始める。

「ん……？」

　どうやら、二亜に続いて他の精霊たちも現実に
戻
 もど

 ってきたようだった。
皆
 みな

 が順にむくりと身を起こし、頭部の装置を外していく。

「ふは……っ、凄いぞ！　どれだけ行っても先が見えないのだ！　シドーや琴里も
一
 いつ
 緒
 しよ

 に遊ぼう！」

「お城にいっぱいドレスがありました……！　もしよかったら、士道さんに選んで欲しいです」

「地下
帝
 てい
 国
 こく

 思ったよりすっごいんだけど!?
 　みんなちょっと来てみない!?
 」

「……ダメージ床どころかまず一階の敵が倒せないんだけど……
誰
 だれ

 か手伝ってくれない……？」

　と、皆がそれぞれ興奮した調子で言ってくる。どうやらよほど二亜ちゃんハウス改め二亜ちゃんランドが楽しいらしい。その様子に、琴里と士道は思わず
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めてしまった。

「──だそうよ？　せっかくだからお言葉に甘えましょうか、士道」

「ああ、そうだな。実は俺も
興
 きよう
 味
 み
 津
 しん
 々
 しん

 だったんだ」

「おお！」

『はーい！　二名様ごあんなーい！』

　琴里と士道が言うと、精霊たちが元気よく手招きをしてきた。
首
 しゆ
 肯
 こう

 でそれに
応
 こた

 え、空いている装置のもとへと歩いていく。

「いやしかし、本当に二亜は凄いな！」

　と、そこで、十香が
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながらうんうんとうなずいた。

「え？　あはは……いやまあ、でしょ？　二亜ちゃん凄いっしょ？」

　二亜が、
若
 じやつ
 干
 かん

 マリアに気を
遣
 つか

 う様子を見せながらも、
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に答えてみせる。すると十香が再び大きくうなずいた。

「うむ、本当の二亜ちゃんランドができるまで時間がかかるから、こうして電脳世界で私たちを楽しませてくれているのだろう？」

「──へ？」

　十香の言葉に、二亜がポカンと口を開ける。が、それに気づかぬ様子で、精霊たちが続けた。

「はい……二亜さんは凄いです。尊敬しちゃいます」

「いや、あの……」

「むん。電脳世界とやらでこんなにも楽しいということは、本物は一体どれほどのものになるのか……想像もつかぬのじゃ」

「えっと……だからね……？」

　二亜が額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら言うも、十香、四糸乃、六喰はまるで気づいていないようだった。太陽よりもキラキラした目で二亜を見つめながら、
屈
 くつ
 託
 たく

 のない笑みを浮かべてみせる。

「楽しみにしているぞ、二亜！」

「私も……です」

「むん、待っておるのじゃ」

　三人の精霊の
純
 じゆん
 粋
 すい
 極
 きわ

 まる視線を浴びせられ──

「アッハイ……本条蒼二、お仕事ガンバリマス……」

　二亜は、灰になりそうな表情を浮かべながら、
乾
 かわ

 いた声を発した。















　その日の午後に、別段特別なことがあったわけではない。

　買い物に出かけたスーパーマーケットは
普
 ふ
 段
 だん

 通りの
品
 しな
 揃
 ぞろ

 えであったし、帰り道が工事中で通れないということもなかった。ハンドソープのボトルから血が
噴
 ふ

 き出すということもなければ、買ってきた品物を収めるために開けた冷蔵庫に生首が入っているなどということも、無論、ない。

　いつも通りの
穏
 おだ

 やかな午後。ふと時計を見ると時刻は午後四時。少し小腹も
空
 す

 いてきた。少々
遅
 おそ

 めのティータイムにしようと紅茶を
淹
 い

 れ、
戸
 と
 棚
 だな

 から個別包装の
施
 ほどこ

 されたクッキーやチョコレートを数枚手にとってリビングのソファに
腰
 こし
 掛
 か

 ける。

　そして紅茶を一口
啜
 すす

 り、テレビを
点
 つ

 けようとリモコンに手を
伸
 の

 ばしたところで──

「──うひぁッ!?
 」

　
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 はようやくそれ
 に気づき、
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を上げた。

　だがそれも当然である。何しろ自分が座っていたソファの
端
 はし

 に、何やらもさもさした
謎
 なぞ

 の物体が
鎮
 ちん
 座
 ざ

 していたのだから。

　
否
 いな

 、落ち着いてよく見ると、それが
未
 み
 確
 かく
 認
 にん

 生物や
妖
 よう
 怪
 かい

 の
類
 たぐい

 でないことがわかる。
小
 こ
 柄
 がら

 な少女が、クッションにしがみつくような格好で
蹲
 うずくま

 っていたのである。

「な、
七
 な
 罪
 つみ

 !?
 　何してるんだ……？　ていうかいつからいたんだ？」

「…………
 」

　士道が問うも、少女──七罪は答えなかった。

　生気のない目は
虚
 こ
 空
 くう

 を
彷徨
 さまよ

 い、半開きになった口は時折何かを
呟
 つぶや

 くように──あるいは、酸素を求める魚のように──ぱくぱくと動いている。そのただならぬ様子に、士道は思わず
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　
日
 ひ
 頃
 ごろ

 からテンションが高いとは言い
難
 がた

 い少女ではあるが、それにしたってこれは異常に過ぎる。声をかけながら
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 すってみる。

「七罪、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か、七罪」

「…………
 」

　すると七罪はようやく士道の存在に気づいたようにギョロリと視線を向けてくると、大きな大きなため息とともに言葉を
吐
 は

 き出した。

「……働きたくない……」

「……は？」

　予想外の返答に、士道は首を
傾
 かし

 げた。

「何かあったのか、七罪」

「…………
 」

　士道が
訊
 き

 くと、七罪は再度大きなため息を
零
 こぼ

 したのち、
呻
 うめ

 くような調子で語り始めた。





　　　　◇





「……え？」

　──朝。五河家
隣
 となり

 にある
精
 せい
 霊
 れい

 マンションの共用部屋へとやってきた七罪は、
怪
 け
 訝
 げん

 そうに眉をひそめて足を止めた。

　だがそれも無理からぬことではある。そこには二人の先客がいたのだが、彼女らがしている行動の意味が、一目見ただけでは理解できなかったのだ。

　一人は、黒いリボンで
髪
 かみ

 を二つに
結
 ゆ

 わえた少女──
琴
 こと
 里
 り

 である。手に何やら
紐
 ひも

 のようなものを持ち、その表情を、
好
 こう
 奇
 き

 と
戦
 せん
 慄
 りつ

 と
羨
 せん
 望
 ぼう

 がない交ぜになったような色に染めている。

　そしてもう一人は、
床
 ゆか

 に
触
 ふ

 れそうなほど長い髪の少女──
六
 む
 喰
 くろ

 。今は普段着ているような私服ではなく、琴里の通う中学校の制服を身につけていたのだが……なぜかセーラー服の上着を
大
 だい
 胆
 たん

 に
捲
 まく

 り上げ、
胸
 むな
 元
 もと

 を
露
 ろ
 出
 しゆつ

 させていた。幼さの残る彼女の
貌
 かお

 に似合わぬ暴力的なバストが、これまた彼女に似合わぬ大人なデザインの下着に包まれており、なんだか
妙
 みよう

 に背徳的な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
醸
 かも

 し出している。
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「……あっ。お
邪
 じや
 魔
 ま

 しました」

　数秒ののち。七罪は小さな声でそう言うと、静かに
扉
 とびら

 を閉めた。

　が、すぐさまダダダッという激しい足音が
響
 ひび

 いてきたかと思うと、その扉が再度勢いよく開かれる。

「ちょっと待ちなさい！　何よその意味深な反応!?
 」

　琴里は
慌
 あわ

 てた様子でそう
叫
 さけ

 ぶと、そのまま七罪の手をぐいと引っ張ってきた。

「すみません
勘
 かん
 弁
 べん

 してください……琴里が六喰を
騙
 だま

 して
特
 とく
 殊
 しゆ

 なプレイに
及
 およ

 んでたとか
誰
 だれ

 にも言わないから……！」

「やっぱり
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 誤解してたわね!?
 　そんなのするわけないでしょう!?
 」

「えっ、じゃあやっぱり
黒
 くろ
 魔
 ま
 術
 じゆつ

 で六喰の胸を分けてもらおうとして……」

「できるかそんなことッ！　ていうかやっぱりって何よやっぱりって!?
 」

　琴里は声を裏返らせながら叫ぶと、七罪をずるずると引きずり、六喰のもとまで歩いていった。

　そこで、七罪は気づいた。琴里が手にしていた紐のようなものに、
等
 とう
 間
 かん
 隔
 かく

 に目盛りが付いていることに。

「……メジャー？」

「そうよ。六喰用の制服を作ろうと思ってね」

　琴里が言うと、六喰が同意を示すようにこくりとうなずいてきた。

「むん。
妹
 いもうと
 御
 ご

 に制服を借りてみたものの、どうも上が入り切らなくての。下はちょうどよかったのじゃが……」

「…………
 」

　六喰の言葉に、琴里の
頰
 ほお

 がぴくりと
震
 ふる

 える。もし今〈フラクシナス〉の観測機が琴里の精神状態をモニタリングしていたら、けたたましいアラームが鳴り響いているに
違
 ちが

 いないと思った七罪だったが、とりあえず気にしないことにした。

「ま、まあ、理解したわ。……でも、一体なんでまた中学の制服を？　士道の
趣
 しゆ
 味
 み

 ？」

「そんなわけないでしょ。
一
 いつ
 旦
 たん

 そこから
離
 はな

 れなさい」

「えっ、だって制服なんて、そういうプレイ以外での
用
 よう
 途
 と

 が……」

「なんで普通に学校に通うためって発想が出てこないのよ!?
 」

　琴里がたまらずといった調子で叫んでくる。その言葉に、七罪は
訝
 いぶか

 しげに眉をひそめた。

「学校に……通う？」

「むん」

　六喰が
首
 しゆ
 肯
 こう

 し、あとを続けてくる。

「むくが妹御にお願いしての。次の四月から、同じ中学校に通う運びとなったのじゃ」

「そういうこと。
実
 じつ
 年
 ねん
 齢
 れい

 はわからないけど、どうせ通うなら私と同じ学校の方がいろいろと安心でしょ」

「はぇー……
 」

　二人の言葉に、七罪は
感
 かん
 嘆
 たん

 の声を上げた。

　学校とは、言わずと知れた
地
 じ
 獄
 ごく

 の代名詞であり、素養の異なる人間に無理矢理半共同生活を
強
 し

 いる強制収容
施
 し
 設
 せつ

 のことだ。

「わざわざ好きこのんでそんな
修
 しゆ
 羅
 ら

 の道を歩むなんて……拝んどこ。何か
御
 ご
 利
 り
 益
 やく

 あるかも」

　言って、パンパンと手を打って礼をしてみせる。すると、六喰が不思議そうな顔をしながら、七罪の動作を
真似
 まね

 るように手を合わせた。大胆に露出された胸元と相まって、なんだか本当に御利益がありそうな気がしてきた。具体的には、毎日お供え物をして拝めば胸が
膨
 ふく

 れてきそうだった。豊胸大明神である。誰かが拝みにいったら
既
 すで

 にチュッパチャプスが供えられている気がしないでもなかった。

「何してるのよ一体……ていうか、あなたもよ、七罪」

「……ん？　何が？」

「だから、学校よ、学校。この前体験入学したでしょ？　一応今度の四月から、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、六喰と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に正式に入学ってことにしといたから」

「…………
 、……はァッ!?
 」

　さらっと告げられた
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な情報に、七罪は目をカッと見開いた。

「ちょ……ちょちょちょっと待った！　何よそれ!?
 　全然聞いてないんですけど……!?
 」

「ええ、だから今言ったんじゃない」

「いやいやいやいやそうじゃなくて！　何勝手に決めてんの!?
 　マジ絶対無理だから！」

「そう？　でも四糸乃は喜んで行くって言ってたわよ？」

「うぐ……ッ！
 」

　言われて、七罪は息を
詰
 つ

 まらせた。

　四糸乃とは、七罪と同じくこのマンションに住む精霊の一人であり、フンコロガシにもそっぽを向かれる七罪にも
優
 やさ

 しく接してくれる
女
 め
 神
 がみ

 である。実際、七罪が以前
嫌
 いや
 々
 いや

 ながらも体験入学を決めたのも、四糸乃に
乞
 こ

 われてという面が大きかった。

　だが、七罪の
動
 どう
 揺
 よう

 はそれに対してのみのものではない。琴里の言葉は、もう一つの動かしがたい事実を示していたのである。

　現在、〈ラタトスク〉の
庇
 ひ
 護
 ご

 下にある精霊は一〇名。うち
十
 とお
 香
 か

 、
折
 おり
 紙
 がみ

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 が高校に、琴里が中学校に通っている。
二
 に
 亜
 あ

 は仕事をしているし、美九に至っては、学校とは別にアイドル活動までしているときたものだ。

　そう。四糸乃と六喰が学校に通い始めるということは、〈ラタトスク〉庇護下の精霊の中で、七罪のみが日中何もしていないニートということになってしまうのである。

　頭の中に、ホワンホワンホワンナツミーン……と、
嫌
 いや

 な想像が広がっていく。日が
昇
 のぼ

 りきってから一人
起
 き
 床
 しよう

 する七罪。用意された朝食（時間的には昼食）を一人もそもそと食べ、やることもないのでもう
一
 ひと
 眠
 ねむ

 りし、オンラインゲームに精を出し、お
腹
 なか

 が空いてきたと思ったらもう夕方。学校から帰ってきた
皆
 みな

 と夕食を
摂
 と

 ることになるのだが、日に日に皆の視線が険しさを帯びていく。──なに、あいつまだ学校行ってないの？　精霊ってだけで〈ラタトスク〉に食べさせてもらえるんだから
吞
 のん
 気
 き

 なものよね。──だ、大丈夫ですよ七罪さん。人にはそれぞれペースってものがありますし、
焦
 あせ

 らなくても……え？　
一
 いつ
 緒
 しよ

 にゲーム……ですか？　すみません、明日までの課題があるので……。あ、あの、それと、お
風
 ふ
 呂
 ろ

 って気持ちいいですよね。毎日入ったらもっとすっきりすると思いますよ……？

「──あああああああああああああ……ッ！
 」

　七罪は頭を
抱
 かか

 えながら
悶
 もん
 絶
 ぜつ

 した。いや、皆がそんなことを言わないであろうことはわかっているのだが、七罪の心が自己
嫌
 けん
 悪
 お

 に
耐
 た

 えられなかったのだ。

　
駄
 だ
 目
 め

 だ。駄目だ。それは非常にまずい。四糸乃、六喰も学校に通っていないのだから自分も大丈夫、と無意識下で思っていた甘えが
全
 すべ

 て
露
 ろ
 呈
 てい

 したような感覚。

　四糸乃や六喰はあくまでこちらの世界に慣れるまでのインターバルを取っていただけで、七罪のような社会不適合者とは根本から違うのだと頭ではわかっていた。けれど、いざそれを目の前に示されると、身を焼かれるような苦痛が七罪を
襲
 おそ

 うのだった。

　しかし、だからといって七罪が毎日学校に通えるとは
到
 とう
 底
 てい

 思えない。一体どうすれば──

「……ッ！
 」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。七罪の頭に電流が流れるかのような
衝
 しよう
 撃
 げき

 が走った。

　七罪は学校に通うかニートになるかの二
択
 たく

 でのみ考えてしまっていた。だが、道はそれだけではなかったのだ。

　そう。──働けばよいのである。

　自らの
糧
 かて

 を自らで
稼
 かせ

 げるようになれば、誰も文句は言うまい。

「？　どうしたのよ、七罪。急に叫んだと思ったら
黙
 だま

 り込んで……」

「……ちょっと考えさせて。もしかしたら、なんとかなるかも……」

　七罪は
虚
 うつ

 ろな調子でそう言うと、フラフラとした足取りで共用部屋を出ていった。

「な、七罪？」

「むん、どこへ行くのじゃ？」

　後方からそんな声がかけられた気もしたが、今の七罪にそれに応ずるような気力は残っていなかった。
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「……で、働きさえすれば学校に通わなくていいと考えついたはいいものの、いろいろ調べた結果働くのも無理だと
悟
 さと

 ってしまった、と」

「…………
 」

　士道が七罪の話を要約すると、七罪は暗い表情のままこくりとうなずいた。

「……求人情報誌とかリクルートサイトとか見てみたけど、何なのあれ。なんでみんなあんなにコミュ力求めるの？　客商売とか絶対無理だし、営業とか不可能だし、職場の人間関係とか考えただけで
吐
 は

 きそうだしうぉえっぷ……働いてる人マジヤバい。
超
 ちよう
 凄
 すご

 いよ。会社員が超人に見える。サラリーマンとか、ウルトラマン、スーパーマンと同じカテゴリでしょあれ……」

　
乾
 かわ

 いた
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべながら七罪が
肩
 かた

 をすくめる。そのやさぐれた調子に、士道は思わず
苦
 く
 笑
 しよう

 してしまった。

「まあ、働いてる人が凄いってのには同意するけど……ていうか、まだそんなに学校嫌なのか。体験入学で友だちできたって言ってなかったっけ？」

「……それとこれとは話が別よ。
花
 か
 音
 のん

 たちのことは
嫌
 きら

 いじゃないけど、学校以外で会えばいいわけだし。一日限定の体験入学ならまだしも、年単位とか考えただけで吐きそう」

「そ、そうか……で、結局どうするんだ？」

「……学校は無理だし、ニートも嫌。誰とも
関
 かか

 わらず一人で完結できて、二亜みたいに昼間っから遊んでてもなんとなく許されるような職業ないかな……」

「二亜みたいにって……あいつ一応
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 だし、別に遊んでるわけじゃない……よな？」

　何となく不安になって、士道は
言
 こと
 葉
 ば
 尻
 じり

 を
濁
 にご

 した。会社員ではないため出勤などはしていないが、一応二亜も働いているはずだ、たぶん。

　と、士道はそこで小さく
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。七罪が、何かに気づいたかのように目をまん丸に見開いていたのである。

「ん？　どうかしたか、七罪」

「──それよ」

「え？」

「漫画家よ！　どうして気づかなかったんだろ！　漫画ならよく二亜の手伝いさせられてるから最低限
描
 か

 けるし、家から出なくていいし、何よりあの二亜に務まるくらいなんだから何とかなるでしょ……！
 」

「……ん、んー？　いや、そう……なのか？」

　士道は難しげな顔をして
呻
 うめ

 いた。漫画家というのもそう簡単になれるものではないと思うのだが、せっかくやる気になっている七罪に水を差してしまうのもどうかと思ったのである。

「……よし、そうと決まったら善は急げよ。今から
早
 さつ
 速
 そく

 ネームに入るわ。──ありがとう士道、助かった。あ、でもまだ
誰
 だれ

 にも言わないどいて！」

　七罪は
矢
 や
 継
 つ

 ぎ
早
 ばや

 にそう言うと、先ほどまでの調子が信じられないくらい軽快に立ち上がると、リビングを出て行ってしまった。
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　それから数日後。士道は
精
 せい
 霊
 れい

 マンション最上階に位置する七罪の部屋の
扉
 とびら

 をコンコンとノックしていた。

「おーい、七罪ー？　来たぞー？」

　呼びかけるも、返事はない。チャイムを鳴らしてみても結果は同じだった。

「どうしたんだ七罪のやつ、自分から呼び出しておいて……」

　士道は
怪
 け
 訝
 げん

 そうに首を
捻
 ひね

 った。そう。士道がこの部屋を
訪
 おとず

 れた理由は一つ。先ほど七罪から、手伝って欲しいことがあるとメールがあったためである。

　
恐
 おそ

 らく、
原
 げん
 稿
 こう

 の仕上げに手が足りなくなったのだろう。当然だ。
連
 れん
 載
 さい

 を持つ漫画家というのは普通、複数のアシスタントとともに原稿を仕上げるものである。

　いや、それとも
未
 いま

 だネームで
悩
 なや

 んでいるのだろうか。それも十分あり
得
 う

 る話ではあった。七罪は確かに絵が
上手
 うま

 いし、人の技術を真似るのも得意だ。が、士道の知る限りオリジナルで一から物語を作ったことはないはずだった。

「ん……？」

　と、
幾
 いく
 度
 ど

 呼びかけた
頃
 ころ

 だろうか、不意にドアノブがカチャリと回り、分厚い扉が開かれた。

「おう七罪、手伝いに来たぞ。どれくらい進んで──」

　瞬間、士道は言葉を止めた。

　理由は単純。扉の向こうにいたのが、
小
 こ
 柄
 がら

 な少女ではなく──スラッとした長身の美女だったからだ。

　長く
艶
 つや

 やかなストレートヘア。ぱっちりとしたアーモンドアイ。モデルも
裸足
 はだし

 で
逃
 に

 げ出すようなプロポーションに
大
 だい
 胆
 たん

 なドレスを
纏
 まと

 い、全身から
妖
 あや

 しい
魅
 み
 力
 りよく

 をこれでもかと放出している。

「な……え……っ!?

 」

「あぁん、士道くん。待ってたわ。入ってちょうだい」

　士道が
面
 めん
 食
 く

 らっていると、美女が士道の手を引いてきた。されるがままに部屋の中に引き込まれながらも、どうにか
心
 しん
 拍
 ぱく

 を落ち着け、彼女の顔を見つめる。

「な、七罪？　なんで変身してるんだ……？」

　そして士道は目を細めながら、その質問を投げた。

　そう。今士道の目の前にいるのは、
紛
 まぎ

 れもなく七罪その人であったのだ。──ただし、鏡の天使〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉によって理想の姿に変身した、という形容が付くが。

　すると七罪は、さして
驚
 おどろ

 くふうもなくふふっと
微笑
 ほほえ

 んできた。

「そりゃあ、ねぇ。だってこれから持ち込みに行くんだもの。いつもの姿じゃ
門
 もん
 前
 ぜん
 払
 ばら

 いされちゃうかもしれないじゃない」

「いや、そんなことないと思うけど……って、持ち込み!?
 」

　七罪の言葉に、士道は
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を発した。

　持ち込みとは、読んで字の通り、漫画原稿を出版社に持っていき、直接編集者に見てもらうことを指す言葉だ。そこで担当が付き、デビューする漫画家も少なくないという。

　人見知りの七罪が持ち込みという手段を選んだのも驚きではあったが（まあ、だからこそ変身しているのだろうが）、それ以前に、士道はその言葉が示す一つの事実に驚いてしまった。

　それはそうだ。持ち込みに行くということはすなわち、
既
 すで

 に原稿が完成しているということなのだから。

「まさか、もう描き上がったのか!?
 」

「ええ。あのあとその日のうちにネームを切って、ペン入れに一日、仕上げに二日でなんとかなったわ。まあアシスタントがいないから、トーンは
控
 ひか

 えめ、複雑な背景は素材集から引っ張ってきたところもあるけどね」

「ま、マジか。凄いな……って、じゃあ何を手伝って欲しいっていうんだ？」

「ああ、そ・れ・はぁ……」

　士道が言うと、七罪は楽しげに微笑み、くるりと背中を向けてみせた。

「んな……ッ!?

 」

　それを見て、思わず
頰
 ほお

 を赤くする。何しろ七罪の纏っていたドレスは背中のファスナーが上げられておらず、
艶
 なま

 めかしい背中が丸見えになっていたのである。

「この服、一人じゃ着られなくってぇ。ねぇ、ファスナー上げてくれない？」

　七罪が甘ったるい
声
 こわ
 音
 ね

 で
囁
 ささや

 くように言ってくる。士道は視線を
逸
 そ

 らしながらも「お、おう……」と返事をすると、
微
 かす

 かに
震
 ふる

 える指でファスナーを上まで上げてやった。

「ん、ありがと、士道くん。じゃ、行ってくるわね。いい
報
 しら

 せを待っててちょうだい」

　言って七罪がぱちりとウインクをし、原稿が入っていると
思
 おぼ

 しき
鞄
 かばん

 を手にとって
靴
 くつ

 を
履
 は

 く。

　と、半ば
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 に
吞
 の

 まれていた士道は、そこでハッと目を見開き、ブンブンと首を横に
振
 ふ

 った。

「いやちょっと待て！　まさかその格好で行くつもりか!?
 」

「え？　そうだけど、何かおかしいかしら？」

　言いながら、七罪がひらりとスカートの
裾
 すそ

 を
翻
 ひるがえ

 す。大胆なスリットからちらりと足が
覗
 のぞ

 いた。……向かう先がお城のパーティーホールか、さもなくば夜のお店でない限り、あまり似つかわしいとは思えない格好だった。

「いくらなんでも
攻
 せ

 めすぎだろ!?
 　せめてもう少し
露
 ろ
 出
 しゆつ
 度
 ど

 を
抑
 おさ

 えてだな……」

「えぇー、士道くんたらお父さんみたーい。それともなぁにぃ？　私の
肌
 はだ

 を見るのは自分だけで十分ってことぉ？」

「お、おまえなぁ……」

　士道が顔を赤くしながら言うと、七罪は
可笑
 おか

 しそうに微笑み、小さく肩をすくめた。

「はいはい、今日のところはパパの言うことを聞いてあげるわ」

　そしてそう言って、パチンを指を鳴らす。すると七罪の
身体
 からだ

 が
淡
 あわ

 く
輝
 かがや

 き、その
装
 よそお

 いが、少しラフなスーツスタイルに
変
 へん
 貌
 ぼう

 した。

　……いや、シャツから覗く胸の谷間であるとか、ストッキング
越
 ご

 しの足であるとか、未だ
扇
 せん
 情
 じよう

 的なポイントは見受けられるのだが、まあ、先ほどのそれに比べればギリギリ許容
範
 はん
 囲
 い

 だろう。

　が、士道はそこであることに気づいた。

「……って、それで
着
 き
 替
 が

 えられるんなら、わざわざ俺にファスナー上げさせる必要なかったんじゃ……」

「あっはは、行ってきまーす」

　士道が言うと、七罪は
戯
 おど

 けるようにぺろりと舌を覗かせ、部屋を出ていった。
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「
古
 こ
 見
 み

 さーん、持ち込みの方、一三番でお待ちいただいてるそうです」

「はいはい……っと」

　週刊少年ブラスト編集部員・古見
健
 けん
 輔
 すけ

 は、小さく息を吐くと、作業中のデータを保存したのち、
椅
 い
 子
 す

 から立ち上がった。

「んじゃ、ちょっと見てきますわ」

　言って、小さくあくびをする。すると
隣
 となり

 のデスクにいた
同
 どう
 僚
 りよう

 が
肩
 かた

 をすくめて
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

「おいおい、
疲
 つか

 れてるのはわかるけど、持ち込みさんにはあんまり
面
 めん
 倒
 どう

 そうな顔見せるなよ？　金の卵かもしれないんだからな」

「はは……悪い悪い。でもここんとこずっと外れ続きでなあ……」

「まあ、たまにはそんなときもあるさ。でもわからんぜ？　あの
本
 ほん
 条
 じよう

 先生だって最初は持ち込みだったって言うじゃないか」

「いや一体何十年前の話してんだよ……」

　古見は同僚に苦笑を返すと、本や資料や編集者の
趣
 しゆ
 味
 み

 の雑品で
埋
 う

 め
尽
 つ

 くされた編集部を
抜
 ぬ

 け、エレベーターで二階まで降りていった。

　行く先は打ち合わせ用の簡易スペースである。広いフロアに机と椅子が
幾
 いく

 つも並び、それぞれがパーティションで区切られている。

　
既
 すで

 に受付を済ませた持ち込み希望者が待っているはずだ。古見は軽く
伸
 の

 びをしながら、指定された一三番スペースへと向かった。

「はいはい、お待たせしましたね、っと……」

　そんなことを考えながらスペースに入り──古見はビクッと肩を揺らした。

　理由は単純。椅子に座っていた持ち込み希望者の女性が、
鳥
 とり
 肌
 はだ

 が立つほどに美しかったからだ。

「──こんにちは。今日はよろしくお願いするわ」

　そう言って、女性がぱちりとウインクをする。古見は
銃
 じゆう
 弾
 だん

 で心臓を
撃
 う

 ち抜かれたように身体を震わせた。

「あら？　どうかしたかしら？」

「……！　い、いえ。なんでもありませんよ」

　古見はどうにか体面を取り
繕
 つくろ

 うと、椅子に
腰
 こし
 掛
 か

 けた。──青年誌の編集部にいたときは、名だたるグラビアアイドルたちとも仕事をしていた古見である。確かに少しは驚いたが、彼女たちに比べれば、このくらいの女……いや、うっわ、美人だなマジで……

　が、そこで思い直すように首を横に振る。彼女はピンナップを
撮
 と

 りにきたわけではない。
漫
 まん
 画
 が

 を持ち込みにきたのである。ならば重要なのは漫画の出来だ。顔で漫画を描くわけではない。評価にバイアスがかからぬよう、古見は頰を強く張った。

「では
早
 さつ
 速
 そく

 、原稿を拝見してもよろしいでしょうか」

「はい。じゃあ、お願いね」

　言って女性が、原稿の入った
紙
 かみ
 袋
 ぶくろ

 を差し出してくる。表には漫画のタイトルと『なつこ』の名があった。どうやらペンネームのつもりらしい。
随
 ずい
 分
 ぶん

 気の早いことだった。

「……ふむ」

　古見は紙袋から原稿を取り出すと、
丁
 てい
 寧
 ねい

 に視線を走らせていった。

　──まず、意外なほど絵が上手い。どこかでプロでやっていたのではないかと思うほどに。恐らく本条
蒼
 そう
 二
 じ

 ファンだろう。
絵
 え
 柄
 がら

 に少し
面
 おも
 影
 かげ

 がある。だが
真似
 まね

 というわけではなく、きちんと自分流に落とし込まれている。それに、キャラ造形がよい。それに話の展開も……えっ、マジ？　そんなんする？　うわ、これ一体どうなる……そう来るかぁぁぁッ！


「────
 ふはぁ」

　数分後。古見は大きく息を
吐
 は

 いた。息つく
暇
 ひま

 もなかったという表現があるが、本当に息ができなかったのは初めてだった。

　不思議な
感
 かん
 慨
 がい

 が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。──一〇年前、古見がまだ情熱に
溢
 あふ

 れた新人編集者であった頃の
記
 き
 憶
 おく

 が
甦
 よみがえ

 る。

　ああ、そうだ。古見だって夢見ていたのだ。在野に埋もれた天才との出会い。読んだ
瞬
 しゆん
 間
 かん
 衝
 しよう
 撃
 げき

 が走る
原
 げん
 稿
 こう

 。そんなものが存在すると信じて疑わなかった。
数多
 あまた

 の漫画家志望が夢想するサクセスストーリーは、編集者の側からしたって起こって欲しくて仕方のない夢物語だったのである。
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　けれど一〇年という
歳
 さい
 月
 げつ

 は、一人の情熱溢れる新人編集者に現実を教えるには十分に過ぎる時間だった。そんなものは、それこそ漫画の中の話なのだ。
摩
 ま
 耗
 もう

 と
妥
 だ
 協
 きよう

 の日々の中、そこそこの成果を収め、そこそこの失敗もし、そこそこの編集として落ち着いてしまった。時間がないと言い訳をし、仕方がないと自分に言い聞かせ、安定した
糧
 かて

 を得る代わりに、
躙
 にじ

 るように理想から遠ざかっていった一〇年間だった。

　しかし。
嗚呼
 ああ

 、しかし。この胸に
灯
 とも

 る火はなんだ。身体を
駆
 か

 け
巡
 めぐ

 る熱はなんだ。古見は深く息を吸ったのち、その言葉を吐き出した。

「──天才だ」

　そうとしか言いようがなかった。前のめりになりながら、もう一度最初から原稿を読み返す。

　──
素
 す
 晴
 ば

 らしい。読み切りとしても
完
 かん
 璧
 ぺき

 だが、そのまま
連
 れん
 載
 さい

 の一話としても成立する。何より古見自身が、この物語の続きを読みたくて仕方がなかった。

「あの、これ、別の出版社とかに持ち込んだりとかは──」

「いいえ、してないわ。ここが初めてよ」

「ですよね！　そりゃそうだ！」

　古見は思わず笑ってしまった。我ながら
馬
 ば
 鹿
 か

 な質問だ。もしこれが持ち込まれたというのにまだ雑誌に
掲
 けい
 載
 さい

 していないとしたら、その編集はとんだ無能である。

「あッ、あの、これを
是
 ぜ
 非
 ひ

 今度の増刊に掲載したいと思うのですが！」

「あら、本当？　それは光栄だわ。でも、そんなに簡単に決定しちゃっていいのかしら？」

　言って、なつこ（ペンネーム）がくすくすと微笑む。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 です！　この原稿なら絶対にＯＫが出ます！　もし編集長が
駄
 だ
 目
 め

 だというなら、俺はそんな見る目のない編集部
辞
 や

 めてやりますよ！」

　と、古見が勢いに任せて宣言すると、次の瞬間、パーティションで区切られた後方の席から「ほぉぉう？」という声が聞こえてきた。

「なんだぁ古見、随分熱血してるじゃねぇか」

「へッ、編集長！」

　パーティションの上から、ぬっと初老の男が顔を出す。どうやら編集長も打ち合わせ中だったらしい。

　編集長はぐるりと回り込んで古見たちのいるスペースに来ると、なつこの姿を見て目を細めた。

「んん？　モデルさんか？　グラビアなら青年誌の方が──」

「
違
 ちが

 います、持ち込みの方ですよ！」

「持ち込みぃ……？
 」

　編集長は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、古見の肩をぐいと引っ張り、ひそひそと声を発してきた。

「おい古見。確かにえれぇ美人だが、そんな理由で担当になるとか言うんじゃねぇだろうなぁ？」

「そ、そんなことしませんよ！　とにかく、これを読んでみてください！　私としては、次の増刊に掲載したいと思っています」

「あぁ……？
 」

　古見が原稿を差し出すと、編集長は
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔をしながらもそれを読んでいった。

　すると、読み進めるごとにその表情が変わっていき──

「……古見ぃ、だからおめぇは駄目なんだよ。これを増刊に掲載だぁ……？
 」

「な……っ、編集長、お言葉ですが──」

　が、古見が反論を述べようとすると、それを
遮
 さえぎ

 るように、再度編集長が肩を引っ張ってきた。そして、なつこに聞こえないくらいの声音で続けてくる。

「──増刊じゃねぇ。本誌だ。本人の前じゃ
滅
 めつ
 多
 た

 なことは言えねえが、これは間違いなくアンケートを取る。連載も視野に入れて打ち合わせを始めろ」

「……！　へッ、編集長！」

　古見がパァッと顔を明るくすると、編集長はニッと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 め、
握
 あく
 手
 しゆ

 を求めてきた。
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「──うがぁぁぁぁぁぁぁッ！
 」

　その日の夕方。持ち込みから帰ってきた七罪（
既
 すで

 に身体はもとの姿に
戻
 もど

 っていた）は、五河家を
訪
 おとず

 れるなりソファにダイブし、そのままクッションをボカスカと
殴
 なぐ

 り始めた。

「七罪……？　持ち込みの結果はどうだったんだ？」

　
恐
 おそ

 る恐る士道が問うと、七罪はキッと視線を
鋭
 するど

 くしたのち、目に
涙
 なみだ

 を
滲
 にじ

 ませながら
恨
 うら

 みがましい声を
響
 ひび

 かせてきた。

「どうもこうも……見たらわかるでしょ。全ッ然駄目だったわよ……！」

　そしてそう言って、「うぐぅぅ……
 」とクッションに
沈
 しず

 む。

「そりゃ初めて
描
 か

 いた漫画でデビュー決定！　なんて甘いことは思ってなかったけど、あそこまで言うことないじゃない……」

「そ、そんなにひどかったのか？」

「……持ち込み行ったときは大人バージョンだったからあんまり気にしてなかったけど、もとに戻ってから思い返してみるとだいぶ
貶
 けな

 されてた気がするわ……原稿読むなり笑われて『てｗｗｗんｗｗｗさｗｗｗいｗｗｗ』とか
煽
 あお

 られたし、別の出版社には持ち込みしてないって言ったら、『ですよね！　そりゃそうだ！　一回でも別のとこに行ってたら、こんなゴミ持ち込む勇気あるはずないっすもんね！（笑）』みたいなこと言われたし……」

「えぇ……」

　七罪の言葉に、士道は
汗
 あせ

 を滲ませた。持ち込みは編集者に直接意見をしてもらえる代わりに、シビアな評価をされることもあるとは聞いたことがあるが、まさかそこまでとは。

「なんか『ここまでアレだと、悪い例として増刊の投稿ページに
載
 の

 っけてみようかなあ』みたいなこと言ってたけど、そのあと編集長っぽい人が出てきて『だからおめぇは駄目なんだよ。
洒落
 しやれ

 になる駄目さとならない駄目さがあるだろ。これは後者だ』みたいに言ってた気がするし……」

「おいおい、ひどいな。本人を前にそこまで言うか……？」

「しかもその編集長、大人モードの私を見るなり、『漫画はゴミだが
身体
 からだ

 はエロいから、グラビアなら
紹
 しよう
 介
 かい

 してやるよ。ただしヌードだがなぁ！』とか言ってたような気がするし……」

「そ、そこまで……!?
 　許せないな！　七罪、気にすることないぞ！　そんな会社、こっちから願い下げだろ！」

　士道が言うと、七罪はよろよろと顔を上げ、力なくうなずいた。

「そ、そうよね……逆にあんなとこで仕事することにならなくてよかったかもしれないわね……」

「ああ、漫画家だけが仕事じゃないしな。また何か、七罪にできそうなことを探せばいいさ」

「あ……そういえば……」

　と、士道が言うと、七罪は何かを思い出したようにポケットから取り出したスマートフォンを操作し始めた。

「……次はこれ、やってみようと思うんだけど……」

「ん……？」

　七罪がスマートフォンの画面を向けてくる。士道はそこに表示されているウェブサイトに目をやった。

「小説家に
Ｎａｒｒｏｗ
 ナロー

 ……？　なんだこれ」

「……いわゆる、小説投稿サイトよ。プロアマ問わず、
誰
 だれ

 でも小説を書いて投稿できるの。んで、人気が出たら出版社から声がかかって
書
 しよ
 籍
 せき

 化することもあるんだって」

「へぇ、そりゃ
凄
 すご

 い。ていうか七罪、小説書けたのか」

「……いやまあほら、ラノベなんて日本語話せれば誰でも書けそうなところあるじゃん。ラノベ作家とか大半が
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 になりたかったけど絵が下手だから妥協したような連中だし、今の私にぴったりっていうか」

「いろんなところに敵を作りそうな発言は
止
 や

 めような！」

　なんだか危険な空気を感じて、士道は悲鳴じみた声を上げた。

　とはいえ、七罪がやる気になっていること自体は
歓
 かん
 迎
 げい

 すべきことである。士道は気を取り直すように息を吐いた。

「ま、がんばってみろよ」

「ん……」

　七罪は暗い顔のまま、しかししっかりとうなずいた。
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「ん……？」

　アストラル文庫編集長・
野
 の
 辺
 べ
 礼
 らい
 人
 と

 は、出社するなり、編集部の異変に気づいた。

　数名の編集者たちがスマートフォンやタブレットを手に集まり、何やら興奮した様子で話し込んでいたのである。

「どうした、何かあったのか？」

「あ、野辺さん。おはようございます。見ましたこれ？」

「あー……？
 」

　編集者がタブレットの画面を向けてくる。野辺は眼鏡の位置を直しながらそれを見やった。

「なんだ、Ｎａｒｒｏｗか。また
自
 じ
 称
 しよう

 未解決事件の犯人が現れたか？　それとも自称プロ作家が業界の内情
暴
 ばく
 露
 ろ

 でもしたとか？」

「いえ、凄い新作が投稿されたんですよ。作者は『
Ｎｕｔｓ
 ナツツ

 』って人で、どうやら初投稿らしいんですが、既に一〇〇万ＰＶを
超
 こ

 えてます」

「ふーん……」

　野辺は気のない返事をしながらタブレットを手に取り、画面をスクロールし始めた。

「ま、有望な新人が現れること自体は歓迎だけどさぁ、もうちょっと危機感持てよ君ら。本来新人
発
 はつ
 掘
 くつ

 の役割を
担
 にな

 ってたのは新人賞なわけよ？　ネット小説拾ってくるばっかじゃレーベルの体力も落ちていくし、もう少し編集者としてのプライドを……」

　と、説教モードに入っていた野辺はそこで言葉を止めた。

　意図してのことではない。半ば無意識のうちに、『Ｎｕｔｓ』の小説に
没
 ぼつ
 入
 にゆう

 してしまっていたのだ。

　──まず感じたのは文章の
巧
 たく

 みさ。
躍
 おど

 るようなリズムと軽快なテンポで
以
 もつ

 て
畳
 たた

 み
掛
 か

 けるように情景が頭に飛び込んでくる。時折光る
機
 き
 微
 び

 とどこか毒気のある
諧
 かい
 謔
 ぎやく

 。しかしあくまで読みやすく、作家の
独
 ひと

 り
善
 よ

 がりにならないギリギリのラインを
衝
 つ

 いてくる。キャラクターやストーリーもそうだ。エゴイスティックな
拘
 こだわ

 りと、
万
 ばん
 人
 にん

 に受け入れられる
普
 ふ
 遍
 へん

 性を
奇
 き
 跡
 せき

 のようなバランスで
紡
 つむ

 ぎ上げていた。スクロールをする手が止まらない。このキャラクターたちの
冒
 ぼう
 険
 けん

 が気になって仕方ない。野辺は、
瞬
 まばた

 きをすることも忘れ物語を
舐
 ねぶ

 った。

「…………
 だ？」

「はい？」

　小説を読み終えた野辺が言葉を
漏
 も

 らすと、編集者が不思議そうに首を
傾
 かし

 げてくる。野辺はバッと顔を上げると声を張り上げた。

「ウチで最初にこれを見つけたのは誰だ!?
 　書籍化
依
 い
 頼
 らい

 のメールは送ったんだろうな!?
 」

「え……っ、わ、私は
田
 た
 口
 ぐち

 から聞きましたけど……」

「僕は
坂
 さか
 本
 もと

 さんから……」

「いや私は……」

「
馬
 ば
 鹿
 か
 野
 や
 郎
 ろ

 ぉぉぉッ！
 　今すぐ送れ！　他社に取られる前にだッ！　あらゆる条件を
吞
 の

 むと伝えろ！　アニメ部のプロデューサーにも話を通しとけッ！」

『は……はいっ！』

　野辺の
一
 いつ
 喝
 かつ

 に、編集者たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に返事をした。
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「──あぁぁぁぁぁぁぁ……ッ！
 」

　七罪がウェブサイトに小説を
投
 とう
 稿
 こう

 すると言ってから数日後。

　五河家を訪れた七罪は、漫画の持ち込みに行った日のように、
鬱
 うつ
 々
 うつ

 とした
叫
 さけ

 びを上げながらクッションに八つ当たりをしていた。

「ど、どうした七罪……？」

　士道が言うと、七罪はクッションに顔を押しつけ『クソがぁぁぁぁぁぁぁッ！
 』とくぐもった叫びを上げてから顔を向けてきた。

「……前言ってたＮａｒｒｏｗ、あれに小説投稿してみたんだけど……」

「えっ、もうか？　
随
 ずい
 分
 ぶん

 早いな」

「……まあ、新人賞と
違
 ちが

 って未完成状態でも投稿できるのがネットの強みだしね。いつでも改稿、追加できるし」

「はー……なるほど。……で、そんなに
荒
 あ

 れてるってことは……」

　士道の言葉に、七罪はぐぬぬと
呻
 うめ

 き、ソファにダイブしてバタバタと足を動かした。

「ええそうよ！　
駄
 だ
 目
 め

 ッ駄目の駄目だったわよ！　しかもスルーされるんならまだしも、どっかの
掲
 けい
 示
 じ
 板
 ばん

 かＳＮＳに
晒
 さら

 し上げられたのか、荒らしみたいなコメントいっぱい付くし……！」

「荒らしって……一体どんな？」

「……『へー！　凄い！　こんな手があったとは！』『たのしみにしてます！』『クオリティヤバいっすね！』『そこにシビれる
憧
 あこが

 れるゥ！』……」

「え？　それって
褒
 ほ

 めてるんじゃないのか？」

「……甘いわね。単純な縦読みよ。そのコメントを並べて最初の文字を拾ってみなさい」

「？　ええと……『へ』『た』『く』『そ』……？」

「そうよ！　わからないとでも思ったかクソッ！　それになんかやたらと変なメールまでくるし……！」

「変なメール……？」

「……ええ、出版社を名乗ってたわ。なんでもこの話を書籍化したいとか」

「へっ？　凄いじゃないか！」

「そんなのが一気に一〇通もくると思う!?
 　明らかにイタズラよ！　真に受けて返信したら文面晒されて笑いものにされるだけだっての！　
騙
 だま

 されるかチクショォォォォッ！
 」

　叫び、七罪が手にしていたクッションを
放
 ほう

 り投げる。クッションは
天
 てん
 井
 じよう

 にぶつかると、七罪の顔にボスッと落ちた。

　それに合わせるように、七罪がジタバタさせていた手足の動きを止める。

「……ああ、もう、やっぱり
腐
 くさ

 っても小説よ。私なんかには無理だったんだわ……」

「いや、始めたばっかりじゃないか。そんなに簡単に
諦
 あきら

 めなくても──」

　が、士道が
慰
 なぐさ

 めようとすると、七罪は不意にガバッと身を起こし、ポケットから取り出したスマートフォンの画面を示してきた。

「……ってなわけで、次はこれでいこうと思うんだけど」

「へ？　これは……」

　画面を
覗
 のぞ

 き込み、士道は目を丸くした。どうやらそれは動画投稿サイトらしい。
可愛
 かわい

 らしい女の子のイラストが
描
 か

 かれた動画に『オリジナル曲』というタグが付いていた。

「……
Ｄ
 デスク
 Ｔ
 トツプ
 Ｍ
 ミユージツク

 ……要はパソコンの打ち込みとかで曲を作って、ボーカロイドに歌わせてるわけよ。
上手
 うま

 く人気が出れば、個人でもＣＤが出せるらしいわ。……ま、今は配信の方が主流かもだけど」

「はあ。でも作曲って難しいんじゃないのか……？　かなり専門技術が要されそうな気が……」

「……まあ、ゼロからやればそうかもしれないけど、ほら、私、人の
真似
 まね

 するのだけは得意だし。適当に何曲か売れてそうな曲をミックスすればオリジナルっぽくなるでしょ。歌詞もなんか定型文から適当に拾ってけばそれっぽくなるし」

「そ、それって
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なのか……？」

「……音の組み合わせパターンなんて限られてるし、まったく
被
 かぶ

 らずに曲作るなんてほぼ不可能でしょ。実際プロも平然とパクってたりするんだから平気平気」

「だから
無
 む
 闇
 やみ

 に
喧
 けん
 嘩
 か

 売るの止めような!?
 」

　士道が叫ぶも、七罪は
疲
 つか

 れ切った顔で「……ははっ」と
乾
 かわ

 いた
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべるのみだった。





　　　　◇





『──初めて「なつＰ」に出会ったときの感想？

　そうね……一言で言うなら、「革命」かしら。いえ、出会ったといっても直接顔を合わせたわけではないのだけれど、むしろ
平
 へい
 々
 へい
 凡
 ぼん
 々
 ぼん

 な
挨
 あい
 拶
 さつ

 よりも彼女──性別は公開されていないけどあの感性は少女のモノよ──の
魂
 たましい

 とダイレクトに対面できた気がしたわ。

　彼女の曲を初めて
聴
 き

 いたとき、アタシの
身体
 からだ

 に新たな回路が生まれてしまったの。そう。あのとき、アタシは二度目の誕生を
迎
 むか

 えたのよ。──センシティヴでプリミティヴな
旋
 せん
 律
 りつ

 、ナイーヴでありながらアグレッシヴな歌詞。アタシは
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で
虜
 とりこ

 になったわ。低迷が続く音楽業界の救世主が現れたのだと信じて疑わなかった。

　──ええ、もちろん
早
 さつ
 急
 きゆう

 にコンタクトを試みたわ。けれど彼女から返信はなかった。結論から言えば、「なつＰ」の正体は最後までわからなかったのよ。

　でも、彼女の音楽は何人もの作曲家やミュージシャンに深い
爪
 つめ
 痕
 あと

 を残したわ。──アタシ、今になって思うの。もしかしたら「なつＰ」は、音楽の神様が地上に
遣
 つか

 わした天使だったんじゃないかって』


（株式会社アポロンミュージック、プロデューサー　ＭＡＩＫＯ）











『音楽を始めたきっかけ──ですか。

　……もう何年前になりますかね、いっとき動画サイトで話題になった「なつＰ」って知ってますか？

　当時僕はサラリーマンだったんですけど、あの人の曲を聴いたとき、「おまえは本当にそれでいいのか!?
 」って言われた気がしたんですよ。「一度きりの人生、
我
 が
 慢
 まん

 して生きているだけで満足か!?
 」って。いや、我ながらどうかしてたとは思うんですけど（笑）。

　あの曲があったお
陰
 かげ

 で、今の僕があるのは間違いないです。すぐさま会社に辞表を出して、なけなしの貯金をはたいてギターを買って、ストリートミュージシャンを始めました。そしてなんやかやあって、今に至ります。

　……あ、気づいちゃいました？　実は芸名、「なつＰ」から取ってるんですよ（笑）』


（ミュージシャン　
夏
 なつ
 日
 び
 琢
 たく
 磨
 ま

 ）











『「なつＰ」という名前に聞き覚えはあるでしょうか。数年前、ネットの海に
彗
 すい
 星
 せい

 の
如
 ごと

 く現れた作曲家です。「なつＰ」の作った曲は
瞬
 またた

 く間に人々を
魅
 み
 了
 りよう

 しましたが、なぜかたった一曲でその活動を停止してしまいました。死亡説、実はプロの別名義であった説など、さまざまな説が
囁
 ささや

 かれましたが、真相は明らかになっていません。

　ですが、ここに
奇
 き
 妙
 みよう

 な
符
 ふ
 合
 ごう

 があります。「なつＰ」が曲を動画サイトにアップした日時、それは、あの
夭
 よう
 折
 せつ

 の天才作曲家、
守
 もう
 利
 り

 アルトの命日とまったく同じだったのです。

　そしてプロが
分
 ぶん
 析
 せき

 したところ、「なつＰ」の曲調には守利の
特
 とく
 徴
 ちよう

 が
色
 いろ
 濃
 こ

 く見受けられたというのです。これは一体何を示すのでしょうか。

　守利は
数多
 あまた

 の名曲を作りましたが、同時に、いくつかの未発表曲を
遺
 のこ

 していたとも言われています。もしかしたら、その未発表曲を知る
弟
 で
 子
 し

 や家族が、彼の命日に合わせて全世界に曲をプレゼントしてくれたのかもしれません。

　信じるか信じないかは、あなた
次
 し
 第
 だい

 です』


（都市伝説研究家　
恐
 おそれ
 山
 ざん
 恐
 きよう
 太
 た
 郎
 ろう

 ）
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「……あああああああ……」

　オリジナル曲を動画投稿サイトにアップすると言ってから、数日。

　七罪は例の如く五河家にやってきて、クッションに
幾
 いく
 度
 ど

 も頭を
叩
 たた

 き付けていた。

「くぬ……っ、くぬ……っ！
 　
馬
 ば
 鹿
 か

 にしやがってェ……馬鹿にしやがってェ……！
 」

「……駄目だったみたいだな？」

　もうその反応を見るだけでなんとなくわかってしまった。
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら問う。

　すると七罪はガバッと顔を上げたのち、くしゃっと表情を
歪
 ゆが

 めてきた。

「……ええ、そうよ！　笑いたきゃ笑えば!?
 　Ｎａｒｒｏｗのときと同じよ！　拡散されて笑いものにされて
煽
 あお

 りコメントばっか付いて！　来たメールにはセンシティヴだかプリミティヴだかヴァルヴレイヴだか意味わかんないことしか書いてないし……！」

　言って、七罪がクッションに
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 し、泳ぐように足をバタバタさせる。……なんだかよくわからないが、つまり駄目だったということだけはわかった。

「ああ……最初からわかってたのよ。私みたいな
凡
 ぼん
 才
 さい

 以下のボンクラが何やったところで無駄だなんて……結局私は現実を見たくなかっただけなのよ……私みたいなゴミクズ、ニートがお似合いだわ……
闇
 やみ

 に
隠
 かく

 れて生きます……早く人間になりたい……」

「そんなネガティブになるなって……最初から
上手
 うま

 くいく人なんていないだろ？」

　士道が
宥
 なだ

 めようとするも、七罪はすっかり自信を失ってしまっているようだった。……いや、
常
 つね
 日
 ひ
 頃
 ごろ

 から自信という言葉とは
無
 む
 縁
 えん

 な少女なのだが、
普
 ふ
 段
 だん

 が
茹
 ゆ

 ですぎたうどんなら、今は
重
 おも
 湯
 ゆ

 くらいのぐずぐずっぷりだった。三連続で自分のセンスを否定されたのが、想像以上に
応
 こた

 えているらしい。……そもそも七罪は
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 や小説家、作曲家になりたかったわけではなく、ただ単に学校に通いたくないだけなのだが。

　と、士道がそんなことを考えていると、不意にピンポンとチャイムが鳴った。

「……ん？　宅配便か？」

　が、士道が
廊
 ろう
 下
 か

 に出るよりも早く、
玄
 げん
 関
 かん

 が開いた音がしたかと思うと、リビングに見知った顔の少女がやってきた。

　ふわふわの
髪
 かみ

 に
優
 やさ

 しげな
双
 そう
 眸
 ぼう

 。左手にウサギのパペットを着けた少女──四糸乃である。

「あ──七罪さん、やっぱりここでしたか」

「……!?
 　四糸乃!?
 」

　不意に名前を呼ばれ、とろけるチーズのようにソファに横になっていた七罪が、しゃきんと姿勢を正す。

「ど、どどどうしたの四糸乃、こんなところに……」

「こんなところって」

　七罪の言葉に苦笑しながら、士道は四糸乃の方に視線をやった。

「でも、
珍
 めずら

 しいな。チャイムを鳴らすなんて。別に普通に入ってきていいのに」

「あ……いえ、チャイムを押したのは私じゃなくて……」

　と、四糸乃がそこで後方を見やる。

　するとそれに合わせるようにして、廊下の方から中学校の制服を
纏
 まと

 った少女が二人、姿を現した。

　一人はやけに
華
 はな

 やかな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 の少女、もう一人は、反して大人しそうな少女である。二人並んでいると、お
嬢
 じよう
 様
 さま

 とそのお付きのように見えた。

「──お
邪
 じや
 魔
 ま

 します」

「私もついでにお邪魔します」

「な……!?
 」

　その二人の顔を見て、七罪が顔を
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染めた。

「か、
花
 か
 音
 のん

 に
紀
 のり
 子
 こ

 ……!?
 」

　七罪が発した名前に、そして二人の
装
 よそお

 いに、ピンとくる。以前七罪と四糸乃が体験入学に行った際にできたという友だち、
綾
 あやの
 小
 こう
 路
 じ

 花音と
小
 お
 槻
 つき

 紀子だろう。

「ええ、久しぶりね、七罪さん」

「な、なんであんたたちがここに……？」

「なんでとはご挨拶ね。──ほら」

　言って、花音が手にしていた
鞄
 かばん

 からノートのようなものを取り出し、七罪に
手
 て
 渡
 わた

 す。七罪は半ば
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とそれを受け取ると、
困
 こん
 惑
 わく

 した様子でノートの表紙と花音の顔を
交
 こう
 互
 ご

 に見た。

「……な、なにこれ」

「授業の要点を纏めておいたわ。好きに使ってちょうだい」

「は……？　な、なんでそんなもの……」

　七罪が
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、花音の後方に立っていた紀子が囁くように告げた。

「四月から七罪さんと四糸乃さんが正式に入学してくるって聞いたもんですから、花音さんたらもー喜んじゃって。授業についていけなくてまた休学したりしたら大変じゃない！　っていってここ数日しこしこと……」

「余計なことは言わなくていいの！」

　花音が悲鳴じみた声を上げ、紀子にチョップをする。紀子は器用に身体を反らしてそれをかわした。

「……とにかく、前の学校で何があったかは知らないけど、別にちょっとくらい不登校期間があっても全然問題ないから！」

「へ……？」

　七罪は一瞬ポカンとした顔をしたが、すぐに何かを思い出したように「あ」と短い声を発した。

　次いで、士道も思い当たる。そういえば、
妙
 みよう

 な時期に体験入学をするに当たって、七罪と四糸乃にはそんな設定がされていると聞いたような気がした。

　すると、またも花音の背後から、紀子がぽつりと言ってくる。

「ホントですよ。実際花音さんも、昔いろいろあってしばらく不登校でしたけど、今じゃこの仕上がりですから」

「だから余計なこと言わなくていいっつってんでしょ紀子ォ！」

　花音が手を
振
 ふ

 り回し、またも紀子がそれを
避
 よ

 ける。勢い余って
壁
 かべ

 を
殴
 なぐ

 ってしまい、花音が痛そうに手をさすった。

「だ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ……？」

「問題ないわ！」

　心配そうに七罪が
覗
 のぞ

 き込むと、花音はピンと背筋を
伸
 の

 ばしてみせた。目の
端
 はし

 に
微
 かす

 かに
涙
 なみだ

 が
溜
 た

 まっていたが、
指
 し
 摘
 てき

 しないのが情けだろう。

「用件はそれだけよ！　もし
他
 ほか

 に必要なものがあったら言ってちょうだい」

「え、いや……だって……なんでそこまで……」

「なんでって──」

　七罪が
辿
 たど
 々
 たど

 しく言うと、花音はかぁっと
頰
 ほお

 を赤らめながら視線を
逸
 そ

 らした。

「私たち……とッ、友だち……でしょ」

「────
 」

　花音の言葉に、七罪が目を丸くし、四糸乃が少し
恥
 は

 ずかしそうに
微笑
 ほほえ

 む。

　花音はしばしの間無言でいたが、やがて
沈
 ちん
 黙
 もく

 に
耐
 た

 えきれなくなったようにバッと
身体
 からだ

 を
翻
 ひるがえ

 した。

「お邪魔したわね！　行くわよ紀子！」

「あ、はいはい。じゃあ、また学校で、四糸乃さん、七罪さん」

　言って、二人が去っていく。その際士道に向かって「お邪魔しました」と礼をしてきた。きちんとした子たちである。

　士道はそんな二人の背を見送ったあと、
隣
 となり

 に立った七罪に目をやった。

「……また学校で、だってさ」

「…………
 」

　士道が言うと、七罪は手にしたノートをぎゅっと
握
 にぎ

 りしめ、

「…………
 考えとく」

　と、恥ずかしそうに
呟
 つぶや

 いた。





　　　　◇





　その日の夜。例の如く五河家には
精
 せい
 霊
 れい

 たちが集まっていた。

　別にルールを定めているわけではないのだが、
皆
 みな

 夕食時になると、どこからともなく集まってくるのだ。今日の夕食は
豚
 ぶた

 バラ肉と白菜のミルフィーユ
鍋
 なべ

 。ポン
酢
 ず

 でさっぱりといただく一品だ。この人数になってくると、一度に大量に作れる鍋が実に重宝するのである。

「んやー！　
美味
 うま

 い！　相変わらず少年の料理は絶品だねぇ！　いつでもお
婿
 むこ

 に来れちゃうぜこりゃー！」

　言って二亜が、ポーンといい音をさせて
膝
 ひざ

 を叩く。相変わらずの調子に、士道はあははと苦笑した。

「はは、ありがとよ」

「いやホントにさぁ。いきなりお婿とは言わないけどメシスタントから始めてみない？　お給料
弾
 はず

 むよ？」

「ありがたい話だけど、それってうちに夕飯食べに来るのとあんまり変わらないんじゃないか？」

「いやいやいや！　
締
 しめ
 切
 きり

 前は一分一秒が生死を分けるんだよ！　うちからここまでの往復時間の間に、どれだけの線が引けることか！」

「その割にはここんとこ毎日夕飯食べに来てる気がするんだけど……ホントに仕事してるのか？」

「してるってばぁ！　今週号のブラスト読んだ!?
 　
衝
 しよう
 撃
 げき

 の展開だぜー!?
 」

　と、二亜はそこで、何かを思い出したように言葉を続けた。

「──あ、そういえばブラストで思い出したけど、何日か前、
凄
 すご

 い新人が持ち込みに来たんだって」

「凄い新人？」

「んー。あたしも
原
 げん
 稿
 こう

 読ませてもらったけど、かなり
面
 おも
 白
 しろ

 かった。あれは
素人
 しろうと

 の線じゃないね。しかもなんかすごい美人だったみたいで、編集部
騒
 そう
 然
 ぜん

 。みんなメロメロでやんなっちゃう。もー、ブラストにはあたしっていう美人作家がいるってのにねー」

「
驚
 きよう
 嘆
 たん

 。そんな人がいるのですね」

　二亜の向かいで鍋を食べていた夕弦が、
驚
 おどろ

 いたように目を丸くする。すると二亜が、ヒラヒラと手を振りながら笑った。

「でもこれがさぁ、
連
 れん
 載
 さい
 間
 ま
 違
 ちが

 いなしって言われてたのに、
連
 れん
 絡
 らく

 付かなくなっちゃったんだって。
封
 ふう
 筒
 とう

 に書かれてたのもペンネームだけで、手がかり
一
 いつ
 切
 さい

 ナシ。担当した編集者がしょぼくれちゃってもー大変。キツネにでも化かされたんじゃないかってもっぱらの
噂
 うわさ

 よ」

「
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 。そういえば夕弦も最近、似たような話を聞いた気がします」

「え？」

　二亜が首を
傾
 かし

 げると、夕弦は隣に座っていた耶俱矢の方を見た。すると耶俱矢が、何かを思い出したように「ああ」と
首
 しゆ
 肯
 こう

 する。

「闇に包まれし
隠
 いん
 者
 じや

 のことであるな。我が時折目を通す電子の海の辺境にて、天才の名を
恣
 ほしいまま

 にしながら、姿を消した
謎
 なぞ

 の作家がいるのだ」

「追記。同じサイトで耶俱矢が投稿した小説は、一ヶ月で二〇〇ＰＶしかありませんでした。ちなみにうち五〇ＰＶは耶俱矢本人です」

「その情報今いる!?
 」

「補足。そして残りの一五〇ＰＶのうち五〇ＰＶは夕弦です」

「え……っ？
 」

　夕弦の言葉に、耶俱矢がカチャーン、と
箸
 はし

 を取り落とす。……なんだか
可哀
 かわい
 相
 そう

 なのでそっとしておくことにした。

「あー、そういえばぁ」

　と、次いで声を発したのは美九だった。これまた何か思い当たることがあったように、指をピンと立てて話を始める。

「私も似たような話聞きましたよぉ。凄い天才作曲家が現れたらしいんですけど、どのプロデューサーも連絡が取れなくて困ってるみたいですぅ」

「へー……」

　などと皆が話していると、七罪が半眼を作りながら息を
吐
 は

 いた。

「……もったいない話ね。才能があるやつの考えはよくわからないわ」















「シドーシドー！　見てくれシドー！　
上手
 うま

 くできたぞ！」

「ふむん……こうかの」

「！　
六
 む
 喰
 くろ

 さん、上手です」

　とある日の昼下がり。精霊マンション一階に位置する調理スペースには、そんな
喧
 けん
 騒
 そう

 が満ちていた。

　色とりどりのエプロンを身につけた精霊たちが広い調理台に向かい、
真
 しん
 剣
 けん

 な顔をしながら弁当箱に料理を
詰
 つ

 め込んでいる。そしてそんな彼女らの手元を見ながら、
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 が
優
 やさ

 しげに
微笑
 ほほえ

 んでいた。

「おう、上手いぞみんな。──あ、
琴
 こと
 里
 り

 、そこはもう少しそぼろを詰めた方が
見
 み
 栄
 ば

 えがいいかもな」

「わ、わかってるわよ。今やろうと思ってたの」

　士道の妹・琴里が、
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませながら、弁当箱を注視するように身体を前に
倒
 たお

 す。
日
 ひ
 頃
 ごろ
 歳
 とし

 に似合わぬ
貫
 かん
 禄
 ろく

 を見せる彼女ではあるけれど、どうやら料理はあまり得意ではないようだった。

「…………
 」

　そんな調理スペースの様子を
眺
 なが

 めながら、
鳶
 とび
 一
 いち
 折
 おり
 紙
 がみ

 は静かに目を細めた。

　──
発
 ほつ
 端
 たん

 は確か、テレビのキャラ弁特集を見た
十
 とお
 香
 か

 や
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 が、
是
 ぜ
 非
 ひ

 自分も作ってみたいと、士道に教えを
請
 こ

 うたことだ。そしてそれなら私も、私も、と精霊たちが加わっていき、結局、〈ラタトスク〉保護下の精霊全員参加の一大イベントになってしまったのである。

　それ自体に問題はない。折紙としても士道と料理ができるのは非常に楽しかった。

　だが──

「…………
 」

　十香、四糸乃、琴里、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、
二
 に
 亜
 あ

 、六喰。

　折紙は、士道を取り巻く
精
 せい
 霊
 れい

 たちを
見
 み
 渡
 わた

 すように
眼
 がん
 窩
 か

 の中で視線を
巡
 めぐ

 らすと、細く息を吐いた。

　──多すぎる。

　改めて、その事実を
認
 にん
 識
 しき

 する。

　そう。精霊の力を
封
 ふう
 印
 いん

 し保護するという〈ラタトスク〉の目的上仕方のないことではあるのだが、士道の未来の
伴
 はん
 侶
 りよ

 としては、彼の周りに、彼のことを
憎
 にく

 からず思う少女たちが何人もいることに、小さな危機感を覚えずにはいられなかったのである。

　無論、
誰
 だれ

 を愛そうがどんなに
汚
 けが

 れようがかまわぬ、最後にこの折紙の横におればよい、と思ってはいるのだが、折紙とて
恋
 こい

 する女の子。
優
 ゆう
 柔
 じゆう
 不
 ふ
 断
 だん

 な彼の態度にドギマギすることだってあるのだ。

　しかも、精霊たちは
揃
 そろ

 いも揃って美少女ばかりである。
如何
 いか

 に折紙という心に決めた相手がいようと、士道の生物的本能が反応してしまうのも
致
 いた

 し方のないことなのかもしれなかった。

「……やはり、将来のために、もっと足場を
盤
 ばん
 石
 じやく

 にしておくべき」

　折紙は、小さな声でそう
呟
 つぶや

 くと、ぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 った。





　　　　◇





　翌日。動きやすいスポーツウェアに身を包んだ折紙は、昨日のうちに用意していたリュックサックを背負って自宅を出た。

　天気は快晴。天が折紙の後押しをしてくれているかのような、絶好の外出
日和
 びより

 である。折紙は手慣れた調子で
玄
 げん
 関
 かん

 の
扉
 とびら

 に
鍵
 かぎ

 をかけると、目的の場所へと足を向けた。

　と──

「──
挨
 あい
 拶
 さつ

 。おはようございます、マスター折紙」

「……！」

　そこで不意に声をかけられ、折紙はぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。

　見やるとそこに、長い
髪
 かみ

 を三つ編みに
結
 ゆ

 わえた少女が立っていることがわかる。彼女の顔を見て、折紙は無表情のまま
唇
 くちびる

 を動かした。

「夕弦。どうしてここに」

　そう。まるで折紙が出てくるのを待ち
伏
 ぶ

 せしていたかのようなタイミングで顔を出したのは、精霊・
八
 や
 舞
 まい

 夕弦その人であった。

「
微
 び
 笑
 しよう

 。マスター折紙こそどちらへ行かれるのですか？　昨日、何やら気になることを呟かれていた様子でしたが」

「…………
 」

　どうやら昨日の独り言を聞かれていたらしい。折紙は観念したように小さく息を吐いた。

「──
花
 はな
 嫁
 よめ
 修
 しゆ
 業
 ぎよう

 」

「……！」

　折紙の言葉に、夕弦は目を丸くする。

「
驚
 きよう
 嘆
 たん

 。花嫁修業とは……あの花嫁修業ですか？　
結
 けつ
 婚
 こん

 前に、料理や
裁
 さい
 縫
 ほう

 などの勉強をしておくという、あの？」

「そう」

　折紙はうなずくと、あとを続けた。

「家事面で士道を支えられる精霊は少ない。ならば、それを
鍛
 きた

 えるのは将来のために非常に有効な手段」

「理解。なるほど……しかし、マスター折紙の家事スキルであれば
既
 すで

 に十分なのでは？」

「甘い。確かに一通りのことはできるつもりだけれど、最大のライバルがいる」

「
怪
 け
 訝
 げん

 。ライバル……ですか？」

「士道自身」

「……
納
 なつ
 得
 とく

 。あー……」

　折紙が言うと、夕弦は額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

　夕弦の言うとおり折紙も、一通りの家事はこなすことができる。だが、そもそもまず士道自身が、料理上手の裁縫上手なのである。だからこそ、そんな士道に一目置いてもらうためには、さらなる
研
 けん
 鑽
 さん

 が必要と考えたのだ。

　と、そこで、
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら深々とうなずいていた夕弦が、まっすぐ折紙の目を見てくる。

「
請
 せい
 願
 がん

 。マスター折紙の
慧
 けい
 眼
 がん

 、いつもながら感服しました。是非、この夕弦も供に加えてください」

「…………
 」

　ある程度予想していた反応である。折紙はしばしの間無言になった。

　夕弦も士道の周りの精霊の一人。いわば敵に塩を送るようなものである。だが、ここで断って
皆
 みな

 に話を広められるのもまた困りものだった。特に
好
 こう
 奇
 き
 心
 しん
 旺
 おう
 盛
 せい

 な十香や四糸乃、耶俱矢などに聞かれようものなら、花嫁修業!?
 　私もやるぞ！　と、結局昨日のキャラ弁パーティーのような全員参加イベントになってしまいかねない。

「──本当に付いてこれる？」

「……！　首肯。はい……！」

　折紙が短く告げると、夕弦は力強く首を前に倒した。

　折紙もまた首肯を
以
 もつ

 てそれに返すと、そのまま道を歩き始めた。夕弦が、
桃
 もも
 太
 た
 郎
 ろう

 に従うお供のようにあとを追ってくる。

「意外。しかし、このあたりに料理教室があるとは知りませんでした」

「厳密には料理教室というわけではない」

「疑問。では裁縫教室ですか？」

「それも
違
 ちが

 う」

「質問。では──」

　と、夕弦がそこで言葉を止める。

　その理由は、問わずとも知れた。折紙と夕弦が歩く道の前方に、見知った顔があったからだ。

「ええと……確かこの辺りですよねぇ……？
 」

　などと呟きながら、眼鏡をかけた
小
 こ
 柄
 がら

 な女性が、手にしたチラシと辺りの風景を
交
 こう
 互
 ご

 に見ている。

「あれは──」

「同調。タマちゃん先生です」

　折紙と夕弦が言うと、眼鏡の女性──折紙のクラスの担任
教
 きよう
 諭
 ゆ

 ・
岡
 おか
 峰
 みね
 珠
 たま
 恵
 え

 が、こちらに気づいたように目を見開いてきた。

「あっ、鳶一さんに……
隣
 となり

 のクラスの八舞さん！　
奇
 き
 遇
 ぐう

 ですねぇ、こんなところで会うなんて」

「おはようございます。先生は一体何を？」

　折紙が折り目正しく礼をすると、タマちゃん先生は手にしたチラシをヒラヒラさせてきた。

「いやぁ、実はこの辺に花嫁修業教室があるってチラシが入ってたものですからぁ……」

　そしてそう言って、うふふ、と微笑んでみせる。その言葉に、折紙は眉の
端
 はし

 を小さく揺らし、夕弦はどこか
憐
 れん
 憫
 びん

 の滲んだ表情を作った。

「そう……」

「悲痛。そうですね、
頑
 がん
 張
 ば

 っていればいつかは、タマちゃんにもいい人が現れますよ……」

「ちょっ、なんですかその反応はぁ！　私にだっていい人の一人くらい──」

「質問。いるのですか？」

　夕弦が言うと、タマちゃんは「んっふっふー」と目元と口元をニンマリさせた。

「いやぁ、別にすぐ結婚とかそういうわけじゃないんですけどぉ、この前婚活パーティーでお会いした方と
連
 れん
 絡
 らく

 を取り合っていましてぇ……んにゅふふふ……」

　そしてそう言って、
恥
 は

 ずかしそうに、しかし
自
 じ
 慢
 まん

 したくて仕方がないといった様子で笑い声を
漏
 も

 らす。どうやら彼女も、折紙たちと同じ目的地を目指していたようだ。

　けれど今は、それ以上に気になることがあった。タマちゃんの言葉に、折紙と夕弦は顔を見合わせる。

「──先生、落ち着いて。相手の本名と住所は押さえている？　自己申告は信用できない。最低でも
運
 うん
 転
 てん
 免
 めん
 許
 きよ
 証
 しよう

 をチェックして。実は母が病気でお金が必要なんだ……と言われても絶対に出しては
駄
 だ
 目
 め

 」

「警告。二人の将来のために結婚資金を
貯
 た

 めておこう、と言われても、必ずそれぞれの口座で管理してください。決して相手にお金を預けてはいけません」

「いやなんで
詐
 さ
 欺
 ぎ

 前提なんですか!?
 　ちゃんとした人ですからね!?
 」

　二人の
指
 し
 摘
 てき

 に、タマちゃんがたまらずといった様子で
叫
 さけ

 ぶ。が、折紙と夕弦の目は
疑
 ぎ
 惑
 わく

 に満ちたままだった。

「疑念。本当ですか？」

「本当ですよぉ！　いい人なんですからぁ！　背がスラッと高くて、格好良くて、どこかの国の王子様みたいな声で……『美しいあなたに似合うと思います』って、この辺の中学校の制服の画像を送ってきてくれたりして……」

『…………
 』

　折紙と夕弦は再び顔を見合わせた。言葉を
交
 か

 わさずとも、
互
 たが

 いに同じ感想を
抱
 いだ

 いていることははっきりとわかった。

「……指摘。タマちゃん先生、それは──」

　が、そこで、夕弦が言葉を止める。

　理由は単純。夕弦の言葉を
遮
 さえぎ

 るように、道の向こうから白のワゴン車が走ってきて、三人の前でキキッと停車したのである。

「きゃっ、何ですこの車？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことにタマちゃんがビクッと
肩
 かた

 を揺らす。するとそれに
応
 こた

 えるかのように運転席の窓が開いていき、目つきの悪い女性が顔を出した。

「──花嫁修業の希望者か？」

「そう」

　
呆
 あつ
 気
 け

 に取られる夕弦とタマちゃんとは対照的に、折紙はまったく
狼狽
 うろた

 えることなくそう返した。すると運転手の女性は親指で後部座席を示すと、「乗れ」とだけ言って窓を閉める。

　折紙は何の
躊躇
 ためら

 いもなくワゴンの
扉
 とびら

 を開くと、その中に乗り込んでいった。

「怪訝。マスター折紙、これは一体」

「ちょっ、と、鳶一さん！　
怪
 あや

 しい車に乗っちゃだめですよ！」

「問題ない。これが私が待っていた車。無理
強
 じ

 いはしない。気が乗らないのなら好きにして」

　折紙が
淡
 たん
 々
 たん

 と言うと、夕弦とタマちゃんはやや
不
 ふ
 審
 しん

 そうにしながらも、車に乗り込んだ。









　そして、そのままどれくらい走っただろうか。

『──フン！　ハッ！』

『──フン、ハ！』

　折紙たち一行を乗せた車は、街を
抜
 ぬ

 け野を
越
 こ

 え、深い森に囲まれた寺のような建物へと
辿
 たど

 り着いた。

「……ええと」

「疑問。ここは一体……」

　車から降りたタマちゃんと夕弦が、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とした様子で立ち
尽
 つ

 くす。

　とはいえそれも無理からぬことではあった。何しろ、寺の門をくぐった先に広がる広場には──

『──フン！　ハッ！』

『──フン、ハ！』

　一糸乱れぬ動きで
鍛
 たん
 錬
 れん

 を行う、
幾
 いく
 人
 にん

 もの
修
 しゆ
 行
 ぎよう
 者
 しや

 たちの姿があったのだから。

　しかも、ただの修行者ではない。そこにいるのは
全
 すべ

 て女性であり──皆一様にウェディングドレスを身に
纏
 まと

 って、手にはブーケを
握
 にぎ

 っていたのである。確かに少し変わった光景かもしれなかった。

「──ホホホ、ようこそお
嬢
 じよう

 さん方。花嫁修業の聖地、
魂
 こん
 活
 かつ
 寺
 じ

 へ」

　と、夕弦とタマちゃんが辺りに広がる光景に目を丸くしていると、前方からそんな声が
響
 ひび

 いてきた。

　見やると、
歳
 とし

 の
頃
 ころ

 六〇歳ほどの女性が、修行者と
思
 おぼ

 しきお供を二人従えて、寺の奥から歩いてきていることがわかる。彼女もまたその身にウェディングドレスを帯びていたのだが、修行者たちのそれよりも色が白く、またベールやスカートの
裾
 すそ

 が長かった。その
佇
 たたず

 まいはまさに長老といった
風
 ふ
 情
 ぜい

 であるが、背筋はピンと
伸
 の

 び、足取りもしっかりとしている。

「
花
 はな
 嫁
 よめ
 修
 しゆ
 業
 ぎよう

 の聖地……」

「
確
 かく
 認
 にん

 。魂活寺……ですか」

　タマちゃんと夕弦がポカンとした様子で聞き返す。折紙はそれに応えるように「そう」とうなずいた。

「花嫁修業とはいえ修行は修行。やるからには
徹
 てつ
 底
 てい

 すべき」

「いや花嫁修業ってこういうことじゃないと思うんですけど!?
 　『修業』じゃなくてガチの『修行』の方じゃないですか！」

　ようやく脳が
状
 じよう
 況
 きよう

 を理解し始めたのだろう。タマちゃんが
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 じみた声を上げる。が、こういう反応には慣れているのか、長老は「ホホホ……」と笑うのみだった。

「
結
 けつ
 婚
 こん

 とはまさに、人生の一大事でございます。だのに、きちんとした備えもせず
契
 ちぎ

 りを結ぶ者のなんと多きこと……当寺では、
炊
 すい
 事
 じ
 洗
 せん
 濯
 たく

 などの家事から、
茶
 さ
 道
 どう

 、
華
 か
 道
 どう

 などの芸事、いざというとき
伴
 はん
 侶
 りよ

 や
愛
 いと

 しい我が子を守る護身術まで、
幅
 はば
 広
 ひろ

 いニーズに合わせ、結婚に必要なスキルを習得するカリキュラムを用意しております」

「意外とちゃんとしてた!?
 」

　タマちゃんが
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げる。すると長老はもう一度笑うと、お供の修行者から何やらパンフレットのようなものを受け取り、折紙たちに示してきた。

「では、とりあえず
皆
 みな

 さん初級からでよろしいですかな。希望のコースがあれば承りますぞ」

「えっ？　あー……そうですねぇ、私、ついつい部屋が散らかっちゃうもので、この
掃
 そう
 除
 じ

 洗濯の時短術コースなんか……」

「
選
 せん
 択
 たく

 。迷いますね……
裁
 さい
 縫
 ほう

 もよいですが、未来を
見
 み
 据
 す

 えた育児コースというのも捨てがたく……」

　と、タマちゃんと夕弦がパンフレットを
覗
 のぞ

 き込む。

　しかし折紙はそれには目もくれず、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに長老の顔を見据えて言葉を発した。

「──『
塔
 とう

 』への
挑
 ちよう
 戦
 せん

 を希望する」

『…………！
 』

　折紙が言うと、長老、そしてその後ろに
控
 ひか

 えていた修行者がカッと目を見開いた。

「疑問。『塔』……？」

「な、なんですかぁ、それ」

　ただならぬ
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を感じ取ってか、夕弦とタマちゃんが
困
 こん
 惑
 わく

 した様子で折紙と長老を交互に見る。

　
汗
 あせ

 が長老の
頰
 ほお

 を伝い、
顎
 あご

 の先から
雫
 しずく

 となって地面に落ちる。まるでそれによって石化の
呪
 のろ

 いが解けたかのような調子で、長老は再度
唇
 くちびる

 を動かした。

「……お嬢さん、どこでそれを？」

「さる情報筋から」

「……あそこがどんな場所か、わかって言っているのですかな？」

「もちろん」

　折紙が
首
 しゆ
 肯
 こう

 を
以
 もつ

 て応えると、長老は目を
伏
 ふ

 せて首を横に
振
 ふ

 った。

「悪いことは言いません。
止
 や

 めておきなさい。見たところあなたはまだ若い。少しずつ修練を重ねれば、いつか至ることもあるでしょう」

「──愛しい彼と、別の女の結婚式を
眺
 なが

 めながら？」

「……っ！
 」

　その言葉に、長老が息を
詰
 つ

 まらせる。

　そしてしばしの間折紙の目を見つめたかと思うと──やがて、ふっと頰を
緩
 ゆる

 めた。

「……かつての私にあなたのような勇気があれば、結末は
違
 ちが

 っていたのやもしれませんな」

「今からでも、
遅
 おそ

 くはないはず」

「……ホホホ」

　長老はそう笑うと、背筋をピンと伸ばしたままくるりと
身体
 からだ

 の向きを変えた。

「──いいでしょう。付いてきなさい」

「な……長老！」

「しかし、あの『塔』は──」

　後方にいた二人の修行者が声を上げる。が、長老が頭を振ってそれを制止した。

「
年
 とし
 甲斐
 がい

 もなく、夢を見たくなりました。私の
我
 わ

 が
儘
 まま

 を許してください」

「長老……」

　長老にそうまで言われてはそれ以上反論することもできなかったのだろう。修行者が引き下がる。

「……あのー……」

　と、そこで、完全に置いてけぼりを食らっていたタマちゃんと夕弦が、そろそろと手を挙げた。

「さっきから全然話がわからないんですけど……『塔』ってなんですか？」

「
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 。夕弦たちを
放
 ほう

 って、なんだかいい話風に纏めないでください」

　などと言って、不思議そうに首を
傾
 かし

 げたり、不満そうに唇を
尖
 とが

 らせたりしてくる。

　すると、折紙が応えるより先に、長老が
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずいてみせた。

「百聞は一見に
如
 し

 かず。見た方が早いでしょう。──どうぞ、こちらへ」

　長老がくるりと
踵
 きびす

 を返し、手を後ろに組みながら歩いていく。折紙たちは、修行者たちとともにその背を追った。

　門をくぐり、修行者たちが修練する広場を抜け、
巨
 きよ
 大
 だい

 な本堂の横を通ってさらに
敷
 しき
 地
 ち

 の奥へ。

　細い林道をしばらく進むと、
霞
 かすみ

 がかった空に、巨大なシルエットが
浮
 う

 かび
上
 あ

 がってきた。

　
壮
 そう
 麗
 れい

 な
瓦
 かわら

 屋根が
幾
 いく
 重
 え

 にも重なった、巨大な塔である。その堂々たる様は、見る者に自然と
畏
 い
 敬
 けい

 の念を覚えさせた。

「
豪
 ごう
 壮
 そう

 。これは……」

「──魂活寺花嫁修業最難関、
血
 けつ
 魂
 こん
 雄
 お
 雌
 め
 出
 で
 塔
 とう

 でございます」

「…………
 はい？」

　長老の言葉に、タマちゃんと夕弦が
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔を作る。まあ、さすがに名を聞いただけでは
概
 がい
 要
 よう

 はわからないだろう。折紙は補足するように続けた。

「各階層に炊事、洗濯、掃除、育児、家計のやりくり、ご近所づきあい、公園デビュー、
房
 ぼう
 中
 ちゆう

 術などのエキスパートが、そして最上階には、全ての
技
 わざ

 を
修
 おさ

 めた花嫁の中の花嫁、クイーン・オブ・ブライドが控えている。それら全てを
倒
 たお

 すことができたなら、花嫁修業
免
 めん
 許
 きよ
 皆
 かい
 伝
 でん

 」

「いえ、あの、内容も気にはなるんですけど、名前……」

　と、タマちゃんが頰に汗を垂らしながら言いかけると、そこで
隣
 となり

 にいた夕弦が、ちょいちょいとその
肩
 かた

 をつついた。

「質問。房中術とは何ですか」

「えっ？　あっ、あー……それはですねぇ……」

　タマちゃんが言いよどみながらも、夕弦の耳にひそひそと耳打ちする。すると、夕弦の頰がほんのりと紅潮していった。

「……理解。なるほど、また一つ
賢
 かしこ

 くなってしまいました」

　夕弦が「先をどうぞ」と言うように
促
 うなが

 してくる。ちなみに房中術とは、折紙が最も得意とする、
裸
 はだか

 プロレスの技術のことである。

　長老が再度うなずき、
未
 いま

 だ霞に
覆
 おお

 われた塔の頂上を見つめる。

「しかし、
踏
 とう
 破
 は

 は困難を
極
 きわ

 めます。魂活寺での修行を全て終えた者であっても、頂上まで
到
 とう
 達
 たつ

 できるのは一〇〇人に一人いるかどうか──」

「ええ……そんな
狭
 せま

 き門を通らないと結婚できないんですか……？」

「いえ、そういうわけではございません。ですが、免許皆伝者ならば、どんな場所へお嫁に行っても
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 でしょう。さらに塔の頂上に
鐘
 かね

 があるのですが、これを鳴らすと結婚運がアップすると言われておりまして」

「そ、そんなおまじないみたいな効能のために
過
 か
 酷
 こく

 な修行を……!?
 」

「いえいえ、実際この鐘を鳴らした者は、皆
良
 りよう
 縁
 えん

 に
恵
 めぐ

 まれております。さらに不治と呼ばれていた病が治る者、宝くじに当選した者まで」

「いや雑誌の裏に
載
 の

 ってる
怪
 あや

 しい開運グッズじゃないんですから！」

　タマちゃんが
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら
叫
 さけ

 びを上げる。しかし折紙は、構わず足を一歩前に
踏
 ふ

 み出した。

「問題ない。私は
挑
 いど

 ませてもらう」

　するとそれに呼応するように、夕弦もまた、決意するように首を前に倒す。

「決断。ならば夕弦も行かせていただきます」

「鳶一さん……八舞さんまで！」

　折紙と夕弦の言葉に、タマちゃんが困惑したように二人の顔を
交
 こう
 互
 ご

 に見る。

　そんな様子を
確
 かく
 認
 にん

 してか、長老が折紙たちの方に視線を向けてきた。

「では、挑戦者は二人ということでよろしいですかな。
早
 さつ
 速
 そく
 稽
 けい
 古
 こ
 着
 ぎ

 を用意しましょう。初級コースをご希望の方はこちらに──」

　が、そこで長老の言葉を
遮
 さえぎ

 るように、タマちゃんがブンブンと首を横に振った。

「い、いいえっ！　私も同行させてもらいます！　そんな危険な場所に生徒だけを送るなんてできませんから……！」

　タマちゃんが、
微
 かす

 かに肩を
震
 ふる

 わせながらもそう言ってくる。その
双
 そう
 眸
 ぼう

 からは、教師としての責任感とは別に、「こんな場所で一人になるの
恐
 こわ

 いですし……」という不安と、「もしかしたら
御
 ご
 利
 り
 益
 やく

 あるかも……？」という打算が見え
隠
 かく

 れしていた気がしたが、折紙はとりあえず気づかない振りをしておいた。

　それを見てか、長老がニッと
笑
 え

 みを浮かべる。

「──よろしい。では、血魂雄雌出塔、開門せよ！」

　長老の声に合わせて、
閉
 と

 ざされていた塔の門が、どこからともなく流れてくるウェディングマーチとともに開いていった。





　　　　◇





　塔の内部は、存外広い造りになっていた。入り口からまっすぐ赤い
絨
 じゆう
 毯
 たん

 が
敷
 し

 かれているのだが、
薄
 うす
 暗
 ぐら

 い照明も手伝って、その先に何があるのか
窺
 うかが

 い知ることができない。

　入り口で稽古着に
着
 き
 替
 が

 えた折紙たちは、辺りに気を配りながら、ゆっくりと
仄
 ほの
 暗
 ぐら

 い道を進んでいた。

「──確認。稽古着の着方はこれで合っているのでしょうか」

「わ、私もわかりませんよ。今まで着たことないですし……」

　などと、慣れない様子で、夕弦とタマちゃんが声を発する。

　しかしそれも当然ではあった。折紙たちが今身につけている稽古着とは、寺の広場にいた
修
 しゆ
 行
 ぎよう
 者
 しや

 たちが着ていたのと同じウェディングドレスだったのである。

　
淡
 あわ

 い色で
纏
 まと

 められたドレスに、腹部を
締
 し

 め上げるコルセット、ティアラからはベールが広がり、手には
綺
 き
 麗
 れい

 な花々で作られたブーケを
握
 にぎ

 らされている。少なくとも、動きやすさとは対極にある衣服である。広場の修行者たちはよくこんな格好で修練ができたものだ。

「っていうか、
結
 けつ
 婚
 こん

 前にウェディングドレスを着ると婚期が
遅
 おく

 れるってジンクス聞いたことあるんですけど……」

「
戦
 せん
 慄
 りつ

 。そうなのですか？　ですがこの稽古着には
婚気
 オーラ

 を高める効果があると長老が言っていましたが」

「いや、そもそも
婚気
 オーラ

 って何なんですかね……」

「──しっ。注意して。
誰
 だれ

 かいる」

　微かな気配を感じて、折紙は夕弦とタマちゃんの会話を遮るように注意を促した。

　するとそれに合わせるかのように、仄暗かった空間にカッと光が満ち、折紙たちの目を
灼
 や

 く。

「え……っ!?

 」

「
驚
 きよう
 愕
 がく

 。これは──」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、タマちゃんと夕弦が目を覆う。折紙は最低限の動作で明るさに目を慣れさせ、
速
 すみ

 やかに辺りの様子を
把
 は
 握
 あく

 した。

　一言で言うとそこは、キッチンであった。コンパクトな調理台に、ガスコンロと冷蔵庫が並んでいる。本格的な
厨
 ちゆう
 房
 ぼう

 というより、
一
 いつ
 般
 ぱん

 家庭の台所といった
風
 ふ
 情
 ぜい

 が強い。

　そしてそんな空間の中央に、女が一人、立っている。短く
刈
 か

 られた
黒
 くろ
 髪
 かみ

 。傷だらけの
面
 おもて

 。確かな筋肉が備わった身体に纏っているのはやはりウェディングドレスだったのだが、なぜかその上にエプロンと
三
 さん
 角
 かく
 巾
 きん

 を着け、手には花とリボンで
飾
 かざ

 られた包丁を握っていた。
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「──シュフフフフ……よく来たな、
挑
 ちよう
 戦
 せん

 者たちよ」

　
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な笑い声を上げながら、身に纏ったウェディングドレスの
裾
 すそ

 を
揺
 ゆ

 らす。

「私は第一階層の番人、『料理』の
文
 ふみ
 絵
 え

 。私を倒したなら、次の階層へ行く許可を
与
 あた

 えよう」

　などと言いながら、手にした包丁を
閃
 ひらめ

 かせてくる。
鍛
 きた

 え込まれた身体や
凄
 すご
 味
 み

 のある面も手伝って、
花
 はな
 嫁
 よめ

 というより軍人か何かに見えた。

「……質問。倒す、とは具体的に一体何をすればいいのでしょうか」

「ふ、ここでは花嫁の
必
 ひつ
 須
 す

 スキルの一つ、料理の
腕
 うで

 を
試
 ため

 させてもらう。何でもいい、好きな料理を作り、
振
 ふ

 る
舞
 ま

 ってみせろ。ただし、材料はここにあるもののみだ。一人でも私を
唸
 うな

 らせることができたなら、ここを通してやろう。──さあ、誰から挑戦する？」

　言って文絵が不敵に笑ってみせる。どうやら彼女の見た目とは異なり、勝負自体はちゃんと花嫁
修
 しゆ
 業
 ぎよう

 に
則
 のつと

 ったものらしい。

　するとそれに呼応するかのように、後方からタマちゃんが歩み出てきた。

「鳶一さん。ここは私に任せてください」

「──先生？　料理はできるの？」

　折紙が少し意外そうに問うと、タマちゃんは少し
緊
 きん
 張
 ちよう

 した
面
 おも
 持
 も

 ちになりながらもこくりとうなずいた。

「ええ。実は先生、結構得意なんですよ！　
伊達
 だて

 に一人暮らしは長くありません！　タマのズボラ飯、見せてあげます！」

　タマちゃんが力強くそう言って、自分の発言に少しダメージを負う。

　まあ、このルールであれば折紙が
先
 せん
 陣
 じん

 を切る必要もないだろう。折紙は「よろしく」と短く言ってタマちゃんを送り出した。

「決まったか。では──始めッ！」

　文絵の声とともに、どこからともなく
銅
 ど
 鑼
 ら

 が打ち鳴らされるかのような音が
響
 ひび

 く。タマちゃんはその音にビクッと肩を揺らしながらも、行動を開始した。

「まずは作る料理を決めないとですね……」

　言いながら、調理台の横の冷蔵庫を開ける。そして中を見るなり、難しげな顔をした。

「な、なるほど……残り物ばかりですね。確かにここから一食を作るのは大変かもしれません。でも……」

　タマちゃんは何かを思いついたように笑うと、冷蔵庫から材料を取り出し始めた。

「注視。タマちゃん先生は何を作るつもりでしょうか」

　タマちゃんの動向を見守っていた夕弦が、小声で問うてくる。折紙はタマちゃんの選ぶ食材を見ながら口を開いた。

「手に取っている材料を見る限り、
恐
 おそ

 らく
豆
 とう
 腐
 ふ

 ハンバーグ。単品では量が足りない残り物の
挽
 ひき
 肉
 にく

 に、使いかけの豆腐や根菜を混ぜて
嵩
 かさ
 増
 ま

 しするつもり」

「感心。手が
込
 こ

 んでいます。
美味
 おい

 しそうで──」

「きゃあああああああ──ッ!?

 」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
突
 とつ
 如
 じよ

 として響いたタマちゃんの金切り声に、夕弦の声がかき消される。

　悲鳴の理由はすぐに知れた。──材料を選び終え、調理を開始したタマちゃんの手元に、文絵が放った
金
 かな
 串
 ぐし

 が
突
 つ

 き
刺
 さ

 さり、ビィィィィ
 ン……と揺れていたのである。

「な、なななな何するんですか！　危ないじゃないですかぁ！」

　タマちゃんが
抗
 こう
 議
 ぎ

 の声を上げると、文絵は指の間に
挟
 はさ

 んだ金串をぺろりと
舐
 な

 めながらニイッと
唇
 くちびる

 を
歪
 ゆが

 めた。

「何を
寝
 ね
 惚
 ぼ

 けたことを言っている。これはただの料理勝負ではなく、花嫁修業だぞ？　ならば、料理中に意地悪な
姑
 しゆうとめ

 の
妨
 ぼう
 害
 がい

 があることくらい想定せねばならんだろうが」

「いや意地悪とかいうレベルじゃないですよね!?
 　金串飛ばしてくる姑さんなんているわけないじゃないですか！」

「何を言う！　もし貴様が、暗殺
拳
 けん

 を受け
継
 つ

 ぐ一族の
跡
 あと
 取
 と

 りと
恋
 こい
 仲
 なか

 になったらどうするつもりだ!?
 　しかも相手の母は結婚に反対で、全力で貴様を
排
 はい
 除
 じよ

 しにかかっているものとする！」

「そんなことあるはずないじゃないですか!?
 」

「
魂活寺
 ここ

 で修行していなかったら危なかった」

「まさかの実体験!?
 」

　
乾
 かわ

 いた笑みを
浮
 う

 かべながら顔の傷を
撫
 な

 でる文絵に、タマちゃんが
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 する。

「ふ──なればこそ、花嫁は強く
在
 あ

 らねばならんのだ！」

　文絵は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に
肩
 かた

 をすくめると、再び金串を放った。カッ！　カッ！　と金属製の調理台に金串が突き刺さる。

「ひっ、ひぃぃぃっ！
 」

　もうこうなっては料理どころではない。タマちゃんは
這
 ほう
 々
 ほう

 の
体
 てい

 で調理場から
逃
 に

 げ出し、折紙たちのもとに
戻
 もど

 ってきた。

「ふん、
根
 こん
 性
 じよう

 のない。──次の挑戦者を出せ」

　言って文絵が、挑発するように指をクイと曲げてくる。折紙はすっと目を細めると、足を踏み出した。

「と、鳶一さん！　
駄
 だ
 目
 め

 ですよ！　危険過ぎます！」

「問題ない」

　悲鳴じみたタマちゃんの声を振り
払
 はら

 い、折紙は調理台に着いた。それを見て、文絵がニィと笑う。

「ほう、いい度胸だ──なッ！」

　言うが早いか、文絵が金串を放つ。

　が、折紙はバッと手を
掲
 かか

 げると、放たれた金串を指で
摘
 つ

 まんで止めてみせた。

「な……ッ!?

 」

「へ……っ!?

 」

　前方から文絵の、後方からタマちゃんの驚愕の声が響く。夕弦だけが満足そうに「賞賛。さすがはマスター折紙」と笑っていた。

「私にこんなものは通用しない」

「……
面
 おも
 白
 しろ

 いッ！」

　──かくして、折紙の調理は始まった。

　品目はタマちゃんの方針を採用して豆腐ハンバーグ。タマちゃんが用意した材料をボウルに投入していく。

「はッ！　はぁッ！」

　その際、
幾
 いく
 度
 ど

 も文絵の金串が空を舞うのだが、折紙は身を
逸
 そ

 らし、
翻
 ひるがえ

 し、あるいはまな板で金串を受け止め、調理を続行していった。

「材料をボウルで混ぜ合わせる。レンコンは食感が残るくらいの大きさにするのがコツ」

「は……っ、ははははは！　なんだ貴様は！」

「成形したタネを、油を引いたフライパンで焼き上げる」

「楽しい！　楽しいぞ！　
宗
 むな
 方
 かた
 飛
 ひ
 刀
 とう

 流
奥
 おう
 義
 ぎ

 ・天元殺！」

「最後に大葉と大根おろしを
添
 そ

 え、お手製ポン
酢
 す

 をかけてどうぞ」

　奥義を
鍋
 なべ

 の
蓋
 ふた

 で受けきった折紙が、文絵の前に皿を差し出す。

　全身
汗
 あせ

 だくになった文絵が、肩で息をしながら
凄
 せい
 絶
 ぜつ

 な
笑
 え

 みを浮かべた。

「……はは。まさか、本当に完成させるとはな。──いただこうか」

「
召
 め

 し上がれ」

　文絵が皿を
矯
 た

 めつ
眇
 すが

 めつ
眺
 なが

 めてから
箸
 はし

 を手に取り、豆腐ハンバーグを口に運ぶ。そして数秒の間味を
堪
 たん
 能
 のう

 するようにゆっくりと
咀
 そ
 嚼
 しやく

 したあと、こくんと
吞
 の

 み込んだ。

「……ふん、料理を完成させただけでも
驚
 おどろ

 きだというのに、あまつさえこの味か。文句の付けようがないな。──いいだろう、先に進むがいい」

　言って、文絵が後方の階段を指さす。その判定に、タマちゃんと夕弦がパンと手を合わせ色めき立った。

「す、すごいです鳶一さん……！」

「絶賛。さすがですマスター折紙」

　折紙はそれに
首
 しゆ
 肯
 こう

 で
以
 もつ

 て
応
 こた

 えると、文絵の横を通って二階への階段に歩いていった。その際、文絵が目を
伏
 ふ

 せ、ふっと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 める。

「──大したものだ。だが、油断しないことだな。二階の番人は私より
遥
 はる

 かに……ッ!?

 」

　瞬間、文絵が声を
上
 うわ
 擦
 ず

 らせたかと思うと、ビクンと
身体
 からだ

 を
震
 ふる

 わせてその場にくずおれた。突然のことに、折紙の後を追おうとしていたタマちゃんと夕弦が驚愕の声を上げる。

「な、なんですか急に……」

「
動
 どう
 揺
 よう

 。どうかしたのですか……」

「は……ぁ……っ
 、あ、ン……」

　文絵が頰を紅潮させ、息を
荒
 あら

 くしながら折紙を
睨
 にら

 んでくる。その様は、まるで全身を
襲
 おそ

 う快感に
耐
 た

 えているかのようだった。

「き、貴様、一体……何を……した……っ」

　文絵が
虚
 うつ

 ろな目で睨んでくる。折紙は
懐
 ふところ

 から小さな
瓶
 びん

 を取り出してみせた。

「
大蒜
 にんにく

 、スッポンの血、マカ、その他薬効の強いスパイスなどを独自調合したもの。効能は見ての通り」

「な……なぜそんなものを……」

「これは花嫁修業。ならば食事を食べるのは
伴
 はん
 侶
 りよ

 のはず。──今夜は、パーティータイム」

「……ッ!?

 」

　折紙が
腰
 こし

 を
屈
 かが

 め、文絵の耳にふっと息を
吹
 ふ

 きかけると、文絵はビクンビクンと身体を
痙
 けい
 攣
 れん

 させて失神してしまった。

「……少し効果が強すぎた。調整しなくては」

「え、ええ……」

「
戦
 せん
 慄
 りつ

 。マスター折紙、恐ろしい子、です」

　なぜか恐れおののく二人を従え、折紙はウェディングドレスの
裾
 すそ

 を摘まみながら階段を上っていった。









「ここは……」

　
塔
 とう

 の二階は、一階とはまるで様子が異なっていた。

　ピンク色の照明がフロア全体を照らし、辺りに
香
 こう

 のような甘い
香
 かお

 りが
漂
 ただよ

 っている。なんというか、夜のお店を想起させる
怪
 あや

 しげな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 である。

「な、なんですかぁここ……」

「
怪
 け
 訝
 げん

 。えっちな雰囲気です」

「──はぁーい、
挑
 ちよう
 戦
 せん

 者さぁん」

　と、そんな一行の疑問に答えるように、フロアの奥から、甘ったるい声が響いてくる。

　見やるとそこに、やたらと
露
 ろ
 出
 しゆつ
 度
 ど

 の高いウェディングドレス──というか、ギリギリウェディングドレスの要素のみを残したランジェリー──を着た女性がいることがわかる。

「ここに来たってことは、文絵ちゃんを
倒
 たお

 したのね。すっごいわぁ。──でも、この第二階層の番人、『
房
 ぼう
 中
 ちゆう

 術』のヒトミに勝てるかしらぁん？」

　言ってヒトミが、うっふんと投げキッスを放ってくる。それを受けて、夕弦とタマちゃんが顔を赤くしながら声を上げた。

「的中。やはり──」

「房中術のフロアでした……！」

「あらあら、勝負の前からそんなことで
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ぅ？　
結
 けつ
 婚
 こん

 とは
即
 すなわ

 ちパートナーとの交わり。いつまでも、
初心
 うぶ

 なねんねじゃいられないのよぅ？」

　くすくすと笑いながら、ヒトミが両手を広げる。するとヒトミの背後にかかっていたカーテンが左右に分かたれていき、とあるものを折紙たちの目に
晒
 さら

 した。

「な……！」

「注視。あれは……」

　
天
 てん
 蓋
 がい

 付きの大きなベッドが二つ並び、それぞれの上に、マネキンのような人形が横になっている。そしてその
枕
 まくら
 元
 もと

 に、何やらメーターのような機械が取り付けられていた。

「ふふ」

　ヒトミは
妖
 あや

 しく笑うと、右のベッドに歩み寄っていき、人形のあごを
優
 やさ

 しく撫でた。するとその瞬間、枕元に付いたメーターがふっと
上
 じよう
 昇
 しよう

 し、すぐにもとに戻る。

「見ての通り、この人形には全身に高感度センサーが取り付けられていて、快感を覚えると枕元のメーターが上昇するようになっているわ。同時に人形を
愛
 あい
 撫
 ぶ

 して、早くメーターを絶頂に導いた方の勝ちよ。本当なら本物の人間を使いたいところなんだけど……一応これ
花
 はな
 嫁
 よめ
 修
 しゆ
 業
 ぎよう

 だからね☆」

　ヒトミが
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすようにウインクをする。その表情からは、
余
 よ
 裕
 ゆう

 と確固たる自信がありありと
窺
 うかが

 えた。

　すると説明を聞いていたタマちゃんが、頰を赤くしたまま
唸
 うな

 るようにのどを鳴らす。

「……正直、あんまり教育的によろしくないので、鳶一さんと八舞さんには挑戦してほしくないんですけど……」

「あらあら、技術を
磨
 みが

 いておいて損はないわよ。たとえば
某
 ぼう

 独裁国家の王様に『余を満足させてみよ。できねば
剝
 はく
 製
 せい

 とし、永遠に余の目を楽しませてもらう』って言われたときとか──」

「いや、そんな場面あるわけ──」

「あのときは本当に魂活寺の
修
 しゆ
 行
 ぎよう

 に感謝したわ」

「だからなんで体験してるんですかぁ！」

　タマちゃんがたまらずといった調子で
叫
 さけ

 びを上げる。が、折紙はまったく意に
介
 かい

 さず、前に進み出た。

「注意。マスター折紙」

「任せて」

　折紙は短く答えると、左側のベッドに
腰
 こし
 掛
 か

 けた。それを見て、ヒトミが足を組み
替
 か

 えながら楽しげに笑う。

「うふふ、自信ありってところかしら？　いいわ、じゃあ
早
 さつ
 速
 そく

 始めましょう。──試合、開始！」

　言うが早いか、ヒトミが両手をバッと広げ、人形に組み付いていった。

「はっ！　ヒトミさんが人形を撫で始めました！」

「
妖
 よう
 艶
 えん

 。なんと妖しい手つきでしょう。メーターがどんどん上がっていきます……！」

「ま、まずいですよ鳶一さん！　このままじゃ負けちゃいます！」

「説明。あまり
描
 びよう
 写
 しや

 し過ぎるとアレなので、
実
 じつ
 況
 きよう

 ・タマちゃん先生、解説・夕弦でお送りしております」

「
誰
 だれ

 に言ってるんですか八舞さん！　それより、ああっ！　ヒトミさんが人形のお
尻
 しり

 にあんなことを！　しかも……きゃっ！　何を
咥
 くわ

 えてるんですかぁ！」

「感心。まさかあれをあんな風に使うとは……勉強になります」

「言ってる場合ですか！　鳶一さんは一体何を──はッ!?
 　鳶一さんの手が何本にも増えて!?
 」

「
驚
 きよう
 愕
 がく

 。まさかあれは」

「知ってるんですか八舞さん！」

「
肯
 こう
 定
 てい

 。聞いたことがあります。
秘
 ひ
 拳
 けん

 ・
千
 せん
 手
 じゆ
 掌
 しよう

 。
超
 ちよう
 高
 こう
 速
 そく

 で手を動かすことにより、
腕
 うで

 が千手観音のように見えてしまうという秘技です。
漫
 まん
 画
 が

 で読みました」

「漫画ですか!?
 　ああっ、でもみるみるうちに鳶一さんのメーターが上がっていきます！」

「
燐
 りん
 光
 こう

 。まるで人形が、千の腕に
抱
 だ

 かれるように……！　これが……
涅
 ね
 槃
 はん

 ──！」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
甲
 かん
 高
 だか

 いアラームとともに、折紙の枕元のメーターがぺかぺかと
明
 めい
 滅
 めつ

 した。どうやら勝負が付いたらしい。

　ヒトミが、目をまん丸に見開きながらあんぐりと口を開ける。

「な、なんてこと……まさか私のグロリアスマシンガンが敗れるなんて……」

「あっ、そういう
技
 わざ
 名
 めい

 だったんですね」

「
震
 しん
 慄
 りつ

 。
凄
 すさ

 まじい手首の動きでした……」

　タマちゃんと夕弦がううむと唸るように言うも、ヒトミは聞いていないようだった。バッとベッドから飛び降り、折紙を見つめてくる。

「その技術……あなた一体、今まで何人の男を切り捨ててきたの……!?
 」

「残念ながら実戦経験はない」

「何ですって……？　じゃあそこまでの技をどうやって……！」

「…………
 」

　折紙は無言でベッドを下りると、すうっと息を吸って意識を集中し、両手を広げて
虚
 こ
 空
 くう

 を抱き
締
 し

 めてみせた。

　するとその瞬間、夕弦とタマちゃん、そしてヒトミが、驚愕に目を見開いた。

「な、何もないところにぼやっと
人
 ひと
 影
 かげ

 が見える……ような……!?
 」

「
刮
 かつ
 目
 もく

 。
間
 ま
 違
 ちが

 いありません。あれは……士道！　シャドーシドーです！　折紙に抱きつかれて
慌
 あわ

 てています！」

「そ、そんな
馬
 ば
 鹿
 か

 な……！」

　折紙は息を
吐
 は

 くと、ゆっくりと手を下ろした。

「人間がリアルに思い
描
 えが

 くことは実現する」

「は……は……」

　折紙が
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ目を見つめながら言うと、ヒトミは力なく笑いながらその場にくずおれた。

「こりゃ、
敵
 かな

 わないわね……いいわ、先に進みなさい。あなたなら本当に……クイーン・オブ・ブライドを倒せるかもしれない」

「…………
 」

　折紙は小さくうなずくと、三階への道を進んでいった。









　──それからは、一事が万事である。

「ああっ、まさかそんな方法で
染
 し

 み
抜
 ぬ

 きを!?
 」

「瞬間。一瞬で
厄
 やつ
 介
 かい

 なご近所さんを制圧しました……！」

「鳶一さんが耳元で何かを
囁
 ささや

 いた
途
 と
 端
 たん

 、さっきまで
騒
 さわ

 いでいた子供が急に大人しく!?
 」

「
覇
 は
 道
 どう

 。デビュー当日に公園の覇者になってしまうとは……」

「いったい店長のどんな弱みを
握
 にぎ

 ったら、そんな値段で買い物ができるんですかぁ！」

「財政。マスター折紙が家計
簿
 ぼ

 を付け始めた途端、貯金が一三倍に!?
 」

　という具合に折紙は、魂活寺最難関の塔を次々とクリアしていき──ついに、クイーン・オブ・ブライドの待ち構える最上階へと
辿
 たど

 り着いた。

「ここが──頂上の間」

「つ、ついに来ましたね……」

「確信。マスター折紙であれば……きっと勝てます」

　タマちゃんと夕弦が、ボロボロになったウェディングドレスの裾を
荒
 あら

 い呼吸で
揺
 ゆ

 らしながら言ってくる。勝率こそ低いものの、二人もまた折紙と同様、各階層の番人と戦ってきたのである。

　二人の言葉にうなずき、折紙は、最上階の
扉
 とびら

 を押し開けた。ゴゴゴ……と重苦しい音を
伴
 ともな

 って、最後の部屋が口を開ける。

「──っ」

　部屋に足を
踏
 ふ

 み入れた瞬間、折紙は小さく息を
詰
 つ

 まらせた。

　その部屋は、和風な塔の外装とは裏腹に、結婚式場のチャペルのような内装をしていた。入り口からバージンロードが延び、
豪
 ごう
 奢
 しや

 なステンドグラスからキラキラと光が差し込んでいる。

　だが、折紙が戦慄したのは、豪奢な内装にではなかった。

　神父の
控
 ひか

 えた聖書台の前に立った、純白の花嫁。

　彼女が発する異様な
婚気
 オーラ

 に、
肌
 はだ

 がちりつくのを感じたのである。

「──来ましたか」

　
凜
 りん

 ……と、
澄
 す

 んだ声が部屋に
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る。その声を聞いただけで、夕弦は額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませ、タマちゃんは足をガクガクと
震
 ふる

 わせた。

「
震
 しん
 撼
 かん

 。な……」

「な、なんですか、あの人は……」

「──クイーン・オブ・ブライド」

　折紙がその名を呼ぶと、花嫁がフッと
微笑
 ほほえ

 み、自ら顔の前にかかっていたベールを上げてみせた。

　
鼻
 び
 梁
 りよう

 の整った白い
面
 おもて

 に、
淡
 あわ

 い色のリップが
弧
 こ

 を描いている。
年
 ねん
 齢
 れい

 は──よくわからない。見ようによっては二〇代くらいに見えないこともなかったが、彼女の発する老練な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 は、五〇代と言われても信じてしまいそうだった。

「ようこそおいでくださいました。

　──私は『花嫁』、
美
 み
 佐
 さ
 子
 こ

 。魂活寺の
全
 すべ

 てを
修
 おさ

 めた女」

　そう言って、美佐子が手にしていたブーケをふわりと折紙の方に
放
 ほう

 ってくる。
所謂
 いわゆる

 ブーケトスである。折紙は、放物線を描いて飛んでくるブーケを両手でキャッチした。

　しかし、その瞬間。

「く……っ!?

 」

　折紙は不意に手のひらの中に現れた重量に、思わず
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 きそうになってしまった。よくよく見ると、彼女の放ったブーケは、花から
装
 そう
 飾
 しよく

 に至るまでが、全て金属でできていたのである。

「……こんな重さのブーケをああも
軽
 かろ

 やかに投げるなんて」

　凄まじい
膂
 りよ
 力
 りよく

 である。平時の十香といい勝負かもしれなかった。

　どうにか
足
 あし
 腰
 こし

 に力を入れ、姿勢を元に
戻
 もど

 す。すると美佐子が、ゆっくりと両手を広げた。

「ほう、私のブーケトスを受け止めるとは、やりますね。──見たところ、
塔
 とう

 に登る前より
遥
 はる

 かに
婚気
 オーラ

 が増しているようです。戦いの中で成長したということですか。これは、久々に全力が出せるかもしれませんね」

　美佐子が静かに微笑み、くっと手を握る。

　するとその瞬間、美佐子の
身体
 からだ

 から
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が発され、ウェディングドレスの
裾
 すそ

 がバタバタとはためいた。凄まじい
婚気
 オーラ

 に空気が震え、塔が
軋
 きし

 み、ステンドグラスにヒビが入る。

「く──」

「のわ……っ!?

 」

「衝撃。うぐ……っ」

　腰を落としてなんとかその衝撃波に
耐
 た

 える。が、
満
 まん
 身
 しん
 創
 そう
 痍
 い

 であったタマちゃんと夕弦は、そのまま
壁
 かべ

 に
叩
 たた

 き付けられてしまった。

「あらあら。お二人とも、そんなことではいい
旦
 だん
 那
 な

 様を
捕
 つか

 まえられませんよ？」

「えっ!?
 　ええっ!?
 　なんですかこれ！」

「
戦
 せん
 慄
 りつ

 。なんという
婚気
 オーラ

 ……！」

「……二人とも、下がっていて。守りながらでは──戦えない」

　折紙がどうにか構えを取りながら言うと、美佐子が楽しげに笑った。

「──ふふ、やはり相手になりそうなのはあなたくらいですか。勝負の方法は──そうですね。結婚式らしく指輪の
交
 こう
 換
 かん

 といきましょう。自分の指輪を、先に相手の指に
塡
 は

 めた方が勝ちというのはいかがです？」

　全身から金色の
婚気
 オーラ

 を立ち上らせながら、美佐子が左手を
掲
 かか

 げてくる。その薬指に塡まった指輪がキラリと
輝
 かがや

 いた。

　折紙は
頰
 ほお

 を伝う汗を
拭
 ぬぐ

 いながら、美佐子の目をジッと見つめ返した。

「……望むところ」

「いいお返事です。──さあ、では
可愛
 かわい

 いお
嫁
 よめ

 さん。
尋
 じん
 常
 じよう

 に勝負いたしましょう」

　美佐子の宣言と同時、部屋に
静
 せい
 寂
 じやく

 が満ちる。

「…………
 」

「…………
 」

　折紙は
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と構える美佐子を
睨
 にら

 み付けたまま、動けずにいた。

　それは美佐子も同じだろう。後の先。達人同士の戦いは、先に動いた方が
隙
 すき

 を作ってしまうのである。

　あまりに静かな空間の中、自分の心臓の音だけがやたらと大きく響き渡る。

　やがてこの
緊
 きん
 張
 ちよう

 が臨界点を
迎
 むか

 えたとき、勝負は一瞬で決まるだろう。

　──だが。

「……あら？」

　そのとき、
突
 とつ
 然
 ぜん

 美佐子の方から
携
 けい
 帯
 たい

 電話の着信音が鳴って、緊張した空気が一気に
弛
 し
 緩
 かん

 した。

「ちょっとすみませんね」

　言って、美佐子がウェディングドレスの中から携帯電話を取りだし、耳に押し当てる。

「──はい、もしもし。
健
 けん
 児
 じ

 ？　ママ今日はお仕事って言ったでしょ。……え？　ああもう、わかった、すぐ帰るから」

　美佐子が通話を切り、何やら申し訳なさそうに折紙の方を見てくる。

「あのー……ごめんなさい、下の子が熱出しちゃったみたいで……また今度にしてもらえませんか？」

「…………
 え？」

　折紙がポカンとしていると、美佐子はコミカルな仕草で手を合わせてきた。

「ほんっっっとすみません！　また
是
 ぜ
 非
 ひ

 来てくださいね！　では！」

　
呆
 あつ
 気
 け

 にとられる折紙たちを置いて、美佐子はもう一度頭を下げ、後方にあったエレベーターで下の階に下りていってしまった。

『…………
 』

　置いてけぼりにされた三人は、
互
 たが

 いに顔を見合わせると、部屋に残っていた神父姿の男に視線をやった。

「……どういうこと？」

「ああ……ごめんなさいね、美佐子さんほら、五回結婚して子供が八人いるから。今シングルマザーで大変らしいんですよ」

「
激
 げき
 烈
 れつ

 。五回結婚して……」

「八人の子のシングルマザー……!?

 」

「まあ、
花嫁の女王
 クイーン・オブ・ブライド

 ですから。今また何人かの男性に求婚されてるらしいですよ。
誰
 だれ

 が一番
離
 り
 婚
 こん

 したとき
慰
 い
 謝
 しや
 料
 りよう

 と養育費を高く取れるか品定めしてるらしいです。──あ、ここから登れば頂上の
鐘
 かね

 は鳴らせますんで」

　そう言って、神父もまた去っていく。

『…………
 』

　三人はしばしの間
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としたあと、頂上に登って鐘を鳴らした。

　目的は達せたはずなのだが、なぜか
妙
 みよう

 な敗北感が胸に
渦
 うず
 巻
 ま

 いていた。
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「さてそろそろ夕飯に……って、ん？　そういえば折紙と夕弦はどうしたんだ？」

　午後七時、五河家。キッチンからリビングに目をやった士道は、不思議そうに首を
傾
 かし

 げた。

　
普
 ふ
 段
 だん

 、この時間になると自然と
精
 せい
 霊
 れい

 たちが集まってくるのだが、まだ折紙と夕弦の姿が見えなかったのである。

　いやまあ、別に取り決めをしているわけではないし、毎日全員が集まるというわけでもない。実際仕事で美九や二亜、琴里がいないことは多々あった。けれど、耶俱矢がいるのに夕弦がいないというのは、なかなか
珍
 めずら

 しい事態だったのである。

「耶俱矢、何か聞いてるか？」

「真相は
闇
 やみ

 の中である。……あ、でもそういえば、なんか朝早く出かけたっぽい」

「へえ？　どこに行ったんだろうな。あんまり
遅
 おそ

 いようなら〈フラクシナス〉に聞いて──」

「──ただいま」

　と、士道が言いかけたところでリビングの扉が開かれ、折紙と夕弦が姿を現した。二人ともどことなくくたびれた様子で、夕弦などはリビングに入るなりソファにダイブしてしまった。

「お、おう、どこ行ってたんだ二人とも。
随
 ずい
 分
 ぶん
 疲
 つか

 れてるみたいだけど……」

「──これを」

　士道が問うも、折紙は答えず、代わりにリュックサックの中からお
菓
 か
 子
 し

 の箱を取り出し、差し出してきた。

「ん？　なんだこれ……魂活まんじゅう？」

「おみやげ」

「は、はあ……そりゃどうも」

「食べて」

「へ？　今か？　もうすぐ夕飯なんだが……」

「食べて」

「わ、わかったって」

　ずずいと
迫
 せま

 られ、士道は箱からまんじゅうを一つ手に取り、ぱくりとかぶり付いた。──味自体は普通なのだが、何やら不思議なスパイスのような
香
 かお

 りがするまんじゅうである。

　と、士道がまんじゅうをもぐもぐと
咀
 そ
 嚼
 しやく

 していると、折紙が何かを達観したように深く息を
吐
 は

 いてきた。

「──結果から言えば、非常に勉強になった」

「ん？　何がだ？」

「結局最強なのは、
既
 き
 成
 せい

 事実ということ」

「いや
突
 とつ
 然
 ぜん

 何言って……」

　そのとき、士道はどくん、と胸の高鳴りを覚えて、
胸
 むな
 元
 もと

 を押さえた。

「な……なんだこれ。身体が熱い……ような……」

「──とう」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、折紙がキラリと目を輝かせたかと思うと、目にも留まらぬ速さで両手を
閃
 ひらめ

 かせ、士道の全身を
優
 やさ

 しく
撫
 な

 でてきた。あまりの速度に、手が何本にも見えるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 。得も言われぬ
刺
 し
 激
 げき

 が士道を
襲
 おそ

 った。

「ちょ……っ
 、何するんだ折紙!?
 　やっ、あ、ああああっ!?
 」

「……！　
披
 ひ
 露
 ろう

 。出ました、マスター折紙の
秘
 ひ
 拳
 けん

 ・
千
 せん
 手
 じゆ
 掌
 しよう

 です……！」

「な……っ、シドーに何をしているのだ折紙!?
 」

　リビングにいた十香が
慌
 あわ

 てて
駆
 か

 け寄ってきて、折紙を
羽
 は
 交
 が

 い
締
 じ

 めにする。

　──その日折紙たちに何があったのかはわからなかったが、それからしばらくの間、士道は折紙と夕弦から、普段以上のアプローチを受け続けることになるのだった。















『──さあ、次の曲いきますよぉー！　付いてこられますかぁ？』

　
叫
 さけ

 ぶ
美
 み
 九
 く

 の眼下には今、光の草原が広がっていた。

　風鳴りのような
歓
 かん
 声
 せい

 とともに
揺
 ゆ

 れ動く無数の
煌
 きら

 めき。それは、コンサート会場を
埋
 う

 め
尽
 つ

 くす無数のサイリウムの
輝
 かがや

 きである。その光の一つ一つに、ファンたちの意思が、熱が宿り、美九をさらなる高みへと押し上げんとしてくる。美九はその熱気を全身で受け止めながら、天にまで
轟
 とどろ

 かせるように歌声を
響
 ひび

 かせた。

　そう。今この
天
 てん
 宮
 ぐう

 アリーナでは、
誘
 いざ
 宵
 よい

 美九メモリアルライブが
盛
 せい
 大
 だい

 に
催
 もよお

 されていたのである。

　総収容数二万人を
誇
 ほこ

 るアリーナの観客席は
超
 ちよう
 満
 まん
 員
 いん

 。スピーカーから流れる天使の歌声と、それを受けて響く
凄
 すさ

 まじい歓声が、場内の空気をビリビリと
震
 ふる

 わせていた。

　ここにいる
全
 すべ

 ての人が、美九の歌を認め、美九の歌を求め、美九の歌を愛してくれている。その事実が、美九には
嬉
 うれ

 しくてたまらなかった。

『────！
 』

　興奮と
恍
 こう
 惚
 こつ

 の中、美九は代表曲を歌い終え、ステージの中央でポーズを取ってみせる。

　瞬間、割れんばかりの
拍
 はく
 手
 しゆ

 と歓声が、アリーナの中に響き
渡
 わた

 った。

　昔の人は大きな拍手のことを『
万
 ばん
 雷
 らい

 』と表現したらしいが、なるほどそれも道理である。ドーム状の
天
 てん
 井
 じよう

 に
反
 はん
 響
 きよう

 した無数の拍手の音は、まさに
幾
 いく
 万
 まん

 の
雷
 らい
 霆
 てい

 のごとく美九の全身に降り注いだ。

　──
痺
 しび

 れるような、快感。ステージの上からでしか見ることのできない美しい光景を
眺
 なが

 めながら、美九は恍惚とした表情のまま
汗
 あせ

 を
拭
 ぬぐ

 った。

『さあ──では次が最後の曲ですぅ』

　美九がそう宣言した瞬間、客席から歓声と、終わりを
惜
 お

 しむような声が響いてくる。美九は小さく
微笑
 ほほえ

 みを
浮
 う

 かべると、すうっと息を吸ってから、続けた。

『──昔、
辛
 つら

 いことがあったとき、私を支えてくれた人がいました。その人がいなかったら、もう私は歌うことを
止
 や

 めてしまっていたかもしれません。──これは、その人に
捧
 ささ

 げる歌です』

　言いながら、美九は視線を
巡
 めぐ

 らせ──関係者席の一角を見つめた。

　そこには、美九が招待した
士
 し
 道
 どう

 や
精
 せい
 霊
 れい

 たちが並んでいる。さすがにステージ上からではその細かな表情までは
窺
 うかが

 い知ることができなかったけれど──きっと士道のことだから、美九の言葉にさぞいい表情をしてくれていることだろう。

　美九は、ふふっと微笑むと、士道のハートを
射
 い
 貫
 ぬ

 くように指で
銃
 じゆう

 の形を作りながら、続けた。

『聞いてください。──My Treasure』

　そして曲が鳴り響き──最後の一曲が、始まった。









　二万人も人が集まれば、当然ながらそこには様々な価値観や
思
 おも
 惑
 わく

 を持つ人間が
含
 ふく

 まれる。

　祝賀会に招かれた客が、
皆
 みな
 主
 しゆ
 賓
 ひん

 を心の底から祝福しているとは限らないし、決起集会に
集
 つど

 った者たちが、全員同じ熱量で
崇
 すう
 高
 こう

 な理想を
掲
 かか

 げているとも限らない。

　同様に、人気アイドルのライブを
訪
 おとず

 れている観客が、全員歌を楽しむためにそこにいるとも限らなかった。

「ふっ──」

　光
舞
 ま

 うアリーナの
端
 はし

 で、芸能記者・
文
 ふみ
 月
 づき
 春
 はる
 海
 み

 は、
肩
 かた
 口
 ぐち

 で切り
揃
 そろ

 えた
髪
 かみ

 を揺らすようにしながら、不敵に微笑んだ。

「
羽
 は
 原
 ばら

 、今の聞いた？」

　すると
隣
 となり

 にいた
後
 こう
 輩
 はい

 記者・羽原
智
 ち
 華
 か

 が、不思議そうに丸っこい目を向けてくる。

「へ？　いやまあ、そりゃ聞いてますけど。せっかくの美九たんのライブですし。いやー、しかし端っことはいえ
紛
 まぎ

 れ込めるなんてラッキーでしたねー」
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「なに
普
 ふ
 通
 つう

 に楽しんでんのよ」

　楽しげにサイリウムを
振
 ふ

 る智華の頭をポカッと
叩
 たた

 く。智華は「あたー！」と
漫
 まん
 画
 が

 のようなリアクションを取りながら、
恨
 うら

 みがましい視線を春海に向けてきた。

「な、なにするんですかぁ、先輩」

「なにするんですかぁ、せんぱぁい、じゃないわよ。私たちの目的を忘れたの？」

　言いながら、
猫
 ねこ
 科
 か

 動物のようなアーモンドアイを細め、ステージ上の誘宵美九を見やる。

「──私の
勘
 かん

 が正しければ、誘宵美九には
間
 ま
 違
 ちが

 いなく男がいるわ」

　そう。それが春海がこのライブを訪れた目的であった。

　押しも押されもしないアイドルとして芸能界に君臨する誘宵美九であるが、春海の鼻が、彼女の後ろに男の
匂
 にお

 いを
嗅
 か

 ぎ付けていたのである。

「……本当ですか？　なんか美九たんって、いっとき女の子大好きな
百合
 ゆり

 っ子って
噂
 うわさ

 があったような……」

「
馬
 ば
 鹿
 か

 ね。それは百合営業ってやつよ。わたしぃ、男の人苦手でぇ、女の子と
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいる方が好きなんですぅ、とか言っときゃ、馬鹿な男が
騙
 だま

 されてくれるでしょ？　アイドルがよく使う手よ。そんなこと言うやつに限って裏ではよろしくやってるんだから」

「そ、そういうものなんですかねえ。なんか美九たん、テレビで
可愛
 かわい

 い女の子と共演してるとき、たまにアイドルがしちゃいけない顔してる気がするんですけど……」

「芸能記者が演技に騙されてどうするのよ。裏を読みなさい裏を。──とにかく、今乗りに乗ってるアイドルのスキャンダルを押さえたとなれば、私たちの評価もうなぎ登りよ」

「うなぎ登りっていうか、それくらいのネタ押さえないと次の人事異動で別の部署に飛ばされそうって方が正しいような……」

「正直すぎる記者は早死にするわよ」

　春海は智華の頭に
肘
 ひじ

 を落とすと、
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら続けた。

「今、歌の前に『私を支えてくれた人』って言ってたでしょ。──あれ、間違いなく男よ。何なら
内
 ない
 緒
 しよ

 でこの会場に呼んでるかもしれないわ」

「な、なんでそんなことわかるんですか？」

「ときどき誘宵美九が
恋
 こい

 する
乙
 おと
 女
 め

 の顔になるじゃない。あ、ほら、今も。今のウインクとか絶対彼氏に向けたものよ。数万人のファンの中で彼氏とアイコンタクトとることに興奮を覚えてるのよ。間違いないわ」

「えぇ……さすがに
邪
 じや
 推
 すい

 しすぎじゃないですか？　みんながみんな先輩みたいに四六時中男の人のこと考えてるわけじゃないですし……」

「
誰
 だれ

 が
餓
 う

 えた
獣
 けもの

 よ」

　智華の頭に
拳
 こぶし

 を落とす。が、智華も学習したのか、すんでのところで
避
 よ

 けてみせた。そのときの「ふっ……甘いですね先輩」みたいな顔があまりにウザかったので、今度は
逃
 に

 げられないよう首根っこを
捕
 つか

 まえた。

「ギャッ！」

「とにかく、誘宵美九をマークするわよ。絶対にスクープをものにしてやるんだから」

　智華のこめかみをぐりぐりしながら、春海は不敵な笑みを浮かべた。





　　　　◇





「ふぁ……」

　ライブ翌日。
竜
 りん
 胆
 どう
 寺
 じ

 女学院の学生食堂で、美九は大きなあくびを
零
 こぼ

 した。

　アイドルは努力と
根
 こん
 性
 じよう

 。体力にはそれなりに自信のある美九であったが、全力全開のライブのあととなると少々
疲
 つか

 れてしまう。そこに昼の陽気と満腹感が加わると、さすがの美九もおねむモードになってしまうのだった。

　すると、向かい合ってランチを共にしていた少女たちが、
驚
 おどろ

 いたように目を向けてきた。

「お疲れですか、お姉様」

「ライブのあとですもの。無理せずお休みを取られればよかったのに」

　言って、竜胆寺女学院の
可
 か
 憐
 れん

 な花たちが、少し不安そうな顔をする。

　美九は「おっと」と、
滲
 にじ

 みかけていた
涙
 なみだ

 を拭い、微笑みを作ってみせた。

　アイドルがファンを不安がらせるわけにはいかない。アイドルとはその名の通り
偶
 ぐう
 像
 ぞう

 。ただ歌って
踊
 おど

 るだけの存在ではないのだ。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですよぉ。今日は暖かいので、ちょっと
眠
 ねむ

 くなっちゃっただけです。──それに、ライブ後だからって学校は休めませんよ。だって、皆さんと一緒にいる時間が減っちゃうじゃないですかぁ」

「お姉様……」

「ああ、なんてお
優
 やさ

 しい……！」

　美九の言葉に、少女たちが感
極
 きわ

 まったような表情をする。中には
感
 かん
 涙
 るい

 に
噎
 むせ

 び泣いたり、手帳を取り出して美九の言葉を書き留めている者さえいた。

「……でも、本当に無理はなさらないでくださいね、お姉様」

「そうですよ。お姉様がもしお
倒
 たお

 れにでもなられたら、私たちはどうしたらいいか……」

「うふふ、ありがとうございます。でも本当に大丈夫ですよ。皆さんにそう言ってもらえるだけで元気一〇〇倍です」

　美九はニコリと微笑みながら可愛らしいポーズを取ってみせた。数名の少女たちがそのあまりの可愛らしさに立ちくらみを起こし、また数名の少女たちが、尊いものを
崇
 あが

 めるように
平
 へい
 伏
 ふく

 する。

　美九は「大げさですよー」と
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら、そんな皆の様子を眺めるとふうと息を
吐
 は

 いた。

「それに──今日は学校の帰りに、『寄る』つもりですから」

「……？　寄る……ですか」

「一体どこに……？」

　
謎
 なぞ

 めいた言葉に、少女たちが首を
傾
 かし

 げる。美九はふふっと微笑むと、人差し指を一本、
唇
 くちびる

 の前に立ててみせた。

「元気が出る場所です。そうですね──『秘密の
花
 はな
 園
 ぞの

 』とでも言っておきます」

　言って美九がパチリと片目を閉じると、その
小
 こ
 悪
 あく
 魔
 ま

 的な仕草に、またも数名の少女たちが心臓を押さえながらテーブルに
沈
 しず

 んだ。









「！　先輩、来ました、誘宵美九です！」

「……！」

　
突
 とつ
 然
 ぜん
 響
 ひび

 いた智華の声に、春海はビクッと
身体
 からだ

 を震わせた。リクライニングさせていた座席が
揺
 ゆ

 れ、ドリンクホルダーに収めていた飲みかけの
缶
 かん

 コーヒーが少しこぼれる。

　だが、そんなことを気にしている場合ではなかった。春海はブラウスに飛んだ茶色い
飛
 ひ
 沫
 まつ

 を適当に拭うと、座席を起こし、
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を手にとって智華の視線の先を見やった。

　今春海と智華がいるのは、美九の通う竜胆寺女学院の正門前──もっと正確に言うなら、正門にいる守衛に
怪
 あや

 しまれない程度に
距
 きよ
 離
 り

 を取って停車した車の中であった。さすがに許可なく学校の
敷
 しき
 地
 ち

 内に入ることはできなかったため、美九が現れるまでここで張り込みをしていたのだ。

「ようやく来たわね。まったく、待たせてくれちゃって」

「……見張ってたのは私で、先輩は
寝
 ね

 てただけじゃないですかー」

　智華が唇を
尖
 とが

 らせながら言ってくるが、春海は特に取り合わず、双眼鏡
越
 ご

 しに学校の方を見やった。

　竜胆寺女学院の
豪
 ごう
 奢
 しや

 な正門から、少女たちを引き連れた美九が出てくる。

　そして美九は
優
 ゆう
 雅
 が

 な仕草で皆に手を振ったかと思うと、正門前に待たせていた
黒
 くろ
 塗
 ぬ

 りの高級車に乗り込んだ。

「車か。あとを追うわよ。怪しまれない程度に距離を開けつつ、でも絶対見失わないで」

「自分は
免
 めん
 許
 きよ

 持ってないくせに、人には無茶言うんだから……」

「何か言った？」

「いーえっ。シートベルト
締
 し

 めてくださいよ」

　智華がなぜか不服そうな顔をしながらハンドルを
握
 にぎ

 る。春海はシャッターチャンスを
逃
 のが

 さぬよう、カメラを手に取った。車が急発進したものだから
強
 したた

 かにシートに頭をぶつけた。大人しくシートベルトを締める。

　美九の乗った車は、法定速度をきっちりと守りながら、東天宮の方へ向かって走っていった。怪しい動きは見受けられない。どうやら春海たちの
尾
 び
 行
 こう

 には気づいていないようである。

　どれくらい走った
頃
 ころ

 だろうか。春海はカメラを構えながらピクリと
眉
 まゆ

 を動かした。

「
妙
 みよう

 ね……」

「？　何がです？」

「車の走ってる方向よ。誘宵美九の自宅でもなければ、事務所でもない。録音スタジオとも逆方向よ。もしかしたら……いきなり当たりを引いたかもしれないわね」

　春海はニッと不敵に唇の端を上げた。

　すると、まるでそれに合わせたようなタイミングで前方の車が停車し、誘宵美九が歩み出てくる。

　何の
変
 へん
 哲
 てつ

 もない住宅街の一角である。マンションや戸建て住宅が、道に沿って規則的に並んでいた。

「はい、じゃあここで大丈夫ですぅ。帰りはまたお願いしますね」

　美九が小さく手を振ると、車はそのまま走り去っていってしまった。
駐
 ちゆう
 車
 しや

 場へと向かったのか──それとも、美九は自宅に帰らないつもりなのか。どちらにせよ、美九の目的地はここらしい。春海はパシャパシャと連続してシャッターを切った。

「ふふふ、天下のアイドル様がこんなのどかな住宅地に何のご用かしらー？」

　と、春海がスクープの予感に胸を
膨
 ふく

 らませていると、美九に動きがあった。

「──あっ！」

　誰かを見つけたように顔を
綻
 ほころ

 ばせ、道を
駆
 か

 けていったのである。

「……！」

　その表情は、まさに恋する乙女。春海は心の中で「きた！」と
叫
 さけ

 びながらカメラのレンズを向けた。

　が。

「
七
 な
 罪
 つみ

 さぁぁぁん！」

「──げ」

　美九の視線の先にいたのは、
小
 こ
 柄
 がら

 な少女だった。
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな目つきに
癖
 くせ

 の強い
髪
 かみ

 。どうやら美九の女友だちらしい。

「……なんだ、女か」

　女の子同士が仲良くしている写真など、何のスクープにもならない。春海は
落
 らく
 胆
 たん

 の息を吐きながらカメラを下ろし、周囲に男の
影
 かげ

 がないか視線を
巡
 めぐ

 らせた。

　すると、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「ああ……ッ!?

 」

　
隣
 となり

 に座っていた智華が
驚
 きよう
 愕
 がく

 に
喉
 のど

 を引き
絞
 しぼ

 る。突然耳元で大声を出されたものだから、春海は思わず目を白黒させてしまった。

「な、何よ羽原。驚かせないでよ」

「す、すみません。……って、それより
先
 せん
 輩
 ぱい

 ！　今の
撮
 と

 ってましたか!?
 　い、誘宵美九が女の子に
抱
 だ

 きついた瞬間、女の子が精気を吸われてしおしおに！」

「はぁ……？
 　何言って──」

　春海は
訝
 いぶか

 しげに言いながら視線を
戻
 もど

 し、くわっと目を見開いた。

　理由は単純。智華の言うとおり、先ほどまで立っていた女の子が
抜
 ぬ

 け
殻
 がら

 のようにしおしおになって地面に横たわっていたのである。

　
否
 いな

 、それだけではない。その女の子の
惨
 さん
 状
 じよう

 と反比例するように、美九の
肌
 はだ

 が心なしかつやつやしている。まるで本当に精気を吸ったかのような様相だった。

「い、一体何が……」

　春海が
困
 こん
 惑
 わく

 に眉をひそめていると、美九が女の子を優しく抱き上げ、そのまま近くにある家に入っていってしまった。

　何の変哲もない二階建ての
一
 いつ
 軒
 けん
 家
 や

 である。
玄
 げん
 関
 かん

 の表札には『
五
 いつ
 河
 か

 』の文字が刻まれていた。

「……！　あの家が目的地？　は……っ、そういうことか」

「どういうことですか先輩！」

「あの子は誘宵美九の彼氏の妹よ！　そう考えれば
全
 すべ

 て
辻
 つじ
 褄
 つま

 が合うわ！」

「な、なるほど……では今のエナジードレインの原理は？」

「それはまったくわからないわ！」

　春海はきっぱりと言うと、車のドアに手を
掛
 か

 けた。

「とにかく、ここからじゃ見えないわ。追うわよ！」

「あ、は、はい！」

　
慌
 あわ

 てる智華を
伴
 ともな

 って車を降り、そろそろと
件
 くだん

 の家に近づいていく。

　が、当然のことながら
塀
 へい

 が
邪
 じや
 魔
 ま

 で家の中の様子は
窺
 うかが

 い知れない。春海はチッと舌打ちを
漏
 も

 らすと、塀に手を掛けた。

「あ、ちょっと先輩、何してるんですか、不法
侵
 しん
 入
 にゆう

 ですよ！」

「この一枚に私たちの未来がかかってるのよ!?
 　大丈夫、バレなければいいのよ、バレなければ……！」

　竜胆寺女学院は有名私立だけに警備が厳重だったが、個人宅の防犯設備などたかが知れている。別に何を
盗
 ぬす

 もうというわけでもない。いざとなれば
逃
 に

 げればよいのだ。

「もう……知りませんからね」

　春海の表情から言っても
無
 む
 駄
 だ

 であることを
悟
 さと

 ったのか、智華も
渋
 しぶ
 々
 しぶ

 といった様子で付いてくる。春海は満足げにうなずくと、そのまま塀を
越
 こ

 え、五河家の裏庭に降り立った。

　そして家の
壁
 かべ

 に身を
隠
 かく

 しながら、リビングに面していると
思
 おぼ

 しき大きな窓を
覗
 のぞ

 き込む。

　するとそこに、美九を
含
 ふく

 めた
幾
 いく
 人
 にん

 もの少女たちの姿があることがわかった。

「わ……なんですかあの子たち。全員芸能人……？」

　春海と同様にリビングを覗き込んだ智華が、
驚
 おどろ

 いたように言う。確かに彼女の言うとおり、家の中にいる少女たちは
皆
 みな

 、美九と比べても
遜
 そん
 色
 しよく

 ない美少女たちだった。

　とはいえ、その顔に見覚えがあるわけではない。仮にも芸能記者である春海が知らないということは、まだ研修生か、スカウトされてきたばかりの新人といったところだろうか。

「でも、女の子ばかりですね。やっぱりただのホームパーティーだったんじゃないですか？」

「いや、そんなはずは──」

　そこまで考えたところで、春海はハッと眉を揺らした。

「……私たち、思ったよりも大きなヤマに手出しちゃったかもしれないわよ」

「どういうことですか、先輩」

「これはあれよ……ハーレムよ」

「は、ハーレム……？」

　智華が
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら聞き返してくる。春海は
高
 こう
 揚
 よう

 と
戦
 せん
 慄
 りつ

 を覚えながら
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「ええ。芸能事務所の社長とか、
企
 き
 業
 ぎよう

 の重役とか、あるいは政治家なんかが、金に物を言わせてタレントを囲い込んでるのよ」

「そ、そうなんですか？　にしては
普
 ふ
 通
 つう

 の民家に見えるような……」

「カモフラージュってやつでしょ。こんなのどかな住宅街で酒池肉林にふけってるだなんて、
誰
 だれ

 も思わないだろうし。──私の読みが正しければ、この家の隣のマンションが女の子たちの宿舎ね。パトロンが一部屋ずつ高級マンションを買い
与
 あた

 えてるのよ」

「なるほど……って、あっ！　先輩、誰かがリビングに入ってきます！」

　
神
 しん
 妙
 みよう

 な顔でうなずいていた智華が、不意に声を上げる。

「きたか……！」

　春海はすかさずシャッターを切った。

　リビングに入ってきたのは、一人の少年であった。中性的な
容
 よう
 貌
 ぼう

 に、
優
 やさ

 しそうな目。見る限りでは、少女たちを囲い込んでいるパトロンには見えない。

　しかし春海は
見
 み
 逃
 のが

 さなかった。一見優しげな目の奥に、
淫
 いん
 蕩
 とう

 な
獣
 じゆう
 欲
 よく

 が
渦
 うず

 を巻いていることを。

「ふむ……あれがハーレムの
主
 あるじ

 か。思ったより若いわね。どこかの社長か政治家の
息子
 むすこ

 ってところかしら。あんな若いうちから女遊びだなんて、
爛
 ただ

 れてるわ」

　春海はニヤニヤと表情を
歪
 ゆが

 めながら、連続してシャッターを切っていった。少女たち、少年、そして少年と誘宵美九のツーショットをカメラに収め、さらに
笑
 え

 みを
濃
 こ

 くする。

「ふっ、ふふふ……やったわ。これは大スクープよ。あとはあの少年の
素
 す
 性
 じよう

 さえわかれば
完
 かん
 璧
 ぺき

 ……」

　と──そこで春海は言葉を止めた。

　理由は単純。何の
前
 まえ
 触
 ぶ

 れもなく首筋に冷たいものが押し当てられたかと思うと、

「──動かないで」

　そんな静かな声が、背後から聞こえてきたのである。

「ひ……っ」

　突然のことに、春海は身を
強
 こわ

 ばらせた。
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて、首筋に
突
 つ

 きつけられているのがナイフの
刃
 は

 であることがわかる。

　──戦慄。春海は冷や汗を垂らしながら、
抵
 てい
 抗
 こう

 する意思がないことを示すために両手を上げた。

　視界の
端
 はし

 に、
襲
 しゆう
 撃
 げき

 者の姿が映る。色素の
薄
 うす

 い髪が
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な、美しい少女。けれどその
面
 おもて

 には表情らしきものが見受けられず、人間というより人形や機械という方が適当にさえ思えた。

「あ、あの、私、
怪
 あや

 しい者じゃ……」

　見るからに怪しい者ではあるのだが、そう言わずにはいられなかった。カタカタと歯を鳴らしながら、
震
 ふる

 える声を発する。

「…………
 」

　少女は春海の言葉にも、
呆
 あつ
 気
 け

 に取られる智華にも興味を示さず、春海の手からカメラを
奪
 うば

 い取ると、片手で器用に画像ファイルを
確
 かく
 認
 にん

 していった。

「──なるほど」

　そして、今し方春海が撮った写真をひとしきりチェックしたのち、短くそう言って冷たい視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。

「士道が
魅
 み
 力
 りよく

 的なのはわかるけれど、個人の
敷
 しき
 地
 ち

 内に不法侵入して勝手に写真を撮るのはいただけない」

「ひゃ、ひゃい……」

「同じ士道好きに
免
 めん

 じて通報はしないでおく。ただし、このデータは
没
 ぼつ
 収
 しゆう

 させてもらう。異存は？」

「あ、ありましぇん……」

　少女の言っていることはよくわからなかったが、春海はそう答えるしかなかった。

　少女はカメラからＳＤカードを抜き取ると、カメラ本体を操作したのち再び春海の手に戻し、ようやくナイフを首から
離
 はな

 した。

「ふは……っ」

　どうやら極度の
緊
 きん
 張
 ちよう

 からか、無意識のうちに息を止めてしまっていたらしい。春海はよろめくように地面に手を突くと、大きく
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らしながら呼吸をした。

「せ、先輩、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか？」

「え、ええ……なんとか……」

　春海が首元をさすりながら智華の声に答えると、少女が無機質な視線を落としながら静かに告げてきた。

「──今回は見逃してあげる。でも、次はない」

「……っ、は、はい……」

　春海は顔中に
脂
 あぶら
 汗
 あせ

 を
浮
 う

 かべながらうなずくと、
速
 すみ

 やかにその場から去ろうとした。が、

「待って」

　次の瞬間、少女はそう言ったかと思うと、足を一歩前に
踏
 ふ

 み出し、春海の胸ポケットからペンを抜き取った。

「あ──」

　春海は思わず声を漏らした。何しろそれはただのペンではなく──キャップ部分に小型カメラが内蔵されたものだったのだ。そう、いざというときの隠しカメラである。

「な、なんでわかったの……」

「ペンのデザインに見覚えがあった。
既
 き
 製
 せい
 品
 ひん

 をそのまま使うのは悪手。おすすめは
一
 いつ
 旦
 たん

 分解したあと、カメラを
他
 ほか

 のペンに
埋
 う

 め込むこと。派手な
柄
 がら

 にレンズを
溶
 と

 け込ませるとなおベター。──ともあれ、これも没収させてもらう」

「くぅ……わかったわよ！」

　春海は
吐
 は

 き捨てるようにそう言って、智華とともにその場をあとにした。









「──『人はパンのみにて生くるにあらず』と言います。物質的な
欲
 よつ
 求
 きゆう

 が満たされるのは確かに
心
 ここ
 地
 ち

 よいことでしょう。でも、たとえお
腹
 なか

 が満たされていても、心が満たされなければ人は生きていけないのです。では、心を満たすものは何か。もうおわかりですね？　そう──七罪さんの
御
 お
 髪
 ぐし

 の
匂
 にお

 いです」

「……とりあえず何を言っているのかわからないということはわかったわ」

　
琴
 こと
 里
 り

 は半眼を作りながら、はあとため息を
吐
 つ

 いた。

　美九がしおしおになった七罪を
抱
 だ

 きかかえながら五河家にやってきたため、一応理由を聞いたところ、美九が
祈
 いの

 りを
捧
 ささ

 げるかのように手と手を組み合わせながら、キラキラした目でそう言ってきたのである。……その様はあたかも
敬
 けい
 虔
 けん

 な教徒のようであったが、たぶん
崇
 あが

 めているのは
邪
 じや
 神
 しん

 の
類
 たぐい

 だろう。

　と、琴里は
呆
 あき

 れ顔で肩をすくめていると、美九が
穏
 おだ

 やかな笑みを浮かべたまま続けた。

「そして琴里さん、こういう言葉もあります」

「え？」

「『お肉が続いたらお魚も食べたくなるのが人情だよネ』」

　言うが早いか、美九が琴里をハグしてこようとする。琴里は
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に両手を広げ、美九の手を
摑
 つか

 んだ。

「ちょっ、こら、美九!?
 」

「あぁーん、いいじゃないですかー。ここのところコトリンが足りなくて心なしかお
肌
 はだ

 が
荒
 あ

 れてる気がするんですよぉー！」

「勝手な栄養素作らないでくれる!?
 　ていうかさっきの言葉と
矛
 む
 盾
 じゆん

 してるわよね!?
 」

　などと、琴里と美九が
攻
 こう
 防
 ぼう

 を
繰
 く

 り広げていると、それに合わせるようなタイミングで
玄
 げん
 関
 かん

 の方から音がし、またも新たな来客が現れる。──
折
 おり
 紙
 がみ

 だ。

「あっ、折紙さぁん！」

「──！　
隙
 すき

 あり！」

　琴里は折紙に気を取られた美九の手を
払
 はら

 い、後方に
離
 り
 脱
 だつ

 した。勢い余って、美九がそのまま
床
 ゆか

 に突っ
伏
 ぷ

 す。

「あぁん、琴里さんのいけずぅ」

「まったくもう……って、あら？　折紙、何を持ってるの？」

　折紙の方に目をやり、首を
傾
 かし

 げる。なぜか折紙はその手にペンとＳＤカードを持っていたである。

「──
素
 す
 敵
 てき

 な拾いものをした」

「……？　そ、そう」

　よくわからなかったが、よいことがあったらしい。心なしか満足げな折紙の顔を見て、琴里は
曖
 あい
 昧
 まい

 にそう返した。

「……まあいいわ。これで全員
揃
 そろ

 ったわね？　前言った通り、今日は定期
検
 けん
 診
 しん

 の日よ。〈フラクシナス〉の機材がメンテナンス中だから、今日は地下
施
 し
 設
 せつ

 の方に移動するわ」

　琴里の言葉に、リビングに集まった
精
 せい
 霊
 れい

 たちが『おー！』と返事をした。ソファに横たわっていた七罪も、声こそ出さなかったがよろよろと手を上げていた。





　　　　◇





「な、なんだったんですかね、あの子……」

「……きっとあのハーレムの主か誘宵美九のボディガードよ。見た目は
可愛
 かわい

 い女の子だけど、あの目はただ者じゃないわ……」

　問題の家から命からがら
逃
 に

 げ延びた春海は、
未
 いま

 だ冷たい
感
 かん
 触
 しよく

 の残る
喉
 のど
 元
 もと

 を
撫
 な

 でながら、
戦
 せん
 慄
 りつ

 に染まった声を発した。

　背後を取るまで気配を
悟
 さと

 らせない技術、冷静かつ的確な観察眼、そして必要とあらば
躊躇
 ためら

 いなく春海の首を切り
裂
 さ

 いていたであろう
冷
 れい
 酷
 こく

 さ──どれを取っても、常人からはかけ離れていた。かつて大物俳優の
麻
 ま
 薬
 やく

 所持
疑
 ぎ
 惑
 わく

 を取材していたとき、
屈
 くつ
 強
 きよう

 なお兄様方に囲まれた経験がある春海でさえ、思わず失禁しそうになってしまったほどだ。

「たぶん、幼い
頃
 ころ

 乗っていた飛行機が
墜
 つい
 落
 らく

 し、南米で
特
 とく
 殊
 しゆ

 部隊に拾われたソルジャーか何かよ。
戸
 こ
 籍
 せき

 上は死亡
扱
 あつか

 いになってるから、『組織』の
汚
 よご

 れ仕事を
担
 にな

 うのに最適なのよ」

「そ、『組織』ってなんですか!?
 」

「適当に言ってみただけよ」

　春海はフンと鼻を鳴らした。

　とはいえ、誘宵美九と何らかの反社会勢力の
繫
 つな

 がりが匂ってきたのは本当である。
恐
 おそ

 らくあのハーレムの主の親あたりが大物なのだろう。でなければ、あんな血も
涙
 なみだ

 もない殺人マシーンなど
雇
 やと

 えるはずがない。

「……で、あの、
先
 せん
 輩
 ぱい

 。一つ聞きたいんですけど」

　と、そこで、智華が何やらおずおずと言ってくる。春海は「何よ」と短く返した。

「いや、私たち今、一体何してるのかなあ……って」

「何って……」

　春海は
眉
 まゆ

 をひそめながら智華に視線をやった。

「──家の近くでは見つかる恐れがあるから、望遠でスクープを押さえるために、近くの雑居ビルに
侵
 しん
 入
 にゆう

 して屋上を目指してるところでしょ？」

「わかってますよ！　そういうことじゃないですよ！」

　春海が
淀
 よど

 みなく答えると、智華は悲鳴じみた声を上げてきた。

「警告されましたよね!?
 　忠告されましたよね!?
 　なんでやる気出しちゃうんですか！　もういいから会社帰りましょうよ！」

「何言ってるの。記者の血が
騒
 さわ

 がないの？　これは
間
 ま
 違
 ちが

 いなくデカいヤマよ。──それとも、
尻
 しつ
 尾
 ぽ

 を巻いて逃げ帰って、定年までずっと段ボール切る部署に回されたいの？」

「死ぬよりいいです！　段ボール
綺
 き
 麗
 れい

 に切れるようがんばります！　それで部署内のマドンナになって、二八歳くらいで、段ボールの切り口に感動した営業部のエースと
結
 けつ
 婚
 こん

 して幸せな家庭を築きます！」

「……あんた、意外と厚かましいわよね」

　春海は半眼を作りながら言うと、タンタンと非常階段を上って、雑居ビルの屋上へと上がった。智華はぎゃーぎゃー騒ぎながらも一応あとを付いてきた。

「──うし、見晴らし良好。ここからならなんとかいけそうね。あとはあのボディガードがカーテンとか引いてなければ……」

　と、辺りを見回していた春海は、そこで不意に声を止めた。

　──屋上に、先客の姿があったのである。

「…………
 」

　
歳
 とし

 の頃三〇歳くらいの女が、屋上の
縁
 へり

 に足を
掛
 か

 けながら、
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を
覗
 のぞ

 き込んでいる。うなじで
纏
 まと

 められた
髪
 かみ

 に、
特
 とく
 徴
 ちよう

 の
薄
 うす

 い
面
 おもて

 。
目
 ま
 深
 ぶか

 にキャップを
被
 かぶ

 り、動きやすそうなスポーツウェアに身を包んでいた。

「……うん？」

　春海はぴくりと眉の
端
 はし

 を揺らした。

　それはそうだ。何しろ彼女が見ていたのは、先ほど春海たちが侵入していた家の方向だったのだから。

　するとそんな春海の視線に何かを感じ取ったのか、女が双眼鏡を下ろし、こちらに向き直ってきた。

「何者ですか」

　そして、女が
訝
 いぶか

 しげに眉根を寄せながらそう言ってくる。その声からは、
棘
 とげ

 のような
警
 けい
 戒
 かい
 心
 しん

 がありありと感じ取れた。

「……ああ」

　彼女の行動、そしてその
鋭
 するど

 い眼光や
剣
 けん
 吞
 のん

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 から、彼女の正体を
推
 お

 し量って、春海は得心がいったように
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「──同業者よ」

「…………
 」

　春海の言葉に、女は
微
 かす

 かに目を細めた。









　ＤＥＭインダストリー第一
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ
 諜
 ちよう
 報
 ほう
 員
 いん

 、ジュディ・ブラッドベリは、屋上に現れた二人組の女の動きに、細心の注意を払っていた。

　それはそうだ。精霊の
監
 かん
 視
 し

 任務中に
突
 とつ
 如
 じよ

 として現れ、あまつさえ同業者を名乗ってきたのである。警戒するなという方が無理な話だった。

「…………
 」

　無言のまま、二人の
容
 よう
 貌
 ぼう

 を観察する。長身の女と、
小
 こ
 柄
 がら

 な女。

　どこかで見た顔だと思ったが、それも道理。確か、先ほど監視対象の五河家に侵入して精霊の一人に
撃
 げき
 退
 たい

 されていた二人組である。

　同業者──ということは
魔術師
 ウイザード

 だろうか。追加要員が送られてくるという話は聞いていなかったが、ジュディはすぐに思い直した。──それが第二執行部の
魔術師
 ウイザード

 であれば、あり得ない話ではない。

　アイザック・ウェストコット
直
 ちよつ
 轄
 かつ

 である第二執行部は、
他
 ほか

 のあらゆる部署の事情を
鑑
 かんが

 みることなく力を
振
 ふ

 るう、暴君にして
駄
 だ
 々
 だ

 っ子だ。あの
傲
 ごう
 岸
 がん

 で
不
 ふ
 遜
 そん

 な執行部長エレン・メイザースならば、第一執行部の
手
 て
 柄
 がら

 を横取りしようと考えても不思議はない。ジュディは警戒に微かな
嫌
 けん
 悪
 お

 を
滲
 にじ

 ませた。

　するとそんなジュディの視線の変化を察してか、二人組の女が声を発してくる。

「ああ、申し
遅
 おく

 れたわね。『ウェンズデー』の文月春海よ」

「同じく、羽原智華です」

「……、セオリカス・ナンバー、ジュディ・ブラッドベリです」

　ジュディは警戒を
緩
 ゆる

 めないまま、一応はそう答えた。

　どうせ彼女らも本名ではあるまい。諜報員にとって名前とは、使い捨ての記号に過ぎない。それ以前に彼女らも、ジュディと同じく
顕現装置
 リアライザ

 で顔を変えていると見ていいだろう。『ウェンズデー』という所属にも聞き覚えはなかった。新たな部隊か──それとも何らかの
符
 ふ
 丁
 ちよう

 だろうか。

「……一体何の用です？　私の仕事を
邪
 じや
 魔
 ま

 するつもりなら
容
 よう
 赦
 しや

 はしませんよ」

「ちょっとちょっと、そんな
怖
 こわ

 い顔しないでってば。別に邪魔する気なんてないわよ。──ただ、そのヤマを
狙
 ねら

 ってるのはあなただけじゃないってこと。あなたこそ、私たちの仕事を邪魔する気じゃないわよね？」

　などと、春海と名乗った長身の女が、
挑
 ちよう
 発
 はつ

 的な調子で言ってくる。ジュディはフンと鼻を鳴らしながら返した。

「先ほど対象の家に不用意に侵入した上、発見されて追い出された人にしては、大きな口を
叩
 たた

 きますね」

「あっ、見られてたんですね……」

　智華が
頰
 ほお

 を赤くしながら言う。春海が「しっ」と小柄な女の口を
塞
 ふさ

 いだ。

「体当たり取材ってやつよ。死地に
踏
 ふ

 み込まないと得られない情報ってのはあるものでしょう」

「ほう。ならばその体当たりとやらで、対象の警戒心以外にどんなものを得られたのか
伺
 うかが

 いたいものです」

「おっと、その手には乗らないわよ。私たちにとって情報は生命線。タダで聞き出そうなんて虫がよすぎるんじゃない？」

「…………
 」

　春海の言葉に、ジュディは眉をひそめた。──一向に、彼女らの目的が見えてこなかったのである。

　まず、先ほどから屋上を
随意領域
 テリトリー

 で
覆
 おお

 っているというのに、何も反応を示していないというのが信じがたい。別にこれといった負荷を掛けているわけではないが、
魔術師
 ウイザード

 にとって相手の
随意領域
 テリトリー

 に
囚
 とら

 われるというのは、首にナイフを
突
 つ

 きつけられているのと同義である。相手の
随意領域
 テリトリー

 を感知すると同時に自分も
随意領域
 テリトリー

 を展開するのが
普
 ふ
 通
 つう

 だ。

　──もしや、そもそも
顕現装置
 リアライザ

 を
携
 けい
 帯
 たい

 していないのでは。ジュディの
脳
 のう
 裏
 り

 にそんな考えが
浮
 う

 かぶ。

　そういえば先ほど彼女らは
精
 せい
 霊
 れい

 と
接
 せつ
 触
 しよく

 していた。あのとき
顕現装置
 リアライザ

 を携帯していたなら、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 とばれてしまっていた可能性がある。──ならば彼女らは、あえて
顕現装置
 リアライザ

 を持たず、
一
 いつ
 般
 ぱん

 人を
装
 よそお

 って精霊と接触する任務を帯びたエージェント？　しかし、一体何のために？　あのとき彼女らは精霊とどんな会話をしていた……？

　
夥
 おびただ

 しい疑問がジュディの脳裏を
駆
 か

 け
巡
 めぐ

 る。諜報員としての直感。彼女らは何かを
握
 にぎ

 っている。ジュディは
揺
 ゆ

 さぶりをかけようと、少し挑発的な調子であごを上げた。

「──本当に舌がよく回りますね。さすがはあの部長の部下なだけはあります。その技術を
活
 い

 かすなら、あなた方も部長
殿
 どの

 と同じように、社長の愛人でもやっていた方がよかったのでは？」

　言いながら、屋上を覆う
随意領域
 テリトリー

 を操作する。──彼女らが
激
 げつ
 昂
 こう

 し
殴
 なぐ

 りかかってきても対応できるように。

　第二執行部の
魔術師
 ウイザード

 たちはＤＥＭの中でも、特に
熱
 ねつ
 狂
 きよう

 的なウェストコットとエレンの
信
 しん
 奉
 ぽう

 者だ。こんな
露
 ろ
 骨
 こつ

 な
侮
 ぶ
 辱
 じよく

 でも、
怒
 いか

 りで口の一つくらい
滑
 すべ

 らせてくれるかもしれなかった。

「え……」

「部長って……あの部長ですか？」

　が、彼女らの反応は、ジュディの予想とは異なっていた。怒りというより
困
 こん
 惑
 わく

 を表情に滲ませ、何やらこそこそと話をし始めたのである。









　春海は困惑していた。

　それはそうだ。張り込み現場で同業者（セオリカス何とかという聞き覚えのない雑誌名だった。海外メディアだろうか？）と
鉢
 はち
 合
 あ

 わせしたかと思えば、その記者が、
突
 とつ
 然
 ぜん

 春海たちの会社のスキャンダルを
暴
 ばく
 露
 ろ

 し始めたのである。

　しかもその内容がまた
酷
 ひど

 い。なんと、部長（
権
 ごん
 田
 だ
 秀
 ひで
 男
 お

 ・五二歳）が社長（
上
 うえ
 本
 もと
 和
 かず
 成
 なり

 ・六〇歳）の愛人をしているというのだ。無論、二人とも
正
 しよう
 真
 しん
 正
 しよう
 銘
 めい

 男である。

「えっ、ちょっ、部長と社長が……？　そうだったの？　い、いやまあ、好みは人それぞれだから口出すつもりはないけど、両方妻子持ちよね……？」

「はい……でも、部長も社長も
倦
 けん
 怠
 たい
 期
 き

 で、家庭内別居状態だって聞きました……」

「日々
募
 つの

 る
寂
 さび

 しさ、
熟
 う

 れた
身体
 からだ

 の
疼
 うず

 き……」

「やがて二人は、
互
 たが

 いの心の
隙
 すき
 間
 ま

 を
埋
 う

 め合うように禁断の関係へと……」

　春海と智華はひそひそと会話を
交
 か

 わしたのち、どちらからともなく「うげぇ……」と
嫌
 いや

 そうな声を発した。

　するとそんな二人の反応を見てか、ジュディと名乗った記者が訝しげな顔をする。

「……あなたたち、
怒
 おこ

 らないのですか？」

「いや、怒るっていうか、ひたすらに意外だったっていうか……」

「まさかうちの社内がそんな
爛
 ただ

 れた
環
 かん
 境
 きよう

 だったなんて……ていうかそんな大きなネタ、今まで知らなかったのがちょっと
恥
 は

 ずかしいです」

「そうよねぇ……私たちが握ってる部長のネタと言ったら、最近
尿
 によう
 漏
 も

 れに
悩
 なや

 まされてるとか、バレバレのカツラ被ってるとかそういうのくらいだし……」

「──は!?
 」

　春海が何の気なしに言うと、ジュディが声を裏返らせた。

「ちょ、ちょっと待ってください。そうなのですか？　あの部長が!?
 」

「え？　そんなに
驚
 おどろ

 くようなこと？　うちの
界
 かい
 隈
 わい

 では結構
噂
 うわさ

 になってるわよ。尿漏れはまあ歳だから仕方ないにしても、頭の方はもうちょっと
上手
 うま

 く
隠
 かく

 して欲しいわよね。あれじゃ怒られてても笑っちゃうわよ」

「……あなたたち、そんなこと言って
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか？　部長に殺されませんか？」

　ジュディがどこか心配そうに言ってくる。……彼女の方が明らかにヤバいネタを
放
 ほう

 り込んできた気がするのだが。

　と──

「──！」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
汗
 あせ

 を滲ませながら半眼を作っていたジュディがピクリと
眉
 まゆ

 を揺らしたかと思うと、五河家の方に目をやった。

　つい今し方まで困惑したように
歪
 ゆが

 んでいた表情を一変させ、
沈
 ちん
 着
 ちやく

 な
面
 おも
 持
 も

 ちで
以
 もつ

 て五河家を観察する。その反応と切り
替
 か

 えの速さは、スパイ映画に出てくるようなプロのエージェントを思わせた。

「……動いたか」

　そしてぽつりとそう言うと、ジュディは足元に置いていたバッグを
担
 かつ

 ぎ上げ、春海と智華の
脇
 わき

 をすり
抜
 ぬ

 けるように非常階段を降りていく。

「わっ、な、何ですか急に」

「……っ、よくわかんないけど、誘宵美九に動きがあったみたいね。先
越
 こ

 されてたまるもんですか。私たちも追うわよ！」

「は、はい……！」

　春海と智華は、
凄
 すさ

 まじい速さで階段を降りていくジュディの背を追った。





　　　　◇





「……ふむ」

　路地裏に身を隠しながら、ジュディは
鋭
 するど

 い眼光で通りの向こうにある雑居ビルを見つめていた。

　五河家を出た精霊たちが、先ほどあのビルに入っていったのである。一見すると何の
変
 へん
 哲
 てつ

 もないビルであるが、
恐
 おそ

 らく〈ラタトスク〉が所有する物件なのだろう。

　一体どんな
施
 し
 設
 せつ

 なのか調査しておきたい気持ちはあるが、深入りは危険である。とりあえず今日は場所が割れただけでよしとしておこう。そう判断して、ジュディは携帯
端
 たん
 末
 まつ

 に施設の位置情報を記録しようとした。

　が。

「
先
 せん
 輩
 ぱい

 先輩、今あのビルに入っていきましたよね」

「ええ……見るからに
怪
 あや

 しいわ。もしかしたら、裏カジノや会員制のデートクラブかも……？　現場写真を押さえるわよ」

　そんな声が聞こえてきて、ジュディは手を止めた。──ジュディに付いてきたらしい春海と智華が、
件
 くだん

 の雑居ビルに入ろうとしていたのである。

「ちょっと待ちなさい」

　ジュディは二人の首根っこを
摑
 つか

 むと、そのまま路地裏に引っ張り込んだ。

「ぎゃっ！」

「ちょっと、何するのよ！」

「……それはこちらの
台詞
 せりふ

 です。死にたいのですか？」

　ジュディが半眼を作りながら言うと、春海はフッと不敵な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべてきた。

「
虎
 こ
 穴
 けつ

 に入らずんば虎子を得ず、よ。リスクを
冒
 おか

 さないで成果が得られるとでも思ってるの？」

「えっと、私はできれば死にたくないですけど……」

　智華が
渋
 しぶ

 い顔をしながら言う。春海が「カッコつかないから
黙
 だま

 ってなさい」と智華の頭を
小
 こ
 突
 づ

 いた。

「ジュディって言ったかしら？　気が乗らないならあなたはそこで待ってなさいよ。せいぜい、私の
活
 かつ
 躍
 やく

 を見てるといいわ」

「く……」

　挑発するように言われ、ジュディは
歯
 は
 嚙
 が

 みした。

　この
状
 じよう
 況
 きよう

 で敵施設の中にまで
侵
 しん
 入
 にゆう

 するのは明らかに危険である。だが、このまま手をこまねいていては、第二
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ

 に今までの
手
 て
 柄
 がら

 を
全
 すべ

 て横取りされてしまいかねなかった。

　思考は数瞬。ジュディは小さな舌打ちを
零
 こぼ

 した。

「……仕方ありません。私も同行します」

「ヒュウ。決断が早いわね。ライバルながら
天晴
 あつぱ

 れよ」

　春海が感心したように口笛を
吹
 ふ

 いてくる。ジュディは細く息を
吐
 は

 きながら、
顕現装置
 リアライザ

 を操作した。

「──
随意領域
 テリトリー

 で入り口の
監
 かん
 視
 し

 カメラを一時的に
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 します。
顕現装置
 リアライザ

 は携帯していないのでしょう？　できるだけ私から
離
 はな

 れないようにしてください」

「……先輩先輩、この人急に何言いだしたんですか？」

「……あんまり
触
 ふ

 れないであげなさい。大きな仕事の前にはテンション上げなきゃいけないこともあるのよ」

　智華と春海が何やらひそひそと会話を交わす。ジュディは「行きますよ」と短く言うと、雑居ビルの入り口へと歩いていった。二人がそろそろとした足取りでそのあとを追ってくる。

　予想通り、ビルの入り口には監視カメラが設置されていた。
随意領域
 テリトリー

 で一時的に
妨
 ぼう
 害
 がい

 を
施
 ほどこ

 しながら、
扉
 とびら

 の電子ロックを解除しようとする。

　が、
随意領域
 テリトリー

 内で電子ロックに
干
 かん
 渉
 しよう

 したところで、その機器にもまた
顕現装置
 リアライザ

 が使用されていることがわかる。無理に解除しようとすれば、警報が鳴ってしまうだろう。かといって、
認
 にん
 証
 しよう

 コードを割り出すような時間もない。やはり
一
 いつ
 旦
 たん

 出直さねば──

「うわ、ロックかかってる。どうやったら開くかしら」

「適当な数字入れてみましょうよ。ちなみに私、今日のラッキーナンバーは一三だったんですけど」

「うっし、やったれやったれ」

　と思ったところで、春海と智華が勝手にパネルを
弄
 いじ

 り始める。ジュディは
泡
 あわ

 を食って二人の頭に
拳
 こぶし

 を落とした。

「ぎゃっ！」

「あたっ！　何するんですかぁ」

「それはこちらの台詞です。私が何とかしますから、勝手な行動は──」

　が、ジュディはそこで目を見開いた。

　春海たちが弄っていたパネルがピピッと音を立てたかと思うと、自動扉が開いていったのである。

「へ──」

「うおっ、開いた」

「わ、ラッキーですねぇ」

　軽い調子で二人が言って、ビルの中に入っていく。ジュディはごくりと息を
吞
 の

 みながらその背を見つめた。

　──まさか、認証コードを割り出した？　
顕現装置
 リアライザ

 も使わず、あんな短時間で？

　どうやったのかは知らないが、さすが第二執行部の
魔術師
 ウイザード

 ということだろうか。ジュディは
緊
 きん
 張
 ちよう

 とともに
警
 けい
 戒
 かい
 心
 しん

 を強めると、グッと拳を
握
 にぎ

 りながら二人の背を追っていった。

　ビルの内部にあったのは、小さなエレベーターと数枚の扉であった。目を細めながら
随意領域
 テリトリー

 で周囲の様子をスキャン。扉の向こうがただの空き部屋であること、そして二階以上にもさしたる設備がないことを確認する。

「……なるほど、主要な施設は地下ですか」

　短く言って、先ほどと同様監視カメラを
騙
 だま

 しながらエレベーターに乗り込み、パネルを操作。低く
唸
 うな

 るような音を聞きながら、ジュディたちは地下フロアへと
到
 とう
 達
 たつ

 した。

　エレベーターを出た先は、広い
廊
 ろう
 下
 か

 であった。白で構成された
壁
 かべ
 床
 ゆか
 天
 てん
 井
 じよう

 にぼんやりとした明かりが
灯
 とも

 り、前方と左右、三方向に道が延びている。

　ジュディは
素
 す
 早
 ばや

 く
随意領域
 テリトリー

 を操作すると、周囲数メートルの様子を
探
 さぐ

 った。幸運なことに、機関員の姿はないようである。

　するとそんなジュディの横を通って、春海と智華が前に歩み出ていった。

「はえー……何ここ、なんか予想と
違
 ちが

 うというか……裏カジノってよりかは、ＳＦ……？」

「本当ですね……昔のアニメで見た秘密基地みたいな感じです。天宮市の地下にこんなところがあるなんて……」

　などと言いながら、手にしていたカメラで周囲の写真を
撮
 と

 りまくる。その無防備
極
 きわ

 まる様子に、ジュディは
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに視線を鋭くした。

「不用意ですよ、二人とも。ここが敵の施設であることを忘れないでください。
魔術師
 ウイザード

 や
精
 せい
 霊
 れい

 に見つかったらどうするつもりです」

　ジュディが強い口調で言うと、春海と智華は「……え？」と不思議そうな顔をした。

「
魔術師
 ウイザード

 ？　精霊？」

「何ですかそれ。何かの
隠
 いん
 語
 ご

 ですか？」

「……は？」

　二人の反応に、今度はジュディが目を丸くした。









「…………
 、念のため確認したいのですが」

　数秒の
沈
 ちん
 黙
 もく

 と思案のあと。

　ジュディが春海と智華の顔を
順
 じゆん
 繰
 ぐ

 りに見るようにしながら言葉を続けてきた。

「ここが〈ラタトスク〉の施設である、ということはわかっていますね？」

「〈ラタトスク〉……？」

　春海は聞き慣れない言葉に首を
捻
 ひね

 ったが、すぐにポンと手を打った。

「あっ、もしかしてそれがこの施設の名前？　クラブ〈ラタトスク〉ね。なるほど、
荒
 あら
 稼
 かせ

 ぎしてそう。ここの
顧
 こ
 客
 きやく

 押さえるだけで結構なスクープになるんじゃないかしら」

「…………
 」

　春海が手帳にペンを走らせながら言うと、ジュディはなぜか
頰
 ほお

 をピクピクと動かした。

「……ご存じない。ということは、あなた方はＤＥＭ第二執行部の
魔術師
 ウイザード

 ではないのですね？」

「いや、だから
魔術師
 ウイザード

 って何？　あ、もしかして海外では記者のことそう呼ぶの？　彼らは
魔
 ま
 法
 ほう

 のように空を
駆
 か

 け、
驕
 おご

 れる者の秘密を
暴
 あば

 く。その姿、まさに現代の
魔術師
 ウイザード

 ──みたいな？」

「ひゃー、かっこいいですねー」

「……記、者……」

　ジュディの頰の
痙
 けい
 攣
 れん

 が
一
 ひと
 際
 きわ

 強くなる。やがて彼女は顔を
伏
 ふ

 せると、キャップの上から
髪
 かみ

 をくしゃくしゃと
搔
 か

 き
毟
 むし

 った。

「なるほど、なるほど……おかしいとは思っていたのです。しかし、そうですか、そういうことですか……」

　そして何やら、うわごとのようにぶつぶつと
呟
 つぶや

 き始める。そのただならぬ様子に、春海は
汗
 あせ

 を垂らしながら顔を
覗
 のぞ

 き込もうとした。

「あのー……
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？　体調悪いなら
戻
 もど

 ってても──」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、春海は言葉を止めた。

　
否
 いな

 、正確に言うなら、半ば強制的に止めさせられた。

　まるで見えない手に
拘
 こう
 束
 そく

 されたかのように、
身体
 からだ

 が動かなくなってしまったのである。

「え……っ、な、何これ……
金
 かな
 縛
 しば

 り!?
 」

「う、動けません、
先
 せん
 輩
 ぱい

 ……！」

　春海と智華が悲鳴じみた声を上げていると、ジュディがゆらりと顔を上げた。

「……私は思うのです。今回このような事態になってしまったのは、
常
 つね
 日
 ひ
 頃
 ごろ

 からの第二執行部の横暴にあるのではないかと。断じて私の不手際ではありません。全てはメイザース執行部長が悪いのです。あなた方もそう思いますよね？」

　そして
虚
 うつ

 ろな目で、
呪
 じゆ
 詛
 そ

 のようにそう呟いてくる。正直話の内容はよくわからなかったけれど、それに否定を示すような度胸は春海にはなかった。
涙
 なみだ
 目
 め

 になりながらこくこくと首を前に
倒
 たお

 す。

「お、思う思う！　ね、羽原！」

「そ、そうですね！　そのメイザースさんが悪いですね！」

「ええ、そうですとも。──しかし、ここまで知られてしまった以上、ただで帰すわけにはいかなくなってしまいました。
当
 とう
 該
 がい
 箇
 か
 所
 しよ

 の
記
 き
 憶
 おく

 を処理させていただきます。専用の
顕現装置
 リアライザ

 があるわけではないので少々
手
 て
 荒
 あら

 な
施
 せ
 術
 じゆつ

 になりますが、まあ死にはしません。最悪、自分の名前も思い出せなくなるくらいで済むはずです」

　などと、
不
 ふ
 穏
 おん

 に過ぎることを言いながら、ジュディがゆっくりと春海の頭に手を
伸
 の

 ばしてくる。春海はどうにかそれから
逃
 のが

 れようとしたが、その意に反して身体はぴくりとも動いてくれなかった。

「やーっ！　うおーっ！　やめてぇぇぇっ!?

 」

「せ、せんぱぁぁぁい！」

　が、ジュディの手が春海に触れようとした、そのとき。





「〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉──【
輪舞曲
 ロンド

 】！」





　どこからともなくそんな声が聞こえてきたかと思うと同時、楽器を
奏
 かな

 でるような
流
 りゆう
 麗
 れい

 な音が
響
 ひび

 き──

　ジュディの身体が、見えない
衝
 しよう
 撃
 げき

 によって、左方の
壁
 かべ

 に
叩
 たた

 き付けられた。

「かは……っ！
 」

　短く息を
吐
 は

 いて、ジュディがその場にくずおれる。瞬間、春海と智華を
縛
 しば

 っていた不可視の力が消え、二人の身体が自由になった。

「うお……っとと」

「先輩！　大丈夫ですか先輩！」

「え、ええ、なんとか……でも、今のは一体……」

　そこで顔を上げ──春海は気づいた。

　自分たちを救ってくれた声。その正体に。

「い、誘宵……美九？」

　そう。そこにいたのは、春海たちが追っていたアイドル、誘宵美九その人だったのだ。

　否、それだけではない。美九は今、その身に光を固めたような美しいドレスを身に
纏
 まと

 い、
輝
 かがや

 く
鍵
 けん
 盤
 ばん

 を
伴
 ともな

 っていた。ステージ
衣
 い
 装
 しよう

 では説明が付かないような
超
 ちよう
 常
 じよう
 的
 てき

 な様相。それこそ、まるで魔法でも使っているかのような姿だった。

「あらー、私のことをご存じなんですか？　にしても危なかったですねぇ。変な声が聞こえると思って来てみて正解でしたぁ」

　と、美九が
可愛
 かわい

 らしい仕草でそう言うと、彼女の後方から、数名の少女たちが走ってきた。

「美九！」

「あ、琴里さん」

　先頭にいた
小
 こ
 柄
 がら

 な少女──琴里が、春海たちと気絶したジュディを
交
 こう
 互
 ご

 に見やり、
不
 ふ
 審
 しん

 そうな顔をしながら
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしてくる。

「一体何があったっていうの？　この人たちは？」

「そこに倒れてるのはたぶんＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 さんです。
顕現装置
 リアライザ

 を使ってたので。で、こちらの二人は──わかりませんねぇ」

　美九が指を一本あごに当てながら首を
傾
 かし

 げる。そんな何気ない所作の一つからも、常に可愛くあるべしというアイドルの心構えが覗いているように見えた。

「やっぱりＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 か。何者かが
嗅
 か

 ぎ回ってるとは思ってたけど、こんな
露
 ろ
 骨
 こつ

 な
誘
 さそ

 いに乗ってくれるとは思わなかったわね。──ま、とにかく彼女の
身
 み
 柄
 がら

 はこっちで預かるわ。いろいろと聞かなきゃならないことがありそうだし」

　琴里は息を吐きながら言うと、春海たちに視線を戻してきた。

「──で、あなたたちは何者？　あの
魔術師
 ウイザード

 とはどんな関係？　何の目的でこの
施
 し
 設
 せつ

 に
忍
 しの

 び込んだの？　
噓
 うそ

 と
黙
 もく
 秘
 ひ

 はお
勧
 すす

 めしないわ。その場合、身体に聞くことになるから」

　見た目は中学生くらいだというのに、なぜかその視線には
妙
 みよう

 な
迫
 はく
 力
 りよく

 が感じられる。春海と智華は思わず身を
竦
 すく

 ませた。

「い、いや、私たちは……」

　春海がどうこの場を切り
抜
 ぬ

 けようかと必死で考えを
巡
 めぐ

 らせていると、涙目になった智華が口を開いた。

「す、すみません、雑誌記者です！　誘宵美九のスクープを
狙
 ねら

 ってただけなんです！　何も
喋
 しやべ

 りませんからどうか命だけは……っ！
 」

「ちょっ、羽原！」

　
慌
 あわ

 てて智華の口を押さえるも、
遅
 おそ

 い。重要な情報は
粗
 あら
 方
 かた

 伝わってしまったあとだった。

　智華があまりにあっさりと目的を吐いたからか、琴里が
真
 しん
 偽
 ぎ

 を測りかねていると言った様子で美九に半眼を向ける。

「……どう？」

「うーん、声の感じを聞く限り、噓は言ってなさそうですねぇ。──にしてもそうですかぁ、私のスクープを……うぅん、キャリアウーマン風のお姉さんたちに四六時中見られてたって考えると、なんだかちょっと興奮してきちゃいますねぇ」

　美九が頰を赤くしながら身を
捩
 よじ

 る。その様子に、琴里が「相変わらずね……」とため息を
吐
 つ

 いた。

「にしても、雑誌記者……か。まあ、美九も一応アイドルだしね」

「あーん、一応ってなんですか一応ってぇー」

　琴里の言葉に、美九がぷくー、と頰を
膨
 ふく

 らませる。しかし琴里は特に気にする様子もなく続けた。

「しかし、こんなところにまで忍び込むなんてね。悪いけど、〈ラタトスク〉のことを知られちゃった以上、このまま帰すわけにはいかないわ。一連の記憶を消させてもらうわよ」

「ぎゃーん！　結局さっきと同じパターンでは!?
 」

「せ、せんぱぁぁぁぁ
 い！」

　春海と智華は悲鳴を上げながら
抱
 だ

 き合った。すると琴里が、やれやれといった調子で
肩
 かた

 を竦めてくる。

「安心しなさい。
当
 とう
 該
 がい
 記
 き
 憶
 おく

 以外に
影
 えい
 響
 きよう

 はないわ。ほら、処理するからこっちに──」

　と、琴里が言いかけたところで、その肩を美九がトントンと叩いた。──なぜか、妙にキラキラした目で。

「琴里さん、琴里さん。よかったらその役、私に任せてくれませんかぁ？」

「え？」

「ほら、〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で暗示をかければ、
顕現装置
 リアライザ

 で施術するより脳に負担が少なくてすみますしぃ。それに、記者さんに私のどんな秘密が暴かれちゃってるのか、ちょっと興味あるんですよねぇ」

「あー……」

　琴里はしばしの間思案を巡らせるように
唸
 うな

 ると、一瞬春海たちに
憐
 れん
 憫
 びん

 の
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けてきた。

「……ま、いいわ。一応最後に、ちゃんと暗示が効いてるかどうかだけはチェックさせてもらうわよ」

「！　はい！　それはもうっ！」

　美九は心底
嬉
 うれ

 しそうに言うと、リズミカルにステップを
踏
 ふ

 むようにして春海と智華の背後に回った。

　そして二人の首根っこを
摑
 つか

 むようにして、そのままずりずりと引きずっていく。

「さ！　こっちですよぉ記者さん！　どうせ忘れちゃうんですし、暗示の前にちょっとお話
伺
 うかが

 わせてください！　実はいいお茶があるんですよぉ！」

「え？　あ、ちょ……すごいちから……」

「ちょっと待って。え？　みんななんで
可哀
 かわい
 相
 そう

 な目で私たちを見るの？　なんで手合わせてるの？　ちょ……うわ、きゃぁぁぁぁぁぁっ!?

 」

　春海の悲鳴とともに、施設の
扉
 とびら

 が閉まった。





　　　　◇





「…………
 あー…………
 」

　翌朝。春海はずきずきと痛む頭を押さえながら、『週刊ウェンズデー』編集部への
廊
 ろう
 下
 か

 をのたのたと歩いていた。

　なんだか妙に身体がだるい。
恐
 おそ

 らく昨晩飲み過ぎたのだろう。……『恐らく』という言葉が付くのは、酒を飲んだこと自体をよく覚えていないからだったが、今の状態を
鑑
 かんが

 みるに、
他
 ほか

 に考えようがなかった。

　何しろ、丸一日分の記憶がすっぽりと抜け落ちてしまっているのだ。今朝起きたとき、スマートフォンのカレンダーを何度も
確
 かく
 認
 にん

 してしまったほどである。

「だっる……記憶なくすほど飲むなんて何年ぶりだろ……」

　と、
呻
 うめ

 くように独り言を
呟
 つぶや

 きながら歩いていると、編集部の前で智華と出くわした。

　智華もまた春海と同じような顔をしながら、重い足取りで歩いている。どうやら彼女も昨晩飲み過ぎたらしい。

「あ……おはようございます、
先
 せん
 輩
 ぱい

 」

「おはよ……って、羽原。あんたそれどうしたの？」

　
怠
 だる

 そうに
挨
 あい
 拶
 さつ

 を返したところで、春海は目を細めた。

　理由は単純。彼女の首元から小さな
鬱
 うつ
 血
 けつ

 の
跡
 あと

 ──
所謂
 いわゆる

 キスマークが
覗
 のぞ

 いていたからだ。

「……別に
駄
 だ
 目
 め

 とは言わないけど、
隠
 かく

 してきなさいよそういうのは……」

「えっ？　わっ、いつの間に……」

　智華は言われて初めて気づいたように首を隠すと──そこで目を丸くしてきた。

「って、そういう先輩こそ付いてるじゃないですか」

「へ……？」

　言われて、コンパクトの鏡で自分の首元を覗く。するとそこには智華の言うとおり、見事なキスマークができていた。

「うっわ、マジか……昨日何してたのよ私……」

「……えっ、覚えてないんですか？　まさか私のこれ付けたの先輩じゃないですよね？」

「んなわけない──と思いたいけど……」

　と、春海と智華がなんだか
微
 び
 妙
 みよう

 な空気になっていると、二人に気づいたらしい編集長が、フロアの奥から声を投げてきた。

「文月、羽原。ちょっと来い」

「あ……はーい」

　のったりと返事をし、智華とともに編集長の席へと歩いていく。編集長は気怠そうな二人の様子に気づいてか、不審そうに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せてきた。

「……どうした二人とも。体調悪いのか？」

「あ、いえ……そういうわけでは……」

　春海が
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら言うと、編集長は小さく息を吐き、気を取り直すように続けてきた。

「まあいい。それより、例の件はどうなった？」

「……例の件？」

「誘宵美九だよ。絶対にスキャンダルをすっぱ抜くって意気込んでただろ。あのあとどうなったんだ？」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

　春海と智華の指先が、なぜか小刻みに
震
 ふる

 えだした。

「な……ど、どうした!?
 」

「い、いえ……何か……その名前を聞いたら、急に寒気が……」

「すすすすみません編集長、私たち、別の担当に
替
 か

 えてもらえませんか……？」

　二人がカタカタと歯の根を鳴らしながら
訴
 うつた

 えると、編集長はその
謎
 なぞ

 の
気
 き
 迫
 はく

 に
気
 け
 圧
 お

 されたように「お、おう……」と答えた。





　その後業界内に、誘宵美九のバックには何かヤバい組織が付いており、彼女について嗅ぎ回ると危険であるという
噂
 うわさ

 が流れるのだが──それはまた別の話である。















　長い長い汽笛が、
埠
 ふ
 頭
 とう

 の空気を
震
 ふる

 わせる。

　それに合わせるようにして、辺りに止まっていた海鳥たちが、
可愛
 かわい

 らしい鳴き声を上げながら空に飛び立った。

　そんな鳥たちの
描
 えが

 く
軌
 き
 跡
 せき

 をなんとはなしに追っていると、視界の中に
巨
 きよ
 大
 だい

 な建造物が入ってくる。側面に
幾
 いく

 つもの窓を、頂上に幾つもの
煙
 えん
 突
 とつ

 を備えた、
豪
 ごう
 壮
 そう

 にして
壮
 そう
 麗
 れい

 な
白
 はく
 亜
 あ

 の城。

　けれどそれを見る者はすぐに気づいただろう。──それが
聳
 そび

 えているのが、強固な地面の上ではなく、絶え間なく
揺
 ゆ

 らめく波の上であることに。

「なんと……！　これが船だというのか!?
 」

　巨大な船体を見上げ、
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ
 十
 とお
 香
 か

 が
驚
 きよう
 愕
 がく

 に染まった声を発する。
水
 すい
 晶
 しよう

 の
如
 ごと

 く美しい
双
 そう
 眸
 ぼう

 はまん丸に見開かれ、長い夜色の
髪
 かみ

 は彼女の心境を表すかのように、潮風に激しくはためいていた。

　とはいえそれも無理からぬことではある。それくらいに、目の前に聳える船の
迫
 はく
 力
 りよく

 は
凄
 すさ

 まじかったのだ。実際
士
 し
 道
 どう

 も、十香同様目を丸くしながらまじまじとその巨大な船体を見つめてしまっていた。

『マリィ・セイレーン号』。セイレーン・クルーズ・ライン社の
誇
 ほこ

 る大型客船であり──今から
五
 いつ
 河
 か

 士道たちが乗り込む船である。

　そう。士道と
精
 せい
 霊
 れい

 たちは今、二
泊
 はく

 三日のクルージングに出かけるために、スーツケースを転がしながら港へとやってきていたのだ。

「ああ……すごいなこりゃ。まるでビルが海の上に
浮
 う

 いてるみたいだ」

　と、士道が
感
 かん
 嘆
 たん

 を
漏
 も

 らしていると、背後から
愉
 ゆ
 快
 かい

 そうな笑い声が聞こえてきた。

「にゃっはっは、いーねいーねそのリアクション。連れてきた
甲斐
 かい

 があるってもんだ。もっと感動に
噎
 むせ

 び泣いてくれてもいいんだよー？」

　などと、
赤
 あか
 縁
 ぶち

 の眼鏡をかけた女性が、
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら楽しげに笑う。

　
本
 ほん
 条
 じよう
 二
 に
 亜
 あ

 。十香と同じく〈ラタトスク〉保護下の精霊にして、人気
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 。そして──今回の旅行の
発
 ほつ
 起
 き
 人
 にん

 である。

　そう。士道たちが今、
豪
 ごう
 華
 か

 客船の
停
 てい
 泊
 はく

 する港を
訪
 おとず

 れていた理由。それは、出版社のパーティーで
催
 もよお

 された
抽
 ちゆう
 選
 せん

 会で、二亜が豪華客船のクルージングチケットを当ててきたからであった。

　まあ、もっと正確に言うならば──

「──何
偉
 えら

 そうに言ってるのよ」

「あたっ」

　ポカッ、という小気味よい音とともに、二亜の
身体
 からだ

 が揺らめく。

　するとその後ろから、黒いリボンで髪を二つに
括
 くく

 った、
小
 こ
 柄
 がら

 な少女の姿が現れた。──士道の妹にして〈ラタトスク〉の司令官・五河
琴
 こと
 里
 り

 である。

「ペアチケット当てたからって、
抜
 ぬ

 け
駆
 が

 けして士道だけ
誘
 さそ

 おうとしたのはどこの
誰
 だれ

 よ。
他
 ほか

 のみんなの旅費は〈ラタトスク〉持ちでしょ」

「んもー、
野
 や
 暮
 ぼ

 なことは言いっこなしよ妹ちゃーん。結果オーライ、みんなでクルージングたっのしみぃー！」

　言って、二亜が身をくねらせる。調子のいい二亜の言葉に、琴里と、その後ろに
控
 ひか

 えていた精霊たちがはあとため息を
吐
 つ

 いた。

「ま……いいわ。理由はどうあれせっかくのクルージングだもの。楽しまなきゃ損ってところは同意するわ。──さ、いきましょ、みんな」

『おー！』

　琴里の声に
応
 こた

 えるようにそう言って、精霊たちは『マリィ・セイレーン号』の乗船口へと歩いていった。





　　　　◇





「──こちらキティ１。手はずはどうだ？」

『キティ２。
滞
 とどこお

 りなく』

『キティ３。問題ない』

『キティ４。こちらもだ』

「よし。今日
一
 ひと
 六
 ろく
 〇
 まる
 〇
 まる

 時、決行する。油断するなよ」

『ああ、わかってる』

『っていっても、これだけ入念に準備したんだ。失敗しようがないさ。船の中に元軍人のコックでも乗ってない限りはな』

『はは、
違
 ちが

 いない』

「油断をするなと言っている。これは
崇
 すう
 高
 こう

 なる使命である。

　
全
 すべ

 ては我らが
女
 め
 神
 がみ

 のために。──きひひひひ！」

『きひひひひ！』

『きひひひひ！』

『きひひひひ！』





　　　　◇





「──さて、と」

　乗船手続きを終えて、各船室に荷物を置いたあと、士道たちは船のエントランスに集まっていた。

　高い
天
 てん
 井
 じよう

 には
煌
 きら

 びやかなシャンデリアが
吊
 つる

 され、
壁
 かべ

 には
美
 び
 麗
 れい

 な絵画が
飾
 かざ

 られている。階段の手すりに
施
 ほどこ

 された
精
 せい
 緻
 ち

 な
意
 い
 匠
 しよう

 に、
足
 あし
 下
 もと

 を
覆
 おお

 い
尽
 つ

 くす分厚い
絨
 じゆう
 毯
 たん

 は、まるで高級ホテルといった様相である。ゆっくりとしたペースで船体を
傾
 かたむ

 かせる波の揺れがなければ、ここが海上であることなどたちどころに忘れてしまいそうではあった。

　そして無論それは、士道たちの船室も例外ではなかった。

　船室のクラスは全部で六種類あるが、士道たちの部屋は全てがスイートクラスであり、なんとも
豪
 ごう
 奢
 しや

 な造りになっていたのである。

　ちなみに部屋割りは、十香と
六
 む
 喰
 くろ

 、琴里と
折
 おり
 紙
 がみ

 、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 と
七
 な
 罪
 つみ

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 と
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 と二亜、あぶれた士道が一人部屋という具合だった。

　まあ、最初は二亜が、「えー、あたしのチケット分で招待したのは少年なわけだから、そこは同室でしょー！　えっへっへ、少年、今夜は
寝
 ね

 かせないぜー？」と言ってはいたものの、他の精霊たちの
刺
 さ

 すような視線にたじろいでか、今の形で
了
 りよう
 承
 しよう

 を示していたのである。

「荷物も部屋に置いたし、とりあえず夕食の時間まで自由行動にしようか」

「ええ、それがよさそうね。……さっきからみんな、船内を探検したくてうずうずしてるみたいだし」

　士道の言葉に応えるように、琴里が
肩
 かた

 をすくめる。

　確かに彼女の言うとおり、先ほどから十香や
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 をはじめとした精霊たちが、目をキラキラと
輝
 かがや

 かせていた。

「夜はドレスコードがあるらしいから、一七時には部屋に
戻
 もど

 って、各自
着
 き
 替
 が

 えを済ませること。いいわね？」

「うむ！」

「心得た！」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。
把
 は
 握
 あく

 しました」

　琴里の言葉に、十香たちがブンブンと首を縦に
振
 ふ

 る。その力強い同意は、
美味
 おい

 しそうな
餌
 えさ

 を前にしながら、主人の合図を待つ犬を思わせた。

　それを見てか、琴里が
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら士道の方に視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。士道は琴里と似たような表情を返すと、
皆
 みな

 に向けて号令を発した。

「よし、それじゃあ──一時解散！」

『おおっ！』

　士道の声に合わせ、十香たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に
駆
 か

 け出していく。

　士道はその背に向かって「危ないから走っちゃ
駄
 だ
 目
 め

 だぞー」と声を投げた。十香たちがピクッと肩を震わせたのち、限りなく走行に近い早歩きになった。

「さーて、んじゃあたしもちょっくら見て回らせてもらいますかねぇ。確かカジノもあるんでしょ？　一回体験しときたかったんだよねぇ、船上カジノ。ほら、なんか希望の船感あるじゃん？」

「あっ、温水プールもあるんですかぁ!?
 　七罪さん、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に行きましょうよぉ！」

「えっ……やだ……」

　などと、口々に言いながら、残った精霊たちもまた、思い思いの場所へと歩いていく。

　皆の背を見送ったのち、エントランスに残った琴里が、士道の方を見てきた。

「さ、じゃあ私たちも見て回りましょうか」

「ああ、そうだな。じゃあまずは……」

　言いながら、士道は手にした船内マップに目をやった。

「いろいろ気になるところはあるけど、まずはラウンジにでも行ってみようぜ」

「いいわね。じゃあ行ってみましょう。──と、ちょっとだけ待ってくれる？」

「ん？　どうした？」

　琴里が不意にそう言って、何やらポケットを
探
 さぐ

 る。士道は不思議そうに首を
傾
 かし

 げた。

　が、その
謎
 なぞ

 はすぐに解けた。琴里がポケットから白いリボンを取り出したかと思うと、目にも留まらぬ速さで、髪を
結
 ゆ

 い直したのである。

「よし！　それじゃあ行こっか、おにーちゃん！」

　言って、琴里が士道の手を
握
 にぎ

 ってくる。その表情や口調は、先ほどの琴里と同一人物とは思えないくらいに
柔
 やわ

 らかくなっていた。

　そう。琴里は髪を括るリボンの色によって、自分に強固なマインドセットを施しているのである。黒いリボンのときは、
頼
 たよ

 れる司令。そして白いリボンのときは、年相応の可愛い妹。

　なるほど、豪華客船内の散策にどちらが
相応
 ふさわ

 しいかは、考えるまでもなかった。

「ああ、行くか！」

「うん！」

　士道は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずくと、琴里とともに船内を歩いていった。





　　　　◇





「──
刮
 かつ
 目
 もく

 し
瞠
 どう
 目
 もく

 せよ！　これぞ我が必殺の、
烈風大旋陣
 ゲヴイツター・ドリーウンク

 である！」

　高らかに
叫
 さけ

 び、大仰な動作をしながら、耶俱矢はスロットマシンのボタンを押した。

　一つ目、二つ目、三つ目のドラムが順に止まっていき、コインのマークが
揃
 そろ

 ったかと思うと、軽快な効果音とともに、マシンがぺかぺかと光り輝く。

『おっ、やるねえ耶俱矢ちゃーん』

　それを
観
 み

 てか、
左
 ひだり
 隣
 どなり

 の席に座っていた四糸乃──正確に言うならその左手に装着されたウサギのパペット『よしのん』が、器用にパチパチと
拍
 はく
 手
 しゆ

 をしてくる。

　耶俱矢たちは今、船内のカジノを訪れているところだった。スロットマシンの他にも、ブラックジャックやポーカーを行うテーブル、ルーレットの台などが並び、それぞれにディーラーが着いている。
賑
 にぎ

 やかな船内の中でも、一種独特な
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 と
高
 こう
 揚
 よう
 感
 かん

 に満ちた空間であった。

「耶俱矢さん……すごいです」

『よしのん』に続いて、四糸乃が目をキラキラさせながら言ってくる。耶俱矢は得意げにふふんと胸を張ってみせた。

「ふっ、まあ我にかかればこんなものだ。四糸乃も
頑
 がん
 張
 ば

 るが──」

　と。耶俱矢の言葉の
途
 と
 中
 ちゆう

 で、四糸乃の回していたスロットが大当たりを出し、耶俱矢のときよりも派手な音楽が鳴り
響
 ひび

 いた。

「きゃ……っ
 、当たりました……」

『うっひゃー！　ど派手だねー！』

「…………
 」

　耶俱矢は四糸乃のマシンと自分のマシンを見比べると、うぐぅと
悔
 くや

 しげに
拳
 こぶし

 を握った。

　……まあ、とはいえ、
種
 たね
 銭
 せん

 よりも増えている時点でまだマシな方だろう。耶俱矢はちらと、右隣の席を見やった。

　そこには──

「……おかしい……こんなの絶対おかしいよ……あ、あはははは……お金が……あたしのお金ちゃんが飲まれていく……」

　などと、
虚
 うつ

 ろな視線でスロットを回す二亜の姿があった。

　つい十数分前「え？　かぐやんもよっしーもカジノは初めて？　しっかたないなー！　じゃあ経験豊富なお姉さんが教えてア・ゲ・ル！」と言っていたのと同じ人物とは思えない
惨
 さん
 状
 じよう

 である。

　耶俱矢が、うわぁ……といった表情でそれを
眺
 なが

 めていると、二亜はやがてがっくりとスロットマシンにもたれかかるように
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 した。

「に、二亜……？」

「んもー！」

　と、耶俱矢が心配そうに声をかけると、急に二亜が、バネ
仕
 じ
 掛
 か

 けのようにびょんと上体を反らした。

「やっぱ機械は駄目だ機械は！　そういうとこだぞロボ子！　ギャンブルの
真
 しん
 髄
 ずい

 はディーラーとのバトル！　ルーレットいこルーレット！」

　そしてそう言って、ルーレット用のチップを
購
 こう
 入
 にゆう

 したのち、ルーレット台に着く。耶俱矢と四糸乃は目を見合わせてから、二亜のあとを追って同じ台に歩いていった。

「さあ、さっきまでのはいわばお遊び、ここからが本当の勝負だぜー？　ルーレットこそカジノの
華
 はな

 。ディーラーと客とのバチバチの
真
 しん
 剣
 けん

 勝負さ。運だけじゃない。経験と
勘
 かん

 が
冴
 さ

 え
渡
 わた

 らないと勝てない
修
 しゆ
 羅
 ら

 の
巷
 ちまた

 。ふっふっふ……かぐやんよっしーは生き残ることができるかな……？」

　言って、二亜が二人を眺めながら不敵に笑った。

　──そして、数分後。

「黒の15
 です」

「あ……当たりました」

「うわ、マジ？　我はとりあえず色だけである」

「どぼじでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?

 」

　カジノに、二亜の
汚
 きたな

 い
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 が響き渡った。

　四糸乃の手元には先ほどとは比べものにならないくらいのチップが
堆
 うずたか

 く積まれ、

　耶俱矢の手元には先ほどと同じくらいのチップが積まれ──

　二亜の手元には、もう一枚もチップが残っていなかったのである。

「なじぇ……なじぇこんなことに……」

「……いや、なぜって、二亜、さっきから一点
賭
 が

 けしかしてないし、しかも一回の賭け金額バカみたいに多すぎだし……」

「一発逆転こそギャンブルっしょー!?
 　ドカッと賭けるのの何が悪いのさー！」

「いや経験と勘のくだりはどこいったわけ!?
 」

　耶俱矢がたまらずといった調子で叫ぶと、二亜はゆらりと席から立ち上がり、四糸乃の後ろに立った。

「いやぁ～……景気よさそうですなぁ、よっしー──いや、四糸乃様……」

「よ、四糸乃様……？」

『ひゅー、二亜ちゃんたらなりふり構わないねぇー』

　四糸乃が
困
 こん
 惑
 わく

 気味に、『よしのん』が
呆
 あき

 れたように返す。しかし二亜は気にした様子もなく、
媚
 こ

 びへつらうような
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべながら四糸乃の肩を
揉
 も

 んだ。

「それでぇ、もしよろしかったらなんですけど、この
哀
 あわ

 れな貧民めに、ちょっとだけ、ちょーっとだけお
恵
 めぐ

 みをくださったりなんかしませんかねぇ……？
 　いやほんとマジ、次こそ絶対当てるから！　種銭さえありゃ絶対勝てるんだよ！　倍にして返すからさ！　な？　俺夢あンだわ。そのためにも投資が必要っていうかさ……」

「いや最後の方なんかもうただのヒモになってるじゃん！　
騙
 だま

 されるな四糸乃！　こいつは駄目なやつだ！」

「い、いえ……私はこんなに必要ないですし、よかったら使ってください」

「マジで!?
 　いやもう、
超
 ちよう

 愛してるわ。やっぱ俺、四糸乃じゃないと駄目みてぇだわ……」

「四糸乃ぉぉぉぉぉっ！
 」

　耶俱矢が悲痛な叫びを上げるも、四糸乃には届かなかった。鼻息を
荒
 あら

 くした二亜が、
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく四糸乃のチップを
奪
 うば

 っていく。

「──さあディーラー！　もう一勝負だ！　あたしのチップを返してもらうかんね！」

　そして、先ほどまでの教訓もへったくれもなく、今し方四糸乃から奪ったチップを黒の22
 に全賭けする。さすがにディーラーも複雑そうな表情を浮かべた。

「本当によろしいのですか？」

「もっちろん！　主人公ってのは
崖
 がけ

 っぷちでこそ
輝
 かがや

 くのさ！　俺はこの友情のチップを信じるぜ！」

　なぜか自信満々で二亜がぐっと拳を握る。その目には、少年
漫
 まん
 画
 が

 の主人公の
如
 ごと

 く、赤い
炎
 ほのお

 が
灯
 とも

 っている（ように見えた）。……なんというか、ものは言いようである。四糸乃は
苦
 く
 笑
 しよう

 し、耶俱矢は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らした。

「な、なるほど。では参りましょう」

　そしてディーラーがボールを
放
 ほう

 り──

「…………………………………………
 ぎゃふん」

　二亜は灰になった。

　案の定というかなんというか、二亜の賭けた目にはかすりもしなかったのである。

「あー……もう」

「だ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか、二亜さん」

　だが、その結果に反して、カジノ内はざわざわとした空気に
覆
 おお

 われていた。

　理由は単純。二亜のついでとばかりに一点賭けしていた四糸乃が、またも三六倍の目を当てたのである。

　ルーレットを始めてから、実に一〇連勝。まさに天文学的な
豪
 ごう
 運
 うん

 であった。

「……お、お客様。申し訳ありませんが、一度
身体
 からだ

 を改めさせていただいてもよろしいですか？」

　さすがに異常事態だと思ったのだろう。後方にいた女性ディーラーが、四糸乃に声をかけてくる。

　まあ、四糸乃が不正などをするような
娘
 むすめ

 でないことは明らかなのだが、ディーラーとしては
確
 かく
 認
 にん

 せざるを得ないのだろう。

『ええー？　もしかしてよしのんたちイカサマ疑われちゃってる？　んもー、失礼しちゃうわねー。まあいいや。それだけ四糸乃のラック値が高いってことだしー？　早いとこ潔白を証明しちゃおうよー』

「う、うん……」

『よしのん』の言葉に、四糸乃がうなずく。ディーラーはその不思議なやり取りに首を傾げながらも、遠慮がちに四糸乃に手を
伸
 の

 ばした。

「では、失礼して……」

　そしてそう言って、四糸乃の手から『よしのん』を外し、その中を
覗
 のぞ

 き込み始める。

「あ」

「あ」

　その光景を見て、耶俱矢と二亜は、同時に目を見開いた。

　いや、ディーラーの考えもわかるのだ。一〇連続でルーレットを的中させた少女が身につけているウサギのパペット。確かに
怪
 あや

 しいことこの上ない。

　だが、四糸乃の手から『よしのん』を奪うということは──

「うぁ──」

　四糸乃の目に、じわりと
涙
 なみだ

 が浮かぶ。耶俱矢と二亜は
慌
 あわ

 てて『よしのん』を取り返しにかかった。
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「──おお！」

　重い
扉
 とびら

 を開けると同時、目を
灼
 や

 くような光と潮風の
香
 かお

 りが十香を
出
 で
 迎
 むか

 えた。

　十香がやってきたのは、
巨
 きよ
 大
 だい

 な船体のメインデッキである。大海へと
漕
 こ

 ぎ出した船の前方には、果てすら見えない水平線が広がり、陽光を浴びた海面がキラキラと輝いていた。

　手すりから身を乗り出すようにして下方を眺めると、水しぶきとともに
水面
 みなも

 が後方へ流れていくのがよく見える。乗っているだけではあまり感じられないのだが、どうやら結構なスピードが出ているらしかった。

「
驚
 きよう
 嘆
 たん

 。これは絶景です」

「ふむん。確かに、いい眺めじゃの」

　と、十香がデッキの上で辺りを見回していると、後方からそんな声が聞こえてきた。

　見やるとそこに、どこか
眠
 ねむ

 たげな目をした少女と、三つ編みに
結
 ゆ

 わえた長い
髪
 かみ

 を
肩
 かた
 口
 ぐち

 に巻き付けた少女が立っていることがわかる。

　八舞夕弦と
星
 ほし
 宮
 みや

 六喰。
双
 そう
 方
 ほう

 、十香と同じ
精
 せい
 霊
 れい

 である。どうやら彼女らも、辺りの景色を見にこのメインデッキにやってきたらしかった。

「おお、夕弦、六喰！　おまえたちも来たのか！」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。せっかくなので眺めのいい場所を背景に記念写真でもと思いまして。よければ
一
 いつ
 緒
 しよ

 にどうですか、二人とも」

「むん、それはよい考えじゃの。
是
 ぜ
 非
 ひ

 一緒させてもらうとしよう」

「うむ！　私も賛成だ！」

　六喰と十香がうなずくと、夕弦は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に首肯したのち、手にしていたポーチからスマートフォンと、何やら棒のようなものを取り出した。

「むん？　夕弦、なんじゃその棒は」

「注目。これこそは記念
撮
 さつ
 影
 えい

 用の秘密兵器──いわゆる
自
 じ
 撮
 ど

 り棒というやつです」

「
地
 じ
 鶏
 どり

 棒……なんだその
美味
 おい

 しそうな名前は」

　十香は
腕
 うで
 組
 ぐ

 みして首を
捻
 ひね

 った。名前からして焼き鳥や
唐
 から
 揚
 あ

 げを
串
 くし

 に
刺
 さ

 した
類
 たぐい

 の料理だと思うのだが、夕弦の持つ金属製の棒には何も刺さっていなかった。

「
怪
 け
 訝
 げん

 。十香が何を言っているのかはよくわかりませんが……まあ、見ていてください」

　夕弦は手にした棒の
先
 せん
 端
 たん

 にスマートフォンを取り付けると、そのままするすると棒を伸ばしていった。

「
披
 ひ
 露
 ろう

 。こうして手元のボタンを押すとシャッターが切られます。これで
誰
 だれ

 に
頼
 たの

 まずとも、自分と背景を
綺
 き
 麗
 れい

 に収めた写真が撮れるという寸法です」

「なるほど。これで写真が撮れるのか。便利なものじゃの」

「なんと……」

　どの辺りが地鶏なのかはよくわからなかったが、確かに便利である。十香は感心するように目を丸くした。

「整列。さあ、水平線をバックに写真を撮りましょう」

「うむ！」

「むん」

　十香と六喰は夕弦を
挟
 はさ

 み込むように並ぶと、夕弦が
掲
 かか

 げたスマートフォンの方を見ながらピースをした。

「撮影。では撮りますよ。──はい、チーズ」

　夕弦の声とともに、パシャッとスマートフォンのシャッターが切られる。夕弦は棒を
手
 た
 繰
 ぐ

 るようにして元の長さに
戻
 もど

 すと、スマートフォンの画面を操作して、今し方撮った写真を確認した。

「満足。いい出来です。あとで十香と六喰の
携
 けい
 帯
 たい

 にも送って──」

　と、そう言いかけたところで夕弦がふと後方を
振
 ふ

 り返り、言葉を止めた。

「むん？　どうかしたかの、夕弦」

「……怪訝。今
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、後ろから聞き覚えのある笑い声が聞こえた気がしたのですが……」

　夕弦が不思議そうに周囲を見やる。十香もそれに
倣
 なら

 って辺りを見回したが、デッキには
他
 ほか

 の乗客の姿は見受けられなかった。

「むう、どんな笑い声だったのだ？」

「思案。たしか……『きひひひひ』と聞こえたような」

「た、確かにどこかで聞いたことがあるような気がするな……」

「
吐
 と
 息
 いき

 。まあ、いいです。きっと気のせいか、夕弦たちが楽しんでいることを察した耶俱矢の
生
 い

 き
霊
 りよう

 か何かでしょう」

　夕弦は「それよりも」と、スマートフォンから棒を外すと、再び十香と六喰にレンズを向けてきた。

「提案。せっかくのロケーションです。もう一枚撮りたい写真があるのですが、協力してもらえませんか」

「撮りたい写真……？　一体どんなものだ？」

「説明。まず二人で、デッキの先端に立ってください。──まあ、本当は
舳
 へ
 先
 さき

 で撮りたいところですが、安全上立ち入りできないようなので、ここでよしとしておきましょう」

「むん……ここでよいのか？」

　六喰が夕弦の指示に従い、デッキの先端部分に立つ。十香もまた、それに倣って六喰の後ろに並んだ。

「指示。そこで六喰が両手を横に広げ、十香は六喰を背後から
抱
 だ

 いてください」

「両手を……こうかの」

「それで、私が六喰を後ろから……こうか？」

「
感
 かん
 嘆
 たん

 。
素
 す
 晴
 ば

 らしいです」

　二人が指示された通りのポーズを取ると、夕弦は興奮したように連続してシャッターを切っていった。

　するとその瞬間、まるでそれに合わせたように強い風が
吹
 ふ

 き、六喰の肩口に巻かれていた長い三つ編みと、十香の夜色の髪が後方に流れるようにはためいた。夕弦のシャッター音が心なしか速くなった気がした。

「ふむん……夕弦、結局これは何の格好なのじゃ？　何か特別な意味があるのかの？」

　六喰が問うと、夕弦は首を前に
倒
 たお

 しながら続けてきた。

「解説。昔の映画のワンシーンです。以前耶俱矢と
観
 み

 たのですが、そのシーンが特に印象的で」

「なるほど、そういうことか。で、どんな映画だったのだ？」

「返答。巨大な船が
沈
 ちん
 没
 ぼつ

 する映画でした」

『……っ!?

 』

　夕弦の言葉に、十香と六喰は思わずバッとポーズを
崩
 くず

 した。

「え、
縁
 えん
 起
 ぎ

 でもない格好をさせるでない！」

「そうだぞ！　この船が
沈
 しず

 んだらどうするつもりだ!?
 」
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　二人が顔を青くしながら言うと、夕弦は
可笑
 おか

 しそうにくすくすと笑った。

「弁解。心配せずとも、別にそのポーズに、水難を呼び寄せる
呪
 じゆ
 術
 じゆつ

 的役割があったわけではありません。それに、その映画の船は巨大氷山にぶつかって沈んでしまったのです。この辺りの海にそんなものあるはずがないではありませんか。それこそ、誰かが四糸乃を泣かせでもしない限り──」

　と。夕弦がそう言った瞬間、急に辺りの気温が下がったかと思うと、船の前方の水面に、パキパキと音を立てながら、巨大な
氷
 ひよう
 塊
 かい

 が『生えて』いった。

「な……っ!?

 　あ、あれは──」

「
動
 どう
 揺
 よう

 。まさか、氷山!?
 」

「ひ、氷山とはあのように
突
 とつ
 然
 ぜん

 できるものなのか!?
 」

　突然の事態に、十香たちはデッキの手すりから身を乗り出しながら
叫
 さけ

 びを上げた。

　船の
操
 そう
 舵
 だ
 手
 しゆ

 は気づいているのか──
否
 いな

 、仮に気づいていたとしても、
避
 よ

 けきることは困難だろう。十香は数瞬で
状
 じよう
 況
 きよう

 を判断すると、再び声を上げた。

「六喰！　夕弦！」

「むん……！」

「呼応。夕弦たちがなんとかするしかありません」

　十香の声に
応
 こた

 え、六喰と夕弦が
身体
 からだ

 に
霊
 れい
 力
 りよく

 を
漲
 みなぎ

 らせ始めた。
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「……なんで、こんなことに……」

　水着姿で
膝
 ひざ

 を抱きながら、七罪は絶望的な
心
 ここ
 地
 ち

 で
呟
 つぶや

 いていた。

　今七罪がいるのは、船内最上部に位置する温水プールの一角である。ガラス張りになった
天
 てん
 井
 じよう

 から、冬場ながら
眩
 まぶ

 しい太陽の光が差し込んでおり、
揺
 ゆ

 らめくプールの水面を
輝
 かがや

 かせていた。周囲では水着姿に
着
 き
 替
 が

 えた乗客たちが、プールで遊んだりビーチベッドに横たわったりと、なんとも
優
 ゆう
 雅
 が

 な時間を過ごしている。

　無論、七罪が好きこのんでこのような場所を
訪
 おとず

 れるはずはない。人にはそれぞれ、
相応
 ふさわ

 しい
環
 かん
 境
 きよう

 というものがあるのだ。ここは言うなれば、色とりどりの花が
咲
 さ

 き
誇
 ほこ

 る花畑である。部屋の
隅
 すみ

 と
薄
 うす
 暗
 ぐら

 い場所を愛するキノコ系女子の来るようなところではなかった。

　そんな七罪がここにいる理由は単純。それは──

「──きゃあああああああああああっ!?
 」

　と、七罪が可能な限り自分の存在感を消し、
壁
 かべ

 に
溶
 と

 け込もうとしていると、プールの向こうからそんな
甲
 かん
 高
 だか

 い声が
響
 ひび

 いてきた。

　プールにいた乗客たちが、なんだなんだとそちらに目をやる。

　そこには、
煌
 きら

 びやかな花々の中でも、
一
 ひと
 際
 きわ
 可
 か
 憐
 れん

 な一輪の花が咲いていた。

　そう。
大
 だい
 胆
 たん

 な水着姿に着替えた美九が、七罪の方を見つめ、目をキラキラと輝かせていたのである。

「七罪さぁぁぁぁ
 ん！　その水着──がばぼごぶぼばぷわ──
超
 ちよう

 お似合いですぅぅぅぅぅぅぅっ！
 　えっ!?
 　
妖
 よう
 精
 せい

 ですか!?
 　天使ですか!?
 　いつの間に私は天国に来てたんですかぁぁぁぁぁっ!?

 」

　周囲の目を気にする
素
 そ
 振
 ぶ

 りも見せず、美九が七罪の方へと走ってくる。ちなみに
途
 と
 中
 ちゆう

 の──がばぼごぶぼばぷわ──は、彼女がプールに飛び込んだときの音である。たぶん、自分と七罪の間にプールがあったので、最短
距
 きよ
 離
 り

 を
突
 つ

 っ切ってきたのだろう。あまり泳ぎは得意でないと言っていたのだが、まるでトビウオのようなフォームだった。

「うわっ……っ！
 　な、何よ……あんま大声出すんじゃないわよ。ただでさえあんた有名人なんだから……」

「えぇー？　別にそんなの気にしませんってばぁ」

「私が気にするんだっての……！　あんたが注目されたら私まで
一
 いつ
 緒
 しよ

 に見られるじゃない。ちょっと
離
 はな

 れてくれない……？」

「あぁん、七罪さんのいけずぅ」

　言って、美九が七罪の二の
腕
 うで

 をつんつんとつついてくる。七罪は
憂
 ゆう
 鬱
 うつ

 そうに大きなため息を
吐
 つ

 いた。

　そう。七罪はこの美九の手によって、半ば強制的にこのプールに連れてこられたのである。無論
抵
 てい
 抗
 こう

 はしたのだが、あのままでは服を
剝
 は

 ぎ取られて水着を着させられそうだったため、仕方なく自分で着替えを済ませていたのだった。

　と、そこで美九が何かを思いだしたようにポンと手を
叩
 たた

 くと、持参していたポーチから何やらボトルのようなものを取り出した。

「あ、そうだ、七罪さん！　日焼け止めを
塗
 ぬ

 るのをお願いしてもいいですかぁ？」

「えぇ……なんでよ」

「そりゃあ、日焼けはお
肌
 はだ

 の大敵ですから！　夏場じゃないからって油断しちゃだめですよぉ？　
曇
 くも

 りの日の方が
紫
 し
 外
 がい

 線は強いって言われてるんですからぁ」

「いや、そうじゃなくて、なんで私がやんなきゃいけないのって言ってるんだけど……自分でやってよそういうのは」

「自分の手じゃ届かない場所があるんですよぉ。いいじゃないですかぁ」

　七罪が半眼を作りながら言うと、美九はいやいやをするように身体を
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に揺すってみせた。

　が、そこで何かを思いついたように、パァッと顔を明るくしてくる。

「──あ！　そうだ、こうしましょう。まず私がお手本として七罪さんに日焼け止めを塗ってあげます！　そうしたらやり方もわかるでしょうし！　私ったらナイスアイディア！　ノーベル
誘
 いざ
 宵
 よい

 賞受賞ですぅ！」

「…………
 へ？」

　美九の言葉に、七罪はポカンと口を開けた。
咄
 とつ
 嗟
 さ

 のことに美九の言っていることが理解できなかったのかもしれなかったし、脳が理解を
拒
 きよ
 否
 ひ

 したのかもしれなかった。

　しかし美九は構うことなく、日焼け止めクリームを手に取ると、それを両手に
馴
 な
 染
 じ

 ませながら、ニッコォォォォォ……
 と、
凄
 せい
 絶
 ぜつ

 な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべてきた。

「さあ、七罪さん。そこに横になってくださぁい」

「ギャ──────────ッ!!

 」

　ようやく状況を
把
 は
 握
 あく

 した七罪は、悲鳴を上げてその場から
逃
 に

 げ出した。

「ああっ、七罪さん！　
駄
 だ
 目
 め

 ですよぉプールサイドを走っちゃ！」

　などと、言葉だけは
至
 し
 極
 ごく

 まっとうなことを言いながら、美九が指をわきわきと動かして七罪の背を追ってくる。息を切らしながら必死で辺りを走り回った。

　が、そこは水で
濡
 ぬ

 れたプールサイドである。どれくらい逃げ回った
頃
 ころ

 だろうか、七罪は不意に足を
滑
 すべ

 らせ、身体のバランスを崩してしまった。

「わっ、わわわっ！」

「きゃっ、危ない！」

　
慌
 あわ

 てて手を広げ、バランスを取ろうとするも、
遅
 おそ

 い。七罪は前方につんのめるような格好で倒れ込んでしまった。

　が──予想されたような痛みはなかった。
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 そこに立っていた人物の
胸
 むな
 元
 もと

 にダイブしてしまったのである。

「──
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？」

「あたた……って、折紙？」

　七罪は額をさすりながら顔を上げ、そこにいた人物の名を呼んだ。そう。七罪を支えてくれたのは、
精
 せい
 霊
 れい

 ・
鳶
 とび
 一
 いち

 折紙その人だったのである。どうやら彼女も七罪たちと同様プールを訪れていたらしい。

「あ、ありがと……助かったわ」

「構わない。それより一体どうしたの。そんなに慌てて」

「……っ！
 　そ、そうだ！　助けて折紙！　あの変質者を何とかしてぇぇっ！
 」

　叫び、ビッと美九を指さす。すると美九は不満げにぷくー、と
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らせた。

「んもう、失礼しちゃいますぅ。私はただ七罪さんの全身を
触
 さわ

 り……もとい、日焼け止めクリームを塗ってあげようとしただけなのに」

「ちょっと本音
漏
 も

 れてんだけど!?
 」

　七罪が悲鳴じみた声を上げると、折紙が小さくうなずいてきた。

「状況はおおよそ理解した。──七罪」

「え……？　な、なに？」

「美九を
排
 はい
 除
 じよ

 する代わりに、士道の姿に化けて、日焼け止めクリームを塗らせてほしい」

「あぁん！　ひどいですぅ！　みんなで仲良く塗り合いっこしましょうよー！」

「なんで私のところにくるのこんなんばっかなのよう!?
 」

　と──

　七罪が思わず叫びを上げた、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 であった。

　ゴゴゴゴゴ……という地鳴りのような音とともに、船体が大きく
傾
 かたむ

 いたのは。

「……っ！
 」

「きゃぁぁぁっ！
 　一体何ごとですぅ!?
 」

　突然のことに、折紙が辺りに注意を
払
 はら

 いながら身を低くし、美九が悲鳴を上げる。七罪もまた
床
 ゆか

 にしゃがみ込みながら頭を
抱
 かか

 え込んだ。

　一瞬
地
 じ
 震
 しん

 かと思ったが、よくよく考えてみるとここは海の上である。では一体何が起こったというのか。別の船と
衝
 しよう
 突
 とつ

 した？　海底火山が
噴
 ふん
 火
 か

 した？　
海
 かい
 賊
 ぞく

 船にでも
攻
 こう
 撃
 げき

 を受けた？　それとも氷山にでも
激
 げき
 突
 とつ

 ──いやさすがにそれはないか。

　様々な可能性が、頭の中に浮かんでは消えていく。だが、一向に答えは出なかった。

　そうこうしている間も、船は激しく揺れ続け、傾きは大きくなる一方だった。

　プールにいた乗客たちが
転
 てん
 倒
 とう

 し、そのまま壁に叩き付けられそうになる。ガラス張りの天井が割れ、ガラスの
破
 は
 片
 へん

 が辺りに降り注いでくる。

「きゃあっ！」

「うわぁぁぁぁっ！
 」

「く……！」

　それを見て、七罪は思わず手をかざした。──
経
 パ
 路
 ス

 を通って、
封
 ふう
 印
 いん

 されている霊力が身体に逆流する感覚。次の瞬間、プールが一瞬
輝
 かがや

 きに包まれる。

「痛……っ、く……ない？」

「あれ……この壁、何？　なんか
随
 ずい
 分
 ぶん
 柔
 やわ

 らかいんだけど……」

「ガラスも……なんかゴムみたいな
感
 かん
 触
 しよく

 で全然痛くない……新素材？」

　プールにいた乗客たちが、不思議そうに壁に
触
 ふ

 れたり、降ってきたガラスの破片をつついたりする。

「はぁ……」

　どうやら間に合ったらしい。七罪は放念の息を
吐
 は

 いた。

　そう。咄嗟に鏡の天使〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉の権能を発動させ、辺りのものを
全
 すべ

 て柔らかい素材に『変身』させたのである。

　辺りの様子から、折紙と美九も七罪の行動を察したらしい。「よくやった」というように親指を立てたり、投げキッスをしてきたりする。

「…………
 」

　七罪は適当に手を
振
 ふ

 ってそれに応えると、もう一度息を吐いた。

　やがて船の揺れも小さくなっていき、辺りも落ち着きを取り
戻
 もど

 す。とりあえず一件落着……と考えていいだろうか。何があったかはまだわからなかったが、きっとそのうち船長から報告があるだろう。

　が──そこで七罪は、
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ

 をひそめた。

　理由は単純。プールの入り口の方から、バタバタという足音、そして甲高い悲鳴が響いてきたのである。





　　　　◇





「だ、大丈夫だったか、琴里。なんか
凄
 すご

 い揺れたけど……」

　船内のラウンジで一服していた士道は、手に持って
退
 たい
 避
 ひ

 させていたカップとソーサーをテーブルに落ち着けながら、対面に座る琴里を見やった。

「うん……大丈夫。でも一体なんだったんだろ。……てろりすと？」

　士道と同様食器を持ち上げていた琴里が、
困
 こん
 惑
 わく

 したような顔をしながら首を
傾
 かし

 げる。その言葉に、士道はあははと
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

「さすがにそれはないと思うけど……あー、せっかくの紅茶がこぼれちまったな」

　
盛
 せい
 大
 だい

 に
染
 し

 みを作ってしまったテーブルクロスに視線を落としながら、士道ははあとため息を吐いた。自分のせいでないことはわかっているのだが、紅茶もテーブルクロスも上等なものだっただけに、どうしても残念な気分になってしまうのだった。

　とはいえ、食器が割れなかっただけまだマシかもしれない。
次
 し
 第
 だい

 に落ち着きを取り戻していく周囲の乗客や
添
 てん
 乗
 じよう

 員を
見
 み
 渡
 わた

 しながら、士道は再び琴里に向き直った。

「このラウンジでここまで
揺
 ゆ

 れたってことは、上の階はもっと凄そうだな。プールに行った折紙たちは大丈夫かな？」

「うーん、大丈夫だとは思うけど……念のためちょっと様子見てこよっか」

　士道と琴里はうなずき合うと、ともに席を立った。

　と──

「……ん？」

　次の瞬間、ラウンジを包んだ
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 に、士道は思わず眉をひそめた。

　ようやく落ち着き始めたラウンジに、一〇名ほどの男たちがやってきたかと思うと、ふたたびざわめきと悲鳴が上がり始めたのである。

「な、なんだ、ありゃ……」

　ラウンジになだれ込んできた一団を見て、士道は困惑気味に表情を
歪
 ゆが

 めた。

　しかしそれも当然だろう。それくらいに──男たちの姿は異様だったのだから。

　自動
小
 しよう
 銃
 じゆう

 を構え、目出し
帽
 ぼう

 を
被
 かぶ

 った、黒ずくめの一団である。そこまではいい。……いや、よくはないのだが、そこまでならまだ、彼らの意図が推測できる。

　けれど彼らが一様に、時計形の眼帯を左目に着け、あまつさえ頭に
猫
 ねこ
 耳
 みみ

 のヘアバンドを着けているとなれば、もう何が何だか意味がわからなかった。

「……ええと」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに士道が
呆
 あつ
 気
 け

 に取られていると、リーダー格と
思
 おぼ

 しき男が一歩前に足を
踏
 ふ

 み出し、高らかに宣言した。

「──動くな！　この船は我々〈クロック・キャッツ〉が制圧した！　我々の指示に従わない場合、命の保証はしない！　きひひひひ！」

「きひひひひ！」

「きひひひひ！」

　リーダー格の男に呼応するように、部下たちが
特
 とく
 徴
 ちよう

 的なフレーズを
繰
 く

 り返す。どこかで聞いたことのあるようなその言葉に、士道はさらに
戸
 と
 惑
 まど

 いの色を
濃
 こ

 くした。

　男の言葉に、ラウンジにいた乗客たちの間にどよめきが広がった。

「きゃあああああああああっ!?
 　あの耳は何!?
 」

「な、何よこれ、アトラクション？　ていうかあの耳、何……？」

「こんな……
噓
 うそ

 だろ、映画じゃあるまいし……！　それよりあの耳……何？」

「…………
 」

　男はざわめく乗客たちを見渡すと、手にした自動小銃を
天
 てん
 井
 じよう

 に向け、引き金を引いた。ガガガガガッ！　という
凄
 すさ

 まじい音が鳴り、シャンデリアの破片がキラキラと床に降り注ぐ。

「許可なき発言も許さない。静かにしろ。諸君らは
女
 め
 神
 がみ

 への
贄
 にえ

 なのだから」

『…………っ
 』

　男の言葉に、乗客たちが
黙
 だま

 り込む。男はもう一度ラウンジを見渡すと、満足げに
首
 しゆ
 肯
 こう

 したのち、話を続けた。

「もう一度言おう。我々は〈クロック・キャッツ〉。黒き女神を頂く
騎
 き
 士
 し

 団である！　なお〈クロック・キャッツ〉とは、
時
 クロ
 計
 ツク

 と
黒
 クロ

 猫を組み合わせたダブルミーニングである！　きひひひひ！」

「きひひひひ！」

「きひひひひ！」

　などと、男たちが高らかに声を上げる。

「…………
 あー……まさかとは思ったけど、やっぱり……」

　それを聞いてか、琴里が難しげな顔で眉の間に
皺
 しわ

 を刻んだ。──よく見ると、いつの間にか彼女の
髪
 かみ

 を
括
 くく

 るリボンが白から黒に
変
 へん
 貌
 ぼう

 している。

「琴里、何か知ってるのか？」

　士道が男たちに聞こえぬくらいの声で話しかけると、琴里は額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながらうなずいてきた。

「
恐
 おそ

 らくだけど……
精
 せい
 霊
 れい
 信
 しん
 仰
 こう

 者よ」

「精霊……信仰者？」

　聞き慣れない言葉に士道が首を傾げていると、琴里が「ええ」と続けた。

「知っての通り、空間震の原因となる精霊の存在は
秘
 ひ
 匿
 とく

 されているわ。……でも、今の世の中、
完
 かん
 璧
 ぺき

 な情報統制なんて不可能よ。口の軽い政府高官や軍関係者もいれば、
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 精霊の姿を目にしてしまった者もいる。もちろん公的な発表はないわけだから、その存在は都市伝説やＵＭＡ的な
扱
 あつか

 いに
留
 とど

 まっているけれど……
超
 ちよう
 常
 じよう

 存在の実在を知ってしまった者が、それを神や
悪
 あく
 魔
 ま

 と同一視するのはあり得ない話じゃないでしょう？　そしたらもう、カルト教団みたいなのが出てくるのは時間の問題よ。信仰対象が実在してる分たちが悪いけど」

　まあ、と琴里が
肩
 かた

 をすくめる。

「超常存在の実在を知ったから危険思想に走ったのか、もとからヤバかった連中が、自分の行動の理由付けとして超常存在を祭り上げているのかはわからないけれどね」

「な、なるほど……ってことは、あの格好は……」

　士道は男たちの姿をちらと見た。
渋
 しぶ

 い顔をしながら、琴里がうなずいてくる。

「……ええ、たぶんね。ほら、あの子
 、個体数も多いし、空間震警報が鳴ってなくても街に
出
 しゆつ
 没
 ぼつ

 してるから、目撃事例が多いんじゃない……？」

「あー……」

　士道は琴里と似たような表情で額に手を置いた。……なるほど、あまり『本人』には見せられない光景である。

　士道と琴里がこそこそと話をしている間も、〈クロック・キャッツ〉のリーダーは声を張り上げ続けていた。

「──すなわち！　これは死ではない！　新たな生であり救済なのだ！　祝福せよ！　
歓
 かん
 喜
 き

 せよ！　諸君らは
今
 こ
 宵
 よい

 救われる！　女神の一部となることによって！　
殉
 じゆん
 教
 きよう
 者
 しや

 は来世で猫となり、女神にモフモフされるのだ！　モフモフされたい！　猫がいい！　もう人間
疲
 つか

 れた！」

「疲れた！」

「疲れた！」

　なんだか後半はただの願望っぽくなっていたが、銃を向けられている乗客たちは
皆
 みな

 表情に
緊
 きん
 張
 ちよう

 を滲ませていた。……まあ確かに、銃を持った男たちがわけのわからないことを言い出したら、
可笑
 おか

 しさより先に
戦
 せん
 慄
 りつ

 を覚えてしまうだろう。

「あー……ちょっといいかしら」

　そんな中、琴里が、男の言葉を
遮
 さえぎ

 るように手を上げた。

　リーダー格の男の
隣
 となり

 にいた
瘦
 そう
 身
 しん

 の男が、
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに琴里に視線を向ける。

「団長の言葉が聞こえなかったか？　許可なき発言は許さない」

「ちゃんと聞こえてるわよ。だから発言の許可をもらおうとしてるんじゃない」

「貴様──」

「──待て。構わん。規律を重んずる姿勢は評価しよう。それになんだかあの子、猫っぽいし。女神は猫に
寛
 かん
 容
 よう

 である」

「確かに……」

「猫耳似合いそう……」

　団長と呼ばれたリーダー格の男は仲間の言葉を制し、琴里に向き直った。琴里がたらりと
頰
 ほお

 に汗を垂らす。

「それで、何かな、
可愛
 かわい

 い子猫ちゃん」

「……ああ、いえ、念のため
確
 かく
 認
 にん

 しておきたいのだけれど、これは船側が用意したレクリエーションや防災訓練ってわけじゃあないのよね？」

「無論だ」

「つまりこれは……シージャックってやつ？」

「我々の行動にそのような表現を使うのは不本意であるが、わかりやすく説明するのならそういうことになる」

「あー……」

　男の返答を受け、琴里は渋い顔を作りながら
腕
 うで
 組
 ぐ

 みした。
眉
 み
 間
 けん

 には皺が刻まれ、頰には汗がひとすじ垂れている。

「なるほど、なるほど……そっか、よりにもよって、私たちの乗ってる船を
 ……」

　見ようによっては突然の
脅
 きよう
 威
 い

 に戦慄しているように見えなくもなかったが──士道の目には、どちらかというと困惑と
憐
 れん
 憫
 びん

 の混じったような表情に見えて仕方がなかった。

　琴里は大きなため息を
吐
 つ

 くと、
哀
 あわ

 れむような視線を男に向けた。

「……悪いことは言わないわ。
怪
 け
 我
 が

 しないうちに武器を捨てて投降した方がいいわよ」

「なんだと？」

　
挑
 ちよう
 発
 はつ

 ともとれる琴里の言葉に、
穏
 おだ

 やかだった男の表情が歪む。

「どういうことだ？　一体我々が、
誰
 だれ

 に怪我を負わされると？」

「誰に……か。ええと、そうね。あなたたち風に言うと──女神様？」

「……何？」

　琴里が言うと、団長は
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ

 をひそめた。

　と、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、団長の肩口に
提
 さ

 げられた通信機が音を発した。

「……どうした。何かあったのか？」

　団長が通信機を手に取り、口元に近づけながら言う。

　すると通信機の向こうから、凄まじい銃撃音と悲鳴が聞こえてきた。

『──応答願う！　応答願う！　Ｂ班
全
 ぜん
 滅
 めつ

 ！　全滅だ！』

「何……？」

　団長が
怪
 け
 訝
 げん

 そうに眉根を寄せると、それに合わせたかのように、
他
 ほか

 の男たちの通信機からも悲鳴が上がり始めた。

『こちらＣ班！　
応
 おう
 援
 えん

 を
寄
 よ
 越
 こ

 してくれ！　銃が効かない！　一体何なんだこいつらはぁぁぁっ!?

 』

『銃が！　俺の銃がフランスパンにされちまった！　
魔
 ま
 女
 じよ

 だ！　この船には魔女がいる！　
馬
 ば
 鹿
 か

 言え、俺はクスリなんてやってねぇ！』

『寒い……寒いよ……手足が動かない……なんだか……とっても
眠
 ねむ

 いんだ……』

『──やあ同志。もう女神なんてどうでもいいじゃないか。それより
一
 いつ
 緒
 しよ

 に歌を歌おう。この冬最もホットな誘宵美九のニューシングル「Beautiful Moon」、好評発売中だよ』

　……などと、
怒
 ど
 号
 ごう

 と悲鳴と
謎
 なぞ

 のＣＭが、
無
 む
 秩
 ちつ
 序
 じよ

 に通信機から乱れ飛ぶ。男たちは、目出し帽
越
 ご

 しにもはっきりとわかるくらいに、その表情を
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染めた。

「な……なんだ!?
 　一体何が起こっている!?
 」

　それを見てか、琴里がはぁと大きなため息を吐く。

「だから言わんこっちゃない……」

「あー……」

　通信の内容からおおよそのことを察して、士道もまた琴里と同じような顔をしながらポリポリと頰をかいた。

「ぐ……っ！
 」

　琴里の反応から何かを察してか、リーダー格の男が琴里に
鋭
 するど

 い視線を向ける。

「どういうことだ!?
 　この船の中に一体何がいる!?
 　答えろ！　答えねば──」

　と、リーダー格の男が自動
小
 しよう
 銃
 じゆう

 を構えようとしたところで、バン！　と音を立てて、ラウンジの入り口の
扉
 とびら

 が開け放たれた。

　そしてそこから、ぐったりとした
覆
 ふく
 面
 めん

 の男たちを引きずった十香、そして夕弦と六喰が、のしのしとラウンジに入ってくる。

『な……っ!?

 』

　その姿を見て、男たちが
驚
 きよう
 愕
 がく

 に
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 る。が、当の十香たちはあっけらかんとした様子で、士道たちに手を
振
 ふ

 ってきた。

「おお、シドー、琴里。ここにいたか。こやつらは何者なのだ？　人に銃を
突
 つ

 きつけていたものだから、少し
懲
 こ

 らしめておいたが……」

「
無
 ぶ
 粋
 すい

 。せっかくの船旅だというのに
騒
 さわ

 がしいことです」

「むん……とりあえず全員気絶させてあるのじゃ」

「あはは……」

　手を振り返しながら、士道は
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

　考えてみれば道理だ。今この船には一〇名もの
精
 せい
 霊
 れい

 たちが乗船しており──彼女らが、目の前で銃を構える悪漢たちを見過ごすはずはなかったのである。

「な……な……」

　男たちが
啞
 あ
 然
 ぜん

 としていると、また別の入り口が開け放たれ、今度は耶俱矢、四糸乃、二亜の三人が、数名の男たちを引きずりながら現れた。男たちは覆面を
剝
 は

 がされ、口にカジノのチップを
詰
 つ

 め込まれていたり、手足を
氷
 こおり
 漬
 づ

 けにされていたりした。

「
呵
 か
 々
 か

 、我らのいる前で
狼
 ろう
 藉
 ぜき

 を働こうとは、
愚
 おろ

 かな者もいたものよ」

「えっと、その……ロープか何かありませんか？　ずっと氷だと冷たいと思うので……」

「かーっ！　まさかシージャックとはなー！　あのままルーレットやってれば二亜ちゃん大逆転だったのになー！　今日のところは引き分けにしといてあげよっかなー！」

　などと、なぜか
嬉
 うれ

 しそうに二亜が言って、ぺちこーん！　と額を
叩
 たた

 く。

　すると今度は、またまた別の入り口から、
猫
 ねこ
 耳
 みみ

 を着けた一団が現れた。

　一見すると、ラウンジを
占
 せん
 拠
 きよ

 した〈クロック・キャッツ〉の仲間のようだったが……どこか様子がおかしい。

　何しろ彼らは
綺
 き
 麗
 れい

 に整列しながら行進すると、ラウンジに入るなりザザッと左右に展開し、折り目正しく敬礼をしてみせたのである。

　するとそのあと、彼らに
迎
 むか

 えられるように、水着姿の美九が手を振りながら、折紙が静かに、七罪がこそこそと歩いてくる。

「あっ、だーりん！　ご無事で何よりですぅ。ね、皆さんもそう思いますよね？」

『ハイ！　美九サン！』

　男たちが美九の声に
応
 こた

 え、
一
 いつ
 斉
 せい

 にそう返す。どうやら美九の天使〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉で
操
 あやつ

 られているらしい。

　その異様な光景に、ラウンジにいたシージャック犯たちが目を
剝
 む

 いた。

「な、何だ、これは……一体何があったというのだ!?
 」

　団長が、
狼
 ろう
 狽
 ばい

 に満ちた声を上げる。

　とはいえそれも無理からぬことだろう。船を占拠したかと思ったら、いつの間にか船中の仲間が
倒
 たお

 されたり洗脳されたりしていたというのである。しでかしていることがことだけに同情の余地はないのだが、
若
 じやつ
 干
 かん

 気の毒な気がしないでもなかった。

　しかし、そんな
惨
 さん
 状
 じよう

 を突きつけられてもなお、団長はまだ
諦
 あきら

 めていないようだった。何やら
懐
 ふところ

 からリモコンのようなものを取り出し、高らかに声を上げる。

「く……まさかこの
爆
 ばく
 弾
 だん

 を使うことになるとはな。
魔
 ま
 法
 ほう
 陣
 じん

 も
祭
 さい
 壇
 だん

 も未完成だが……仕方ない。
女
 め
 神
 がみ

 は寛容だ。これだけの人数を
贄
 にえ

 にすれば、必ずや喜んでくださるだろう！」

「な──」

「ば、爆弾!?
 」

「みんな、
伏
 ふ

 せて！」

　団長の言葉に、士道たちは戦慄した。

　そう。油断してはならなかったのだ。彼らの目的は、乗客を人質に政府と
交
 こう
 渉
 しよう

 することでも、
身
 みの
 代
 しろ
 金
 きん

 を取ることでもなく、多くの人々を女神の贄にすることだったのだ。
己
 おのれ

 の身を
顧
 かえり

 みさえしなければ、このような手段に出てくることは十分考えられた。

「ではともに
征
 ゆ

 こう諸君！　次会うときはお
互
 たが

 い子猫ちゃんだ！　きひひひひ！」

　高らかに笑い、団長が
躊躇
 ためら

 いなくリモコンのスイッチを押す。

　だが……

「……んん？」

　しばらく待っても、爆発は起きなかった。団長が数度リモコンのスイッチを押してから、近くにいた部下の方を向く。

「……おい。爆弾はちゃんと
仕
 し
 掛
 か

 けたのだろうな？」

「は、はい。ちゃんと、機関部の直上に位置するプールに……」

「……えっ」

　と、そこで小さく声を発したのは七罪だった。なぜかばつが悪そうに目を
逸
 そ

 らしながら、ぼそぼそと続ける。

「……あー、もしかしたらその爆弾、クッション素材にしちゃったかも……」

「どういうこと!?
 」

　七罪の言葉に、団長が
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げる。……正直士道も、七罪が何を言っているのか完全には理解できなかった。

　ともあれ、七罪のおかげで彼らの
狙
 ねら

 いが
挫
 くじ

 かれたのは確からしい。団長がリモコンを
床
 ゆか

 に叩き付け、士道たちを指さす。

「ど、同志たちよ、そのガキどもを──」

　が、団長が指示を発しようとした瞬間、三方向からそれぞれ、耶俱矢、夕弦、折紙が飛び出し、猫耳の男たちをいとも
容易
 たやす

 く制圧してしまった。

「ぐあ……っ!?

 」

「な、なんだこりゃ……！
 」

「風圧に押し
潰
 つぶ

 され──ぐひゃっ!?
 」

　思い思いの
苦
 く
 悶
 もん

 を上げ、男たちが動かなくなる。一人残された団長は、何が何だかわからないといった様子で、絶叫じみた声を上げた。

「ふ……ッ、ざけるな！　こんなところで……こんなところでぇぇぇぇッ！
 」

　団長が目を見開き、琴里に銃口を向ける。

「ち──」

「！　琴里──！」

　士道は
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に床を
蹴
 け

 ると、琴里の前に身を
躍
 おど

 らせた。

　次の瞬間、自動小銃の引き金が引かれ、ガガガガッ！　と連続して士道の
身体
 からだ

 に
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が
撃
 う

 ち込まれる。

「が……っ！
 」

「士道!?
 」

「なっ、シドー！」

　辺りから、精霊たちの悲痛な
叫
 さけ

 びが
響
 ひび

 いてくる。

　が──燃えるような痛みの中、士道は足を
踏
 ふ

 ん張ると、倒れかけていた身体を起こしてみせた。

　そして、〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉の
炎
 ほのお

 が
銃
 じゆう
 創
 そう

 を
舐
 な

 める中、ゆらり、と団長に視線を向ける。

「てめぇ……こんなの、琴里に当たったらどうするつもりだ……？」

「ひい……ッ!?

 」

　団長は炎に包まれる士道に
戦
 おのの

 くように悲鳴を上げると、そのままラウンジの窓を撃ち破り、外へと
逃
 に

 げていってしまった。

「く……！」

「馬鹿、何やってるのよ！　また無茶をして……！」

　士道が
胸
 むな
 元
 もと

 を押さえながら
呻
 うめ

 くと、琴里が心配そうな声を発しながら
肩
 かた

 を支えてきた。それに合わせるように、精霊たちもまた士道のもとに集まってくる。

　だが士道は、喉を絞るようにしながら顔を上げた。

「俺は
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ……！　それより、あいつを追うぞ！」
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「ひ……っ、ひ……っ！
 」

　──なんだあれは、なんだあれは、なんだあれは……！

〈クロック・キャッツ〉団長は顔中に冷や
汗
 あせ

 を
浮
 う

 かべながら、船のリアデッキを走っていた。

　手足が
痺
 しび

 れる。肺が痛む。心臓が爆音を
奏
 かな

 で、喉から飛び出しそうになる。

　意味がわからない。意味がわからない。意味がわからない。

　準備は万全だったはずだ。人数も十分、装備も十分。こんな平和ボケしたクルージング客と、ひ弱な警備員しかいないような船を制圧するなど容易いはずだった。二〇〇〇人もの贄とともに旅立てば、きっと女神は自分のことを迎えてくれるはずだった。なのに──

「なんなんだよ、これは……ッ!?

 」

　声を出す
余
 よ
 裕
 ゆう

 などないはずなのに、団長は思わず叫びを上げていた。

　するとそれに合わせるように、後方から声が響いてくる。

「──あっちだ！」

「むむむー！　よくもだーりんを撃ってくれましたねー！」

「風の八舞に
鬼
 おに

 ごっこを
挑
 いど

 むとはいい度胸よ！」

「ひぃぃ……っ！
 」

　
迫
 せま

 り来る魔女たちの声に、団長は情けない悲鳴を上げながら、
既
 すで

 に限界状態であった足をさらに速く動かした。

　
駄
 だ
 目
 め

 だ、駄目だ。一人で死んだら、女神のもとに至れない。女神は贄を
欲
 ほつ

 している。
数多
 あまた

 の人間を女神のもとに送らねば意味がない。今はとにかく逃げなければ──

　と、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、団長は不意に
物
 もの
 陰
 かげ

 から現れた
人
 ひと
 影
 かげ

 とぶつかってしまった。

「のわ……っ！
 」

「きゃっ」

　ぶつかったのは、一人の少女だった。長い
黒
 くろ
 髪
 かみ

 に、フリルに
飾
 かざ

 られたドレス。どことなく高貴な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 の
漂
 ただよ

 う、お
嬢
 じよう
 様
 さま

 然とした女の子である。

「ぐ……！」

　一瞬毒づきそうになった男だったが、すぐに思い直す。どうせこのまま走っていても、すぐに追いつかれてしまうだろう。ならば、自分が逃げおおせる
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の方法は──

「来いっ！」

　男は少女の手を
摑
 つか

 むと、そのままぐいと引き寄せた。そして、そのこめかみに銃を
突
 つ

 きつける。

「きゃあっ！　
突
 とつ
 然
 ぜん

 何をなさいますの？」

「うるさいっ！　死にたくなかったら大人しくしていろ！」

「──いたぞ！」

　男が少女を押さえつけていると、後方から、先ほどの魔女たちの声が響いてきた。









「……！　見つけた！」

　
精
 せい
 霊
 れい

 たちとともに〈クロック・キャッツ〉の団長を追っていた士道は、船のリアデッキに、その後ろ姿を発見した。

「もう逃げられないぞ！　諦めてお
縄
 なわ

 につけ！」

　士道の叫びに合わせるように、精霊たちが左右に展開し、団長を逃がさぬよう取り囲む。

　団長の前方には、もはや手すりと海しかない。逃げ場がないことは明白である。万が一海に飛び込んだとしても、こんな場所から陸地まで泳ぐことはまず不可能だろう。

　だが、団長は顔中に汗を
滲
 にじ

 ませながらも
薄
 うす

 い
笑
 え

 みを浮かべると、士道たちの方に向き直った。

「動くな！　さもないとこの女の顔が
吹
 ふ

 っ飛ぶぞ！」

　そしてそう叫びながら、片手で押さえつけた少女の側頭部に、小銃の銃口を突きつける。

『な……っ!?

 』

　士道と精霊たちは思わず顔を
戦
 せん
 慄
 りつ

 の色に染めた。どうやら、
逃
 とう
 走
 そう

 中に乗客を
捕
 つか

 まえ、人質にしてしまったらしい。

　そんな反応を見てか、団長がさらに笑みを
濃
 こ

 くする。

「よ、よし、いい子だ。この子の
可愛
 かわい

 いお顔がトマトみたいに
弾
 はじ

 けるのを見たくなかったら、非常用の救命ボートを用意しろ」

「ふざけるな、そんなこと──」

「早くしろッ！」

　男が
怒
 ど
 鳴
 な

 り声を上げ、さらに強く銃口を少女のこめかみに押しつける。少女が身を
捩
 よじ

 りながら悲鳴を上げた。

「きゃあん！　
怖
 こわ

 いですわ、怖いですわ。どうか助けてくださいましー」

「………………………………
 ん？」

　と。

　そこで士道は、思わず目を丸くした。

　
否
 いな

 、士道だけではない。男と少女を取り囲む精霊たちも
皆
 みな

 、士道と似たような顔をしている。
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「むん？」

「あ……」

「あらー」

　皆、気づいたのだろう。

　その少女の声が、悲鳴というにはあまりに楽しげであることに。

　その少女の肩が、まるで笑いを
堪
 こら

 えるかのようにぴくぴくと動いていることに。

　その少女の顔に──見覚えがあることに。

「お、おまえ……」

「──あら、あら。もう気づいてしまわれましたの？　もう少し悲劇のヒロインを演じていたかったのですけれど」

　士道が半ば
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と言うと、少女はくすくすと笑いながらそう返してきた。

　そう。シージャック犯が人質に取ってしまったのは──

　最悪の精霊にして、彼らの『
女
 め
 神
 がみ

 』──
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 その人だったのである。

「く、狂三!?
 　な、なんでおまえがこんなところに……？」

「うふふ、ごきげんよう、士道さん。
奇
 き
 遇
 ぐう

 ですわね」

　するとそんな様子に
焦
 じ

 れたように、団長が声を
荒
 あら

 らげる。

「何をごちゃごちゃ言ってやがる！　いいから早く──」

「──あなた、少しうるさいですわよ」

　言って、狂三がちらと団長の方を見る。

　そこで、団長はハッと目を見開いた。

　
恐
 おそ

 らく、彼もまた、気づいてしまったのだろう。

　──自分が
捕
 と

 らえた少女の左目が、金色の時計の文字
盤
 ばん

 になっていることに。

「あ、あああああ──あなた様は……まさか……ッ!?

 」

「──一体何ですの、その格好は。みっともないにもほどがありましてよ」

　瞬間。

　狂三がパチンと指を鳴らしたかと思うと、狂三の足元に
蟠
 わだかま

 った
影
 かげ

 の中から、
幾
 いく
 本
 ほん

 もの白い手が生えてきて、男の足に
絡
 から

 みついた。

「ひ……ッ!?

 　め、女神よ！　お聞きください！　ねーこねこにゃんにゃん！　ねこにゃんにゃん！」

「……なんですの、それは」

「え、ええと、この
呪
 じゆ
 文
 もん

 を唱えると、女神は対象を
猫
 ねこ

 と
認
 にん
 識
 しき

 し、
愛
 め

 でるようになると……」

「…………
 」

「ぐ、ああああああああああ……っ!?

 」

　そんな悲鳴を残して、男は影の中に引きずり込まれてしまった。

　狂三はうんざりとした様子で息を
吐
 は

 くと、軽く
肩
 かた

 を
払
 はら

 ってから士道たちに向き直ってきた。

「──『わたくしたち』から、わたくしの名を
汚
 けが

 す者の存在を聞き
及
 およ

 んで見に来てみたのですけれど……想像以上の
酷
 ひど

 さでしたわね」

「く、狂三、おまえ」

「安心してくださいまし。殺してはいませんわ。シージャックの主犯がいなくなったとなると、事後処理がまた
面
 めん
 倒
 どう

 になってしまいますでしょうし──」

　それに、と狂三は肩をすくめた。

「わたくしにも、『食べる』人の好みくらいありましてよ」

　言って、ぺろりと
唇
 くちびる

 を
舐
 な

 めてみせる。

　……本人的には
冗
 じよう
 句
 く

 のつもりなのかもしれなかったが、
恒
 こう
 常
 じよう

 的に狂三に
狙
 ねら

 われている士道としては、あまり笑うに笑えなかった。





　　　　◇





　
騒
 そう
 動
 どう

 から数時間後。カルト教団によるシージャックなどという大事件が起こったとは思えないくらい、船は
速
 すみ

 やかに通常航行に
戻
 もど

 っていた。

　理由は非常に単純なものである。──琴里が〈ラタトスク〉に手を回し、この件を船上アトラクションの
一
 いつ
 環
 かん

 として処理するよう、船側に
要
 よう
 請
 せい

 したからだ。

　無論、シージャック犯たちを
慮
 おもんぱか

 ったわけではない。実際彼らの
身
 み
 柄
 がら

 はもう海上保安庁に引き
渡
 わた

 されているし、通常通りの
刑
 けい

 が適用されるだろう。

　ならばなぜそんな手のかかることをしたのかといえば──精霊たちが、この事件を解決してしまったから、に
尽
 つ

 きる。

　カジノに、デッキに、プールに、ラウンジ。決して少なくない人数が、精霊たちの
活
 かつ
 躍
 やく

 を
目
 ま

 の当たりにしてしまった。幸い霊装や天使は
顕
 けん
 現
 げん

 させていなかったようだが、下船後、彼女らがシージャック犯を退治したヒーローとして祭り上げられるのは、〈ラタトスク〉としては
避
 さ

 けたい事態だったのである。

　直接シージャック犯を目にした乗客たちは、少々の
戸
 と
 惑
 まど

 いを残しつつも、一応は
納
 なつ
 得
 とく

 を示してくれているようだった。まあ、まさか自分がシージャックに巻き込まれるとは思っていなかっただろうし、そのシージャック犯があんなふざけた格好をしているとも思わなかったのだろう。その点に関してのみは、彼らの猫耳に感謝であった。

　もちろん、客に
怪
 け
 我
 が

 をさせかねない乱暴なアトラクションを行ったとして、あとあと船の運営会社にクレームが行くことは十分考えられたが、それを補って余りあるくらいの鼻薬を、運営会社に
嗅
 か

 がせているらしかった。……相変わらず、
途
 と
 方
 ほう

 もない話である。

　その
甲斐
 かい

 あってか、事件解決の立役者である精霊たちは、船側が用意したキャストとして注目を集めることはあっても、
英
 えい
 雄
 ゆう

 として祭り上げられることはなく、
比
 ひ
 較
 かく
 的
 てき

 ゆったりと過ごすことができたのだった。

「──しかし
驚
 おどろ

 いたな、シージャックとは。ああいうのはよくあることなのか？」

　船の八階に位置するダンスホールで、グレープジュースベースのノンアルコールカクテルを飲みながら、十香がほうと息を吐いた。

　その
装
 よそお

 いは、
紫
 むらさき

 を基調とした気品あるデザインのドレスである。クルージングの長さにもよるが、夜の船上は
紳
 しん
 士
 し
 淑
 しゆく
 女
 じよ

 たちの社交場であるため、乗客全員にスーツ、ドレスの着用が義務づけられているのだ。十香以外の精霊たちも、皆思い思いのドレスに身を包んでいる。その様は、まるでお城の
舞
 ぶ
 踏
 とう

 会にでも来ているかのようだった。

　まあ、舞踏会とはいっても、精霊たちの中で
踊
 おど

 っているのは、先ほどからホールの中央で激しいステップを
踏
 ふ

 む八舞
姉
 し
 妹
 まい

 くらいのものだったのだが。六喰などは踊りと聞いて喜び勇んでいたが、ダンスホールで行われるのが
盆
 ぼん
 踊
 おど

 りではないと知ってしょんぼりしていた。今度夏祭りにでも連れていってあげようと心に
誓
 ちか

 う士道だった。

「まさか。治安の悪い国ならまだしも、この辺りじゃそうそうあるものじゃないわよ。──まったく、
騒
 さわ

 がせてくれちゃって。今思うと、あの船の
大
 おお
 揺
 ゆ

 れも、あいつらの
仕
 し
 業
 わざ

 だったのかもしれないわね」

『…………
 』

　琴里が言うと、なぜか数名の
精
 せい
 霊
 れい

 たちが、ばつの悪そうな顔を作った。

「……？　どうしたのよ、みんな」

「い、いんやー？　それより、精霊
信
 しん
 仰
 こう

 者だっけ？　あんなのいるんだねぇ」

　何やら
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すような調子で言ったのは、
大
 だい
 胆
 たん

 に背中の開いたイブニングドレスを着た二亜だった。

「ええ。まあ、彼らは『精霊』って
名
 めい
 称
 しよう

 すら知らなかったみたいだけど。精霊の存在が
秘
 ひ
 匿
 とく

 されているのには、ああいう手合いを出さないためって理由もあるのかもね」

「にゃるほどねぇ。……あれ？　ってことはあたしたちの信仰者とかもいるの？」

「んー……わからないけど、耶俱矢と夕弦なんて、
封
 ふう
 印
 いん

 前は
目
 もく
 撃
 げき

 情報多かったし、いるかもしれないわよ」

「推測。まさか全員がシルバーアクセを着け、
腕
 うで

 に包帯を巻き、自らを
眷
 けん
 属
 ぞく

 と
自
 じ
 称
 しよう

 しているのですか？　恐ろしい集団です」

「いやなんで私要素ばっかなのよ!?
 」

　どうやらこちらの会話が聞こえていたらしい。八舞姉妹が踊りながら言ってくる。それを見て、
皆
 みな

 はあははと笑った。

「──にしても、狂三も災難よね。自分の知らないところで祭り上げられてたっていうんだから」

「ああ……」

　琴里の言葉に、士道はうなずきながら返した。

　結局狂三はあのあと、気絶した〈クロック・キャッツ〉の団長を士道たちに引き渡し、影の中へと消えていってしまったのだった。

「結局、お礼の一つも言えなかったな」

「何言ってるのよ、士道。あなた、狂三に命を狙われてるって自覚してる？」

「いやまあ、それはそうなんだけど……もしあのときあそこにいたのが狂三じゃなく、
普
 ふ
 通
 つう

 の乗客だったら、もっと危ないことになってたかもしれないだろ？」

「む……まあ、それはそうかもしれないけど」

　琴里が、言っていることはわかるが不服である、というように
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らせる。

　と──そのときであった。

「──あら、あら。お呼びでして？」

　そんな声とともに、士道たちのもとに、
珍
 ちん
 客
 きやく

 が
訪
 おとず

 れたのは。

「！　狂三！」

　士道が名を呼ぶと、狂三は身に
纏
 まと

 った
可
 か
 憐
 れん

 なドレスの
裾
 すそ

 を
摘
 つ

 まみ上げ、
優
 ゆう
 雅
 が

 に礼をしてみせた。

「きひひ、ごきげんよう、士道さん。皆さんもお
揃
 そろ

 いで」

　言って狂三が、士道と精霊たちの顔を視線で舐める。精霊たちが、ぴりっと空気を張り
詰
 つ

 めさせた。

「あら狂三。もう目的は達したんじゃないのかしら？　一体何のご用？」

　琴里が、言葉の険を
隠
 かく

 す様子もなく問う。すると狂三は、口元を手で隠しながらくすくすと笑った。

「皆さんと同じく、クルージングを楽しんでいるだけですわ。何か問題でもございまして？」

　狂三が首を
傾
 かし

 げるようにして言ってくる。琴里はフンと息を吐きながら、その真意を
探
 さぐ

 るように目を細めた。

　しかし狂三は気にする様子もなく、士道に向き直ってくる。

「──それより士道さん、何かご用でして？　聞き慣れた名前が聞こえてきたような気がしたのですけれど」

「ああ……おまえがいてくれて助かったって話をしてたんだよ」

「あら、あら、そうでしたの。──うふふ、ではご
褒
 ほう
 美
 び

 でもいただきましょうかしら」

「ご褒美……？」

　その言葉に、精霊たちの表情が
警
 けい
 戒
 かい

 の色に染まるのがわかった。

　だがそれも当然だ。何しろ狂三は、士道を『食べ』、その
霊
 れい
 力
 りよく

 を
奪
 うば

 うと公言している精霊なのだ。どんな
物
 ぶつ
 騒
 そう

 な要求が飛び出してくるか知れたものではなかった。

　だが、狂三はにこりと
微笑
 ほほえ

 むと、士道に手を差し出し、予想外の言葉を発してきた。

「──わたくしと一曲、踊っていただけませんこと？」

「え……？」

　士道がキョトンと目を丸くすると、狂三は
可笑
 おか

 しそうにくすくすと笑った。

「あら、わたくし、何かおかしなことを言いまして？　ここはダンスホールなのでしょう？　それとも、犯人
捕
 ほ
 縛
 ばく

 のお礼であっても、わたくしとは踊りたくありませんの？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「では」

　狂三がずい、と手を前に出してくる。士道は半ば空気に飲まれるように、その手を取ろうとした。

　が──

「させるかぁぁぁぁぁっ！
 」

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道と狂三の手を
遮
 さえぎ

 るように、琴里がその場に立ち上がった。

　
否
 いな

 、琴里だけではない。可憐に
着
 き
 飾
 かざ

 った
他
 ほか

 の精霊たちも、
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を
吐
 は

 いてくる。

「何を言っているのだ狂三！　それなら私たちにもシドーと踊る権利があるはずだ！」

「そう。スコアで言えば私の方が上のはず」

「そうですよー！　だーりんと踊りたければまずは私と踊ってからです！」

「……いやなんでそうなるのよ」

　などと、精霊たちが口々に声を上げる。狂三はそれを見て、
面
 おも
 白
 しろ

 くて仕方がないといった様子で口元を笑みの形にした。

「あら、あら。大変ですわね。では士道さんに、
誰
 だれ

 と踊るかを決めていただきませんと」

『……！』

　狂三の言葉に、精霊たちの視線が士道に注がれる。

「え、ええと……」

　士道は無数の目に
射
 い
 竦
 すく

 められながら
苦
 く
 笑
 しよう

 すると、「……じゃあ、順番で」と手を差し出した。





　　　あとがき










　毎度お
騒
 さわ

 がせしております
橘
 たちばな
 公
 こう
 司
 し

 です。『デート・ア・ライブ　アンコール９』をお送りいたしました。いかがでしたでしょうか。お気に
召
 め

 したなら幸いです。

　短編シリーズ『アンコール』も早９巻。二
桁
 けた

 の大台が目の前に
迫
 せま

 って参りました。そしてここで表紙に登場するのが、人気
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 にして
精
 せい
 霊
 れい

 界のファンタジスタ、
本
 ほん
 条
 じよう
 二
 に
 亜
 あ
 女
 じよ
 史
 し

 でございます。見てくださいこの高級感のある仕上がり。しかも表紙と中表紙で
差
 さ
 分
 ぶん

 があるという
豪
 ごう
 華
 か

 仕様です。なんだ本条貴様その格好は。

　さて今回も、
恒
 こう
 例
 れい

 の各話解説に入りたいと思います。ネタバレを多分に
含
 ふく

 むため、本文未読の方は注意をお願いします。










○
五
 いつ
 河
 か

 ペアレンツ






　海外にいる五河家の両親が帰ってくる話。実は初出はかなり早く、確か二〇一五年五月号のドラゴンマガジン付録です。もう四年前の話なんですね。ひえぇ。最近ドラマガに
再
 さい
 掲
 けい

 されたため、いいタイミングということで今回晴れて『アンコール』収録と相成りました。『アンコール９』が分厚いのはだいたいこの話のせい。

　四年前の短編のため、二亜と
六
 む
 喰
 くろ

 がまだいません。実は今回、事情を知らない二亜と六喰が五河
夫
 ふ
 妻
 さい

 と
遭
 そう
 遇
 ぐう

 する新・五河ペアレンツを足そうかという話もあったのですが、ページがかさんでしまったためお流れに。そのうち機会があったら書いてみたいですね。










○二亜ハウス






　実はただのぐーたら飲んだくれではなかった二亜が理想の家を探す話。確か
珍
 めずら

 しく、アニメの打ち合わせのあとに、文章ではなく口頭でプロットを立てた話だった気がします。

　二亜は本当に書きやすいというか、他のキャラでは言わないような
台詞
 せりふ

 を
喋
 しやべ

 らせることができるので楽しいです。
士
 し
 道
 どう

 の態度も、気の置けない友だちに対するそれのようで
妙
 みよう

 に心地よい。
駄
 だ
 目
 め

 人間ではありますが、意外と士道とは相性がいいのかもしれません。
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？　
結
 けつ
 婚
 こん

 する？

　
天
 てん
 宮
 ぐう

 ハウジングの
青
 あお
 木
 き

 さんは、なんだか書いているうちに段々と
濃
 こ

 くなっていったキャラでした。別に意識したわけではないのですが、今回収録の短編は、精霊以外のモブキャラが結構出ている気がしますね。










○
七
 な
 罪
 つみ

 チャレンジ






　なっつんの
隠
 かく

 された才能が開花する。なぜか個人的に結構お気に入りの話です。七罪のような才能が欲しい。

　ドラマガ
掲
 けい
 載
 さい

 時の
扉
 とび
 絵
 らえ

 は、
漫
 まん
 画
 が
 原
 げん
 稿
 こう

 を持ち込みした『なつこ』こと大人七罪ですが、文庫化にあたり、
序
 じよ
 盤
 ばん

 のシーンの
挿
 さし
 絵
 え

 が取られています。すんごい。何がとはいいませんが、すんごい。

　七罪と
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 の友だち
花
 か
 音
 のん

 と
紀
 のり
 子
 こ

 は、一回きりの登場と思いきやちょくちょく出てきますね。初登場は『アンコール７』の『四糸乃エクスペリエンス』です。こちらも結構お気に入りの話です。……もしや七罪メインの短編が好きなだけでは？










○
折
 おり
 紙
 がみ

 トレーニング






　折紙が
花
 はな
 嫁
 よめ

 修業する話なんてどうですか？　という
安
 あん
 易
 い

 な一言から始まった話。どうしてこうなった。確か最初は、
普
 ふ
 通
 つう

 に花嫁修業教室に通う予定だった気がするのですが、いつの間にか花嫁『修行』になっていました。ちょっと何言ってるかわかんないですね。

　折紙だけだとツッコミ役が不在になってしまうということで、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 とタマちゃんを同行者に。タマちゃんと『お相手』の話の
顚
 てん
 末
 まつ

 は果たして書く機会があるでしょうか。できればちょっと書きたい。

　なお完全な余談ですが、『花嫁』
美
 み
 佐
 さ
 子
 こ

 は、『デート・ア・ライブ』１巻にも名前だけ登場しています。










○
美
 み
 九
 く

 スキャンダル






　
誘
 いざ
 宵
 よい

 美九のスキャンダルを
暴
 あば

 け！　二人組の芸能記者が美九をマークする話。主人公たちのことを知らないモブキャラ視点の話って結構好きなんですよね。そしてついでといわんばかりにＤＥＭ第一
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ

 の
魔術師
 ウイザード

 も登場。意外とエレンは社内の人間に
嫌
 きら

 われているのでは。

　最初のオチ案では、精霊の起こした
超
 ちよう
 常
 じよう

 現象を
目
 ま

 の
当
 あ

 たりにした記者二人が、それを記事にしようとしたところ、編集長からにこやかに
肩
 かた

 を
叩
 たた

 かれるというパターンもありました。その後二人は超常現象系の雑誌に
異
 い
 動
 どう

 となり、都市伝説ハンターとして名を
馳
 は

 せることになるのだが、それはまた別の話である。










○精霊クルージング






　読んで字の通り、精霊たちが豪華客船でクルージングする話。先日人生の実績解除のために大きな船に乗ってきたことを担当氏に話したところ、「え、じゃあ書けるじゃないですか」となり、今回の書き下ろしが決まりました。ちなみに僕が乗ったのは日本
国
 こく
 籍
 せき

 の船だったため、カジノはあっても
換
 かん
 金
 きん

 はできませんでした。当然ですがシージャックも出ませんでした。

　
初
 しよ
 稿
 こう

 段階では普通のテロリストだったのですが、キャラが弱いということであのようなことに。きひひひひひ。隊服をゴスロリにしてもよかったのですが、さすがに
絵
 え
 面
 づら

 がキツくなりそうだったので今の形に。

　ちなみに今巻の口絵ＳＳも、この話になぞらえて『デート・ア・クルーズ　2ndDay』となっております。イメージとしては一日目にシージャックを
退
 しりぞ

 けたあとの、
純
 じゆん
 粋
 すい

 に遊びを楽しむ二日目のクルージングです。

　三枚目にマリアが参戦したことにより若干ややこしい感じになってしまいましたが、マリアの貴重な水着イラストの前には
些
 さ
 細
 さい

 なことだった。『アンコール』でのカラー口絵描き下ろしは初めてだったので、普段はあまり取れないイラストが欲しかったのです。六喰の水着デザインがとてもかわいい。

　ちなみにこの口絵三枚目のキャラ選定は、今まで水着イラストが取られていなかった組です。狂三は結構水着になっているイメージですが、意外にもつなこさんのイラストではまだ取られていなかったのです。









　さて最後になりましたが、今巻も、様々な方々のご
尽
 じん
 力
 りよく

 によって本を出すことができました。

　イラストのつなこさん、毎回素敵なイラストをありがとうございます。担当氏、デザイナーの
草
 くさ
 野
 の

 さん、編集、出版、流通、小売に関わる
皆
 みな
 様
 さま

 、そして今この本を手に取ってくださっているあなたに、心よりの感謝を。

　短編
連
 れん
 載
 さい

 が始まった
頃
 ころ

 、
漠
 ばく
 然
 ぜん

 と「もしも『アンコール』が10
 巻までいけたら、本編精霊みんな表紙にしてあげられるなあ」と思っていたのですが、なんとか
到
 とう
 達
 たつ

 できそうです。

　もう予告しちゃいますが、『アンコール10
 』の表紙は六喰です。どんな私服を見せてくれるのか、今から楽しみでなりません。





　では、また次の本でお会いできることを楽しみにしております。






二〇一九年六月　橘　公司
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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